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『宿横手三波川遺跡・西横手遺跡群』は、主要地方道前橋・長瀞線地方特定道路整備事

業に伴い発掘調査された高崎市宿横手町と西横手町にかけて所在する遺跡の発掘調査報告

書です。発掘調査は平成 8年度から平成10年度にかけて行い、平成13年度から平成14年

度にかけて整理事業を群馬県から委託を受け、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が行

しヽ ました。

発掘調資を行った二遺跡は、前橋台地のほぼ中央に位置し、「坂東太郎」の呼称で知ら

れる利根川がすぐ東脇を流れています。発掘調査では、この利根川の変流に伴う洪水層や

それ以降の度重なる洪水層を確認しました。また群馬県を代表する浅間山や榛名山の噴火

火山灰層や泥流層など多くの災害層を確認しました。この地域が群馬県内でも数多く自然

災害に見舞われた地域だということがわかりました。そして、この災害層の下から古墳時

代前期以降、近世まで営々と営まれた水田や畠などの農耕遺構が発見され、それぞれの時

代の農業の様子が明らかにされ、我々に災害から復旧にかけた当時の人々の努力を伝えて

くれます。

これらを盛り込んだ本報告書は、考古学研究者はもちろん、郷土の歴史に関心をお持ち

の県民の皆様の研究にも大いに役立つものと確信しております。

最後になりますが、群馬県土木部、群馬県教育委員会文化スポーツ部文化財保護課、高

崎市教育委員会、地元関係者の皆様には、発掘調査から本報告書刊行まで終始こ協力を賜

り心から感謝の意を表すと共に、発掘調査に携わった作業員の方々の労をねぎらい序とし

ます。

平成15年3月26日

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 小野宇三郎





例 言

1. 本書は、主要地方道前橋・長瀞線地方特定道路整備事業に伴い事前調査された「宿横手三波川遺跡・西

横手遺跡群」の発掘調査報告書である。

2. 遺跡は、群馬県高崎市宿横手町内及び同市西横手町地内に所在する。

3. 事業主体群馬県土木部

4. 調査主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

5.調査期間 宿横手三波川遺跡・西横手遺跡群 平成8年11月 1日～平成10年3月31日

6.調査組織理事長小寺弘之、菅野清 常務理事菅野清 事務局長原田恒弘、赤山容造

管理部長峰巣実、渡辺健 調査研究第 1部長赤山容造 調査研究第2部長神保侑史

総務課長小渕淳、坂本敏夫調査研究第 1課長平野進一 調査研究第6課長右島和夫、佐藤明人

総務課員井上剛、国定均、笠原秀樹、小山建夫、須田朋子、吉田有光、宮崎忠司、柳岡良宏、岡島伸

昌 非常勤嘱託員大澤友治 事務補助員吉田恵子、並木綾子、今井もと子、松井美智代、内山桂子、

星野美智子、羽鳥京子、菅原淑子、山口陽子、佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、本地友美、狩野

真子、松下次男、浅見宜記、 山本正司、吉田茂、若田誠

発掘調壺担当 （平成8年度）女屋和志雄、南雲芳明、内田敬久 （平成9年度）谷藤保彦、壁伸明、

南雲芳明、安藤剛志 嘱託員勢藤力 （平成10年度）大江正行、安藤剛志、茂木剛

7. 整理主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

8. 整理期間 平成13年4月 1日から平成15年3月31日

9 整理組織理事長小野宇三郎 常務理事吉田豊、赤山容造 事務局長赤山容造

事業局長神保侑史 管理部長住谷進、萩原利通 調育研究部長能登健、巾隆之

総務課長坂本敏夫、大島信夫、植原恒夫 資料整理課長西田健彦 課員笠原秀樹、小山建夫、

高橋房雄、須田朋子、吉田有光、森下弘美、片岡徳雄、田中賢一

事務補助員吉田恵子、並木綾子、今井もと子、内山桂子、佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、

狩野真子、松下次男、吉田茂、若田誠、蘇原正義

整理担当齋藤利昭 遺物写真撮影佐藤元彦 整理嘱託員土橋まり子 整理補助員阿部和子、

大野容子、掛川智子、商橋裕美、田中のぶ子、長岡美和子、小材浩一、高橋初美、藤井文江、横倉知子、

新井雅子、儘田澄子

10.本書の執筆 遺物観察は大江正行が行い、一部齋藤が行った。骨の鑑定分析については、楢崎修一郎が

行った。それ以外の本文執筆及び編集を齋藤が行った。

11.記録保存因 1 /20の縮尺を基本として作図した。広範な図は空中写真測量等を行い（株）測研、技研

測量設計（株）、（株）横田調査設計等に委託した。また韮準測量も同様に業者委託を行った。

12.記録写真 遺構写真は発掘調査担当者が行い、遺跡全景は空中写真撮影や高所作業車を用いた。

13.鑑定分析 石材鑑定は飯島静夫氏（群馬地質研究会）にお願いし、樹種鑑定を（株）パレオ・ラボ、自

然科学分析を（株）古環境研究所、パリノ・サーヴェイ（株）に委託した。また、遺構 ・遺物のトレースを

株式会社測研に委託した。

14. 本遺跡の出土遺物及び図面写真等の資料は一括して群馬県埋蔵文化財センターに保管してある。



凡 例

1. 挿図中に使用した方位は、座標北を表している。座標系は、国家座標第IX系である 。

2.遺構断面実測図、等高線に記した数値は標高を表し、単位は、 mを用いた。

3.遺構名称は、調査時の番号を尊重した。また本文中（第2章）では、節毎に調査面単位で報告を行う 。

調査面の名称は遺跡及び調査区で異なる 。

4.遺構・遺物の実測図の縮尺は原則として下記の通りとし、各図にスケールを入れた。

遺構 掘立柱建物（平面図・断面図） 1 : 80 土坑（平面図・断面図） 1 : 40 

溝（平面図） 1 : 100、 1 : 150、 1 : 200、（断面図） 1 : 50 

水田（平面図） 1 : 100、 1 : 200、（断面図） 1 : 50 

その他の遺構については、逐一縮尺率を示した。

遺物土器 1: 3、 1: 4、石器 1: 2、古銭 1: 1、土製品 1: 2 

5.遺構の方位は、座標北を基準に傾きを計測した。東に傾いた場合N-O°-Eと表記した。

6 本書では、テフラの呼称として下記の略語を用いる。

テフラ等の名称 略語 給源 年代 トーン

浅間A軽石 As-A 浅間山 1783（天明3)年

浅間Bテフラ As-B 浅間山 1108（天仁元）年
9 u 0 0 0 -u0 0 0 .... 0 0 0 .... 0 0 0 0 " 0 0 " 0 0 0 " 0 0 0 

。n ° no O oo O o 

榛名ニツ岳伊香保テフラ Hr-FP 榛名山 6世紀中葉

榛名ニッ岳渋川テフラ Hr-FA 榛名山 6世紀初頭 誼磁学裳ぶ忍和叫認祁謀咄娑均； 
浅間C軽石 As-C 浅間山 4世紀初頭

7. 本書の図版に使用したスクリーントーンは、次のことを示す。下記以外は図版毎に凡例を示す。

(1) 遺構図スクリーントーン

カク乱 焼土 灰層

冒 口 口
礫層 平安洪水層（As-B下とHr-FA層土）

霞
(2) 遺物図スクリーントーン

D 口 D 
灰釉陶器 透明釉 鉄釉陶器

8.水田面積の計測は、畦畔の下端で求め、プラニメーターで3回計測し、その平均値を採用した。
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図版H次
宿横手三波川遺跡A区

PLl.l.A区第 1面全景

2.A区第2面全景

PL2.l.A区第 3面全景

2.A区第4面全景

PL3.l.A区第5面全景

2.A区第 1面近景

3.A区第 1面耕作痕

4.A区第2面 1号溝

5.A区第2面 l号溝断面

Pし4.I.A区第2面2号溝

2.A区第2面ピット群

3.A区第2而耕作痕

4.A区第2面畠状追構

5~8.A区第3面土坑（］局～4号）
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6.A区第3面近景

7.A区第 3面水田畦畔水口

8.A区第4面水田近景

9.A区第4面水田区画

P L8. l ~12.A区第4面土坑及び断面（19号～24号）

PL 9. I~12.A区第4面土坑及び断面（25号～32号）

PL 10. 1~7.A区第4面土坑及び断面（32号～35号）

8~12.A区第4面溝及び断面(3号 ・4号 ・7号）

PLll.l~I I.A区第4面溝及び断面(6号～20号）

PL 12. 1~I I.A区第5面土坑及び断面（37号～43号）

PL 13. 1~5.A区第5面土坑及び断面（43局～48号）

6.A区第4面19• 20号溝

7~9.A区第5面土坑断面（45号・ 47号・ 48号）

IO.A区第4面21号溝断面

II・ 12.A区第 5面溝断面(22号・ 34号）

PL 14. 1~12.A区第5面溝及び断面(22号～33号）

PL 15. 1~12.A区第5面溝及び断面(29号～37号 ・44号 ・53号）

PL 16. 1 ~12.A 区第 5 面溝及び断面(39号～47号 •52号）

PL 17. I~8.A区第5面溝及び辿物出土状況(48号～55局）
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P LIS. 1.B区第 1面全景

2.B区第2面全景

PL19. l.B区第3面全景

2.B区第4面全景

PL20. l.B区第 1面耕作痕

2.B区第 1面耕作痕

3.B区第 2面北壁断面

4.B区第3面近景

5.B区第3面近景

6.B区第3面水路状迫構
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P L21. 1~10.B区第3面土坑及び断面(3号～7号）

11.B区第4面近泉

12.B区第4面8号土坑
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PL22.l.C区第 1面全景
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Pし23.1. C区第4面全景

2.C区第5面全尿
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P L26. 1~5.C区第 1面溝・迫物出土状況(5号～8号）

6.C区第 1面 1号土坑
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8.C区第2面近景
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6~9.C区第 2面溝(I0号～13号）

P L28. 1~8.C区第2面溝及び断面(I0号～ 16号）

9~12.C区第2面土坑(2号～5号）

P L29. 1~12.C区第3面土坑及び断面(2号～ 12号）

P L30. 1~12.C区第3面土坑及び断面(8号～18号）

PL31. 1~7.C区第2面・ 3面土坑及び断面(I7号～29号）

8~12.C区第3面 1号掘立柱建物

13.C区第4面全最

14.C区第4面全凩

P L32. l.C区第4面円形隆起部

2~10.C 区第 4面水田（検出状況・畦畔•水ロ・断面）

11 • 12.C区第4面17号溝断面

Pし33.1・2.C区第 5面水田

3 • 4.C区第 5面溝(I9号・ 20号）

5 • 6.C区第5面土坑(21号・ 22号）

7.C区第5面19号溝断面

8~11.C区第5面土坑断面(21号～24号）

Pし34.1 • 2.C区第6面土坑(23号・ 24号）

3~8.C 区第 6 面水田（大畦畔 •FA四入・牛蹄痕）

Pし35.1~3.C区第6面大畦畔断面

4.C区第7面26号土坑断面

5.C区第 6面25号土坑断面

6.C区第6面25号土坑・ 26号ピット

7~12.C区第 7面上府溝(22号～28号）

PL36. l.C区第6面21号溝断面

2~14.C区第 7面溝及び断面(21号～31号）

P L37. 1~12.C区第 7面溝・断面・迫物出土状況（32号～43号）

Pし38.1 • 2. C区第 7面土坑（27号・ 28号）

3~8.C区第 7面トレンチ迫物出上状況

宿横手三波川遺跡D区

P L39. 1.D-1区第 1面全景

2.0-1区第3面＿ ］全景

P L40. 1. 0-1区第4面全景

2.D_2区第4面全景

PL41. 1.0-1区第7面全景

2.D_ 1区第 8面全景

Pし42.1. 0-1区第 1面遠景

2.D-1区第 1面近景

3.D_ 1区第 1面耕具痕

4.D-1区第 1面北隅耕具痕

5・7~9.D_ 1区第 1面 l号灰掻き穴及び断面

6.0-1区第 1面 1号溝

IO~12.D_ 1区第 1面溝断面(1号～ 3号）

Pし43.1~8.D_ 1区第 1面溝（ 1号～8号）

P L44. 1.0-2区第 1面 1号柵列

2.D-2区第 1面畦畔

3~6.D-2区第 1面灰掻き穴(1号～ 7号）

7 • 8.D-2区第 1面溝(2号 ・3号）

P L45. 1~3.D-2 区第 1 面溝断面(2 号・ 3 号• 6号）

4.D-2区第2面ー］全景

5.D-2区第2面― l溝及び畦畔状迫構

6.D-2区第 2面ー 18号溝

7.D-2区第 2面ー 1還元面確認状況

8.D-2区第 2面ー 2調査区北全最

9.D-2区第2面ー 2 1号水溜め

Pし46.1~8.D-2区第2面ー 2土坑(1号～ 8号）

P L47. 1~5. D-l区第3面ー 1溝(9号～12号）

6.D-1区第3配 l畠状迫構

7・8.D-1区第3面ー 2土坑（ 1号 ・2号）

Pし48.I~8.D-2区第3面土坑及び断面(9号～ 14号）

P L49. 1~3.D-2区第3面ー 2土坑(15号～ 17号）

4.D-2区第3面ー 2追路辺構

5.D-2区第3面ー 2 1号畠跡

6・7.D-2区第3面ー 2道路追構検出状況

P L50. I. D-2区第3面ー 2 15号溝

2・3.D-2区第3面ー 2畦畔断割

4~8.D-2区第3面ー 2土坑(19号～22号）

9.D-1区第4面検出状況

10.D-1区第4面2号水田水口

PL 51. I~6.D区第4面道路迫構（遠数・掘り方）

P L52. I. D-2区第4面道路追構西壁

2・3.D-1区第4面畦畔断面

4・5.D-1区第4面東壁 ・水田（水口断面・遠景）

6.D-2区第4面道路追構

7 • 8.D-1区第4面田面検出状況

9. D-1区第5面水田

10.D-1区第 5面迫物出土状況

PL 53. I • 2. D-2区第5面水田

3.0-2区第6面全景

4.0-2区第6面小区画水田

5.0-1区第 7面全景

6.0-l区第7面大畦畔

7.0-1区第 7面牛蹄跡

Pし54.1~5.D-1区第 7面溝及び断面(13号～17号）

6.0-1区第 7面3号土坑

7.0-2区第 7面全景

8.0-2区第 7面水田近景

P L 55. 1 • 2. D -2区第 7面土坑（23号・ 24号）

3~10.D-2区第 7面溝(19号～28号）

P L56. 1~3.D-2区第 7面溝・大畦畔（29号～32号）

4.D-l区第7面24号溝

5~9.D-1区第8面溝（19号～23号）

10.D-2区第8面34号溝

P L57. 1~7.D-2区第8面溝（33号～41号）

8~10.D-2区第8面土坑（25号～27号）

宿横手三波JII遺跡 E区

Pし58.l E -l区第 1面ー 1全景

2.E-2区第 2面ー 2全穀

PL59. l.E-1区第 3面全景

2.E-2区第 3面全景

PL60. l.E-1区第4面全景

2.E-2区第4面全景

PL61. l.E-1区第 5面全景

2.E-2区第 5面全景

PL62. l.E-2区第2面ー 2全景

2.E-2区第6面全景

P L63. l~4. E-1区第 1面― l堀



5.E-1区第 1面ー 1遠景

PL64. 1.E-2区第 1面ー 1全景

2~8.E-2区第 1面―l溝及び断面(1号～ 7号）

P L65. 1~4.E-2区第 1面一 l土坑(4号 ・12号～14号）

5~8.E-1区第 1面ー 2土坑及び断面（ 1号・ 2号）

P L66. 1~7. E-1区第 1面ー 2土坑及び断面(3号～IO号）

8.E-1区第 1面ー 2 1号・ 2号溝

P L67. 1~4. E-1区第 1面ー 2溝(3号～8号）

5.E-2区第 1面ー 2全景

6.E-2区第 1面ー 2 1号掘立柱建物

7.E-2区第 1面ー 2 3号区画

8.E-2区第 1面ー 2 4号区画

P L68. 1.E-2区第 1面ー 2 1号井戸

2.E-2区第 1面ー 2 2号井戸断面

3.E-2区第 1面ー 2 1号墓坑迫物出土状況

4~11.E-2区第 1面ー 2土坑及び断面（16号～24号）

Pし69.1~5.E-2区第 1面ー 2土坑（19号～23号）

6~10.E-2区第 1面ー 2溝(8号～13号）

P L 70. 1~4.E-2区第 1面ー 2 13号溝・断面・遺物出土状況

5~8.E-2区第 1面ー 2溝(14号～18号）

PL7I. 1~7.E-2区第 1面ー 2溝群（19局～33号）

8.E-2区第 1面ー 225号土坑

9.E-2区第2面ー 139号溝

P L 72. 1~8.E-1区第2面― l溝(10号～19号）

9 • 10.E-l区第2面ー 1土坑(11号・ 12号）

PL 73. 1. E-1区第2面ー ］ 13号土坑

2~4.E-2区第2面― l溝（43号・ 45号・ 46号）

5.E-1区第3面水田

6.E-1区第3面畦畔（ 1号・ 3号）

Pし74.1 • 2.E-2区第3面畦畔

3.E-1区第4面水田

4.E-1区第4面2号大畦畔

5.E-1区第4面甚本土層（南壁）

6.E-1区第4面基本土層（北壁）

7.E-2区第4面全景

8.E-2区第4面水田

PL 75. 1. E-2区第4面大畦畔

2.E-2区第4面水田近景

3.E-2区第4面49号溝

4.E-2区第4面大畦畔断面

5.E-1区第5面水田

6. E-1区第5面 1号大畦畔

7・8.E-2区第 5面全景

P L76. l.E-2区第5面50号・ 51号溝

2.E-2区第5面迫物出土状況

3.E-2区第6面全景

4.E-1区第6面大畦畔全景

5 • 6.E-2区第6面溝(52号・ 53号）

7.E-1区第6面2号大畦畔追物出土状況

8.E-1区第 7面全景

9.E-1区第 7面畦畔状遺構

PL77.1・2.E-1区第 7面溝（30号～32号）

3.E-1区第8面全景

4~6.E-1区第8面溝・断面（32号～34号）

7.E-2区第8面全景

8.E-1区第8面石鏃出土状況

PL 78.宿横手三波川遺跡A~C区出土迫物

PL 79.宿横手三波川迫跡C区出土遺物

P L80．宿横手三波川迫跡c区出土迫物

Pし81.宿横手三波川遺跡C区出土遺物

P L82.宿横手三波川遺跡D-l・D-2区出土遺物

P L83.宿横手三波川追跡E-1区出土迫物

P L84.宿横手三波川迫跡E-l・E-2区出土迫物

P L85.宿横手三波川迫跡E-2区出土追物

Pし86.宿横手三波川迫跡E-2区出土退物

西横手遺跡群A区

P L87. l.A区第 1面全景

2.A区第2面全景

PL88. l.A区第 3面全景

2.A区第4面全景

P L89. 1~9.A区第 1面溝（ 1号～II号）

P L90. 1~9.A区第 1面溝(12号～16号）

PL9I. 1 • 2.A区第 1面 l号暗渠

3~6.A区第 1面 1号竪穴状遺構・断面・迫物出土状況

7 • 8.A区第 1面池状追構及び断面

P L92. 1~8.A区第 1面井戸及び断面(1号～6号）

PL93. I・ 2.A区第 1面 l号火葬跡及び断面

3~8.A区第 1面土坑及び遺物出土状況(1号～ 6号）

P L94. 1~II.A区第 1面土坑・断面・迫物出土状況(1号～10号）

PL95. 1 • 2.A区第 1面畠状追構

3.A区第 1面27号ピット

4.A区第2面耕作痕

5.A区第2面柱穴群

6.A 区第 2 面 5 号• 6号柵列

7.A区第2面ピット群

8.A区第2面全景

P L96. 1~12.A区第2面溝及び断面(17号～27号）

P L97. 1~12.A区第2面溝及び断面(25号～36号）

P L98. 1~9.A区第2面溝（35号～45号）

P L99. 1~4.A区第2面溝及び断面(44号～49号）

5.A区第2面12号土坑

6.A区第2面50号溝

7 • 8.A区第2面土坑(13号・ 14号）

PLlOO.l~12.A区第2面土坑及び断面（15号～21号）

P LIO!. I~12.A区第2面土坑及び断面(22号～27号）

P Ll02. 1~12.A区第2面土坑及び断面（27号～34号）

Pし］03.1.A区第2面35局土坑

2.A区第3面畦畔

3.A区第3面大畦畔断面

4~7.A区第 3面溝(51号～54号）

8.A区第4面38号土坑

P L104. l.A区第4面42号土坑

2.A区第6面全景

3 • 4.A区第4面土坑断面(42号・ 38号）

5 • 6.A区第7面溝（55号・ 57号）

7~10.A区第8面溝（58号～62号）

西横手遺跡群B区

P Ll05. 1.8区第 1面全景

2.8区第2面全景

PL 106. 1. B区第3面全景

2.8区第4面全景

PL 107. 1. B区第 1面全景

2.8区第 1面畦畔

3.8区第 1面畦畔

4~10.B区第 1面土坑及び断面(2号～ 7号）

PL108.1·2.B 区第 1 面土坑(6 号・ 7 号• 9号）

3.8区第 1面 1号・ 2号溝

4.8区第 1面 1号・ 2号灰掻き穴断面

5.8区第 1面 l号・ 2号溝断面

6.8区第2面作業場遺構

7 • 8.8区第 1面土坑及び断面(10号・ II号）

PL 109. 1~12.B区第2面溝及び断面(3号～11号）

PL 110. 1. B区第2面II号溝断面

2 • 3.8区第3面全景



4.B区第3面馬歯出土状況

5 • 6.B区第3面土坑(12号・ 13号）

7 • 8.B区第 1面3号井戸及び迫物出土状況

PL!ll. l.B区第4面全景

2.B区第4面水田

3 • 4.B区第4面溝(15号～17号）

5.B区第5面全景

6~8.B区第5面溝(18号～22号）

PL 112. 1~6.B区第 5面溝及び断面（23号～26号）

7.B区第5面14号 ・15号土坑

8.B区第6面全景

9.B区第6面近景

PLll3. l.B区第6面大畦畔

2.B区第 7面水田近景

3.B区第 7面大畦畔

4.B区第 7面大畦畔断面

5~8.B 区第 8 面• 9面溝（27号～32号）

西横手遺跡群c区

PLl14. l.C区第 1面全景

2~12.C区第 1面土坑及び断面（ 1号～10号）

Pし115.1~8.C区第 1面土坑及び追物出土状況(6号～13号）

PL116.l.C区第 1面14号土坑

2~6.C区第 1面井戸（ 1号～ 6号）

7.C区第 1面］2局土坑断面

8~12.C区第 1面井戸断面(1号～5号）

Pしll7l~9C区第 1面井戸及び断面(7号～10号）

10 • 11. C 区第 1 面溝（ 1 号 ・ 3 号 • 6号）

Pし］ 18.1~7.C区第 1面溝及び断面(1号～ 8号）

8 • 9.C区第2面大畦畔及び断面

10.C区第2面全景

11.C区第2面水田

Pし119.1. C区第3面全景

2.C区第3面水田近景

3.C区第3面大畦畔

4.C区第4面全景

5.C区第4面近景

6.C区第4面水田面

7.C区第5面全景

8.C区第5面迫物出土状況

P L120.西横手迫跡群A区出土遺物

P Ll21.西横手迫跡群A区出土迫物

PL 122.西横手追跡群A区出土遺物

PL 123.西横手遺跡群A区出土遺物

P Ll24.西横手遺跡群A区出土迫物

PL 125.西横手退跡群A区出土遺物

PL 126.西横手遺跡群A区出土追物

PL 127.西横手迫跡群B区出土迫物

P Ll28.西横手遺跡群 B区出土追物

P Ll29.西横手遺跡群B区． C区出土遺物





第 1章発掘調資の概要|

第 1節 発掘調査に至る経過

県道前橋長瀞線は、前橋市石倉町を起基点とし埼

玉県秩父郡長瀞町を終点とする延長42.5kmの幹線道

路であり、県庁所在地の前橋市街地と県下最大の商

業都市である高崎市街地を結ぶ都市間連絡道路でも

ある。しかし、本路線の現道は朝夕時にば慢性的な

交通渋滞をきたし、その対策、加えて安全な交通環

境の整備が強く望まれていた。このような状況下、

前橋市棚島町から高崎市綿貫町間のバイパス整備が

県土木部により計画・実施されることとなった。

建設工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査について

は、群馬県土木部道路建設課高崎土木事務所（以下

：土木事務所）管内の高崎市上滝町から西横手町の

間2.15kmについて平成8年度から平成10年度にかけ

て（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団（以下：事業

団）が年次的に発掘調査を実施し、また県道高崎・

伊勢崎線以南の区間である高崎市下滝町と高崎市綿

貫町との間3.9kmについても平成8年度から引き続

いて事業団が実施することとなった。

本遺跡が所在する、高崎市西横手町から宿横手町

区間の路線内用地は、先行して試掘及び本調査が実

施されている東接する北関東自動車道建設関連（以

下：北関東道）の宿横手三波川遺跡及び西横手遺跡

群の遺構検出状況から前橋長瀞線宿横手三波川から

西横手町区間もまた連続する遺構の広がりを想定す

ることができた。調査工程については、群馬県教育

委員会文化スポーツ部文化財保護課（以下：保護課）

との調整により、用地買収の解決した地点より随時

調査に入り、部分的に土木事務所の工事優先区間が

ある場合には協議を行い先行調査を行うこととし

た。また、隣接地の北関東自動車道の工事も同時進

行で進んでいるため、日本道路公団側と高崎土木事

務所の工事工程との調整も必要となり、事業進行上

常に高崎土木事務所・保護課・事業団・道路公団4

者の調整を踏まえ発掘調査を実施した。

第 1図遺跡位置図 国土地理院 1/200,000: 「長野・宇都宮J
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第2節調査の経過

宿横手コ波川遺跡及び西横手遺跡群は、高崎市東

部を流下する利根川右岸部の宿横手町から西横手町

にかけて所在する。路線は追跡地南方の高崎市上滝

町、更に南の綿貰町を通り、北は西横手群の東側で

利根川を渡河し前橋市横手町に至る。調査対象地周

辺部は圃場整備により整然と区画された水田が広が

り、宿横手三波川遺跡南には本地区から玉村町一帯

の利根川右岸部を潤す広域農業用水路である滝川が

流下する 。

調査地は昭和40年代に圃場整備され、どの程度遺

構が消失しているか未確定な部分もあったが、浅間

山噴火火山灰であるAs-AやAs-8の降灰層や榛名山

南麓で見られる榛名山ニツ岳噴火による泥流層、更

に利根川の変流以降の氾濫洪水層等の自然災害層が

確認でき、その直下の面で遺構が検出されたことに

より多面調査となった。路線全長は500m強を測り、

ST No.204~232の間である。

宿横手三波川遺跡の調査は、隣接する上滝榎町北

遺跡と平行して行われ、平成8年11月18日からA・

B区の調査に着手した。

平成9年度には本事業の調査体制が2班対応とな

り、 1班が本格的に宿横手三波川遺跡と西横手遺跡

群の調査を行うこととなった。

発掘調査に際して、この年から調査地周辺が水田

地帯であるため、稲作期間の6月～10月にかけて水

田への取水による湧水や漏水等により調査の進捗に

影響がでることが懸念された。そのため工法や調査

面・調査範囲・経費等の検討を行った結果、調査区

隣接地を借り上げ水田耕作をひかえることにより、

調査区内の湧水量を抑えられると判断した。調査区

内の湧水については、ポンプ・アップにより対応を

行うこととした。

調査は各調資区とも第 1面として近世・近現代の

遺構の調査から開始し、調査区及び面毎に平面図化

・写真撮影等の記録を行い、平成10年度中に調査を

終了させた。
第3図発掘調査年度経過図 S= 1/2500 
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発掘調査H誌抄

平成8年度（平成8年）

5月27日 長瀞線・北関東道調整会議

（県土木部・道路公団・県教育委員会・事業団）

6月事務所用地等の借地交渉

8月7日 宿横手三波川迫跡（以下・三波川）試掘

9月2日 西横手追跡群（以下 ：西横手）利根川河川敷

保護課試掘

II月18日 三波JI[:A・ B区表土剥ぎ開始

II月22日 利根川新橘稿台工事打ち合わせ

（前橋土木・保護課・事業団・ JV)

三波川： A区表土剥ぎ

12月II日 三波川：試掘開始。保護課

12月16日高崎土木・公団との協議

（平成9年）

］月 13日 三波川 B区表土掘削

1月16日 三波JII A区空撮（As-A面）

1月20日西横手掘削開始

1月28日 三波川 B区空撮（As-A面）

2月3日 西横手堤防下空撮（As-A面）

2月7日 西横手 A区空撮（As-A面）

2月14日 三波川 A・B区空撮（As-B混土面）

2月28日 三波川． A区空撮（As-B下面）

3月6日 三波川 B区空撮 (As-8下面）

3月14日 三波川 A・B区空撮 (Hr-FA面）

平成9年度

4月10日 保護課との打ち合わせ

4月16日 高崎土木・公団・保護課・事業団会議

4月25日 三波川 B区埋め戻し

4月30日 高崎土木 ・公団・事業団打ち合わせ

4月30日 三波川 'C区調査開始

5月17日 三波川 D区踏査開始

5月20日事務所荒らし

三波川 A区全景写真（シルト面）

5月30日 三波川． A区埋め戻し

6月II日事務所移転

7月4日 三波川 D区空撮（As-A下面）

8月 1日 三波川 C区空撮（中世褐灰色土面）

8月19日 三波川 D区空撮（中世褐灰色土面）

10月 1日 三波）11.C区空撮（As-B面）

10月16日 三波川： D区空撮 （As-B面）

10月24日 三波川： C区空撮 (Hr-FP面）

II月IO日 三波川： C・D区空撮（Hr-FA面）

11月27日高崎土木・公団・保護課・事業団協議

12月 1日 嘱託員増員

12月10日 三波川： C・D区空撮（As-C混土面）

12月22日 三波川： C区空撮（As-C下面）

（平成10年）

1月7日 西横手： B区表土剥ぎ

1月27日 三波川： C区終了

2月5日 三波川： D区、西横手： B区空撮

2月2日 三波｝ii:E区表土掘削

2月19日 西横手： A区竹林伐採

3月4日 西横手： B区空撮（中世面）

3月5日 三波川： E区空撮（As-B面）、 D区終了

3月16日 三波川： E区空撮 (Hr-FP面）

3月20日 三波川： E区空撮 (Hr-FA面）

3月26日 西横手： A区空撮（褐色土面）

平成l0年度

4月9日 高崎土木・保護課 ・事業団打ち合わせ

4月28日 西横手 B区空撮（As-8混面）

5月 1日 三波川． E区埋め戻し

6月II日 三波川 A区空撮（As-B混面）

7月 1日 三波川 A区空撮（As-B面）

7月23日 三波川 A区空撮 (Hr-FP面）

8月3日 三波川 A区全景写真 (Hr-FA面）

8月7日 三波川 'B区全泉写真 (Hr-FA面）

8月12日 三波川 A区全景写真（As-C混面）

8月18日 三波川 B区全景写真（As-C混面）

8月20日 三波川 A区全呆写真（シルト面）

8月24日 三波川、 B区全景写真（シルト面）

8月25日 三波川 A区埋め戻し

8月27日 三波川． B区埋め戻し

9月 1日 三波川 D区調査問始（As-A面）

9月8日 三波川 D区空撮（As-A面）

9月ll日 西横手． C区調査再開 (Hr-FP泥流上面）

10月2日 西横手 C区全景写真 (Hr-FP泥流上面）

10月5日 三波川 D区全景写真（褐色土面）

l0月l2日西横手 C区全最写真 (Hr-FP泥流下面）

10月15日 三波川 D区全景写真（褐色土下府面）

10月23日西横手． C区全景写真 (Hr-FA下面）

10月29日 三波川 D区全景写真（中世褐灰色土面）

II月6日 西横手 C区全呆写真（As-C混土上面）

II月10日 三波川 D区全景写真（As-8混土面）

II月12日西横手． C区全景写真（シル ト面）

11月25日西横手 C区埋め戻し

l]月26日三波川， D区全最写真（As-8下面）

12月3日 三波川 'D区全景写真 (Hr-FP下面）

12月10日 三波川 D区全景写真（Hr-FA下面）

12月18日 三波川 D区全最写真（As-C混土面）

E区調査開始

（平成II年）

1月II日 三波川． D区全景写真（シルト面）

1月18日 三波川 E区全景写真（As-A混土面）

1月19日 三波川 D区埋め戻し

1月28日 三波川 E区全巣写真（褐色土面）

2月5日 三波川 E区全景写真（中世褐灰色土面）

2月12日 三波川 E区全景写真（As-B混土面）

2月19日 三波川 E区空撮（As-B下面）

3月2日 三波川 E区空撮 (Hr-FP泥流下面）

3月5日 三波川 E区空撮 (Hr-FA下面）

3月10日 三波川． E区空撮（As-C混土面）

3月17日 三波川 E区全景写真（シルト面）

3月19日 三波川 E区埋め戻し
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宿横手二波川迫跡 西横手追跡群

A区 B区 c区 D区一 l D区ー 2 E区 A区 B区 c区

4月

5月

6月

7月

8月

孟
9月

10月
8 

l]月 As-A ょ12月

1月 As-B混土 As-A As-B混土

2月 As-B下 As-8混土

As-8下

3月 Hr-FA Hr-FA 

シルト面 シルト面
-------- ----------- ----------- ·響~―-- - ------

4月 シルト面 最終面 表土剥

5月 調査終了 調査終了 As-A 表土剥

6月 褐灰色 As-A 

7月

8月 As-B 褐灰色

9月 As-B 

10月 Hr-FP Hr-FP 

孟
11月 Hr-FA・ Hr-FA 

As-C As-C ， 
12月 シルト面 シルト面 （先行工事）

盟 1月 近世面

2月 調査終了 近世面 近世面 褐色土

中世2面 褐色土面 As-B混土

調査終了 As-B混土

3月 As-B下

Hr-FP泥流

上下面

Hr-FA下
----- ----------- ----------- ----------- -----------
4月 As-C混土 As-8混土

上下 As-B混土 下及び、

5月 As-B下 As-8下、

6月 Hr-FP泥流 Hr-FP泥流

7月 上下面 上下面

Hr-FA、 Hr-FA 

8月 As-C混土 As-C混土

シルト面 シルト面

As-A、褐 Hr-FP泥流

9月 色上面、中 Hr-FA 

10月 世褐灰色、 As-C混土

孟 II月 As-B混、 シルト面

10 As-B 
年 Hr-FP泥流
度

12月 Hr-FA As-A 

As-C混土

シルト面

1月 褐色土

2月 中世褐灰色

As-B下

Hr-FP泥流

3月 Hr-FA 

As-C混土

シルト面

宿横手三波川遺跡・西横手遺跡群調査工程表
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第3節調査 の方法

1.遺跡名及び調査区の設定

1)遺跡名称

利根川を渡河した路線は、高崎市宿横手町及び西

横手町内を通過する。宿横手三波川遺跡と西横手遺

跡群との境は間に東部幹線と呼ばれる東西に走る市

道で分けた。

宿横手三波川遺跡では路線内の小字名は宿横手字

村前が大半を占め、 B区部分のみ字三波川の小字地

名が見られる。本遺跡の遺跡名称は、調査地最初の

字名である宿横手町字三波川を大字・小字併記で宿

横手三波川遺跡とした。

西横手遺跡群については、西横手町字／1|東や宿横

手字村前や更に旧建設省用地の利根川河川敷から堤

防まで等を含めた範囲である。

2) 調査区名称

周辺部は圃場整備された水田地帯であり、整然と

した区画内に道・水路が巡るため、この道・水路を

調査区境として利用した。

宿横手三波川遺跡では、南境を高崎市上滝町とを

画する東西方向の農道以北をA区とし、滝川や東西

方向に走る道水路を調査区境として北に向かいB区

・C区とし、南北道路で画される D区についてはD

区ー 1、D区ー 2と調査区名称を付した。

西横手遺跡群では、東部幹線際寄りをA区、水路

を挟みB区、堤防を挟み河川敷を含めC区として調

査区名称を付した。（右図参照）

2.グリッドの設定

調査記録に際して、国家座標を用いたグリッド設

定を行い、遺構・遺物の図化を行うこととした。隣

接する北関東道グリッド起点座標は、南東部上滝町

内に設置した。

グリッドは一辺5m方眼を 1単位として、 X軸の

北方向に向かってアルファベット A・ B • C • • 

•、 Y 軸の東方向に数字 1 ・2・3・ ・・をそれぞ

れ用いてグリッドを配置し、グリッド名称は南西交

点をグリッド呼称とした。（第 2図参照）また、 X

軸方向のアルファベットは100m単位で2A・3A

...とした。

グリッド杭・水準点杭等の測量・打設は測量会社

に委託した。

3.調査方法

(1)地元の要望

現道から周辺の水田は出入り口や水路などが調査

地に架かるため、それらの施設を残す。

(2) 安全対策

調査区周辺に進入・転落防止のためガードフェン

スを設置した。また、調査地内への発掘作業員の移

動や掘削機械の稼働等についても安全を確保できる

よう対応した。

(3) 掘削・排±

表土掘削及び火山灰．洪水等の遺構面被覆層の

除去は、調査の効率を図るため大型掘削機械で行

い、排上の運搬については10tダンプとキャタピラ

ー式のクローラーダンプを使用した。

(4) 測量

測量については、広範囲な水田遺構が主なため、

業者に委託 し、 気球（バルーン）による空中写真測

量を実施 した。他の遺構の土層断面図や平面図につ

いては、発掘作業員に指示し測量を行った。

(5) 写真撮影

写真撮影には、 35mm版と 6X7インチ版カメラ

の白黒とリバーサルフィルム（カラー）を使用した。

全景写真撮影は、高所作業車を使用し、必要に応じ

て気球による空中撮影も行った。

(6) 自然科学分析

本遺跡の調査では、水田遺構が複数面で検出され、

各水田面毎に耕土を採取し、自然科学分析（主にプ

ラントオパール分析）を業者委託し実施した。

6
 



c、]

．ミ． ゜
迄 ゜
ジ

“ 

~ 03 ~ 

卜

゜

｛ 
“ 

。

II 

卜

＞ 

“つ
II 
＞ 

…前橋長瀞線
l • • • ~ ~ • • • • • •. •• • • I 

□□…北関東自動車道

X-36.30(Ia) 

X=36.20(Ha) 

X~36. I O(Ga) 

m 

C 

~ X=36.00(F叫
80 78 76 7 4 72 70 68 66 64 62 

グリ ット配置図

第4図調査区割図

7
 



第4節 遺跡の立地と歴史的環境

1.遺跡の立地

この地域からの眺望は、東から南東方向は関東平

野の水田地帯が広がり、南方からは秩父山地•関東

山地の山々 。西方に観音山丘陵から遠く鋸の形をし

た妙義山、それと対照的な浅間山が霞む。北西部に

は榛名山の外輪山が連なり、中央部の中腹より現在

陸上自衛隊の演習場に利用されている「相馬が原」

と呼ばれる扇状地形が見える。北方には、昨年完成

した群馬県庁舎が登え、その奥に榛名・赤城両山の

裾野が接し、その間に子持山、更に奥に谷川岳が見

える。利根川はこの間を流れ下る 。赤城山右奥に日

光から足尾山地の山並が続く 。

遺跡地は関東平野の奥部らしく 三方を山で囲ま

れ、南東方向の開く地形であり、利根川を筆頭に各

山地から流れ下った河川が集まる地域でもある。ま

た、群馬県は火山県でもあり、現在でも噴煙を上げ

ている浅間山や今は静かな榛名山など完新世に何度

も噴火を繰り返し（第 5図）、群馬県全域に火山災

害を引き起こしている。

遺跡地周辺の平坦面は、「前橋台地」と呼ばれ、

標高は80m前後を測り、北西榛名山方向からの緩や

かな傾斜が見られる 。この前橋台地は、 2万数千年

前の浅間山の山体崩壊による泥流堆積物（前橋泥流）

と1万数千年前の相馬が原扇状地を形成した榛名山

の山体崩壊又は噴火堆積物により台地化されたと 言

われている。その後、榛名山方面からの緩傾斜面上

を山麓より発する中小河川により 土砂の流失堆積が

行われ、流域に自然堤防や後背地等が形成されたと

考えられている。その中には古墳時代の榛名山の噴

火に伴う泥流堆積層も見られ、当地域にもその泥流

の火山灰に埋もれた遺構が検出されている。

利根川は、前橋台地形成後は前橋市北部の田日町

や関根町付近で赤城山南麓端部を削り込むように流

れ下り、前橋市街地北東部から東方にかけて広瀬川

低地帯を形成したと言われている。その後、台風な

どの一過性の増水により土砂の堆積や流失が繰り返

されながら、中世には現在の流路に変流したと考え

られている。その際に遺跡地周辺部は広範囲に埋没

しているのが確認されている。この利根川は、変流

後も幾度も洪水を引き起こし、 1783年の天明の浅間

山噴火の際にはその泥流がこの地域まで達し、多大

な被害を及ぼしており、近年でも昭和22年にはキャ

サリン台風の直撃を受け、やはり多大な被害を被っ

ている。

広

". II Pl 
曇 饉

饒●台嶋 鍮

＂ • 
■ 宿横手三披川遣疇

第5図地層図
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2.遺跡の立地

本遺跡の周辺には、数多くの遺跡が点在している。

大規模開発によるところの関越自動車道建設や先頃

開通した北関東自動車道建設、区画整備事業や圃場

整備事業、さらには中小規模開発が進み、これに伴

う発掘調査が行われてきた。そうした周辺遺跡の概

要を、各時代毎にまとめてみる。

縄文時代 縄文時代の遺跡は少なく井野川流域の

段丘上で散見される。宿大類天神遺跡や八幡原A遺

跡では前期の遺構が確認され、高崎情報団地遺跡で

は中期以降の遺構・迫物が確認されている。元島名

遺跡（24) では後期の土坑、万相寺遺跡でも 3軒の

住居跡が検出されている。こうした沖積地の低台地

上に位置するこれらの遺跡の存在は、今後の低台地

を調査する上で貴重な情報を有している。

弥生時代 弥生時代の集落が数多く検出されてい

る高崎市にあって、井野川左岸に位置する鈴ノ宮追

跡・元島名遺跡（24)、右岸の高崎情報団地遺跡・

万相寺追跡からは中期～後期の遺構・遺物が確認さ

れている。特に鈴ノ宮遺跡では後期の住居跡26軒や

方形周溝墓7基、甕棺募 1碁が検出されている 。右

岸の万相寺遺跡では後期の住居跡12軒が検出され、

高崎情報団地遺跡では方形周溝墓や住居跡が調査さ

れている。この他にも、本遺跡の北西の関越自動車

道沿線には新保遺跡や日高遺跡が、その近隣に新保

田中村前遺跡等が存在している。

古墳時代 古墳時代の遺跡は、縄文時代・弥生時

代の遺跡の数に比べ、飛躍的に増大する 。特に、井

野川下流域に分布する古墳は、 『上毛古墳綜覧』に

よれば、左岸部では旧京ケ島村7韮、旧滝川村8韮、

玉村町下郷地区 1基を数え、右岸部には旧大類村柴

崎地区6基、旧岩鼻村栗崎から岩鼻台新田にかけて

2基、旧岩鼻村綿貫から岩鼻にかけて22韮が知られ

ている。これらの古墳の中で本遺跡南西、井野川左

岸に位置する全長91~96mの前方後方墳の元島名将

軍塚古墳（26) は4世紀初頭の初期古墳である。ま

た、南方の柴崎町蟹沢古墳（37)からは、正始元年

銘三角緑神獣鏡を含む鏡4面が出土している 。その

他、慈眼寺境内と周辺には12碁の現存が確認でき、

その中に古い様相を呈する慈眼寺 1号墳（円墳、竪

穴式系）や滝川村2号墳・伊勢山南古墳の50~60m

クラスの後期前方後円墳が存在する。綿貫町に所在

する史跡綿貫観音山古墳（33) の一帯も古墳群とし

て著名である。

一方、古墳以外の遺構では、本遺跡の西側上滝遺

跡（25) で古瑣時代初頭の集落が確認され、鈴ノ宮

遺跡でも古墳時代初頭の住居跡や前方後方型周溝墓

が確認されている。さらに、下斉田滝川A遺跡(19)

では方形周溝墓と集落が、滝川 C遺跡(13)、上滝

社宮司東遺跡（14)、下滝高井前遺跡(17)では土

坑等の遺構と共に土器が出土している。井野川の右

岸に位置する高崎情報団地遺跡でも、古墳時代初頭

の住居跡や前方後方型周溝墓が確認され調査が成さ

れている 。蟹沢古墳の南に位置する矢中村東遺跡

(41) では方形周溝墓2基、矢中村東B遺跡（42) で

は前方後方型の周溝墓 1基と方形周溝墓2基、村東

C遺跡（43) では方形周溝墓10墓と円形周溝墓 l基

が検出されている。本遺跡の北側に位置する西横手

遺跡群 I• II (21 • 22) でも方形周溝墓が調査され

ている 。さらに利根川の対岸となる前橋市横手町の

横手早稲田遺跡（7)で住居跡が、横手湯田遺跡(12)

では方形周溝墓が検出されている 。このように、古

墳時代前期の遺跡は井野川の河岸段丘上の低台地に

広がっている様子が窺い知れよう 。古墳時代後期の

遺跡には、井野川右岸の高崎情報団地遺跡、中大類

金井迫跡（27)、中大類金井分遺跡（28)、殿谷戸、

旭、富士塚C、隼人、吹手、峰岸、下大類遺跡 (36)、

綿貰遺跡（32)等で集落の調査が行われている。井

野川左岸でも上滝遺跡（25)や上滝榎町北遺跡（北

関東道用地内）で住居跡が調査されており、下滝天

水遺跡（29) では集落の調査が行われている。

古墳時代における水田や畠等の生産遺跡の発掘調

査例が近年急激に増加し、前期より水田化が図られ

上滝榎町北遺跡の第8面の例が充当するものと考え

られる。 6世紀初めと考えられるHr-FA下水田は、

多くの遺跡で確認されている 。本遺跡を含め、隣接

，
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する上滝榎町北遺跡、西横手遺跡群 I• II (21 • 22) 

及び利根川対岸の前橋市横手早稲田遺跡（7)、横手

湯田遺跡（12)、横手宮田遺跡（11)、亀里平塚遺跡

(I 0)、南側に隣接する上滝五反畑遺跡（ 3)、下滝

天水遺跡（29) で検出されている。 6世紀中葉の

Hr-FP起因の泥流下での水田は、本遺跡を含め、上

滝榎町北遺跡（4)、横手早稲田遺跡（ 7)、横手湯

田遺跡（］2) で検出されており、その範囲は現利根

川流域に分布域を占めている。この泥流堆積状況か

ら、現利根川以前にも榛名山系から流れ下る大規模

な河川の存在が推測される 。

奈良•平安時代 奈良 •平安時代の集落は、近隣

の上滝遺跡（25)や本事業関連の下滝天水遺跡 (29)、

井野川右岸に位置する綿貫小林前遺跡 (31) 等で調

査されている 。その他に綿貫遺跡（32)、下大類遺

跡（36)、中大類金井遺跡（27)、柴崎熊野前遺跡

(39) 等でも集落の調査が行われている。また、天仁

元 (1108) 年とされる浅間山を給源とする成層テフ

ラであるAs-Bに覆われた地域である当地一帯はAs-

B下からは平安時代後期水田が実に多くの遺跡で検

出されている。こうしたAs-B下の水田に対して条

里制研究も盛んに進められている。

中世 中世の遺跡には、大小の城館跡や環濠屋敷

跡がある。代表的な城館としては、本遺跡の南の井

野川左岸部に元島名城や元島名 内出がある 。元島名

城は元島名遺跡（24) の発掘調査で堀等が一部調査

されている。上滝中屋敷では、環濠屋敷跡の一部が

表 1 周辺遺跡一覧

辿跡No. 迫跡名 迫跡No. 迫跡名

1 宿横手三波川追跡 13 滝川 C遺跡

2 西横手追跡群 14 上滝社宮司東迫跡

3 上滝五反畑迫跡 15 滝川 B迫跡

4 上滝榎町北迫跡 16 上滝斉田北迫跡

5 上滝II迫跡 17 下滝高井前迫跡

6 横手南川端追跡 18 下滝赤城追跡

7 横手早稲田迫跡 19 下斉田涌川 A逍跡

8 村中迫跡 20 八幡原 B迫跡， 公田池尻追跡 21 西横手迫跡群 I

10 亀里平塚追跡 22 西横手迫跡群 II

II 横手宮田追跡 23 元島名 B迫跡

12 横手湯田追跡 24 元島名迫跡

調査されている。また、上滝榎町北遺跡や下滝天水

遺跡（29) でも、中世館跡の一部が検出されている。

近世 この地域の近世遺構・遺跡として最も著名

なものに、本遺跡内を流れる滝川がある。滝川は天

狗岩用水といわれ、吉岡町付近の利根川から取水し、

前橋市西部から高崎市東部を経て玉村町に至る広範

囲な地域を灌漑する用水である。この天狗岩用水は、

総社城主秋元長朝によって慶長七(1602) 年から同

九年に掘削・完成された用水であり、さらに慶長15

(1610) 年に幕府代官伊奈備前守忠次が滝村の江原

源左衛門重久の協力を得て、植野堰用水大友堰から

福島村（玉村町）までの延長工事を行なった用水で、

水下村63カ村に及ぶ大用水路である。村の支配は幕

府領一三か村、旗本領一ーか村、前橋藩領二三か村、

高崎藩領二八か村となる。また、この用水からの分

水堰は、一番五千石堰から二八番上之手堰まであり、

滝村にニカ所の分水堰があったことが文書から知る

ことができる（『新編高崎市史 資料編7』)。

一方、近年の発掘調査では、天明三(1783) 年七

月に大噴火した浅間山を給源とするAs-A軽石に覆

われた遺構、およびその噴火に伴って発生した泥流

により埋没した遺構・遺跡の調査例が急増してい

る。特に近年、 As-A泥流に埋没した遺構・遺跡が

発見される例が増え西横手遺跡群 I(21) や横手南

川端遺跡（12)、玉村町に所在する福島飯塚遺跡、

さらには現在調査が進められ屋敷跡が検出された上

福島中町遺跡等、多くの遺跡が確認されている。

迫跡No. 追跡名 追跡No. 追跡名

25 上滝迫跡 37 蟹沢古墳

26 元島名将軍塚古墳 38 浅間山古坦

27 中大類金井迫跡 39 柴崎熊野前遺跡

28 中大類金井分迫跡 40 砂内遺跡

29 下滝天水迫跡 41 矢中村東迫跡

30 御伊勢山古墳 42 矢中村東B迫跡

31 綿貫小林前迫跡 43 村東C辿跡

32 綿貫追跡 44 飯玉山古墳

33 綿貫観音山古墳 45 中里前遺跡

34 普賢寺裏古填

35 不動山古坦

36 下大類迫跡
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第5節基本土層

本追跡周辺は圃場整備された水田地帯であり、調

査開始時には旧地形は不明確であったが、調査進行

に伴い自然災害による火山灰や洪水層が確認され、

直下面から水田遺構をはじめ様々な迫構が検出さ

れ、過去の状況が見えてきた。

調査地は南北に長く、現水田面の標高は上滝町境

のA区で79.6m、北側E区では80.3mを測り比高差

は約0.7mと北から南に緩い傾斜が見られた。調査

を進め最下層のシルト面では、 A区で標高78.6m、

E区で78.90mを測り、比高差は0.3mと現況より更

に傾斜は緩い状況であった。

以下は本遺跡の基本的な土層である。

第 I層 現在の耕作土。As-Aを含み旧地表 laや

鉄分凝縮層 lbに分層した。

第II層（黄褐色土） 東方200mに位置する利根川

変流以降の洪水層を母材とする 。洪水砂の間層にシ

ルト質土の堆積が見られIla・ lib・ Ile等に分層し

た。上面にAs-A廃棄用の灰掻き溝や水田・畠状退構

を調査し、下層で水田床土などが検出された。

第rn層（暗褐色砂質土） 変流洪水層直下に堆積

し、 As-Bを多量に含む暗褐色砂質土（現場呼称：

B混土）である。ザラついた均一の土質であり、層

厚は10~20cm程になる。この層は水田耕作土である。

また、下層のAs-B直上にはAs-Bを主体とする黒褐

色が見られる地点もあり、illb層に分層した。

第w層（As-B層） 平安時代末の天仁元年(1108

年）とされている火山灰。灰や軽石のユニットは見

られず、くすんだ二次堆禎のような軽石層であり、

層厚も全体に薄い。

第V層（黒褐色粘土屈） As-B下水田耕作土。非

常に粘性が強く、第VI層の緑がかった灰白色粘土を

母材とする。下部は黒褐色土と灰褐色土のブロック

混土が見られ、耕作による攪拌と考えられる。

第VI層（灰白色粘土層） 緑がかる。非常に粘性

が強く細砂やシルト等の混入は見られず、沼沢地化

12 

により形成された粘土のようである 。 （自然科学分

析参照）層厚は均ーであり 10cm前後を測る。この層

をVb層とした。

第VII層（明黄褐色シルト質土） Hr-FP泥流堆積

層である。FP泥流をVilaとし、泥流中に数cm大の角

閃石安山岩が見られた。また、この層に埋没した水

田耕作土をVllbとした。

第VIII層（褐灰色粘質土） Hr-FA及び洪水層から

なる層でありVIiiaとした。軽石はほとんど見られな

い。直下面に水田が検出されVIIIbとした。

第1X層（黒褐色土） 3~5ミリほどのAs-C混じ

りの黒色または黒褐色土（現場呼称： C混またはC

黒）であり、粘性がやや強い。

第X層（As-C層） 浅間山の 4世紀初頭の噴火火

山灰層。大半は鋤込まれ黒っぼくくすんだ軽石のみ

の層。面的広がりは見られない。河道等の埋没土中

にレンズ状堆積で確認される程度である。

第XI屑（黒灰褐色土） 粘性の強い。

XI 

第7図基本土層模式図

第 1面

第 2面

第 3面

第 4面

第 6面

第 7面

第 8面

第 9面
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調査区遺構検出面対照表

宿横手三波川遺跡 西横手遺跡群

A区 B区 c区 D区 E区 A区 B区 C区

As-A混土 As-A混土 As-A混土 As-A混土下。 - 1。屋 敷、 As-A混土 As-A混土 土坑、井

下。区画 ・ 下。区画 ・ 下。区 画・ 区画 ・耕作痕、 道、溝、 土坑 下。土 坑、 下。土 坑、 戸、溝、掘
第

1 
耕作痕 耕作痕 耕作痕、土 土坑、溝、柵 -2。溝、区 溝、井戸、 溝、井戸、 立柱建物

面
坑、溝 列、灰掻き穴 画、土坑、 墓 竪穴 状遺 灰掻き穴

坑、井 戸 、掘 構、サク状

立柱建物 遺構

As-B混土 As-8混土 As-B混土 - 1。区画、 - 1。区画、 溝、掘立柱 溝、井戸、 Hr-FP泥
第

2 
上。水田、 上。水田、 上。水田、 溝ー 2。水溜、 溝、土坑 建物、火葬 土坑 流下。水田

面
溝、畠状 溝状遺構 溝、土坑 土坑、溝 -2。水田、 土坑、ピッ

遺構 溝 ト、耕作痕

As-B下水 As-B下水 As-B混土 - 1。溝、時 As-B下水田、 As-B下。 溝、掘立柱 Hr-FA下。

田、土坑 田、土坑、 土坑、掘立 畔、畑状遺構、 溝 水田 建物、柵列、 水田
第

水路状遺構 柱建物 土坑 井戸
3 

面
-2。As-B混

土下 。道路、

溝、土坑

第 Hr-FA下。 Hr-FA下。 As-B下。 As-B下。水 Hr-FP泥流下。 Hr-FP泥 As-B下。 As-C混土

4 水田、溝、 水田、土坑 水田、溝 田、溝 水田 流上 。溝、 溝 中。水田

面 土坑 土坑

As-C混土 Hr-FP泥流 Hr-FP泥流下。 Hr-FA下。水 Hr-FP泥 Hr-FP泥 As-C混上
第

5 
下。溝、土 下。水田、 水田、溝 田、溝 流下。水田 流上 。溝 、 下。畦畔

面
坑 溝、 土坑、 土坑

サク状遺構

第 Hr-FA下。 Hr-FA下。水 As-C混土中。 Hr-FA下。 Hr-FP泥

6 水 田、溝、 田 水田、溝 水田 流下。水田

面 土坑

第 As-C混土 As-C混土下。 As-C混土下。 As-C混土。 Hr-FA下。

7 下。溝 水田、溝 水田、溝 水田、溝 水田、溝

面

第 水田、溝 溝 As-C混土。 As-C混土。

8 溝 水田、溝

面
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第11章術横手三波川遺跡 I

第 1節遺跡の概要

本遺跡地は、現況で所々集落が島状に点在し、そ

の間を圃場整備により整然と配された水田が広が

る。この景観は、利根川対岸の前橋市横手町や本遺

跡に南接する高崎市上滝町から南方の佐波郡玉村町

方面へと広がり、この地域で発見された遺跡の景観

も類似していた。

本遺跡や近隣地域の発掘調査により地層の堆積状

況や遺構の検出状況を確認したところ、この地域は

自然災害に何度も見舞われた地域である ことがわか

った。特に利根川流域であることから、中世に始ま

るとされる利根川の変流以後には度重なる利根川氾

濫洪水に見舞われていたことが確認され、遺跡に残

る各洪水の被害は昭和22年キャサリン台風でもわか

るように甚大であったこと想像できる 。また、利根

川氾濫洪水以外にも浅間山や榛名山の噴火火山灰に

覆われていたり、噴火後の泥流が押し寄せているな

どの自然災害層が確認できた。

本遺跡の検出遺構の概要は以下の通りであるが、

発掘調査段階で付した各調査区毎の面呼称を優先し

たため調査区毎に面呼称が異なる。各面の対照表を

左頁に掲載したので参照していただきたい。

表土下面を第 1面として調査を行い、主に天明 3

年の浅間山噴火に伴うAs-Aの検出状況を基準とする

ことから近世以降の遺構群を検出した。As-Aは降灰

後の耕作により攪拌を受けた状態で検出され、鍬状

の耕作痕の残る区画内にのみ鋤きこぼれたような軽

石層の薄い堆積が見られた。この耕作痕の残る区画

は散在し特に A 区• C区で顕著に見られた。E区に

おいては、地形が若干高いのか耕作痕の残る区画は

検出されず、近世の屋敷堀跡などが検出された。

As-Aの下層には中世に始まる利根川の変流とその

後の氾濫洪水層が見られるが、利根川から離れたA

区から C区にかけては利根川の氾濫層は薄く、洪水

層直下のAs-B混土上面を第2面とし中世と判断し

た 。 しかし、 D 区• E区については洪水層の堆積が

厚く、洪水層中に安定面を確認でき第2面として中

世から近世までの間の遺構と判断した。各区ともこ

の洪水層の層厚により耕作状況が異なったのか調査

面検出が異なり始め面呼称がズレた。洪水層下の検

出遺構は水田が主であり、 D区から E区にかけては

還元土や酸化土の土質の異なる面の状況から水田の

畦畔痕跡を確認した。また、各調査区でこの混土層

中より掘り込まれAs-B層下で検出できる土坑、掘立

柱建物跡、道路遺構等が確認でき次面とした。

As-B混土下には全調査区で確認できるかなり攪拌

された1108年浅間山噴火火山灰（As-B) があり、

この層下を古代面とした。全調査区でAs-B下より

水田を検出した。このAs-B下水田耕作上はこの地

域から利根川流域に見られる洪水堆積土である灰褐

色粘質土を母材としている。この洪水層下には明黄

褐色シルト質の洪水堆積層が間層を挟み2層確認で

き、それぞれ6世紀代の榛名山噴火に伴う泥流層で

ある。上の洪水層は6世紀中頃のHr-FP泥流層であ

り、下層は 6世紀初頭とされるHr-FA泥流層である。

両洪水層は調査区により層高が異なる 。両洪水層直

下面から 2m前後の極小区画水田を検出した。

この極小区画水田下層にはAs-C混じりの黒色土

が堆槙し、部分的に水田畦畔の痕跡を確認できた。

更に下層には灰褐色粘土が堆積し、旧河道や溝が入

り組んだ状態で確認できた。
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第2節 A区の検出遺構

1. A区の検出面の概要

当区は遺跡南端部に位置し、上滝町の上滝榎町北

遺跡と接し、北端は滝川が流下する。当区は利根川

変流後の洪水堆積層は薄く、調査面数は4面と他の

調査区に比して少ない。

各面の概要は以下の通りである。

第1面（近世以降） As-A降灰以降水田

第2面（中世） 洪水下 水田・土坑群

第3面（古代） As-B降灰下水田

第4面（古墳時代） Hr-FP泥流下水田・溝

これらの遺構確認面間の間層中にも耕作や遺構の

掘り込みなど継続的な生活の痕跡があり、掘り込み

面の特定は困難であり、洪水層や火山灰層下の遺構

検出面と同時調査がなされた。

2.第 1面の検出遺構（近世以降）

(1) 第 1面の概要

当区でも現耕作土下から薄く面的に広がる撹拌さ

れたAs-Aの堆積が確認出来、軽石下から周辺遺跡

で見られた耕作痕の残る区画などを検出した。検出

区画は20区画であり、大半の区画からは耕作痕が確

認でき、耕作痕のない区画は数面であった。区画間

には広狭の低い畦を検出した。溝は無い。

(2) 検出遺構

1) 区画 （第10~14図、 PL3)

検出区画面数は20区画を数え、内14区画で耕作痕

を確認した。全景の想定できる区画は10号～14号区

画のみであり、多くは調査区外に広がる 。区画形状

は10号区画の ような方形や14号区画のような長方形

を呈する区画が大半であり、 11号～13号区画のよう

に畦畔の曲がりによる形の崩れる区画もある。

畦畔 国家座標の東西南北方向を意識されたような

配置であり、調査区中央部には南北方向に伸びる平

夷され高さのない大畦畔を検出した。大畦畔は下幅

1.1 mの規模を持つ。また、他の南北畦畔も大畦畔
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と平行に直線的に通る。東西畦畔は大畦畔とは直交

するが、他の東西畦畔とは直線的に通らずクランク

状の配置となる。畦間は10号・ 11号・ 14号・ 18号区

画の南北間と 2号 ・3号区画の東西間が13mに近い

値が測れる。

耕作痕 南北大畦畔を挟んで東西両側の区画列は耕

作痕の有無がはっきりしており、西側区画列は面中

に長楕円形の耕作痕が密に見られ、東側区画列には

痕跡が薄い。耕作痕は全面に隙間なく長辺方向に進

む傾向が見られ、残存長 lm近い耕作痕もあり、鋤

鍬状工具による連続する打ち下ろし作業が行われた

と考えられる。また、 1号・ 2号区画境や9号・ 10

号区画境では、区画面中に残る耕作痕とは異なる 1

m程の耕作痕が畦に対し直交方向に連続する。

田面全帯に残る耕作痕は隙間無く連続し、耕作方

向は交互又は2列でサク切りされ、埋没土中には二

次堆積のAs-Aを主とし黄褐色砂質シルト小ブロッ

クが含まれる。耕作痕埋没土から耕作の時期差があ

るとは考えられず、密接耕作痕から畠作による植え

付けに伴う耕作ではなく、 As-A降灰後の田起こし

時の作業と考えられる。北関東自動車道の宿横手三

波川遺跡発掘調査報告書で岩崎氏が述べているよう

に「水田碁底部に残された痕跡」であり、この耕作

痕が明瞭なことから田起こし後の作業が中断された

か短期的な耕作の可能性が考えられる。

この地域の降灰量は文献などから30cm前後の堆積

が想定でき、この灰の除去には山に盛り上げる「灰

塚」や何条もの溝を掘り埋め込む方法等が行われて

いたことがわかっている。今回検出された耕作痕は

上記の廃棄方法で除去しき れなかったAs-Aを土中

に埋め込むために行われた作業痕の可能性が考えら

れる。



表2 第 1面区画計測一覧

No 面梢 長軸長 短軸長 水口

（可） (m) (m) 

1 (36 6) (8 6) (4.3) 

2 (50.4) 12 4 (4.3) 

3 36 6 12 1 3 I 

4 (188.2) (14 8) II 7 

｛ 
咄＼＼i＼,`で('¥’;ぃ¥|108 

5 (45.6) 15 9 (4 8) 

6 (34 6) (14 4) (5 O) 

7 (7.8) (5 2) (2 2) 

8 (42 6) 9.0 (5 3) ， (I 12 4) (I 1.0) 12 8 

10 (176 O) 14 0 13 I 

II 203.0 17 2 14.0 

12 199 2 15 6 13.3 

13 78 8 13 4 7.0 

14 (260 4) 20 2 13.0 

15 (117 6) (18 O) (7.0l I _1 ヘ I;::,屯 ？ ----C Ga 

16 (20.0) (I I 5) (4.2) 

17 (l 75.4) 20 I (11 5) 

18 (156.0) 12 7 12 3 

19 (16.6) (5 5) (5 0) 

20 (281.0) (27 0) (17 8) 

Fi 

1112 

第9図第 1面全体図 ゜
I : 400 16m 
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第15図 第 1面遺構外出土遺物

第 1面 遺構外出土遺物観察表（第15図、 PL78)

No 器 種 出土位置 法鼠（cm)①口径 胎土 ・焼成 ・色調 成 ・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 陶器 表採 ①―②(20 0) 鉱物微。炉器。外面～芯 外面化粧土か施釉か不明。内面に 9+ Cl条の細く深い卸目あ

揺鉢 底部際片 ③(4.8) 酸化。灰褐色。 り。備前。16• 17世紀。

2 飴釉陶器 フク土 (—(— 鉱物見えず。締。還元気 内外面褐釉あり。割れ口消耗微。瀬戸・美混。18世紀。

碗 体部片 ③― 味。暗褐色。

3 古銭 表採 ・完存 直径2.3cm，孔長0.65cm，重さ2.2g 「寛永通宝」 銅主材。字銘やや太い。

22 



3.第2面（中世）の検出遺構

(1)第2面の概要

第 1面の基盤層である明黄褐色砂質やシルト質土

は利根川の洪水砂である。他の調査区ではこの層中

より中・近世の遺構を検出したが、本区では遺構面

は検出されなかった。この洪水層下で確認された黒

褐色土は、 As-Bが多量に含まれる砂質士層であり、

As-Bが良く攪拌され均ーに混ざっている。

検出遺構には水田畦畔状の高まりと溝2条、また

調査区北の区画では浅く平行気味に並ぶ溝群を検出

し、畠のサク状遺構として調査を行った。これらの

検出遺構は後世の撹拌を受けたものか遺存状態は極

めて悪く、確認面に残された痕跡が面として捉えら

れたか疑問である 。

(2) 検出遺構

l) 溝

1号溝（第17図、 PL3) は、調査区中央部の大畦畔

状の高まり部分で確認し、深さ 3cmと浅い溝である。

形状は波状にうねる。

2号溝（第18図、 PL4) は、調査区北端から南に延

び、中央部で L形に屈曲する。確認全長50m、南北

辺で上幅2.5m・下幅1.2m、深さ22cmを測り。東

西辺で2.5m、下幅2m、深さ 17cmを測る。本遺構

上層の第 1面では同一方向に大畦畔が作られ、溝か

ら道への変遷が考えられる。

2)水田（第17図、 PL3)

僅かな高まりや段差、上質の違いにより水田畦畔

として捉えたが、部分的に確認されるため水田区画

として方形に連続するものはなく、水田形状は復元

できなかった。

畦 調査区中央部の 1号溝と里なる部分におよそ 11

mの長さで、幅1.2mから最大2mの持つ高まりを

確認した。周囲より数cm高く幅的には大畦の可能性

が考えられ、ここから北に 2条の直線的な段差を持

つ畦状の痕跡を確認した。西側段差はほぼ座標北方

向に向き、最大4cmの高低差を示した。東側段差は

2局溝方向にN-20° -Eに向き、最大10cmの高低

差を持つ。また調査区中央西側において南北方向に

幅50cm弱の土質の異なる直線を確認した。方位はN

-2° -Wを指す。

3) 畠状追構（第18図、 PL4)

調査区北、滝川際の区画において溝問60~80cmの

平行する溝群を検出し、この溝群を畠のサクとして

畠状遺構として調査を行った。しかし、本遺構の大

半は掘り込みと呼べるほど深さはなく部分的には重

複も見られるなど、後出する時期の耕作溝と考えら

れる。

畠状遺構は南北に通る 2号溝を挟み、西側を 1号

畠状遺構とし、東側を 2号畠状遺構とする。

1号畠状遺構は、東西方向に60cm間隔で3条と 6条

の9条を検出した。サクの確認全長は最大で 9m、

幅は20cm前後であり、耕作痕は見られない。

2号畠状遺構は、南北方向と東西方向にサクが伸び

重複が見られ一部で重複の逆転が確認できた。南北

方向のサク間80~90cm、確認全長最長は約10.5m、

幅20cm前後を測る。東西方向のサク間は80cm前後、

確認全長最長は約14m、幅20cm前後を測る。

調査区南でも 4条の短い長さ 3m前後の畠状遺構を

確認した。

表3 第2面溝計測一覧

名：称［：；］茫翌：F]：］：；：］］苫芸I：呵言言E言］登許弓言i:：：：：：：：：：蒋ウ 備考
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ザラつく 。
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3.暗褐色土 As-Bを多く 含む。

4.暗褐色土 鉄分多い。
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第18図第2面 2号溝・畠状遺構
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第2面 2号溝・遺構外出土遺物観察表（第20図、 PL78)

No 器 種 出土位置 法凪（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

2溝 軟質陶器 フク土 (—(— 鉱物含。軟。芯中性気味 外面に煤付着。外面指圧痕。内面に横撫であり 。割れ口消耗

I 内耳渦？ 頸部片 ③― 内外面煉。黒褐色。 あり 。在地。17世紀。

I 軟質陶器 フク土 (—(— 鉱物含。並。外面少還元 捕卸痕不明。器面・割れ口とも消耗大。器肉限手。地方窯。

鉢 口縁部片 ③(5 8) 内面同じ。芯酸化気味。 にぶい黄褐色。15世紀前。

にぶい黄褐色。

2 焼締陶器 フク土 (—(— 黒・白色粒含。締。還元 内外面に撫で痕。内面に指圧痕。割れ口に紐作痕あり 。常滑

甕 頸部下片 ③― 気味。にぶい黄橙色。 13~16世紀。

3 古銭 一部欠，フク土 直径23cm，孔長07cm，重さ22 g 「天聖元宝」か。薄い。初鋳1023年。北京。

4.第3面（古代）

(1)第3面の概要

の検出遺構

As-Bの降灰により埋没した面である。

As-Bの降灰層は灰層と軽石層に分けられるが、

当地ではB混土形成時に灰層及び軽石層の大半が鋤

き込まれたようであり、最下層の軽石が僅かに残っ

ている程度であった。また、残った軽石も攪拌を受

けているような状況であった。検出遺構には、水田

遺構の他に溝 ・土坑・ピ ット等を検出したが、土坑

・ピットについては一部に埋没土中にAs-B軽石混

じりの上層土が入り、 As-B降灰遺構に掘り込まれ

た遺構と考えられる。
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(2) 検出遺構

2) 土坑 （第21~23図、 PL4~7)

この面から 19韮の土坑を検出した。この内10号土

坑、 11号土坑の 2基を除き 17基の土坑は、 As-8層

除去中に確認したものであるが埋没土中に B混土を

含むことからAs-8降灰以降の掘り込みと考えられ

る。形状は長方形、楕円形、円形を呈し、規模や配

置等の規則性は見られない。

10号土坑は長辺 1.03m、短辺78cmの隅丸長方形

を呈し、深さ74cmを測り断面ロート状に掘り込まれ

る井戸的な形態である。11号土坑は最大規模を持ち

長辺1.87m、短辺1.17m、形状は隅丸長方形を呈し、

深さは25cmと浅い。

表4 第3面土坑計測一覧

No 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

1 Ft -106 141 105 25 長方形 N-8° -E 

2 Fs -112 (I 00) 39 II 不明 N-74°-W 

3 Fm-113 99 80 22 円形 N-25° -W 

4 Fl -112 120 104 18 方形 N-31 ° -E 

5 Fk-113 120 116 14 方形 N-3° -E 

6 Fk-113 l 57 122 64 円形 N・l5° -E 

7 Fj -I 15 157 62 18 長方形 N-89° -E 

8 Fj -I 16 137 47 20 長方形 N" 6° "E ， Fi -116 106 78 10 長方形 N-10° -E 

IO Fh-116 103 78 74 方形 N-5° -E 

l l Fi -117 187 117 60 長方形 N-83゚・W

12 Fh-117 170 84 25 楕円形 N-85° -W 

13 Fh-112 (172) 127 60 不明 N-1° -E 

14 F j -112 135 64 14 楕円形 N-15'-W 

15 Fj -I 10 102 69 15 楕円形 N-78° -E 

16 Fm-109 77 70 23 円形 N-55°-W 

17 Fm-109 lOl 78 28 円形 N-24°-W 

18 Fq-109 l 50 112 33 方形 N-2° -W 

27 Fn-108 (58) 70 47 不明 N-76゚・W

-<| :.:1 

□¥〉] A.k:＝□＼＼， A ¥ ¥ 3土坑 / ¥ I A' 

¥ I 

＼口 l) A A' A ．公

<(I <(I 

］ :::,,-----i 

A' 
¥ ¥-― I I I 5エ玩 I I -

土 A' 

A .X 土． A' 

(1. 3~5号土坑）

I.黒褐色土 As-B混土。黒色粘土（As-B下水田耕土）

混じる。

2.暗褐色土 As-B多混。
゜

L-79.00m 

I : 40 Im 

第21図第3面土坑（ 1)

28 



：
 

A_
 

＼
 

A_ 

ユ呈

A' 

¥ <̀| <̀| 

< 吋 <!'.I

(6~8号土坑）
1.黒褐色土 As-B混土。黒色粘土

(As-B下水田耕土）混じる。
2.暗褐色土 As-B多混。

|
|
し
‘
-

A
 

．△ 

A
 

A' 

A
 

.A. 

＼
 

A

＿
 
•• 

土

A
 

＼
 

.K 

A' 

(IO号土坑）
］．暗褐色土 As-B多混。
2a．黒褐色粘土と青灰色シルトブロック混土。
2b.2aのブロック(5cm大）に比べて大きい。
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(11 • 12号土坑）
l.暗褐色土 As-B多混。
2a．黒褐色粘土と青灰色シルトブロック混土。
2b.2aのブロック(5cm大）に比べて大きい。
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1.褐灰色土 As-B多混。下層ブロック混じる。

2.炭化物と 1)[iJの混土。

3.褐灰色土と As-B混、灰色粘質土ブロックの混土。

4. As-B主体に 2層との混土。
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(14 • 15号土坑）
I.黒褐色土 As-B混土。黒色粘土（As-B下水田耕土）

混じる。

2.暗褐色土 As-B多混。
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I.黒褐色土 As-B混土。黒色粘土（As-B下水田耕土）

混じる。

2.暗褐色土 As-B多混。

A
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Illa IV A' 

し＝79.00m

0 I: 40 Im 

I.黒褐色土 細砂質土。As-B混土、 IV・ V屈ブロック含む。

2.褐灰色土 mb~V陪ブロックの混土。

3.暗褐色土 粘質土。IV・ V層ブロックをこく少量含む。

* Ila~V附は、基本土層参照。

第23図第3面土坑 （3)
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2) 水田（第25~28図、 PL7) 

水田遺構は、調査区全面に広がり 17面の区画を検

出したが、大半の水田は調査区外に広がり、区画全

景が確認できるものは少なく、形状も矩形を呈する

ものは少ない。最大面積は全掘出来なかったが6号

水田の694m2、最小面積は12号水田の70m2である。

畦畔 国家座標Y= -67.641ラインにのる南北畦畔

は調査区を縦断し上幅約50cm、下幅約70cmの規模を

持ち、高さ 5cm弱の蒲鉾状を呈する。規模的には他

の畦畔に比べ若干大きく大畦畔か。東西睛畔につい

ては国家座標X=36.091ライン付近と調査区南の

X=36.055から X=36.057にかけての2カ所の畦畔

が直線的に通る 。暇畔規模は上幅20~30cm、下幅

60~70cm、高さ 5cm以下の蒲鉾状を呈する。

水口 水口位置は様々であり、 1号水田→3号水田、

4号水田→ 1号水田、 5号水田→4号水田、 6号水

田→3号水田、 8号水田→6号水田、 11号水田→13

号・ 14号水田への 7カ所の水口を検出した。隅に設

けられるものは5号水田→4号水田と 11号水田→14

号水田への2カ所であり、他の水口は中央部付近が

多い。各水田への給排水は田から田への田越しによ

り行われていた。

水田面 田面には多数の浅く小さな楕円形の無数の

窪みを検出したが、鋤鍬などの耕作痕は確認できな

かった。土質は粘性の強い黒褐色土を呈する。

その他に田面中からは2~3cm前後の浅い溝状遺構

を2条検出した。溝状遺構 lは、調査区南端の 1号

水田内に確認全長6.8m、上幅50cm、下幅30cm、深

さ3cm前後の規模を持つ。溝状遺構2は2号水田内

より始まり 3号水田に向かい法面が蛇行する 。確認

全長6.5m、平均的上幅50cmの規模を持つ。これら

の溝状遺構は自然水流により削り込まれた痕跡と考

えられる。
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表5 第3面水田計測一覧

No 面禎 長軸長 短軸長 水口

（ポ） (m) (m) 

1 (306 4) (21 4) (I 7 5) 2 

2 80 0 93 93 1 

3 (241 6) (19 3) (15 7) 3 

4 (34 4) 9 2 (8 0) 2 

5 (4 4) (5 0) (l 7) l 

6 (694 4) 35 0 21 7 3 

7 (6 4) (2 8) (2.4) 

8 (238 4) 19.3 13.5 2 ， (I 05 6) (17.5) (8.8) 

10 (29 6) (9.5) (5. 1) 

II (51 4) (9.5) 84 2 

12 70 6 17.0 4 I 

13 (126 0) 16.5 (10.9) 1 

14 (14 8) (8 4) (3.8) 1 

15 (58.8) 9 0 7.3 

16 (7.4) (5 0) (3.1) 

17 (71 O) (22 0) (6.4) 
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5.第4面（古代）の検出遺構

(1) 第4面の概要

As-B下水田耕作土である黒褐色粘土層は、他の

調査区同様に緑がかった灰白色粘土層を母材として

耕土化されたものである。この灰白色粘土は、分析

により滞水による堆積層であった。この層下に明黄

褐色のHr-FAの堆積が見られ、この下より遺構を検

出した。検出遺構は調査区南端部において水田遺構

を確認し、調査区全体に畦畔状の高まりを散漫的に

確認した。その他に溝19条、土坑17基を確認した。

(2) 検出遺構

1)水田遺構 （第30図、 PL7) 

調査区南端部のX=36.045ライン付近に僅かに低

い部分が見られた。この窪みの下層面では河道や溝

が集中して検出され、その影臀で本面は沈んだ状況

となった。畦畔はこの低位部の両脇を囲む形で東西

方向に検出され、中央部に南北方向に仕切る 2条の

畦畔を検出した。唯一検出できた 1区画分だけの水

田面積はおよそ 4m2程であった。他の畦畔は、田面

脇を削り込むような段差や連続しない高まりなど水

田形状を復元できる明確な畦畔として検出できず、

大半は後世の撹拌を受け迫失してしまったと考えら

れる。

表6 第4面溝計測一覧

2)溝 （第30~32図、 PLlO• J l) 

本面で検出された溝は、下層面で検出された河道

の埋没途中の窪みや一時的な流水による開削など人

為的というより自然流路的な溝が多い。

3号溝（第31図、 PLlO)及び7号溝（第31図、 PLll)

はY=-67.640ライン方向に伸び、自然流水の乱流

により法面が削り込まれたような形状を示し、同一

溝と考えられる。また、土坑状の短い18号溝（第30

図、 PLll)も3号・ 7号溝と同一溝と考えられる 3

号溝は同方向に伸びる水田畦畔を削り込み、 5号溝

上（第31図）を掘り込む。また、 7号溝も 6号溝（第

31図、 PLl1) を掘り込む。

5 号溝• 6号溝は調査区北寄りをN-65° -Wの東西

方向に横断する。両溝下層には同位置同方向に31号

溝． 47号溝が検出され、両溝の埋没途中の状態と考

えられる。10号から12号溝 （第31図、 PLll)は、 6

号溝に流れ込むようなに樹枝状に重なり合う状態で

あり、自然流水による開削痕と考えられ、 16号溝や

17号溝（第31図、 PLl1)も同様と考えられる。 13号

溝から 15号溝（第31図、 Pし11)及び19号溝から21号

溝（第30図、 PLl1)は短く通水目的の溝とは考えづ

らく、自然流水痕又は耕作痕の可能性が考えられる。

名称 位阻 方位 比高 規模（長•m ，幅 ・ 深さ： cm) 備考

方向（上流→下流） (ml 確認全長上幅下幅深さ

3 Gc-109→Ga-109 S-0° 0 03 l4 2 182 156 13 5号溝と重複。自然流路？

4 Ff -108 N-6° -E 

゜
2 8 26 7 8 5号溝と重複。7号溝と重なる。

5 Ga-Ill→Ft -106 N-78°-W 0.14 26.2 614 562 10 6号溝と併走。3号溝と重複。

6 Fs-112→Fr-107 N-76°-W 0 11 25 6 678 654 20 5号溝と併走。7号溝に切られる。

7 Fs-108→Fq-108 S-0° 0 06 12 4 142 126 17 6号溝と重複。自然流路？

8 Fp-109 N-13°-E 

゜
1.7 88 78 13 円形凹状を呈する。， Pq-109 N-8° -W 

゜
2 5 70 29 5 7号溝と併走する短い溝。

10 Fr-112 N-30°-E 0.03 4.0 53 23 10 

｝短かい］2号溝から分岐する。平行。11 Fr-112 N-15°-E 

゜
2 0 38 24 ， 

12 Fr-112→Fr-111 N-43°-W 0 01 46 68 44 12 

13 Fp-112→Fq-111 S-30°-W 0.02 5.7 48 34 5 延長上に15溝あり 。同一溝？

14 Fq-111 N-26°-E 

゜
2 5 16 2 4 13号溝と併走する短かい溝

15 Fp-113→Fp-112 S-45° -W 0 01 5 7 54 42 JI 13局溝と同一溝？

16 Fp-113 N-22°-E 

゜
I 5 22 18 10 

｝凹状の小さな溝。
17 Fp-113 N-32°-E 

゜
I 6 42 30 14 

18 Fk-114→Fl -114 S-25°-W 0 08 2 2 46 26 6 短い溝。

19 Fk-116→F」-116 N-45°-E 0 08 45 50 34 7 大畦状の高まりの上の溝。

20 Fk-116 N-43°-E 

゜
1.6 18 10 3 短い溝。

21 Fj -I 16 • Fk-116 N-0° 

゜
I 2 104 86 5 梢円形状の溝。
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_A.. 3溝 2 3 4.土 B
 

3 2 
3溝

3 4 
B' A

 

4溝 A'
2 I 3 ・一

A 

(3号溝）
I.暗褐色土 砂質土。粘質土ブロックを少鼠含む。

2.暗褐色土 砂質土・粘質土ブロックを多く含む。

3.灰褐色土 砂質土。粘質土ブロックを少量含む。

4.褐灰色土 砂質土。粘質土ブロックを少星含む。

5溝

(4号溝）
I.褐色土 粘質土（シルトに近い）。微細砂を多く含む。

2.褐灰色土 粘質土。微細砂をごく少星含む。

3.褐灰色土 粘質土。粘質土ブロック・微細砂を多く含

む。

A' 

A
 8 7 

6溝
lb 5 2 5 3 5 la 2 

A' 

(5 • 6号溝）
la灰褐色土 シルト質土。微細砂を多く含む。白色粒子を多く含む。

lb灰褐色土 シルト質土。la眉より細砂を多く含む。

2.褐灰色土 シル ト質土。微細砂をごく少星含む。

3.灰褐色土 粘質土。2層を多く含む。粘質土ブロックを若干含む。

A

＿
 

7溝
I 2 I'I' 

A'A 8溝

4.にぶい褐色土 シルト質土。

5.灰褐色土 粘質土。シルトを少量含む。
6.褐色土 微細砂質土。シルトを多く含む。粘買土を少鼠含む。

7.黒褐色土 粘質土。粘質土が全体を占めている。

8.にぶい褐色土 シルト質土。（地山）シルトを多く含む。

ざ旦． 9溝 7溝 9 B' 
① 3 I 

l.黒褐色土 細砂質土。粘質土ブロックを多く含む。

l＇．黒褐色土 細砂質土。粘質土。シルトを少凪含む。

2.灰褐色土 細砂質土。粘質土、シルトプロック、微細砂を

多く含む。

3.灰褐色土 シルト質土。シルト多い。

4.黒褐色土 粘質土。シルト。細砂との混土。粘質土が全体を

占めている。

①黒褐色土 粘質土。微細砂との混土。

10溝
企， 12 A' A

 

11溝
A' 

I 2 

(JO・ 11 • 13~15号溝）
I.黒褐色土 粗砂を多く含む。

2.黒褐色土 1層とシルトとの混土。 As-Cを
少量含む。

A 
13溝

-・ 1 

A
 

14溝
A' A 

l '- - • 

15溝 A'
2 I 

12溝

(12局溝）
1.灰褐色土細砂質土。

2.褐灰色土微細砂釘土。

3.黒褐色土 砂質土。

16溝 17溝
A' 

゜
し＝78.90m

I : 50 2m 

(16 • 17号溝）
］．黒褐色土 砂質土。シルト混土。

2.黒色土 砂質土と粘質土の混土。

3.黒色土細砂多い。

4.褐灰色土 細砂質土。シルトを

少量含む。

5.黒褐色土 シルトが全体を占める。

第32図第4面溝断面

＼＼口 ＼

第33図第 4面11号溝出土遺物

第4面 11号溝出土遺物観察表（第33図）

/

/
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゜
I : 3 10cm 

No 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1 焼締陶器 フク土 ①―②― 黒・白鉱物含。締。還元 外面に白・褐色の自然釉がかかり、下方に浅い沈線2条。内

甕 頸部片 ③― 気味。灰褐色。 面に指痕。割れ口に紐作痕あり 。常滑。13~16世紀。

2 須恵器 フク土 (—(— 砂粒含。並。 内面斜位の卸目。(5条十 a)あり。

鉢 胴部片 ③― 

41 



3)土坑（第34• 35図、 PL8~10)

調査区全体に散漫的に17基の土坑を検出した。 27号

土坑は、埋没土中にAs-8が混じり 2面から 3面の

間に掘り込まれた土坑である。また26号 ・33号・ 34

号士坑は、円形を呈し、埋没土中にはHr-FAの小塊

が混入し、 Hr-FA降灰以降に掘られた土坑である。

上記の4碁の土坑を除き 13碁の土坑は、大半が円形

楕円形を呈し、隅丸長方形を呈する土坑が見られる

掘り込みは10cmに満たないものが多い。

表7 第4面土坑計測一覧

夏：＼

No 位阻 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

19 Ft -110 47 36 II 円形 N-10° -E 

20 Ge -111 80 20 II 桁円形 N-12°-W 

21 Fs -107 45 38 ， 円形 N-5° -W 

22 Fs -107 45 32 7 円形 N-70°-W 

23 Fq -109 55 48 12 円形 N-15°-W 

24 Fs -109 120 55 8 隅丸長方形 N-71°-W 

25 Fp -109 48 37 8 円形 N-52°-W 

26 Fo -109 52 50 28 円形 N-16° -E 

28 Fm-108 120 55 II 長方形 N-69°-W 

29 Fm-108 (60) 44 28 不明 N-60°-W 

30 Fm-109 73 50 10 楕円形 N-41°-W 

31 Fq -11 l 43 14 II 楕円形 N-26°-W 

32 Fn-112 39 32 ， 円形 N-14° -E 

33 Fl -I 13 39 35 7 円形 N-24°-E 

34 F1 -113 24 22 II 円形 N-83° -E 

35 Fk -I 13 31 25 8 楕円形 N-2° -E 

(I 9号土坑）
］．黒褐色粘質土 シルト

．粗砂との混土。

→ー／一

：三△

A
 

(20号土坑）
I.にぶい褐色土 粘質土。粘質

土プロック・粗砂を少量含む。
鉄分多い。

2.褐色土粘質土。 1層より粘
性強。

A

A

l

 

三
1
9

A

一

A
-i
 

(21 • 22号土坑）
A' l．褐灰色土粘阻土。As-C• F P 

2黒褐色土雷贔の混土。 25土坑 26土坑 ＼ 

/23口］ ：ロロ＼ 口：
ーサ，9（11が A. 2 I .£... 

A A' 
ー・ 23 4 I ·— 

文
; : ; : ; :. : ・ : ・ ; : ; : ; : ; : ; : ; : ;.. : : : : ; : : : 
: ; : ; : ; : ; : ; : : ; ; : ; : ; ; ; ; : : : : : : : : : : : : : : 
: • : • : ・・：• ： • : • : • : : : •.• ; : : : : : ; : ; 

□ 
---------

＼上三

A 2 I 2 A' 

△. 32 4 3．△ 

A A' 

A_ 
•• 

゜
し＝78.80m

I : 40 lm 

＇ヽ 

(23~26号土坑）
I.褐灰色土 粘質土（シルトに近い）。シルトを少星。

鉄分多い。
2.褐灰色土 シルト質土。微細砂を多く含む。鉄分多い。
3.褐灰色土 シルト質土（粘質土に近い）。微細砂を少鼠含む。
4.褐灰色土 砂質土。粘質土プロックを多く含む。鉄分多い。

(28号土坑）
I.黒褐色土 シルト質土。細砂を少量含む。白色小粒多く含む。
2.黒褐色土 シルト質土（粘質土に近い） 。微細砂ブロックを少

鼠含む。

(29号土坑）
I.黒色土 As-B下水田耕土ブロック。
2.褐灰色土 白色粒子・微細砂ブロックを少偵含む。
3.褐灰色土粘質土。
4.黒褐色土 粘質土。微細砂を少量含む。

第34図第4面土坑 （1)
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(30号土坑）

I.灰褐色土 シルト臼土。粘質土プロック・微細砂を多く 含む。
2 褐灰色土 シルト囲土。微細砂多く含む。

(31号土坑）

I.灰褐色土 微細砂質土（シルト近い）。粗砂粒若干含む。

2.灰褐色土 微細砂質土（シルト近い）。 1屈より粘性あり、シルト
に近い。

3.黒褐色土 シルト質土。シルトの混土。

い言上＼〔：上
A I A' ． ．  

／ A 

34土坑

立．〇•△

゜

A' 
[o△ 

¥,  A' 

La78.90m 

I : 40 

A
 

j_ 

土

35土坑

Im 

(32~35号土坑）

I.灰褐色土 微細砂買土（シルト近い）。粘質土ブロック¢ l ~ 
3cm大を少凪、細砂粒を少呈含む。

第35図第4面土坑（ 2)
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第36図 第4面遺構外出土遺物

第4面 遺構外出土遺物観察表（第36図、 PL78)

No 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

I 土師器 Fo-113 ①(12 2)②一 赤褐小粒、細砂粒含。 口縁部横撫で。

坪 破片 ③(4 6) 酸化。良。にぶい橙色。

2 土師器 Fj-114 ①(12.6)②ー 赤褐小粒斑に含む。砂粒 外’口緑部外反。横撫で。胴部箆削り 。

奸 口緑～胴部片 ③(6 I) 含。酸化良。明赤褐色 内．撫で。

3 土師器 F o-110 ①(12 0)②一 鉱物微。軽。軟。芯還元 シルト質。口緑部横撫で。割れ口、器表面消耗。藤岡。8~

杯 口縁部片 ③(I 6) 外面酸化。橙色。 9世紀前半。

4 須恵器 Fs-110 ①―②― 鉱物多、重。砂粒含。 砂を多く含む胎土。有蓋短頸壷の蓋を思わせる。摘み部の接

蓋 摘み部片 ③(I.I) 締。還元、良。灰色。 合面あり 。割れロシャープ。県南西毛窯。 8世紀。

5 土師器 Fi-112 ①(I 2 0)②ー 鉱物含。並。酸化。 外面上方横撫で。内面横撫で。外面下方弱い箆削り 。割れ口

小型短頸壷 口縁～体部片 ③(4 2) にぶい赤褐色。 消耗微。県内。6世紀。

6 土師器 Fp-112 (—(— 鉱物含。軟。中性～酸化 薄手。内外面に赤色塗彩あり 。割れ口消耗大。内外面のハゼ

壷 頸～口緑部下 ③― 僅か傾く 。にぶい黄橙色 剥落大。古瑣前期。
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6.第5面（古墳時代）の検出遺構

(1)第5面の概要

第4面の褐灰色土面を掘り下げ暗褐色のシルト面

において最終面の調査を行った。検出遺構は、溝を

中心として、土坑・風倒木痕を検出した。

(2) 検出遺構

l) 溝（第38~44図、 PLl3~17)

調査区中央付近より南に大きく蛇行する自然流路

状の43号溝が上滝榎町北遺跡へと流下する。またこ

の43号溝へは22号・ 41号・ 51号溝などが流れ込む。

調査区南端では特に溝が集中し、 42号 • 48号・ 49号

• 51号・ 52号溝などは上幅 1m以上の規模の大きな

溝であり自然流路と考えられる。

表8 第5面溝計測一覧

調査区北半には22号 ・26号・ 27号 ・29号・ 34号 ・53

号・ 54号溝のように直線的な溝が検出でき、 27号溝

と29号溝や34号溝と 53局溝等は一連の溝と考えら

れ、水田などの区画溝の可能性がある。

調査区南西端の37号溝では、溝内に50cm前後の楕円

形の土坑状窪みが連続して検出された。この窪みは

内からは道路遺構下層面にできる波板状圧痕の可能

性が強い。37号溝上層の第4面では上幅30cm、下幅

60cm、高さ 8cmほどの雌畔が同一方向で若干ずれて

検出されており、この道下の凹凸面の可能性が強い。

名称 ------位置------ 方位 比高 規模（長．m，幅 ・深さ．cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

22 Ga-Ill→Fr-112 N-15°-E 0 06 15.4 30 14 24 31号溝と43号溝をつなぐ溝。延長上に25号溝あり。

23 Gb-110→Gc-109 S-23'-W 0.06 5 5 42 20 5 24号溝と合流する短い溝。

24 Gb-110→Gb-109 S-21°-W 0.06 3.8 50 30 10 23号溝と合流する短い溝。

25 Ge-l 10→Gb-l l l N-15° -E 0 12 16.0 48 24 27 27号溝が分岐し、 31号溝に入る溝。22号溝の延長。

26 Ge-I 10→Gc-108 N-84°-W 0 03 15.5 80 32 28 27号溝を切り、 25号溝に接する。

27 Ge-110→Gb-109 N-26° -W 0 05 15 6 71 27 7 26丹溝に切られ、流路延長上に29号溝あり 。

28 Gb-110→Ge-110 S-12° -E 0 15 6.0 90 58 15 27号溝と接する短い溝。

29 Fs-107→Ft -108 S-37° -E 0 01 9 I 40 24 4 31号溝と接し、 27号溝の延長上にある。

30 Gc-109→Gb-108 S-0° 0 01 6 3 72 42 7 自然に削り込まれたように蛇行する短い溝。

31 Ga-Ill→Ft -106 N-80°-W 0.08 26.1 440 370 23 第4面5号溝下屑、掘り方か？

32 Fr-112→Fq-112 S-24°-W 0.08 72 20 8 8 43 • 45号溝を切る。33号溝は延長上にある。

33 Fp-113→Fq-112 S-27°-W 0 06 5 3 32 20 8 43 • 45号溝を切る。32号溝は延長上にある。

34 Fq-111→Fs-112 S-42° -E 0.05 7.8 28 l 2 7 22号溝から分岐し、 44号溝を境に53号溝となる。

35 Fp-113→Fq-113 S-22°-W 0 16 74 10 8 I 43号溝より分岐し、調査区際を南流する。

36 Fk-117→Fi -117 N-l7° -E 0 03 7 0 24 12 3 調査区南西端で検出。37号溝と合流する。

37 F1 -117→Fk-115 S-43° -W 0.10 16.7 80 48 10 溝内にほぼ等間隔で、楕円形の窪みが連続する。

38 FI -117→Fj -116 S-45°-W 0.03 6 8 38 20 7 37号溝と合流する。

39 Fj -116→Fj -l l5 N-55°-W O l 3 2 8 30 14 10 調査区南。

40 FJ -I 16→FJ -115 N-50°-W 0.11 2.2 20 10 ， 
41 FI -116→Fh-117 N-26° -E 0 04 5 2 54 36 14 調査区南西端の短い溝。

42 Fh-116→FJ -115 S-26°-W 0 05 12.4 138 132 19 52号溝より流れ、 51号溝と分岐して流れる。

43 Fr-112→Fh-113 N-5° -E 0 16 51 3 274 204 31 調査区内を蛇行し流れ下る。自然流路。

44 Fp-112→Fr-110 S-47°-W 0. 10 13.0 60 40 16 35 • 53号溝と重なる。

45 Fr-112 N-21°-E 0 07 2 7 40 22 15 43号溝の法面を掘り込む。

46 Fk-115→Fl -115 N-0° 0.18 3 8 110 60 45 52号溝内底面で検出された。

47 Fs-112→Fr-107 N-78°-W 0 13 26 8 350 310 26 第4面6号溝下層堀り方？

48 FJ -114→F1 -115 N-30° -E 0 02 59 250 200 16 51号溝と分岐する溝。

49 Fl -114→Fk-113 N-10°-W 0.05 6.9 290 270 16 幅広の短い溝。

50 Fj -l l3→Fj -l09 S-75°-W 0 12 32 3 130 110 6 調査区を東西に弧状に横断する。

51 Fk-115→FJ -114 N-46°-W 0 01 9.3 290 224 24 42 • 48 • 50号溝に分岐する。

52 Fl -114→F1 -116 N-23° -E 0.07 13.3 420 110 II 調査区外より伸び、 5l号溝に入る。

53 Fq-111→Fo-109 N-35°-W 0 12 13.2 46 26 11 54号溝と T字形に直交する。

54 Fp-108→Fl -112 N-48° -E 0 10 31.0 60 36 12 53号溝と T字形に直交する。

55 FJ -111→F1 -109 N-75°-W 0.08 6. 7 46 22 19 50号溝に併走する。

56 FJ -109→FJ -113 S-84° -E 0 01 18 0 26 10 6 調査区を東西に横断する。
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I. C混土堆柏附 ①．暗褐色土砂質土。

2.黒掲色土 黒色土プロックを多く含む。 ②．暗褐色土粘性強。

3.灰黄褐色土 シルト質土を多く含む

23溝 24溝

A I I A' 

GC 

/¥°1 l．褐色上 砂臼土。鉄分を多く含む。
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25溝 26溝 27溝

土． ② ① ② ．」呈

25溝 28溝 27溝
A 

I.黒褐色土 黒色土ブロックを含む。
2.黒褐色土 1層に砂質土が混入。

A 29溝 A'

3.黒褐色土 白色軽石粒を多く含む。
炭化物を微鼠に含む。

4.黒褐色土 白色軽石粒を多く含む。
5.黒褐色土 シルト団土を微旦に含む。
6.黒褐色土 5陪よりもシルト質土を

多く含む。

I.巣褐色土 砂質土を含む。

A 30溝 A'

］．褐色土砂質土。鉄分を
多く含む。

31溝

(27号溝）

①暗褐色土 砂買土。白色軽石を多く含む。
②暗褐色土 シルト臼土を微鼠に含む。
③黒褐色土 砂烈土を含む。
④灰黄褐色土 砂烈土。黒色土が微鼠に混入。
⑤黒褐色土 砂団土に黒色土がプロック状に混入。

28溝

B 

(28号溝）

1.黒褐色土 黒色土ブロックが混入。砂質土を
含む。粘性あり 。しまりあり 。

2.黒褐色土 1/oliに砂層を含む。
3.黒褐色土 シルト質土を微量に含む。
4.黒褐色土 炭化物が微阪に混入。

5.暗褐色土 砂臼土を多屈に含む。

IV 

．△ 

I 
43溝

(31号溝東壁）

* II~ VII団は、基本土庖参照。
I.にぶい褐色土 粘質土。砂臼土をブロッ

ク状に含む。軽石を僅かに含む。
2.にぶい褐色土 色調暗め。

l展に褐灰色土ブロック
混入。

3.褐色土砂質土。鉄分を
微鼠含む。粘性ややあり 。

4.褐灰色土 シルト質土。
暗褐色土プロック混入。
鉄分を含む。

A' 

B- 4 9 7 8 5 
43溝

6 7 

B' 

溝
ー

4
 

4
 2

 

A-
A' B-

44溝
I 

c
 

44溝 C'
I 

B' 

A
 

6 5 4
 

(44号溝）
I.灰黄褐色土 砂質土・軽石を含む。

シルト臼土プロック混入。
2.褐灰色土 黒色土 ・シルト質上の

混土。軽石を含む。

47溝

(43号溝）

l. FA堆栢厨 2. FA下水田耕作土
3.褐色土 砂虹土。鉄分を含む。下方にマンガン粒混入。
4.黒褐色土 3府に黒色粘質土が混入。
5.黒色土 鉄分凝固が見られる。軽石を微困に含む。
6.褐灰色土粘臼土。砂質土 ・黒色土を微filに含む。
7.灰褐色土粘臼土にシルト質土がブロック状に混入。

黒色土が微量に混入。
8.灰褐色土粘質土と砂質土の混土。
9.褐灰色土粘質土に砂質土がブロック状に混入。黒色土ブロック

が少鼠混入。
10.褐色土 砂臼土。鉄分を多鼠に含む。 11.黒褐色土
12.暗赤褐色土 砂質土。鉄分を多星に含む。炭化物を微鼠に含む。
13.灰黄褐色土 地山の一部。シルト臼土に黒色土ブロック混入。

A' 

(47号溝）

I.褐色土 砂質土。鉄分を含む。粘臼土を微杖に含む。
2.にぶい褐色土 砂質土と粘烈土の混土。黒色土粒を含む。
3.暗褐色土 砂質土に粘臼土プロックが混入。
4.灰黄褐色土 シルト質土。黒色土プロックを含む。
5.褐灰色土 シルト質土。砂臼土が微見に混入。

6.褐灰色土 シルト質土。砂臼土。黒色土ブロック混入。

△ 53溝 A

B 54溝 B'
．．  

4 

A
 

54溝

I 2 

A' 

(53 • 54号溝）
I.暗褐色土砂質土を含む。

2.灰黄褐色土 シルト釘土ブロックを含む。
3.褐灰色土 シルト烈土と砂臼土の混土。
4.褐灰色土 3府より砂質土が多い。

゜
L=78.80m 
I : 50 2m 

第39図 第 5面溝（ 2) ・断面
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A
-

48溝 .K .A. 49溝 •• 

l.褐色土砂質土。
2.黒褐色土 粘質土。砂質土が微足に混入。

3.暗褐色土 砂質土。粘質土を微且に含む。軽石を微鼠に含む。

4.黒褐色土 シルト質土と粘質土（黒色土）の混土。砂質土を微量に含む。
5.褐灰色土 シルト質土。砂烈土がブロック状に混入。

6 暗褐色土 砂質土を含む。下方にシルト質土がブロック状に混入。

7.灰褐色土 砂質土に粘質土が混入。

8.褐灰色土 砂質土とシルト質土の混土。

9.灰黄褐色土 シルト質土。

上 52溝 51溝 50溝

1.黒褐色土 黒色土ブロックと砂買土の混土。
2.暗褐色土 砂質土に黒色土がブロック状に混入。

3.灰黄褐色土 シルト質土。砂質土を多く含む。

4.灰黄褐色土砂質土。

5.灰黄褐色土 砂質上。黒色土プロック混入。

6.黒褐色土 シルト質土。黒色土と砂質土が混入。

A 50溝 •• 
3 4 I 2 

］．褐灰色土シルト

質土。黒色土がブ
ロック状に混入。

•• 
2 赤褐色土砂質土。

B 50溝 B' 
3 褐色土砂質とシ

ルト質土の混土。
I 3 2 4 褐灰色土 シルト

烈土。黒色土がブ
ロック状に混入。

」i. 51溝

A_ 

55溝
△ 

B' 

*43,50,51号溝土府註参照。
(55号溝）
］． 黒褐色土 砂質土。マンガン粒を少旦含む。

2.黒褐色土 粘質土。微細砂粒を微量に含む。

3.黒褐色土 砂臼土と粘質土の混土。

4.灰黄褐色土 シルト臼土。黒色土を微星に含む。

」 42溝 ．阜

A 46溝

上 42 
―—一つ珊a ~ 6 I 2＼翫b IX C' 

-̀ー- l l 
,々 J.q: -

D 54溝 D' C
・ • 

2 

54溝 ．玉

* 54号溝SPA-A'土層註参照。

_A.. 56溝 ．△上

］．暗褐色土 砂囲土。鉄分を含む。

52溝 1 A' 2 .  _ 

l.黒褐色土 砂質土を微量に含む。

2.暗赤褐色土 砂質土。鉄分を多星に含む。

3.黒褐色土軽石を含む。
4.褐灰色土 黒色土を微鼠に含む。

5.灰褐色土 砂質土。粘性土を微且に含む。

6.暗褐色土砂質土。

A. 42溝 51溝

し=78.90m

(46号溝） 6.褐灰色土 シルト質土。砂臼土を微量に含む。

I. FA下耕作土 7.黒褐色土 砂質土に黒色土ブロック混入。

2.褐灰色土 黒色土と砂臼土の混土。

3.黒褐色土 粘質土に砂質土がブロック状に混入。 ＊52号溝土層註参照。

4.黒褐色土 黒色土に砂烈土を微旦に含む。

5.黒褐色土 シルト烈土と砂質土と異色プロック混土。

A' 

し＝78.70m

*42号溝土陪註参照。

(51号溝）

I.黒褐色土

2.黒褐色土

3.黒褐色土

4.褐灰色土
5.黒褐色土

6.黒褐色土

7.褐灰色土

8.黒色土

砂質土がプロック状に混入。

粘性土と砂質土の混土。
1層に軽石を含む。

シルト質土と砂質土の混土。黒色土を微鑓に含む。

砂質土を微量に含む。シルト質土プロック混入。

粘質土と砂質土の混土。軽石を含む。

シルト質土。黒色土プロック混入。
粘質土。軽石を含む。

9.褐灰色土 シル ト質土。

IO.黒褐色土 砂質土。シルト臼プロック混入。
］］．黒褐色土 粘質土。砂質土プロック混入。軽石を含む。

12.褐灰色土 シル ト質土プロック。

13.黒褐色土 砂質土が多く混入。
(52号溝）

I.赤褐色土 砂質土を多星に含む。土器を多く含む。

2.褐灰色土 シルト質土。砂質土を含む。

3.赤褐色土 砂質土とシルト質土の混土。色調暗め。

4.黒褐色土 粘質土とシルト質土の混土。

第41図第 5面溝 (4) ・断面
0 L=78.80m I : 50 2m 
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A_ 
37溝

A' A 36溝 A'

① 

B 36溝 37溝 B'
3 2 5 · — 上

A
 

42溝

37溝

I.黒褐色土 軽石を微旦に含む。 4.暗褐色土 砂質土。粘質土を微拭に含む。

2.黒褐色土 砂質土を含む。 5.赤褐色土 砂臼土。鉄分を多量に含む。

3.黒褐色土 色調明るめ。砂質土を微屈に含む。 6.灰褐色土 砂笠土。黒色土が微鼠に混入。

•• 
5 4 

．玉_Q__.
37溝

4 5 

D' 

*42号溝SPA-A’、第4]図参照。

①黒褐色土軽石を含む。

41溝

I.黒褐色土砂質土を含む。

2.褐色土砂臼土。

3.褐色土 鉄分を多く含む。

砂質土がブロック状に混入。

4.にぶい赤褐色土 砂質土。

5.にぶい赤褐色土 砂質土。

鉄分を多獄に含む。

6.にぶい赤褐色土 4陪に

粘性土がプロック状に混入。

炭化物を微凪に含む。

゜
L=78.80m 

I : 50 2m 

第42図第 5面溝 （5)
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゜
I : 150 5m 

’
 

B 22溝 B'
..  

3 

A 33溝 A'A 35溝
.. ・- -・ 
12  21  234 

A 22溝 34溝 A'B 34溝 B'
3 ① ②. - - ・ ① ② 

45溝 22溝 45溝 32溝 A
2 I 3 6 4 ③ ①'--

干r-112

干ー112

逹

* 22号溝、第38図参照。

(32号溝）

①灰黄褐色土砂質土を含む。

②褐灰色土 黒色土を含む。

③褐灰色土 シルト質土。 黒色土を微鼠に含む。

④．にぶい黄褐色土 砂質土。 黒色土を微品に含む。

(33号溝）

I.にぶい赤褐色土 砂質土を多く含む。

2.暗褐色土 シルト質土を多く含む。黒色土を微星に含む。

(34号溝）

①．黒褐色土 粘質土。砂質土を微且に含む。

②褐灰色土 シルト質土と砂質土の混土。

(35号溝）
I.にぶい赤褐色土 砂質土。

2.黒色土 砂質土を含む。炭化物を微量に含む。

3.褐灰色土 シルト質土ブロック混入。

4.灰黄褐色土砂質土を含む。

(45号溝）
］．黒褐色土 砂質土を含む。

2.黒褐色土 ］層よりも砂質土の割合が少ない。

3.灰黄褐色土 砂質土を含む。黒色土ブロック混入。

4.黒褐色土 鉄分を多く含む。

5.褐灰色土 シルト質土。炭化物が微量に混入。

6.にぶい黄褐色土 シルト質土。砂臼土。黒色土ブロックが混入。

JL. 2 35溝 5 2 3 45溝 43溝 7 4 8 I 44溝 2 ・上上

*43 • 44号溝、第39図参照。

..JL. 38溝 39溝 ．」こ 」よ． 38溝 ．ょこ

2 3 

(38号溝）

1.褐灰色土 シルト質土と砂質土
の混土。炭化物を微鼠に含む。

2.褐灰色土 シルト質土に砂質土
がブロック状に混入。

3.褐灰色土 シルト質土。砂阿土

が微量に混入。

ヽ

゜
I : 3 10cm 

△ 

A 40溝 A'． ． 
I 2 

L~78.70m 

l.褐灰色土軽石を含む。

2.灰黄色シルト

L~78.70m 

①褐灰色土軽石を含む。
②黒褐色土 土囲細かく粘性帯びる。

¢2~3mmの軽石微量に含む。

第43図第 5面溝（ 6)
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第45図第5面溝出土遺物（ 2)

第5面 溝出土遺物観察表（第44• 45図、 PL78)

゜
52溝ー3

I : 3 10cm 

No 器 種 出土位置 法鼠（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

22溝 土師器 +5 (—(— 鉱物含。並。にぶい黄橙 器面酸化気味。芯は黒色燻気味。内外面に横撫で見られるが

1 壷 頸部片 ③― 色。 器面荒れる。割れ口消耗少ない。古墳時代前期。

42溝 土師器 +11 (—(— 鉱物含。並。にぶい黄橙 器面中性～酸化気味。芯燥～還元気味。外面に目の大まかな

1 台付甕 台部 1/3 ③(3 9) 色。灰色。 刷毛目。内面最上部まで指の圧痕。内外底面に砂の付着は不

明瞭。割れ口消耗大。古坦時代前期。

43溝 縄文土器 +7 (—(— 片岩、鉱物含。センイ 外面に沈線2条と施文あり 。内面消耗大。割れ口消耗あり 。

1 深鉢 体部片 ③― 含。酸化。明褐色。 縄文時代前期。

48溝 土師器 +3 (—(— 細砂粒鉱物含。並。 橙色。 器面中性～酸化気味。芯還元～酸化気味。内外面に浅い陵部

1 坪 体部片 ③― と凹みあり 。割れ口と器面消耗大。古墳時代。

49溝 焼締陶器 フク土 ①―②- 鉱物含。軽。締。還元気 外面に自然釉。内面に指圧痕あり 。割れ口にブク見える。胎

1 甕 体部片 ③― 味。 土は軽く非常滑。東海地方産。 13~16世紀。

51溝 土師器 -1 (—(— 細砂粒含。並。にぶい橙 外磨耗。

1 t甘 破片 ③― 色。 内’指押さえ。縦位撫で。古填時代。

51溝 土師器 +6 ①(13 0)②ー 灰白色。 外 口緑部上段薄く僅かに外反。下段肥厚。

2 台付甕 口緑部片 ③(2.1) 占填時代前期。

51溝 土師器 +2 ①―②― にぶい黄橙色。 外斜位刷毛目。

3 台付甕 破片 ③(3 5) 内．煤付着。古墳時代前期。

51溝 土師器 +2 ①一②脚(88) 細砂粒含。やや軟。にぶ 外撫で。

4 台付甕 台部片 ③(3.3) い黄橙色。 内 端部折り返し。古坦時代前期。

52溝 土師器 -1 ①(12 8)②一 鉱物含。軟。中性～弱酸 割れ口消耗大。器面も荒れ整形不明瞭。内外面口緑部横撫で

1 壷 口～頸部片 ③(4.4) 化。浅黄橙色。 5世紀。古坦時代。

52溝 土師器 +l ①(15 8)②ー 砂粒混入。酸化良好。に 外．口縁部上段大きく外反し、下段横に開く 。稜シャープ。

2 台付甕 口～屑部1/2③(6 3) ぶい黄橙色。 肩部、左下がりの刷毛目。内 口縁部横撫で。下段強い撫で

頸部面取り状箆撫で。肩部指圧痕、撫で。古瑣時代前期。

52溝 土師器 -1 ①―②(8 5) 黒 ・白色鉱物含。軟。酸 二次被熱内外にあり 。外面に浅い刷毛目僅かに残る。台部端

3 台付甕 台部 1/3 ③(7.0) 化気味。にぶい黄橙色。 折り返し。器面・割れ口消耗。外面撫で。内面指頭圧痕、撫

で。端部折り返し。古項時代前期。
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2)土坑（第46• 47図、 PL12• 13) 

調査区に散在する 11韮の土坑を検出した。規模や

形状もバラッキ、 lmを越える隅丸長方形の土坑や

径40cm程の円形の土坑などがある。埋没土は、黒褐

色土やシル ト質土に砂質土の混土が主体。

表9 第5面土坑計測一覧

No 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

37 Ft -109 130 90 3 楕円形 N-22°-W 

38 Fk-114 164 61 6 隅丸長方形 N-87°-W 

39 Fh-116 (158) (147) 33 不明 N-36°-W 

40 Fr-110 156 44 ， 不定形 N-83° -E 

41 Fi -111 319 130 26 不定形 N-17°-E 

42 Fm-llO 61 45 ， 楕円形 N-15°-W 

43 Fo-109 74 28 18 梢円形 N-ll'-W 

45 Fm-113 102 64 16 梢円形 N-40°-W 

46 Fm-114 (465) (34) 21 不定形 N-15° -E 

47 Fm-112 39 30 11 円形 N-37° -E 

48 F1 -III 42 35 18 円形 N-I° -E 

→ 

A
 

A' 

A
 

A' 

A
 

A' 

A
 

A' A A' A
 

A' 

l．灰褐色土 微細砂質土（シルト近い）。

粘質土プロック¢ l ~3cm 
大・細砂粒を少鼠含む。

］．褐色土 シルト質土に砂質土が混入。 1.灰黄褐色土 シルト質土に砂質土が混入。

上面に黒色が薄く堆槙。

ー

札

U
＼
丁

A
 

A
 

①
 

I 5 2 

二
A' 6 5.  _ 

① FA堆積層。

②.FA下水田耕土。

③黒色土 粘性強い。

④黒褐色土 砂質土がブロック状に混入。黒色土を微凪に
含む。

⑤黒褐色土 砂質土に粘質土とシルト質土がブロック状に

混入。
⑥にぶい黄褐色土 粘質土。砂質土を微鼠に含む。

⑦褐色土 砂質土。下方に鉄分凝固が大呈に見られる。

* 42号溝、第41図参照。

L=78.90m 

La78.80m 

0 I: 40 Im 

第46図第5面土坑 (1)
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土． A' 
(42 • 43 • 45号土坑）
］． 黒褐色土砂質土が

混入。炭化物を含む。
2.褐灰色土 シルト質

土に黒色土が混入。

I.黒褐色土 砂質土を微鼠に含む。炭化物が微旦に混入。粘性あ
り。しまりあり 。

2.褐灰色土 色調暗め。3陪に砂質土を含む。
3.褐灰色土 シル ト質土。黒色土炭化を微量に含む。

..A. A' 

才

A_ 
A' 

4
 

し＝78.70m

I. FA下耕作土。
2.黒褐色土 砂臼土。粘質上を微鼠に含む。
3.黒褐色土 粘質土。砂質土を含む。

4.灰黄褐色土 シルト質土。砂質土を微量に含む。
5.黒褐色土 3層よりも砂質土を多く含む。
6.黒褐色土砂質土。

48土坑
47土坑

］］へ
A A' 

ー・ 2 I 2 

t~ O: 
1.黒褐色土 砂質土が混入。

炭化物を含む。
2.褐灰色土 シルト質土に

黒色土が混入。

］． 黒褐色土 砂質土が混入。
炭化物を含む。

2.褐灰色土 シルト質土に
黒色土が混入。

し＝78.70m

゜
し＝78.80m

I : 40 Im 

第47図第5面土坑（ 2)
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第3節 B区の検出遺構

1. B区の検出面の概要

B区は滝川左岸部に位置し、台形状の調査区であ

る。他の調資区同様圃場整備が行われているが、カ

ット面は少なく耕作土下からの調査を行った。各面

は、洪水層や火山灰に被覆され面の確認は容易であ

った。また、洪水層中にも一時的な安定期も存在し

たであろうが、継続的な耕作により撹拌される部分

が多く遺構として残りは悪い。

本調査区でも各面間の途中で掘り込まれた遺構に

ついて下層面で確認される場合があり、その遺構に

ついては調査時の検出面と同じ面で記述する。

各面の概要は以下の通りである。

第 1面 （近世以降）区画

第2面 （中世）水田

第3面 （古代） As-B降灰下水田

第4面 （古墳時代） Hr-FA泥流下水田

2.第 1面の検出遺構（近世以降）

(1)第 1面の概要

現在の耕作土下で検出できた面である。東壁では

20cmの耕作土下に10cm弱のAs-Aを多量に含む層を

確認し、西壁では耕作土下30cmでAs-Aの薄い面的

な広がりを確認した。これらAs-A下層より調査区

全体に 7枚の区画を検出した。また、数枚の区画面

(2) 検出遺構

1) 区画（第49• 50図、 PL20)

区画は 7面検出できたが、ほとんどの区画は調査

区外に広がり全景を推定できる区画は 4号• 6号・

8号区画のみであった。耕作土は、洪水層と考えら

れる黄褐色砂質土やシルト質土である。

畦畔 部分的に 3cm前後の高まりが見られるが全体

的に水田面との高低差はほとんどなく、僅かに痕跡

として幅20cm前後の色調の違いなどで確認した。南

北畦畔走行はN-5 ° -Wに向き、南北方向に通る

畦畔間の距離はおよそ 100mを測り、東西畦畔間は

およそ80mを測る。畦畔同士はほぼ直交する。

耕作痕 6号～ 9号区画で検出した。南北方向に長

軸を持ち、重複しながら連続する。規模は平均幅20

cm、長さ70cm前後が多く見られ、最長 lmを越える

ものもある。耕作具については、痕跡が長いことか

ら上滝五反畑遺跡のような「エンガ」が用いられ耕

作が行われたと考えられる。

水口 本調査区では検出できなかった。

'口中に耕作痕が確認できた。

］よI I 7□ 第48図

バ
日
U

>_c -' 
今

第1面遺構外出土遺物

第 1面 遺構外出土遺物観察表（第48図、 PL78)

゜
I : 2 5cm 

4
 

゜
I : 3 10cm 

No 器 種 出土位置 法旦（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器 形 残 存 ②底径③高さ

1 磁器、染付 フク土 ①―②― 鉱物なし。締。還元。 外面に青磁釉。内面白磁釉と染付施文あり。肥前系。18世紀。
そば猪口 ③(3 5) 灰色。

2 陶器 フク土 ①―②― 鉱物なし。締。還元。 外面に染付施文あり。全体に透明釉。陶磁染付。割れロシャ
染付碗 口縁部片 ③(3.3) 灰白色。 ープ。肥前系。 18世紀。

3 磁器、白磁 フク土 (—(— 鉱物なし。締。還元。 内外面に白磁釉。割れ口少し消耗。白磁釉は李朝風。肥前系c

猪口 ③(3.5) 灰白色。 18 • 19世紀。
4 石 フク土 長(23)cm，幅（18)cm，厚07cm，重（27) g 図表面の稜部には、小打痕がたくさん生じ、外形をなす割れ

隧石？ 剥片 口にはそれが少ない。そのため隧石としては擬似である。な
石材．珊瑞（玉随）。 お浅いオレンジ色は加熱発色に見える。
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フク土 長(2.2)cm，幅（l.4)cm，厚0、7cm，重（l、7)g 図表面の稜部には、小打痕がたくさん生じ、外形をなす割れ

釘 1 :」:土 :r：。;醤;門ぶcm厚06cm重（39)g I呈：；：至：云圭：：：否：；：：云弘：五：：：:::::
Al Al'Bl Bl'B2 B2' 

La 79.SOm 

Cl Cl'C2 C2' 

翌~ V ¥¥ I丞総＼＼ぺ翌 n滋＼詞(¥I¥¥¥)i 

／ 

] 
叫》

゜
I : 200 蔓

79.60 

表10 第 1面区画計測一覧

No 面積 長軸長 短軸長 水口

（ポ） (m) (m) 

1 (9 O) (6 O) (3 O) 

2 (39 6) (l l 3) (5 4) 

3 (135 8) 16.2 (9 2) 

4 (I 89 2) 15 8 12 6 

5 (95.4) (15 0) (II 3) 

6 (23.2) (5.5) 3.1 

7 (55.6) (9 5) (7 I) 

8 (I 16.4) 15. l 7.6 ， (45.4) 13.0 (6.5) 

DI 

゜

も⑰◎

DI' 

Le80.00m 

I : 50 2m 

第49図第 1面全体図
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3.第2面の検出遺構（中世）

(1) 第2面の概要

第2面の被覆層社、第 1面の耕作土を含め利根川

変流後の洪水層であるにぶい黄褐色砂質土の堆積が

見られた。第2面はこの黄褐色洪水層を除去し、黒

褐色砂質土の面的広がりで確認した。この黒褐色砂

質土はAs-Bを鋤込んで生成されており、現場では

B混土と呼んでいた。

検出遺構は、水田と溝である 。

(2) 検出遺構

1) 水川（第52• 53図、 PL20)

As-B混じりの黒褐色土を水田耕作土とした水田

遺構であり、完結する水田区画は見られず調査区外

に広がる。

畦畔 畦畔は南北方向に 3条と東西方向にクランク

した 2条の畦畔を確認した。畦畔の明瞭な高まりは

八

い

＞

ー

ーロ』／

東側南北畦畔の北端と、東南隅の交差部のみであり

大半は痕跡からの復元である。

畦畔走向は、国家座標に近似し、東側南北畦畔で

Y=-67.612ラインにのる。

耕作痕•水口 検出されなかった。

2) 溝状遺構（第52図、 PL20)

中央を東西に横断する上幅1.6mの溝 l条とその

溝に西端で直交する溝 l条、北端から南東端にN-

35° -w方向に 3.3mの幅で平行する 2条の溝を検

出した。これらの溝は畦畔を掘り込むことから、水

田耕作以降に開削された溝と考えられる。

表11 第2面水田計測一覧

No. 面禎 長軸長 短軸長 水口

(rrf) (m) (ml 

1 (42 6) (16 5) (5.2) 

2 (94 8) (16 8) 6.5 

3 (1 l 1 6) {1] 9) 9.6 

4 (96.6) (12.8) 10 3 

5 (121.4) (23 7) (8.5) 

□ロ ］ー：：
0 I : 2 5cm 5

 

゜
I : 3 10cm 

0 I: I 2cm 

一第51図 第2面遺構外出土遺物
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第2面 遺構外出土遺物観察表（第51図、 PL78)

No 器種 出土位阻 法鼠（cm)①口径 胎土 ・焼成・色調 成 ・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1 軟質陶器 フク土 ①―②― 鉱物少。軽。硬。芯煉～ 耳部片で割れ口消耗少。小泉焼？ 18世紀。

内耳浅渦 耳部片 ③― 酸化、外面燒。灰褐色。

2 陶器 フク土 ①―②― 鉱物少。重。締。遠元。 内面に飴釉。外面に鉄釉と上方から鉄黒釉の掛け流しあり 。

鉄釉甕 破片 ③― オリ ープ褐色。 割れ口消耗少。産不明。18• 19世紀。

3 石製品 フク土 長さ (56)crn，幅（53)cm，厚さ (2I)cm 自然円礫の表・裏を研磨。表面の上 ・下に打ち欠き痕と溝状

石垂？ ほぼ完形 重さ (350) g 石材 ニッ岳軽石 の研磨あり 。

4 鉄製品 フク土 長(27)cm，幅I8cm，厚08cm，重（］08) g 下方調査時以降の欠損。茶紫色。大形和釘。錆の層状剥落が

釘 破片 あり、和鉄。19世紀以前。

5 古銭 1号道・完存 直径24cm，孔長065cm，重さ29g フク土 「照寧元宝」背文字なし。肉厚良。初鋳1068年。北宋。
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4.第3面（古代）の検出遺構

(1) 第3面の概要

As-Bの降灰により埋没した面。As-B層は 15cm

前後を測り部分的にアッシュが残る 。他の地区でB

混土形成時に灰層及び軽石層の大半が鋤き込まれて

いる状況とは異なり遺構の残りは良好であった。

検出遺構では、水田区画と水田内を給排水目的と考

えられる浅い溝状遺構と土坑を確認した。土坑につ

いては、畦を切る状態で確認し埋没土中には上層の

As-B混じりの黒褐色土が堆積していることから、

As-B降灰以降から第 2面水田耕作以前に掘り込ま

れたと考えられる。

(2) 検出遺構

1) 土坑（第54図、 PL20• 21) 

7基の土坑を検出した。各土坑内には前述のよう

にAs-8混じりの黒褐色土の堆積が見られ、 As-8降

灰後に掘り込まれている。方位は座標北に向き、隅

丸長方形状を呈するなど共通性が見られる。

表12 第3面上坑計測一覧

No 位椴 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (an) 

1 Gn-105 235 88 35 長方形 N-7° -E 

2 GI -105 64 58 II 円形 N-55° -E 

3 GI -105 320 86 57 長方形 N-4° -W 

4 Gk-104 223 90 71 長方形 N-0° 

5 GI -107 (95) (114) 62 長方形 N-O' 

6 Go-107 99 66 18 長方形 N-28° -E 

7 Gn -105 56 34 7 梢円形 N-18°-W 

表13 第3面水田計測一覧

No 面槙 長軸長 短軸長 水口

（而） (m) (m) 

1 (257 8) (28.8) (14 O) 3 

2 (121 6) (21 2) 6.5 5 

3 (107.8) 15.1 (9.5) 3 

4 (I 04.0) (13.6) (11.2) 1 

5 (57.8) (7.5) 88 1 

6 (13.4) (7 5) (3 0) 

60 

2)水田（第55図、 PL20)

As-Bの堆積状況から明瞭な水田区画を期待した

が、畦畔の高さは 2~4cmと低く薄い台形状を呈す

るダラけた畦畔であり、土圧により潰れたものか。

水田区画は6枚検出したが、水田区画はやはり調査

区内で完結する区画はなく、調査区外に広がる 。耕

作土は10cm弱の厚みを持ち、下層の灰黄褐色小ブロ

ックを含む粘性の強い黒褐色土である。

畦畔 調査区中央部の南北畦畔は、国家座標Y=-

67. 621ライン上にのり直線的に通る。また 2号水

田と 4号水田を画する東西畦畔はX=36.156ライン

上を通り、本面の畦畔走行は国家座標配置に近似す

る方向に設けられている。畦畔配置はあみだくじ状

に配される。畦畔規模は上幅30cm前後、下幅60cm前

後を測り、大畦畔は検出されなかった。

耕作痕 各水田面内に無数の楕円形を呈する浅い小

孔が確認できたが、植物腐植痕か獣足痕か耕作痕か

は不明である。

水口 2号水田を区画する東西両側の南北畦畔中の

隅ではなく途中に 2~3カ所確認した。水流は 1号

→2号水田、 2号→3号水田へのかけ流しと考えら

れる。

3) 水路状遺構（第55図、 PL20)

5号水田→ 3号水田内を N-10°-Wに斜行する

区画を無視した水路状遺構を検出した。確認全長22

m、上幅70cm、下幅25cm、深さ 4cm前後の規模を持

ち、断面形は丸底状を呈する。被覆層はAs-Bが堆

積し、水田面と同時存在である。本遺構は、対岸の

横手早稲田遺跡において同時期の水田内で確認され

ており、脇に排土が盛り上げられ人為的に掘られた

痕跡と理解できる。機能については、下流水田への

水回し用に掘られたものと判断した。
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5.第4面の検出遺構

(1) 第4面の概要（古墳時代）

As-B下水田耕作土下には15cm前後の厚みで灰黄

褐色の平安洪水層と呼ぶ洪水起源の堆積層と撹拌さ

れたHr-FA層が堆積する 。この下層に粘性の強い

As-C混じりの黒褐色土面を確認し、調査を行った。

この黒褐色土層は厚さ2~4cmと薄い。

検出遺構には、調査区北東寄りで 1条の薄い畦畔

状の高まりを確認し、土坑 l韮を確認した。

(2) 検出遺構

1)畦畔状遺構（第57図、 PL21)

区画は検出できず、調査区北東寄りのX=36.l77 

• Y = -67.615から方位N-10°-Wの傾きでX=

36.155 • Y = -67.610方向に 1条の畦畔状の高まり

を検出したのみであった。確認全長約22m、上幅30

cm前後・下幅60cm前後、高さ 2cm前後の規模を持

つ薄い高まりである。

2) 8号土坑（第57図、 PL21)

調査区南寄 りで検出し、楕円形状を呈する土坑で

ある 。ピット状に片側に寄った部分が42cmほど掘

り込まれる。埋没土中には平安洪水層の灰色粘質土

と黒褐色粘質土が互層に堆積する。

A
 

8土坑

口 ＼
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＿
 

A
 

2 3 

゜

A' 

L-78.90m 

I : 40 Im 

表14 第4面8号土坑計測一覧

No.I 位置 長軸 短軸 1 深さ I 形状 I軸方位

(cm) I (cm) I (cm) 

1.灰色粘質土の上面に 3層の黒褐色粘質土が混入。

2. 1附中でも黒褐色粘質土が多い部分。

3.黒褐色粘質土 強粘。鉄分混入。人為的な埋設か？
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第4節 c区の検出遺構

1. C区の検出面の概要

当区においても洪水や火山灰等を確認し、それら

の下面より遺構を検出した。埋没面は6面を数え各

面の検出遺構の概要は以下の通りである 。

第 1面（近世以降） As-A降灰後の水田及び溝。

第2面（中世）水田・土坑。（洪水埋没、 As-8混じ

り）

第3面（古代） As-8降灰下水田

第4面（古墳時代） Hr-FP泥流下水田

第5面（古墳時代） Hr-FA泥流下水田

第6面（古墳時代） As-C降灰後溝群

第7面（古墳時代以前）溝群

これらの遺構確認面間にも継続的な人為的痕跡が

認められる。また、各面の検出遺構中には、上層被

覆層を含む遺構もあり検出面上層からの掘り込みと

考えられるが、構築面が後世の撹拌により特定でき

ない遺構もある。本報告書の掲載は、遺構埋没土を

優先させ掲載した。

2.第 1面（近世以降）の検出遺構

(1)第 1面の概要

圃場整備により上層はかなり攪乱を受けているも

のと考えられたが、現在の耕作土下でAs-Aの広が

りを確認でき、他の調査区同様第 1面とした。

検出遺構は、傾斜方向に流下する溝や耕作痕の有

無が見られる区画、そして土坑 1基を検出した。溝

の中には圃場整備直前まで継続使用されたものもあ

る。

(2) 検出遺構

l)区画（第59~62図、 PL22)

区画は、 A区同様耕作痕を残す区画と平坦面だけ

の2種類の区画が検出できた。区画の配置は、下層

のAs-8下面で検出された国家座標に乗るような東

西南北方向に整然と配置された条里地割りの痕跡は

踏襲されず、地形傾斜に沿うような配置であった。

64 

区画の形状は不定形であり、多くは調査区外に広が

る。耕作痕を残す区画が耕作痕の無い区画を挟むよ

うな配置で、耕作痕を残す区画11枚と痕跡のない区

画6枚を確認した。

耕作痕の埋没上中も A区と同様であり、この地域

で同じような作業が行われたと考えられる。

耕作痕を持つ各区画の状況は以下の通りである。

1区画 l号溝南にあり、区画形状は不定形を呈し

調査区外に伸びる。耕作痕は他の区画耕作痕に比べ

不明瞭であり、細長い溝状の耕作痕を検出した。耕

作痕の走行は東西方向に切られる。

2区画 区画は調査区外に広がり、形状は不定形。

3区画とを画する境部分は直線的であり、際には直

交方向に切られる耕作痕がある。その他点在する耕

作痕は 2号溝に平行に切られる。

3区画 区画形状は長方形を呈し、 長辺約20m、短

辺約13mを測る。耕作痕は全面で検出でき、耕作痕

の走行は主に短辺方向に切られる。境界際耕作痕は、

直交方向に切られる。

4区画 区画は調査区外に広がり、区画形状は胴が

張るような形状を呈する。全面に耕作痕を検出した。

耕作痕の走行は隣接区画境と平行に切られ、本区画

では 3方向の耕作痕を確認した。また区画境際の耕

作痕は他区画同様直交方向に切られる 。

5区画 区画は調査区外に広がり、区画形状は菱形

状が想定できる。耕作痕は全面で検出でき、 6区画

との境に平行に切られる。

6区画 区画形状は不定形を呈し、長辺12m、短辺

8mを測る 。耕作痕は全面で検出でき、 5区画境の

畦方向と平行に切られ、畦際は直交方向に切られる。

7区画 調資区外に広がり、確認区画形状は三角形

を呈する。耕作痕は全面で検出でき、 4区画境と直

交方向と湾曲方向の 2方向に切られる。

8区画 区画形状は長方形状を呈し、長辺約20m、

短辺約14mを測る。耕作痕は全面で検出でき、長辺

方向に切られる。
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9区画 4号溝と 7号溝に挟まれた幅約 8m程 の細

長 い区画で調査区外に広がる。耕作痕は全面で検 出

し、走行は長辺方向に向く 。耕作痕の形態は他の区

画と異なり、 畠さく切り状の短く深い痕跡であり、

さく間も僅かではあるが空きが見られる。耕作痕断

面では10cm程の深さに掘り込まれる痕跡もあるが6

cm前後が多く、右下がりの断面痕跡が多く見られる。

I 

---9/--こ‘
I 

゜
I : 3 10cm 

I I 三 ー一

□
_
 ゜

2
 

「
\
|
—

l
1

I : 2 

。＿6
 

□日
U
I

5cm 

10区画

約 8m、短辺約 6mを測る長方形状を呈する 。耕作

痕は全面で検出でき、形態は 9区画同様である 。

11区画

9区画同様溝に囲まれた区画であり、長辺

4 号• 5 号• 6号溝に囲まれた区画内であ

り、調査区外に広がる 。耕作痕は全面で検出し、

号溝と平行に切られる 。

4
 

｀
 ゚

0 1: I 2cm -第63図 第 1面区画出土遺物

第 1面 区画出土遺物観察表（第63図、 PL80)

No 器 種 出土位慨 法鼠（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 陶器 1区画 (—(— 鉱物見えず。軽。締。 内外面志野釉。内面鉄絵。外面に雛轄目一条。割れ口消耗

鉄絵JlJl 口緑部片 ③― 中性。 大。17世紀。美浪。

2 鉄製品 1区画 長(3.9)cm，幅（3.S)cm，厚（0.9)cm，重（11.6)g 図左側は調査時以降の欠損。茶紫色。クラック割れあり鋳鉄

不明 か？全面にクラック状に錆ヒビあり。時期不明。

3 鉄製品 4区画 長(5O)cm，幅06cm，厚0.5cm重(I9) g 調査時以降の欠損あり 。古代鉄か和鉄か不明。茶紫色錆横断

釘？ 面は丸みを帯び釘ではない場合もあり得る。

4 銅製品 6区画 長さ (6.0)cm，雁首径0.8cm，火皿径0.9cm 調査時以降の欠損あり 。銅主材。火Jillは大形・薄作り側部に

煙管 雁首部 重さ (47) g 蝋継部あり 。厚くやや下手。無文。17• 18世紀。

5 銅製品 7区画 長さ (4.2)cm，雁首径1.7cm，重さ (4.7)g 調査時以降の欠損あり 。銅主材。羅宇の竹残存。火皿は薄作

煙管 雁首部 錆化のため蝋継部見えず。17• 18世紀。

6 鉄製品 9区画 長(26)cm，幅I0cm，厚07cm，重（27) g 先端調査時以降欠損。錆ぶくれあり。少赤紫色のため被熱

釘 か？頭部折り返しの和釘。和鉄。15世紀以降。

7 古銭 10区直・完存 直径23cm，孔長06cm，重さ22 g ［寛永通宝」背文字なし。やや薄い。

8 古銭 表採・完存 直径2.5cm，孔長0.7cm，頂さ3.3g 銅主材。「天聖元宝」やや肉厚。初鋳1023年。北宋。
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2) 溝

本区の溝は 8条検出された。溝の流下方向は地形

傾斜に沿うようなN-30°~45°-wに向く 。溝中に

は近年の圃場整備直前まで機能していたものが大半

であり、開削時期については下層洪水層安定以降と

考えられる。検出された溝と区画境には明瞭な高ま

りは見られないが、区画との間に空白部分があるこ

とやこの空白部分に耕作痕は直交方向に切られてい

ることなどから、畦畔状の仕切が存在したと考えら

れる。

1号溝（第64図、PL25)

調査区南端部を緩やかな S字状に蛇行しながら約

15cmの高低差で流下する。断面形状は丸底状を呈し、

埋没土中層以上にAs-A混じりの堆積上が見られ、

開削はAs-A降下以前と考えられる 。

2号溝（第64図、 PL25)

調査区南端の2区画内で検出し、東西方向に直線

的に調査区外に伸び掘り込みは10cmと浅く、 1号溝

と接する部分で消失する 。褐灰色の埋没土中には

As-Aが含まれる。

3号溝（第64図、 PL25)

1区画内を南北方向に伸び、掘り込みは10cmと浅

く2号溝同様両端が消失する。埋没土は黄褐色気味

の砂質土を含み、 As-Aは 1層中に僅かに含まれて

しヽる。

4号溝（第65• 66図、 PL25)

調査区北寄りのD区境で検出し、 8区画と 9区画

を画す。埋没土上層からビニール袋が出土しており

圃場整備直前まで使われた溝である。走行はN-63

o_wの方向にほぼ直線的に伸び、 5号 ・7号溝と

は平行気味に走り、 6 号• 8号溝とは直交する。高

低差は約10cmと緩やかな傾斜を持つ。断面観察では

3回の掘り返しの痕跡が見られた。また 6号溝との

交差部分で長辺3.5mの長方形状に約5cmの落ち込

みとなり、礫群が出土している 。

5号溝（第65• 66図、 PL26)

調査区北端で検出し、 11区画の北を画し、 6号溝

から直交方向に調査区外に伸びる 。6号溝との交差

部には礫群が出土し、高低差は見られず分岐部分と

考えられる。深さは30cm前後を測り、中央部が若干

盛り上がる 。埋没土中層以上にAs-Aを含む暗褐色

土が堆積し、下層は地山崩落土主体となる 。

6号溝 （第65• 66図、 PL26)

調査区北端で検出し、 10区画の東を画し、 4号溝

と直交し約10cmの高低差で調査区外に伸びる。4号

溝とは交差部分で高低差は見られず合流部分と考え

られる。断面丸底状を呈し、 40cmと掘り込みは深い。

埋没土上層にはビニール類が多く出土し圃場整備直

前まで使用されていた溝と考えられる。

7号溝（第65• 66図、 PL26)

調査区北端で検出し、 4号溝と平行気味に走り 9

• 10区画の北を画する 。東端で6号溝より底面レベ

ルで2~3cmの高さで段差を持ち重なる。最終埋没

土は中央部に見られる水流堆積によるAs-A主体の

層であり、 6号溝のように現代まで継続使用はされ

ていない。高低差は11cm程あり、緩やかな傾斜を持

つ。断面形は逆台形状を呈し、中央部やや窪む。

8号溝（第65• 66図、 PL26)

調査区北寄 り、 8区画の東を画し、 4号溝を挟ん

で6号溝の延長方向に伸び4号溝と直交する。4号

溝とは底面レベルで40cm前後と高く南端は消失す

る。埋没土中にはAs-Aを多量に含み、断面逆台形

を呈し、掘り込みは10cmと浅い。
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* I号溝 ・2号溝・ 3号溝の

上屈については、第60屈I参照。
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A 9区画 A' 

La78 80m 

B 9区画 B' 

(I 0区画）
1 2次堆栢のくすんだAs-A軽石。

L-78 80m 2褐灰色土 シルト臼。

10区画 I 
3a．褐色土黄褐色シルトブロック

A' 含む。
2 I 百 I ／八 3b褐色土 3岡よりシルトプロック

＾ 多く含む。
※ Ila・ libは、基本土府参照。

L=79 80m 

B 10区画 B' 

A
 

11区画 A' 

4溝

(4号溝）
l.暗褐色土 現在の耕作土。
2.暗褐色土 現在の耕作土。
3.暗褐色土 底面にビニールを含む。
4.暗褐色土 マンガン粒凝固が微量に見られる。圃場整備による

堆積。軽石をこく微且に含む。
5.暗褐色土 マンガン粒凝固が微量に見られる。軽石は含まない。
6.暗褐色土 マンガン粒凝固が全体に見られる。軽石を微凪に含む。
7.暗褐色土 軽石をこく微鼠に含む。
8.黒褐色土 軽石をこく微鼠に含む。
9.黒褐色土 色調明るめ。 軽石•砂質土を微星に含む。

10.褐色土 As-A軽石を微鼠に含む。
11.褐色土 As-Aでない軽石を微量に含む。
12.灰黄褐色土 砂質土を微量に含む。
13.褐色土 As-A軽石を微量に含む。
14.褐色土 色調明るめ。As-A軽石はほとんど見られない。

(5号溝）

］．暗褐色土 現在の耕作土。
2.暗褐色土 圃場整備による堆積。
3.灰黄褐色土 As-A軽石をこく微旦に含む。
4.暗褐色土 As-A軽石を全体に含む。黄褐色土をプロック状に

含む。
5.暗褐色土 As-A軽石を多屈に含む。
6.褐色土 砂質土をブロック状に含む。植物の根によるカクランか。
7.にぶい黄褐色土 暗褐色土がブロック状に混入。
8.褐色土 砂質土をブロック状に含む。
9.灰黄褐色土 砂質土を含む。
10.灰黄褐色土 炭化物をごく微星に含む。
11.灰黄褐色土 9屑よりも粘性が強い。
12.暗褐色土 As-A軽石を多く含む。
13.褐色土 砂質土を含む。榛名系軽石を含む。洪水眉。

(6号溝）
］． 黒褐色土 ビニールを含む。
2.にぶい黄褐色土 As-Aを微量に含む。
3.褐色土砂質土が混入。

△ 

△-

(7号溝）
1.黒褐色土 As-A混土。水流に

よる堆梢と思われる。
2.暗褐色土プロック
3.暗褐色土軽石を微鼠に含む。
4.暗褐色土 3府に砂質土を含む。

A' 

5溝

A' 

6溝 2

し＝79.SOm

△ 

L~79.80m 

A 2 I 8溝 A'

L~79.80m 

(8号溝）
1.にぶい黄褐色土 As-A混土。
2.褐色土 As-A軽石を微鼠に

含む。黄褐色土プロック混入。

゜
I : 50 2m' 

第67図 第 1面区画及び溝断面
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表16 第 1面溝計測一覧

名称 位閻 方位 比高 規模（長ーm，幅・深さ-cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

I Ha-106→ Gr-102 N-54°-W 0 15 31 1 218 82 61 s字状に蛇行する。中附まで埋没後に As-A降灰受ける。

2 Gr-100→ Gr-IOI N-85°-E 0 04 58 50 20 10 東西方向に直線的に伸びる。

3 Gs-106→ Ha-106 S-6° -E 0.08 9 3 50 22 10 南北方向に直線的に伸びる。

4 Hn-103→ H」-95 N-63°-W 0 10 44.7 173 98 55 7号溝と併走し、 9区画・ 10区画を挟む。現代まで使用。

5 Hk-96→ Hk-95 N-86°-W 0 10 5 8 l98 135 31 6号溝と合流。 4号溝と併走し、 II区画を挟む。

6 Hn-96→ HJ -96 S-8° -W 0 10 19 0 114 48 37 4・7・5号溝と合流、分岐。

7 Hn-100→ HI -96 N-68°-W 0 11 21.2 122 60 19 4号溝と併走。 D-1区2号溝の延長。

8 HJ -97→ Hh-97 N-15°-E 0 01 13 0 110 48 14 4号溝と直交。 8区画と画する。末端消失。
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第68図第 1面溝出土遺物 (1)

76 



＼ニク

6溝一 l

亭

↓

げ
]
1

`-2  

ー＃ピミ、

ミニ三｝二
6溝ー3

| 

ーーニ
| 6溝ー6

屈

~cm 

□7 

。ロ

＼＝＝ク
7溝一 l

2
 

溝□[
 

／

／

 

:/」
I 7溝ー6

0 I : 3 

I 7溝ー3

＼
 

11:‘
J

11
-
溝8

 

゜

I

(

-

I

I

Crn 

~
 

I I 

［ニニコニ
I I 

0 8:-2 

゜
I : 2 5cm 

第69図第 1面溝出土遺物 （2)

第 1面 溝出土遺物観察表（第68• 69同、 PL78• 79) 
No 器種 出土位四 法凪（cm)①口径 胎土 ・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1溝 磁器 フク土 ①8 I②3 I 鉱物見えず。重。締。 ベロ藍で変形で変形矢ガスリ文描く 。割れロシャープ。19

1 染付小碗 1/2 ③4 8 還元。 世紀後半。肥前系。

4溝 磁器 フク土 ①(JO 0)②(2 0) 鉱物見えず。里。締。 山呉須で梅花木文を描く 。白磁は淡青白がかる。内面使用

1 染付小碗 1/3 ③5 2 還元。 似ほとんど見えず。割れロシャープ。18世紀後半。肥前系

4溝 磁器 フク土 ①―②(2 2) 鉱物見えず。重。締。 肉厚。外面沈線4条単位で3区画施文。各間に染付施文。

2 染付猪口 底部片 ③(2 0) 還元。 白磁釉乳濁する。割れ口消耗あり 。19世紀前半。伊万里系

4溝 陶器 フク土 (—(— 鉱物見えず。重。締。 口緑上端使用磨耗あり 。割れ口消耗あり 。内外面暗錆色施

3 鉄釉壷（耳） 口縁部片 ③― 酸化気味から還元へ。 釉。耳壷か？釉光沢純。15~18世紀。国産か舶載か不明。

4溝 軟質陶器 フク土 ①―②― 黒・白色鉱物含。軽。軟 全体消耗大で、表・裏面不明。内耳浅渦。 19世紀～20世紀

4 焙烙 底部片 ③― 中性。灰臼色。 前半。小泉焼？

4溝 銅製品 土〇 長さ55cm，羅宇側径(I4)cm 銅主材。薄作で吸口端側は鋳造か。羅宇側筒部には蝋継面

5 煙管 吸口部完存 口側径(0.6)cm，重さ5.Sg あり 。無文らしい。17• 18世紀。
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4溝 鉄製品 フク土 長(33O)cm，幅I0cm，厚09cm，重（338) g 片先端調査時以降欠損。錆ぶくれ少。赤錆色板金を丸めた

6 吊手？ らしき、鍛造接合らしい個所あり 。和・洋鉄か不明。鍋な

どの吊手か。中世以降。

4溝 鉄製品 フク土 長(15O)cm，幅34cm，厚09cm，重（704) g 欠損旧時。錆ぶくれ大。赤錯色茎部に木質らしき錯変化あ

7 鎌 り。茎を有する。和鉄か？中世以降。

4溝8 古銭 完存，土〇 直径2.3cm，孔長07cm，重さ I6 g 銅主材。「寛永通宝」肉薄。細字銘の新寛永初鋳1626年。

4溝9 古銭 完存，フク土 直径2.4cm，孔長0.6cm，重さ2.2g 主材不明。全面鉄錆状で覆字銘不明。方形孔。銭われ。

4溝 石製品 フク土 長（78)cm，幅29cm，厚28cm，重（614) g 手持砥。砥沢砥。中砥級。片小口旧時欠損。小口と屈両側

10 砥石 2/3 部に櫛目タガネ削目あり 。使用は表裏の 2面。手グセは右

石材．砥沢石 利き。消耗少。19世紀

4溝 石製品 フク土 長（74)cm，幅29cm，厚（23)cm，重（87O) g 手持砥。中砥級。使用は、図表面のみ。両側部旧時欠損。

11 砥石 2/3 石材．砥沢石 他3面は浅い削目を残す。消耗あり 。

4溝 石製品 士0 長(8O)cm，幅40cm，厚30cm，勇（1707) g 砥沢砥。中砥級。手持砥。片小口旧時欠損、片小口調査時

12 砥石 1/4~1/5 欠損。使用図表面が削目を残す浅い使用ほか3面使用。消

石材流紋岩 耗少。

4溝 石製品 士0 長11.5cm，幅4.3cm，厚3.1cm，重290Og 小日向？図右側部と裏面と両小口に鋸挽目あり。使用は左側

13 砥石 完存 部の 1面のみ。きめ細かく、やや硬く、中砥級でありなが

石材流紋岩 ら上質。消耗少。19世紀後半～20世紀。

6溝 陶器鉄釉 +2 ①―②5 2 鉱物見えず。重。締。 底面に轍轄右回転の糸切痕あり 。釉は黒みおび光沢強。割

1 ひょうそく 1/2 ③(4 2) 還元。 れ口消耗少。18世紀後半～19世紀前半。産不明。

6溝 磁器 フク土 ①(5.0)②一 鉱物見えず。重。締。 小孔あり 。上面に花文を精製呉須で描く 。白磁釉は白。光

2 染付蓋 1/3 ③(1 I) 還元。 沢やや鈍い。使用傷見えず。割れロシャープ。19世紀。肥

前系。

6溝 陶器 土〇 ①―②(4 0) 鉱物見えず。重。締。 高台端部を除き施釉。釉は陶胎染付の白磁調。高台端部鉄

3 碗 底部片 ③(I 7) 還元。 足状と成る。割れ口消耗少。18世紀前半。肥前系。

6溝4 古銭 完存，＋ 3 直径23cm，孔長0.6cm，重さ2.1g 銅主材。「寛永通宝」肉厚。やや太字。初鋳1626年。

6溝 鉄製品 フク土 長(3])cm，幅23cm，厚06cm，重（66) g 茶黒紫色。扁平な和釘か？頭部側に側部一致。正木質残存

5 釘？ 錆の層状剥落があり和鉄。15世紀以降。

6溝 鉄製品 -4 長(42)cm，幅1.3cm，厚06cm，重（4I) g 調査時以降の欠損あり 。クラック状の錆割あり 。片切状尻

6 刀子 部で刀部はなく茎片？古代鉄。赤黒紫錆。古代～14世紀。

6溝7 鉄製品，鍋？ 破片，ー4 長(37)cm，幅（29)cm，厚08cm，重（92)g クラック状錆割あり 。鍋など鋳鉄の破片。鋳鉄。茶紫色錆

6溝 石製品 フク土 長5.7cm，幅7.0cm，厚3.3cm，重200.0g 部分的に自然面あり 。他は削面。穿孔は両方。全体消耗少

8 有孔円柱状 ほば完形 石材 粗粒輝石安山岩 ない。用途不明。軽い。黒色。

7溝 鉄釉陶器 士0 ①―②(4.0) 鉱物見えず。重。締。還 内面に錆釉。外面体部下方輔櫨削目あり 。底面右回転糸切

1 灯火皿 低～体部片 ③(I 0) 元。灰色（外）黒褐色（内） り後箆整形。割れ口消耗少。18• 19世紀。産不明。

7溝 軟質陶器 フク土 ①―②― 白 ・黒鉱物含。軽。並。内外面に横撫であり 。割れ口消耗大。19世紀。県内産。

2 焙烙 ③― 弱酸化。にぶい橙色。

7溝 軟質陶器 フク土 ①―②- 白 ・黒鉱物含。軽。並。上部に印花文、隆帯一条あり 。内面白灰色で一面覆われる

3 火鉢 体部片 ③― 弱酸化から還元。灰色。割れ口消耗大。15世紀。県内産。

7溝 軟質陶器 フク土 ①―②― 白・黒鉱物少。重。硬。内外面に横撫であり 。内面使用磨耗見えず。割れ口消耗少。

4 鉢 口緑部片 ③― 還元。灰色。 14 • 15世紀。県内産。

7溝 軟質陶器 フク土 ①―②(9 O) 白・黒鉱物含。重。硬。底面研磨され、見えず。底際外面回転横撫で。内面使用磨

5 鉢 底部片 ③(4.6) 弱酸化。 耗大。割れ口消耗少。15世紀。観音山。

7溝 陶器 +3 (—(— 鉱物見えず。重。締。 外面に飴釉。釉は純光沢。割れロシャープ。18• 19世紀。

6 蒸留器？ 注口部片 ③― 還元。黄褐色。 産不明。

8溝 樹脂？ フク土 長（33)cm，幅70cm，厚0.4cm，重（3.0)g ベッコウにしては重い。両端とも旧時欠損であるが、図上

I 箸 破片 方は旧時両整形研磨あり 。器面は縦方向に縞状に酸化あり

割れ口消耗あり 。19世紀？

8溝 銅製品 フク土 長さ (3.4)cm，羅宇側径(IO)cm 調査時以降の小損あり 。銅主材。側部に蝋継面あり 。薄作

2 煙管 吸口部 口側径(OS)cm，重さ(I7) g 無文か。l7~19世紀。
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1土坑

3)±坑

1号土坑（第70図、 PL26)

1号溝下流側の右岸立ち上がりで溝を掘り込む形

で検出された。隅丸長方形状が想定でき、長辺(1.

1) m、短辺92cm、深さ26cmの規模を持つ。断面丸

底状を呈し、礫 ・土器片が出土している。埋没土は

As-8を多量に含み、地山黄褐色シル トを含む。

表 17 第 1面 1号土坑計測一覧

No I 位置 長軸 短軸 深さ I 形状 1軸方位

(cm) I (cm) I (cm) 

1溝

-------△ 

A 3 2 

し＝79.90m

゜

A' 

I : 40 Im 

llGs-1021 110 92 I 26 I隅丸長方形 IN-6° -W I.黒褐色土 淡色。 As-Aを含む。地山の黄褐色土を含む。
2.黒褐色土 As-Aを多塁に含む。As-Aをより多く含み、地

山の黄褐色土を粒状に含む。
3.褐色土 地山の黄褐色土主体で2層小ブロック含む。

E ／ 9 ／
 。
1土一 l

I : 3 10cm 

第70図第 1面土坑

第 1面 1号土坑出土遺物観察表（第70図）

No. I器種

器形

1 I 軟質陶器

内耳浅渦

出土位置 法星(cm)①口径 I 胎土・焼成・色調 I 成・整形技法，器形の特徴

ロニ塁。）I白・黒鉱物含。軽。並。1体部外而に接合痕1ヶ所。下方から底面に型肌様。底面外砂

口～底部片③（5.1) 煉還元から中性。灰白色付着。割れ口消耗少。 18世紀。小泉焼。

］グ 口こ：こミl

瓢・ゞ］ // 4 

,' c 
ヽt

_,,,... 3 .' 

。II今I 
;̀ 

// I 2 

］ 
// 
n 

I/I 1 7 

゜
I 3 10cm. ‘ ヽ ゜

I 2 5cm 

第71図 第 1面遺構外出土遺物（ 1)
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第 1面 遺構外出土遺物観察表（第71図）

No 器種 出土位骰 法凪(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1 磁器 フク土 (—(— 鉱物見えず。重。 締。還 内面型紙印判、ベロ藍施文。釉光沢強。割れロシャープ。

染付碗 口縁部片 ③― プ。 19世紀後半。瀬戸？

2 磁器 Hh-99 (—(— 鉱物見えず。頂。締。 外面に丸文などを染付施文。白磁釉は白。割れロシャープ。

染付小碗？ 体部片 ③― 遠元。 19世紀。肥前系。

3 軟質陶器 H h-106 ( —(— 白・黒鉱物含。並。酸化。口緑部の内外面横撫であり 。外面下方に僅か煤付沿。割れ口

焙烙 口緑部片 ③― 明赤褐色。 消耗大。19世紀後半。県内。

4 鉄釉陶器 Gt-103 ①―②- 鉱物見えず。軽。締。 内外面に鉄釉。内面8+a条の卸目あり 。割れ口消耗少。

播鉢 口緑部片 ③― 中性。暗褐色。 l7. l8世紀。美漑。

5 軟質陶器 Ha-99 ①―②- 砂粒・白色鉱物含。 輔櫨整形。

揺鉢 破片 ③― 遠元。灰色。

6 軟質陶器 Hb-101 (—(— 白・黒鉱物含。やや重。 内外面撫で痕。内側から外面へ焼成前穿孔あり 。外面孔部付

火鉢 体部片 ③― 硬。酸化。明褐色。 近小割れ、使用時か。割れ口消耗少。14• 15世紀。観音山。

7 焼締陶器 Hl-96 (—(— 白・黒鉱物含。重。締。 外面工具痕、内面擦痕あり 。割れ口消耗あり 。14• 15世紀。

甕 破片 ③― 還元から酸化へ。褐色。 常滑。

8 鉄製品 Hl-102 長(57)cm，幅（06)cm，厚03cm，重（I0) g 調査時以降の欠損あり 。地鉄見える。表土迫物か？洋鉄。19

針金，条網？

3.第2面（中世）の検出追構

(1)第2面の概要

第 1面の耕作士を含めその下層には厚さ約60cm前

後を測る利根川の変流からの氾濫洪水層である明黄

褐色砂質土やシルト質上が堆積している 。この洪水

層中にも幾つかの文化層的な面を断面観察できた

が、唯一面的な広がりを検出できたのはこの褐灰色

土面であった。また、この褐灰色土下にはAs-8が

攪拌され、均質な砂質土層として堆積している黒褐

色土層がある 。洪水層からAs-8までの間は継続的

に耕作が行われたと考えられ、漸位層的土層の変化

が見られる。 As-8下面で検出できた土坑などは埋

没土中に、この漸位層的な堆積土を含み、途中から

の掘り込みと考えられる。

第2面では、国家座標軸に沿う畦畔に区切られた

水田遺構を11面と畠状遺構 1地点と溝7条・土坑．

ピット等を検出した。

(2) 検出遺構

l)水田（第73~75図、 PL26~28)

11 枚の水田を検出したが、 3号 • 6号～8号水田

についてのみ水田形状が想定できるが、他の区画に

ついては調査区外に伸びるため不明である。水田形

状については、 2号～4号水田について規模の大き

な方形を呈し、 5号～8号水田では規模の小さい南

80 

世紀～現代。

北方向に長い長方形状を呈するなど 2種類の形態に

大きく分けられた。水田耕作土は、洪水層を鋤込ん

だ灰黄褐色の粘質土であり、下層には砂質の洪水層

とAs-B混じりの砂質土の堆積が見られるなど保水

性に乏しい土質であった。

畦畔走向は、国家座標の東西南北方向にほぼ一致

し、 N-3° - Wに傾く。また、畦畔配置には、直

交する畦畔は無く、「あみだくじ」状に配置されて

いる。畦畔は、上幅20cm、下幅60cm前後、高さ 10~

15cmが平均的であり、明瞭な畦畔を検出した。

水口は畦畔交点部分に設置され、北から南・西か

ら東への水回しを基本としている。5号水田→6号

水田→ 3号水田と 10号水田→4号水田へと水田か

ら水田への懸け流しである。

表18 第2面水田計測一覧

No 面積 長軸長 短軸長 水口

(m') (m) (m) 

1 (349 2) (38 0) (18 3) 

2 (400.2) 26.3 (13.9) 

3 (759 6) 29 3 27 2 2 

4 (544 0) (35.0) (22 I) 2 

5 (137 2) (II 4) 12 0 1 

6 282.0 25.6 11.0 3 

7 (I 09 2) (16 9) 64 

8 (205 0) (28 0) 7 0 ， (25 O) (22 8) I 8 

10 (I 09.0) 14.2 (8 0) 2 

II (654 0) (33 2) 20 0 

12 (36 0) (10 7) 7 0 
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Hh-106+ 

1.にぶい黄褐色土 砂質土。

マンガン粒を微鼠に含む。

2.暗褐色土砂質土

（｝1|砂）を多呈に含む。

A3 

A. 16溝 A'
I 2 

I.暗褐色土砂質土。

2.褐色土粘質土。ややシルト質。

△ A' 
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10水田 I ̀  : l 灰黄褐色土 3層土の盛土。

C C' 2 にぶい黄褐色土 砂質土が混入。

3 2 
3,灰黄褐色土 砂質土を含む。軽石

丑二亨\~ 6 

を微鼠に含む。

4 黒褐色土 As-B ・砂烈土を微はに

含む。

5 暗茶褐色土粘質土。As-Bを含む。

6 黒褐色土 いわゆる B混土。

La79 70m 

＼ ゜
I 50 2m 
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゜
I 200 8m 

第73図第2面水田 (1)
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I.灰黄褐色土砂質土。
鉄分・軽石を微旦に

含む。

゜畦断ち割B
B _ - , - B' 
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* 1~6陪は、畦断ち割り A・B・C土附註参照。
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第74図第2面水田 (2)
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3水口
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3水口
B' 

4水口
B' 

B_ 
5水口

B' 

I.灰黄褐色土 3屁の土を畦畔として盛った土。

2 にぶい黄褐色土 砂質土が混入。鉄分 ・軽石を

微見に含む。

3.灰黄褐色土 砂質土を含む。軽石を微量に含む。

4.黒褐色土 As-B軽石・砂質土を微鼠に含む。

5.暗茶褐色土 粘質土。As-Bを含む。4展の土が

耕作によって攪拌。

゜
La79.70m 
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2) 溝

9号溝（第77図）は、調査区北寄 りで10区画の 9区

画寄りの柵の下層で検出し、 7号溝から分岐し区画

を避けながら 4号溝とを繋ぐようにな逆S字状を呈

する。7号溝側から 4号溝側にかけて高低差は 9cm

を測り、両溝底面より 若干高い。4号溝との合流部

寄 りでキセルが出土している。

10号溝（第76図、PL27) は、調査区南端でN-4°―

Wのほば国家座標に沿う方向に直線的に伸びる溝で

ある 。埋没土は水田被覆層と同じ洪水層と考えられ

る灰黄褐色砂質土であり、東脇に畦畔を伴う ことか

ら給排水用水路と 考えられる 。11号溝（第74図、

PL27) は、 3号水田内北寄りで、 3.5m程の短く、

浅いくぼみ状の溝である。埋没土は10号溝と同じで

ある。12号溝（第73図、PL27) は、調査区中央西壁

で調査区外に伸びる東西方向の溝である。埋没上下

層には川砂を多量に含む暗褐色土の堆積が見られた。

13号溝（第72図、 PL27) は、 10号水田内で検出し

た6.4m程の浅い溝である。14号溝（第77図、 PL28)

は、 16号溝端部と近接し、 4号溝から発するような

溝である。15号溝とは併走する。15号溝（第77図、

PL28) は、調査区北東寄り 1号水田内で検出し、

14号溝と併走する 。東端部は調査区外に伸びる 。

埋没土は川砂を含む。

16号溝（第73• 74 • 77図、 PL28)

調査区北端から始まり 5号 ・2号水田内を斜行す

る。4cmと掘り込みは浅く、暗褐色や褐色の砂質上

により埋没 している。

3)サク状遺構 （第77図、 PL27)

調査時でば畑状平行溝と して調査を行ったが本稿

ではサク状遺構として扱う 。

調査区北東端部のHi• k-94 • 95グリッド 内で検

出した。最長サクは長さ 7m弱を測る 。溝間は40~

50cmを測り、 2cm前後の浅い掘り込みを持つ。

埋没土は砂質のにぶい黄褐色土である。

A

＿
 

|
|
人
‘

-

Ha 

ゃも、9

Gt 

10溝

Gs 

A' 

迫構外ー4． 
| 107 

0 I : 150 5m 

A' 
I.灰黄褐色土砂質土。

鉄分 ・軽石を微量に含む。

゜
し＝79.40m

I : 50 2m 

第76図第2面10号溝

表19 第2面溝計測一覧

名称 位悧 方位 比高 規模（長＿m,幅 ・深さーcm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長 上幅 下幅深さ， HI -98→ Hj -97 N-15°-W 0.09 10 6 50 12 13 1面と 2面の中間屑での掘り込みか？ S字状の短い溝。

10 Gt -106→ Gr-106 N-4° -W 0 04 10 8 58 30 11 南西端で検出。南北に直線的な溝。畦畔併走。

II HJ -100 ・HJ-IOI N-12° -E 

゜
3 5 52 34 7 3局水田内で検出。短い溝。

12 He-105→ He-106 S-83'-E 0.03 4.3 64 42 7 8号水田南で検出。調査区外に伸びる。

13 Hc-103→ Hd-104 S-35° -E 0 05 64 18 4 7 10号水田南で検出。浅い溝。

14 Hj -97→ H1 -96 N-36°-W 0 14 8 5 50 18 6 4号溝から分岐。15号溝と併走。

15 Hn-97→ H1 -95 N-16°-W 0. 10 22.5 48 24 6 1号水田内。湾曲しながら南流。

16 Hm-104→ Hk-101 N-52°-W 0 04 21 0 30 13 4 5号水田から 2号水田、3号水田を掘り込む。
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A
 

A' 

畦

L=79.60m 

I : 50 

I.褐色土砂質土を含む。

鉄分を多く含む。軽石を

ごく微量に含む。

2m 

1.暗褐色土砂質土。鉄分

を多く含む。川砂を含む。

炭化物を微凪に含む。

しまりなし。

2.褐色土砂臼土。マンガ

ン粒を含む。軽石を：：：＜

微旦に含む。 しまりなし。

<(I 

゜ 第77図 第 2面溝及びサク状遺構
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4) 土坑 表20 第2面土坑計測一覧

2号土坑（第78図、 PL28)
No 位岡 長軸 短軸 深さ I 形状 I軸方位

(cm) (cm) (cm) 

調査区南端のGs-105グリッド内で検出し、長辺 2 Gs-105 116 96 26 隅丸長方形 N-O' 

3 Hn-97 73 44 35 楕円形 N-42° -E 
1.16m、短辺96cm、深さ26cmの規模を持つやや歪 29 Hm-102 120 48 30 楕円形 N-49°-W 

んだ隅丸長方形状を呈する。埋没土は、洪水砂に似

たにぶい黄褐色砂質土を全体に含み、下層は地山土

のAs-B混土ブロックの入り混じった層である。

□¥ 3号土坑（第78図、 PL28)

A' △ 
調査区北端の2号水田内にあり、グリットはHn-

97である 。楕円形状を呈し、長辺73cm、短辺
A A' 

44cm、深さ 35cmを測る。埋没土は地山土のAs-B

公＿ 2 3 4 △ 
混土ブロックの入り混じった層である。

し＝79.50m

し＝79.20m

(2号土坑）

I.にぶい黄褐色土 砂質土。粘性なし。

2.にぶい黄褐色土 砂質土。粘性ややあり 。
3.にぶい黄褐色土 砂買土。As-B軽石混土。

ブロックを斑点状に含む。

4.にぶい黄褐色土 砂阿土。粘質土を含む。

粘性あり 。

(3号土坑）

I.にぶい黄褐色土 暗褐色土と褐色土の混上。

2.褐色土 粘質土。マンガン粒を全体に含む。

粘性あり 。しまりあり 。

(29号土坑）
I.灰黄褐色土 粘質土、砂質土を含む。

マンガン粒全体に含む。

粘性あり 。しまりあり 。
2.灰黄褐色土 砂質土を多く 含む。

炭化物を微鼠に含む。 .../i._ 
3.黒褐色土 As-B混土。褐色粘質小

ブロック含む。粘臼の褐

色土が微量に混入。

I 3 A' 

゜
I : 40 lm 

第78図第2面土坑
La 79.30m 

° 1--ーここコー ／遺構外一l | 

I 9溝―1 I I I 

I~ 5cm,0 ＼□ 
／／ 迫構外ー2 | ゜

3
 

外構遺

1
0
1
 

迫構外ー4 追構外ー5 遺構外ー6

゜
I : 3 10cm 0 I: I 2cm 

•-----— 
第79図 第2面9号溝・遺構外出土遺物
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第2面 9号溝・遺構外出土遺物観察表（第79図、 PL80)

No 器 種 出土位置 法紺（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③裔さ

9溝 銅製品 士0 長さ (56)cm，雁首径06cm，火皿径I7cm 調査時以降の欠損あり 。銅主材。薄作。火皿大きい。無文。

1 煙管 雁首部 重さ (53) g 側部に蝋継面あり 。17• 18世紀。

1 陶器 フク土 ①―②― 鉱物見えず。重。締。 外面に染付施文あり 。割れ口消耗少。18世紀前半。肥前系。

陶胎染付碗 口縁部片 ③― 還元。

2 鉄釉陶器 Hh-102 ①―②― 鉱物見えず。重。締。遠 内外面に黒色の鉄釉。釉光沢鈍い。割れ口消耗少。］7• 18柑
碗 体部片 ③― 元。胎土白。黒色。 紀？国産？

3 焼締陶器 フク土 (—(— 白・黒鉱物含。園。締。 外面削目と印文あり 。内面擦痕。割れ口消耗あり 。外面は灰

甕 体部片 ③― 還元から酸化へ。 褐色、内面は暗灰黄色。14• 15世紀。常滑。

4 古銭 Gr-106，完存 直径23cm，孔長06cm，重さ22 g 「元豊通宝J背文字なし。初鋳1078年。北宋。

5 古銭 Hf-97，一部欠 直径24cm，孔長一，重さ I2 g 調査以降小穴。「大観通宝」緑部狭い。初鋳1107年。北宋。

6 古銭 Hi-104，完存 直径25cm，孔長07cm，重さ28g 銅主材。「皇宋通宝」やや肉厚。初鋳1039年。北宋。

4.第3面（古代）の検出遺構

(1)第3面の概要

As-Bにより埋没した面を検出中に、上層のAs-

B混土の黒褐色土を埋没土中に持つ掘立柱建物跡、

土坑・ピッ ト等を確認した。これらの遺構掘り込み

面は不明であるが、 As-B降灰以前の遺構として面

を分けた。

(2) 検出遺構

1) 1号掘立柱建物跡（第80図、 PL31)

調査区南端のGs-105• 106グリッド内で検出され

た。規模は桁行き 4m (1間） X梁間1.9m (1間）

の長方形状を星する。柱穴は 1辺30cm前後の隅丸方

形状を呈し、深さ23cm前後を測る。棟方向は E-

0゜に向き、国家座標に一致する。

＿a
 

可

In ｛ |の 叫 ~1 

(gJ P4 P1◎ 万q 

I 
1掘立

I 
B ◎P3 P2◎ B' 

IQ |0 Gs-1四― <i:¥ <| 

La79 !Om 

゜
I 80 2m 

B 

I.灰黄褐色土 粘臼土・砂質土を多く含む。

2.灰黄褐色土 l陪に似るが粘性強い。黒褐色土・

褐灰色土ブロック混入。

3.にぶい黄褐色土 粘質土・黒褐色土ブロック混入。

4.褐灰色土 粘質土。黒褐色土プロック混入。

第80図第3面 1号掘立柱建物
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2)土坑（第82~85図、 PL28~31)

埋没土は、 As-B混土を主体とした層であるが、

上層の水田耕土中では確認できなかったことから、

As-B降灰以降のAs-B混土形成時から 2面水田埋

没以前の間に掘られ込まれた土坑群と考えられる。

また、掘り込み面についてはその後の水田耕作等の

継続的な作業により、消失したと考えられる。

これらの土坑は4号～6号土坑のように近接して

検出される土坑は希であり、全体に散在して検出さ

れている。

形状は、隅丸長方形や方形を呈する土坑が多く、

次いで小円形や楕円形を呈する土坑が多い。隅丸長

方形及び方形を呈する土坑に 4号• 5 号• 8号・ 12

号・ 19号土坑があり、 4 号・ 5 号• 8号土坑につい

ては長辺が2mを越える規模の大きい土坑である。

方形を呈する土坑には6号・ 7号・ 17号土坑があ

り1辺 lmを越える。17号土坑については、テラス

状の段を持ち北寄りに径80cmの円形の掘り込みがあ

り、断面ロート状を呈する。深さは80cmと深いこと

から、井戸の可能性が考えられる。

上記の四角形の土坑については軸方向が国家座標

に近似する値であることに類似性が認められる。

小規模土坑は、 13号～16号・ 18号・ 20号土坑等があ

表21 第3面土坑計測一覧

No 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

4 Hi - 97 213 115 51 隅丸長方形 N-1° -W 

5 Hj - 96 228 150 60 隅丸長方形 N-1° -W 

6 田一 97 167 165 28 隅丸方形 N・l3°・W 

7 Gt -106 110 97 20 方形 N-o・ 
8 Hm-104 259 84 27 隅丸長方形 N-87°-W ， Hm-105 91 57 28 楕円形 N-75°-W 

10 Hm-102 180 29 II 長方形 N-50°-W 

11 Hm-102 102 35 15 隅丸長方形 N-49°-W 

12 Hd-105 130 66 23 隅丸長方形 N-75° -E 

13 Gs-102 62 34 12 不定形 N-o・ 
14 Gr -103 53 33 7 楕円形 N-89° -E 

15 Hf -105 63 36 26 隅丸長方形 N-11° -E 

16 Hg-106 50 39 12 楕円形 N-18°-W 

17 Hd-101 145 140 80 方形 N-0° 

18 Hk- 97 46 39 10 梢円形 N-80°-W 

19 HI - 97 101 78 8 隅丸方形 N-37'-W 

20 Hh-103 46 46 11 円形 N-15°-W 

り、円形もしくは楕円形を呈し掘り込みが浅く、ピ

ットとも考えられる。楕円形を呈する土坑に 9局土

坑がある 。

10号 ・11号土坑については、溝状の長円形を呈し、

底面の凹凸から耕作痕と考えられる。

土坑の深浅については、掘り込み面の位置に関係

すると考えられ、深いものほどAs-B降灰時期に近

く、浅いものほど中世水田に近い時期に掘り込まれ

た可能性がある 。 また、埋没土中に見られるAs-

B混土以外のブロックは、 As-B下水田耕作土の黒色

粘質土とその下層の灰白色粘土さらに下層のHr-FA

層等が見られた。各ブロックは入り乱れた状況であ

り、掘削後の短期間で人為的に埋め戻されたと考え

られる。

ー
什
什
＼
十
ー

A
 

A
 

゜

A' 

A' 

し＝79.20m

I : 40 Im 

I.にぶい黄褐色土 粘質土。砂烈土・軽石を含む。

黒色粘質土ブロック混入。
2.にぶい黄褐色土 粘性強い。砂質土はブロック状に混入。

3.にぶい黄褐色土 強粘性。

4.灰黄褐色土 粘質土。黒色土・黒褐色土ブロック混入。

5.灰黄褐色土 粘質土。黒褐土・暗褐色土ブロック混入。

6.褐灰色土 粘質土。一部に こぶし大の明褐灰色プロック

混入。

7.黒褐色土 砂質土と粘質土の混土。 As-8混土を含む。

第82図第3面4号土坑
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A
 

A' 

7 6 A' 

/
 A 

A 4 2 

A' 

A' 

I.灰黄褐色土 粘質土。砂臼土。暗褐色土がプロック状に混入。
2.灰黄褐色土 1附に似るが褐灰色土プロック混入。
3.にぶい黄褐色土 砂質土に粘質土がプロック状に混入（黒褐色

土プロック）。
4.にぶい黄褐色土 粘質土 • 砂烈土・褐灰色土ブロック混入。
5.褐灰色土 粘質土がプロック状に堆栢。軽石を微鼠に含む。
6.にぶい黄褐色土 シル ト質土、砂質土を含む。黒褐色土ブロッ

クが微星に混入。
7.黒褐色土 強粘質土。As-B軽石を微鼠に含む。灰褐色土ブ

ロック混入。
8.灰黄褐色土 粘質土、黒褐色土プロック混入。
9.褐灰色土 粘質土。 褐灰色土•砂阿土ブロック混入。

I ► I ► 

|>_|>、

I.にぶい黄褐色土 砂灯土 ・黒褐色土ブロック混入。粘質土を
含む。

2.褐色土 砂質土 ・粘釘土を多く含む。
3.灰黄褐色土 粘質土に砂質土（川砂）が混入。
4.灰黄褐色土 色調暗め。いわゆる川砂。
5.暗褐色土 粘質土 ・砂質土を少黛含む。

゜
し＝79.20m

I : 40 

I.灰黄褐色土 主体は、中世褐灰色土面の耕作土。
2.灰黄褐色土 灰色土大プロック及び下附プロック含む。
3.灰黄褐色土

4.黒褐色土

5.黒褐色土

＊ 全体に下附のAs-B • As- B 下水田耕作土 •FP·FA
下水田耕作土プロックなどが人り混じり粒径で分府一括埋土。

A
 

--J / | 

A' 

A
 

3 I 4 2 I 
A' 

L=79.30m 

lm 

I.黄灰色土 As-B水田耕作土下の灰色主体で、 B下水田耕作土
をブロック状に含む。As-Bを少負含む。

2.黄灰色土 灰色土主体でAs-Bを多く含む。
3.黄灰色土 As-B主体で灰色土を少屈含み、プロック状にも少

鼠含む。As-B水田耕作土を微凩に含みブロック状
にも少爵含む。

4.灰色土 下位に灰色土主体。上位はAs-B水田耕作土主体で
黄褐色土を少駄含む。

第83図第3面土坑（ 1)
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I ► I ► 

ミ

L=79.30m J ►. I ►. 

A
 

1.褐灰色土
2.褐灰色土

3.黒色土

4.褐灰色土

5.黒褐色土

6.灰色土

As-Bを含む。下眉土ブロックを含む。

As-B主体。

As-B混土。

下層土ブロックを含む。

下屈土ブロックを含む。

下附土ブロックを含む。

A
 

立＼
 

＼
 

~
 

,
'
,
 y

 

A

-

A

 

坑土

□
2
 

L-79.30m 

(10 • 11号土坑）
1.にぶい黄褐色土 下層土ブロックを含む。

2. As-B二次堆積層

_6__ 2 A' 

L~79.!0m 

ヽ

□]ム
A I 3 2 A' 

L~79.10m 

I.灰色土 As-Bに灰褐色土を含み、

灰色土プロックを多く含む。

2.灰褐色土 As-Bの混合層。

3. As-Bの二次堆禎贋 As-B主体

で黄褐色土、灰色土を粒状に多く

含む。

A
 

只
昌

A
-

ー

A ì 
A 3 2 I A' 

14土坑ー＝＝プ干

A 筐△
A A' 

A
 

La79.20m 

A' 

し＝79.00m

I. As-Bの二次堆積層

2.暗褐色土 As-B主体でB水田耕作土

を多く含む。

3.黒色土 As-B水田耕作土に少旦As-
Bを含む。

＼〔ふ巳 A 

叫

cl)¥ 叫
A' A 

L-79.20m 

□¥ 

し＝79.00m

la.褐灰色土 As-8、砂粒を少塁含む。

lb．褐灰色土 As-8、砂粒を la陪より

多く含む。

le.褐灰色土 砂粒を la屈よりやや多く

含む。

2a．褐灰色上黄褐色土少量含む。

2b．褐灰色土 2a層に似るが色調やや

沈む。

3. 褐灰色土 As-8主体。二次堆積層。

し＝79.!0mI>: I>:、

I.にぶい黄褐色土 央雑物をほとんど

含まない。

2.黄灰色土 砂粒、 As-Bを微量

に含む。

3.灰色砂質土 細粒砂主体で粗粒砂

を含む。As-Bを含

む。

第84図第3面土坑（ 2)

A

＿
 

A
 

A' 

A' 

し＝79.IOm

I.灰黄褐色土
2.灰黄褐色土

3.灰黄褐色土

4a．褐灰色土

4b．褐灰色土

5a．褐灰色土

5b．黒褐色土

6.褐灰色土

7.黄灰色土

8.黄灰色土

As-8を少量含む。下層土プロック含む。

粒状、ブロック状の含有が微獄。

下層土ブロック含む。

色調暗い。下層土ブロック含む。

4a層主体土と同様にやや粘性を帯びる。

As-8混土。下屈小ブロック含む。

砂粒、 As-8を多呈に含む。土質は細かい。

央雑物ほとんど含まない。

黒色土・黒褐色土・灰色土プロックを含む。

褐灰色土主体だがAs-8、砂粒を多く含む。

゜
I : 40 Im 
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A
 

3 2 
Kl A' 

(I 9号土坑）
I.灰黄褐色土 As-B主体で灰色土を粒状

に多く含む。
2.暗灰黄色土 As-BIi'!/が黄色味帯びる。
3.黒色土 As-B水田下耕作土。

L-79.IOm 

(20号土坑） 0 I : 40 

l.黒褐色土 As-B混土。

2.暗褐色土 As-B二次堆梢附。

第85図第 3面土坑（ 3)

］ ［己△

A _I 2 .I A' 

Im 

5.第4面（古代）の検出遺構

(1)第4面の概要

As-8により埋没した面である 。本区のAs-8層の

堆積は上部のアッシュである灰層は無くなっている

が10cm前後の軽石層が残り、水田の追存状態は良好

であった。

この面で検出された迫構は、36面の水田と水田内

を縦断する水路状の遺構である。

(2) 検出遺構

1) 水田（第87~91図、 PL31• 32) 

As-B層は灰層から軽石層にかけて大半が鋤き込

まれており、畦畔以外の面でも 1cmにも満たない場

所もあった。

畦畔の残りは良好であり 36面の水田区画を検出

し、畦畔配置は条里地割りを意識し東西南北方向に

配置されている。その中でも国家座標値X=36.240 

ラインに近接する東西畦畔は、大畦畔と呼べるほど

の規模ではないが唯一直線的に通る畦畔であり、公

的な境を意識された畦畔と考えられ、この畦畔を境

に南北で水田配置方向の違いが分けられる。

北側の水田形態は、南北方向に長い長方形を墓本

とし、 18号水田は293m'で調査区内でも最大面積を

測る。しかし、4号～16号水田にかけては何らかの

制約を受けて水田形状に歪みが見られ、 11号水田や

13号水田では25m2以下と小規模である。

南側の水田形態は、東西方向に長い長方形状を意

識し、 21号・ 22号水田を除き四角形の企画性が伺え

る。その中で南北眠畔2条は、直線的でありその中

を東西畦畔で大小に区画している。この中で26号水

田には東西3.2m、南北2.2m程の張り出し部があり、

その中に円形を呈する島状の高まりを検出した。島

状の高まりの規模は、上円径約1.8m、下円径約2.2

m、高さ 9cm程の断面台形を呈する。この施設の機

能については不明である。

また、 23号水田とした区画は広範な面積であり水

田としての機能を有していたか不明である

調資区内には給水目的の水路は検出されず、水田

から水田への懸け流し潅漑を行っている。また、水

田内には斜行する水路状遺構を検出した。水路状逍

構は、 33号水田区画内を斜行し34号・ 35号水田では

畦畔際を通り、 32号水田内へと移行する。もう 一本

はやはり 33号水田から24号水田内を通り 22号水田へ

至る。水路の規模は上幅約90cm、下幅約30cm、浅い

窪み状を呈する。

この水路状迫構は、利根川対岸の横手早稲田遺跡

等でも確認されており、下流水田への給水目的で掘

るというより、押し込まれた水路状の遺構と考えら

れる。

水田耕作土の層厚は4~10cm前後であり、央雑物

の少ない均質な強粘性の黒色土であり、直下の洪水

堆積層と考えられる緑がかった灰白色粘土を鋤き込

み耕土化している。
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Al Al' A2 A2' A3 A3' 

Bl Bl' B2 

B5' 

B2' B3 B3' B4 B4' 

B5 B6 B6' 
B7 B7' 

B8 B8'B9  B9' 

Cl CI' C2 C2' C3 C3' C4 C4' 

DI 
18溝

DI' D2 
18溝

02' 

表22 第4面水田計測一覧

D3 
18溝 03' 

：こニニ
El El' 

3 
3---
4一 辛4

5 7 6 

翌． E2'
7 8 5 10 

181乞 ，
lを---ー---^--

E3 
嘩断ち割り E1~E 5) 

E3' 1.明褐灰色 中世水田耕作土。As-Bを少鼠含む。

鉄分凝固でやや褐色味帯びる。

2.灰褐色土 鉄分凝固多く暗褐色味強い。As-Bを

1層より多く含む。

3.褐灰色土 色調明る＜灰色味帯ぴる。

4.黒褐色土 As-Bを多旦に含む。

5. As-B純陪

6.黒色土 As-B水田耕作土。

7.黒色土 As-B水田耕作土。灰色土(9層）を粒状、

ブロック状に多く含む。

8.灰色土 黒褐色粘質土と灰色粘質上との混土附。

9.灰色土粘性強い。

10.褐灰色土 粘性帯び白色細粒を微量含む。

旦 II．黒色土粘性強い。

8 7 12.暗灰色土 鉄分凝固みられる。

三

8 7 ,8  

士
＿，一（一―-

E4 E4' 

三
E5 

゜
L~79.40m 

I : 50 2m 

(18号溝）
1.灰黄褐色土 灰色土（鉄分で褐色味強い）に黒色土

を少鼠含む。

2.褐灰色土 灰色土をブロック状にも多量に含む。

3.褐灰色土 l陪土に灰色土を含み、粒状に微量に

含む。

4.黒色土灰色土を含む。

5.黒色土 4層に似るが灰色土含有さらに少ない。

6.灰色土 粘性強くしまり良い。白色軽石多く含む。

マンガン粒上位に多く含む。

7.褐灰色土 淡い黒色土に灰色土をブロック状に多且に

含む。

第88図第4面水田横断図 (1)

No 面禎 長軸長 短軸長 水口

(m2) (m) (m) 

1 (9 2) (5 8) 3.0 

2 (51 2) (10 6) 5.1 

3 (15.0) (10 0) (3 1) 

4 (2.8) (1.6) 2 7 

5 30 0 10 5 2 6 

6 (29 2) (3.8) 7.6 

7 102.2 13 I 6 7 

8 (103 2) 13 5 4.0 ， (11.0) (3 3) 3 2 

10 43 2 14 2 2 7 

II 24 8 6.7 3.5 

12 (12.6) 24 54 

13 22 2 64 2 9 

14 166.4 17.6 6 7 

15 (14 2) (I 3) 12 0 

16 188 2 21.9 6.8 1 

17 (14.4) (I 4) 11 2 

18 293 4 21 2 12.9 

19 (52.2) (7.1) (8 4) 

20 (122 2) 16 5 7 g 
21 (66 4) (16.9) 2.9 1 

22 53.8 8 9 54 2 

23 (523 6) (45 3) (23.5) 2 

24 223 0 18 3 II 8 5 

25 182 2 19.6 5.7 4 

26 158.6 14 4 3 1 2 

27 134 8 13 6 9.5 6 

28 (62.2) (8.4) 7 3 3 

29 (55.2) (8 6) 6 0 2 

30 73.6 11.1 6.5 1 

31 75.6 11 I 6 7 4 

32 (66 8) 8 9 7.1 4 

33 (I 50 O) 22.0 5 6 3 

34 (109 4) 19 0 5 6 2 

35 (78 6) (JO 7) 10.6 2 

36 (20.0) (12 4) I 6 
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A m "'.,, I, 2, 4 II IV, I A' 

2 

6~字云参＝之＝＝ニ46
7 2 し＝79.30m

且 ． 互

三
L=79.30m 

粘性強くしまり良い。白色細粒含む。灰色土を粒状・
ブロック状に少鼠含む。

2.褐灰色土 灰色土をブロック状にも多鼠に含む。
3.褐灰色土 l陪上に灰色土を含み、粒状に微鼠含む。
4.黒色土灰色土を含む。

l.黒色土 5.黒色土

6.灰色土

7.黒褐色土

* I~N屈は、 碁本土層参照。

4層に似るが、灰色土含有さらに少ない。

c
 

C'D D ' E  E' 

L=79.30m 

F
 

F' G
 

G' 

HJ HI' H2 H2' H3 H3' 

II II' 12 12' 13 13' 

Jl JI'J2 ． ． J2' J3 
・--・ 

J3' J4 
・ • 

J4' 

三三：
L L' 

6 
8 
9-

~ ~―一

M
 

M' 

＿ ＿三 ＿＿

水口A 水口B 水口C

A
 

L=79.10m 

5.黒色土

6.灰色土

A' 

ニ凸△
L=79.10m 

As-B水田耕作土。灰色土(9層）を粒状、
プロック状に多く含む。

黒褐色粘臼土と灰色粘質土との混上展。

第90図

L=79.10m 

明褐灰色

2.灰褐色土

3.褐灰色土

4.黒褐色土

水田耕作土。 As-Bを少量含む。
鉄分凝固でやや褐色味帯びる。
鉄分凝固多く暗褐色味強い。 As-Bを
］層より多く含む。

色調明る＜灰色味帯びる。

As-Bを多員に含む。

7.灰色土粘性強い。

8.褐灰色土 粘性帯び白色細粒を微量含む。
9.黒褐色土 As-C含む。

゜
L=79.40m 

I : 50 2m 

第 4面水田横断図 (2)
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A' 

B
 

B' 

（畦断ち割り） C-C' 
I.県色上 As-B水田耕作土。

IVR土ブロック含む。

2.灰色上 黒褐色・灰色粘買

土乱土。

3.褐灰色土粘性強く 17色細

粒含む。

*1V肘は、韮本上肘参照。

（円形隆起）
I.黒色土 粘性強くしまりあり 。11色細粒含む。白色土を粒状に少屈含む。

2.黒色土 灰色土を粒・プロック状に微旦含む。

3.黒色土 灰色土をプロック状に多く含む。

4.黒色土 灰色土を粒状に含む。
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表23 第4面溝計測一覧

名称1方向いこoo'.-下流)|―方位-|店悶は悶喜り］l日：靡ょ111;
備考

17 I Hi -106→ Gr-105 I N-8° -WI 0.11 I 55.0 I 771 241 51 33号水田から発し、浅い溝状を呈する。南北畦畔脇を南流。

18 I Hh-101→Hi-105 I S-82°-E I 0.071 2001 701 251 151 20号水田から24号水田内を横断し、22号水田へつながる浅い溝。

ロロニ三
水[I]1

＼立ク

水田2

¥¥-―Ldクク

l7溝一 l

゜
I : 3 IOcm 

第92図第4面出土遺物

第4面 出土遺物観察表（第92図、 PL80)

No 器種 出土位置 法は（cm)①日径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

水田 土師質土器 Hg-100 ①(9 8)②6 6 白・黒鉱物含。軽。 軟。 底面に雛纏右回転の糸切痕あり 。内面底に浅い輔轄目、割れ

1 かわらけ 1/2 ③2 5 強酸化。橙色。 ロ・器面消耗あり 。少シルト質。10世紀後半～ II世紀前半。

西毛。

水田 須恵器 フク土 ①―②(5 0) 細砂粒・赤褐色粒含。酸 輻轄整形。付高台。

2 碗 底部片 ③(I 3) 化。良。橙色。

17溝 須恵器 -1 ①―②(8 0) 砂粒含。並。灰白色。 睦輯整形。 器表面磨耗。

1 坪 破片 ③(2 O) 

6.第5面（古墳時代）の検出遺構

(1)第5面の概要

As-B下水田耕作土下には発掘調査時に平安洪水

層と呼んでいた緑がかった灰黄褐色粘土層の堆積を

確認した。層厚は厚いところで20cm、薄いところ

で10cm前後の堆積が見られた。その下層より明黄

褐色のHr-FP層または泥流層を部分的に調査区内

で確認した。

このHr-FP層下の精査を行ったところ、極小区

画水田の痕跡を確認し、溝•土坑や平行溝も同一面

で検出したが、土坑・溝については埋没土中に灰色

粘上層ブロックを含むことからHr-FP層または泥

流層堆積後から所謂平安洪水層堆積時又は堆積以降

に掘られた遺構である。

(2) 検出追構

l)水田遺構 （第94• 95図、 PL33)

Hr-FP直下の水田としては、 3rrfの極小区画水

田が一般的であり各地で検出されている。当区でも

3m'前後の極小区画水田の畦畔の痕跡が見られ、ま

た大畦畔が寸断された状況が検出された。

2)溝 （第95図、 PL33)

19号と20号溝の2条の溝を検出した。いずれも

As—下水田耕作土から灰白色粘土層を除去した段階

で確認している 。埋没土には上記の通り所謂平安

洪水層を含み、 Hr-FP泥流等の洪水堆積以降の遺

構である。19号溝はHr-FP下極小区画水田を掘り

込み、途中途切れながら調査区外に伸びる 。

3) サク状遺構

調査区南端で検出さ れた。2m程の長さで近接す

る筋状の窪みである 。機能・用途不明遺構である 。
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● 19溝
追構外ー2 A 3 2 1 A' 

Hh-9月

゜
I : 150 5m 

B
 

I.灰色土 FPをブロック状
に微鼠含む。

2.灰色土 白色軽石を含まない。

3.浅黄色火山灰 FPを上位に、

FAを下位に多く含む。

c
 

C' 

19溝

L=79.20m 

第95図第5面19号溝

表24 第5面溝計測一覧

名称1面両」喜而雇i|―――一瞑＿＿―|店言|：：贔「``i芦11l;

゜
L~78.80m 

I : 50 2m 

備考

19 I Hh-96→Hi-98 I S-82'-EI 0.15 I 10.5 I 651 301 17 水田内を南西方向に掘削される。掘り方面の検出か？

2O Ha-lOO N-60° -E -I 6.0 40 - ― 僅かに凹む短い溝。

表25 第5面水田計測一覧

No 面禎 長軸長 短軸長 水口

(m2) (m) (m) 

1 (I 8) (1 4) I 3 

2 (3 2) 2 4 1 4 

3 I 9 I 4 I 2 

4 I 7 l 5 1.2 

5 (I 6) I 2 l I 

6 I.I 1.0 0 9 

7 I 2 I 1 0 9 

8 (1 3) I 3 0 9 ， I 5 I 5 0 8 

10 1.3 1 2 0、8

II (I 7) 1 5 I 0 

12 I 9 I 6 1 1 

13 (I 9) I 5 I 0 

14 (2.4) (1.7) I 3 

15 (2 0) (I 5) 1 1 

16 (1 2) (I 4) 0 8 

17 (2 5) 2 1 I 0 

18 2 6 2 I I 2 

19 2.2 2 2 0、9

20 2 9 2 I I 3 

21 2 6 2 I I 3 

22 2.4 1.8 1.3 

23 2 0 1 6 1 2 

24 (I 7) (I 5) I 3 

25 (0.9) (0.9) I 2 

26 (0 9) (0 9) 0 9 

27 (I 2) (O 9) 1 3 

28 (O 8) (0 6) 14 

29 (1,0) (1 5) (0.9) 

30 (I 9) (I 8) 0 9 

31 2 0 2 0 I 0 

32 (2 5) (2 I) I 0 
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4) 土坑（第96図、 PL33• 34) 

21号～24号土坑の4基を検出した。 4基とも所謂

平安洪水層ブロックを含む。 20号・ 21号土坑は円 形

を呈し、 10cm程の掘り込みを持ち、 23号土坑は長 円

形を呈 し 、 掘 り 込 みは30cmと深く、 24局土坑は更 に

楕円形を呈し、掘り込みは55cmと深い。平面形と深

さから柱穴の可能性も考えれる。

ロ

□
A
-i
 

A 2 I 

La78.90m 

A' 

A' 

L-78.90m 

(21 • 22号土坑）
l.灰色土 白色軽石粒多く含む。
2 灰色土 白色軽石含まない。
3.褐灰色土を少星含む。

9土坑叫 叫

表26 第5面土坑計測一覧

No 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

21 Hm-100 40 30 13 円形 N-63° -E 

22 HI - 96 49 23 20 桁円形 N-76° -E 

23 Hm-105 60 33 29 楕円形 N-30° -E 

24 Hf -106 87 52 58 栢円形 N-60'-E 

口ロ
坑土

．
2

3

A

-

A

-

＼
 ロ

2

2

A

一

A

(23号土坑）
A' 1．灰色土 白色軽石粒多く含む。

2.灰色土 白色軽石含まない。
3.褐灰色土を少且含む。
4. FA二次堆栢府。
5.褐灰色土 FA水田耕作土の流

A' 入屈

6.暗灰黄色土 軽石含まず、しま
り弱い。FAを混
入する。

7.暗灰黄色土 粘性黒色土を含む。
8.黒褐色土 As-Cを僅かに含

む。

叫 叫

(24号土坑）
I.灰色土 白色軽石粒多く含む。
2.灰色土 白色軽石含まない。
3.褐灰色土 FA水田耕作土に 2屑土を粒状、プロック状に含む。

軽石粒微旦含む。
4.黄灰色土 FA水田耕作土を多く含む。
5.褐灰色土 FA水田耕作土の流入層。白色軽石を微量含む。
6.黄灰色土 粘性あり 。軽石粒・黒色土微量に含む。
7.褐灰色土 2層土、 FA水田耕作土が不均ーに混合する。

8.黒色土 粘性帯びた黒色土（碁盤シルト陪）主体。白色土粒含む。
①黒褐色土 As-C混土。
②褐灰色上 4層土に FA水田耕作土をブロック状にも多く含み、

黒色土ブロックを微量に含む。

第96図 第5面土坑

□ 万
U
Ii

゜
L~79.00m 

I: 40 Im 

\~JI 

゜
I : 3 10cm 

第97図 第5面遺構外出土遺物

第 5面 遺構外出土遺物観察表（第97図）

No. 器 種 出土位置 法星（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 土師器 Hi-105 ①(10 4)②ー 細砂粒含。酸化。橙色。 口縁部横撫で。

坪 口縁部片 ③(2 3) 

2 須恵器 Hi-96 ①―②(6 0) 砂粒混。中性焔。並。 鞘轄整形。高台部貼付。

碗 胴～底部片 ③(3 2) 灰褐色。
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7. 第6面 （古墳時代）の検出遺構

(1)第6面の概要

Hr-FP層下水田耕作土を掘り下げHr-FA層を確認

した。本面より旧流路の痕跡と微高地との微地形の

起伏が明瞭となり、 Hr-FA層は調査区北と下層で検

出した蛇行する 旧流路の部分で確認できた。この

Hr-FA層下からは、極小区画水田及び大畦畔と土坑

1碁、溝 l条を検出した。

(2) 検出遺構

l)水田遺構 （第99~102図、 PL34)

Hr-FA直下の水田は 3m'弱の極小区画水田が一般

的であり、隣接調査区と同様な状況で微高地上や旧

流路跡の低位部等で264面検出 した。調査区北端の

水田畦畔の遺存状況は悪く、下端の痕跡のみが確認

できただけであった。水田の軸方向は、北西から南

東方向の地形傾斜方向に向き、 N-75° -Wを示す。

水田形状は、傾斜方向に僅かに長い長方形を呈し、

面積は 3m'前後の極小区画水田が主体であった。

表27 第6面水田計測一覧
26 2 2 

No 面槙 長軸長 短軸長 水口 27 3 9 

(rn') (m) (m) 28 2 7 

1 (0 9) (0 9) 0 8 29 I 8 

2 l.3 1.4 I 0 30 2 2 

3 l l I 2 0 9 I 31 2.8 

4 0 8 1.0 0 9 32 (I 2) 

5 0 8 I I 0 6 33 (I 2) 

6 I I I 5 0 8 34 (I 7) 

7 (O 8) (0.8) (0 6) 35 (I 0) 

8 (0 9) I 3 (0 8) 36 (I 6) ， (O 8) I I (0. 7) 1 37 (I 6) 

10 (0.3) (0 3) 0 6 38 (2.4) 

11 (0.8) (I. I) 06 39 (2 3) 

12 (0.7) (0 9) 0 6 40 1.8 

13 (1.2) 1.6 (0 9) 41 I 7 

14 (0.8) I. I (0.7) 42 I 4 

15 (O 9) I 3 (O 9) 43 2.2 

16 (0.7) I 5 (0 9) 44 (O 3) 

17 (O 7) (O 9) I I 45 2.5 

18 (2.0) I 9 0 9 46 2 I 

19 (! 5) 1.5 (I 0) 47 3 2 

20 (0 5) (0 6) 0 8 48 2 5 

21 (O 5) (O 7) 0 9 49 2 5 

22 (0 9) (0 9) 0 8 50 (1.6) 

23 (2 2) 1.8 (1.0) 51 2 5 

24 2 2 I 7 I I 52 3.1 

25 2.7 1.6 1.5 53 34 

106 

I 6 

2 2 

I 8 

l 6 

1 6 

2.2 

1 4 

(1 1) 

(I I) 

(I 2) 

(I O) 

(1 2) 

1.8 

2 I 

1.6 

1 3 

I 3 

1.7 

(O 4) 

2.2 

I 9 

24 

2 2 

2.1 

(I 6) 

2 2 

2 2 

2 4 

また、調査区中央を北西方向から南東方向に蛇行

する旧流路痕の低位部には、上幅40cm、下幅80cm、

高さ20cm程の規模を持つ大畦畔を検出した。ただこ

の地区の水田区画は他の水田区画に比べ軸方向が長

い形状であり、 Hr-FP下水田に見られる形状に似て

しヽる。

Hr-FA下水田耕作土は、央雑物の少ない黒灰色の

粘性の強いシルト質土である。厚さは 3cm前後と薄

く、下層にはAs-C混じりの黒褐色土が堆積する。

流路から南西部にかけて、水田耕作土中に古墳時代

後期の土器片が出土している。

2) 溝

21号溝 （第101図）

調査区中央で検出した途切れ途切れの短い溝であ

る。埋没土の観察で本面上からの掘り込みとも考え

られる。

I 3 54 3.7 2.4 14 

I 6 55 3 7 2 2 1 7 

I 4 56 3 7 2.3 1.5 

l I 57 3 2 2 5 1 3 

1.1 58 (2 7) 2 2 (1.1) 

1.7 59 3 6 2 9 I 2 

(0 9) 60 2 3 I 7 1.3 

0.9 61 (I 7) (I 3) 1.2 

I 4 62 (0.4) (I 4) (0 6) 

1.4 63 (2.7) (2.3) I 2 

14 64 (I 7) (I 8) 0.9 

I 3 65 (1,3) (1.3) I I 

l 5 66 (I 7) (I 5) (I 0) 

I 3 67 (I 3) (1.2) 0.9 

I. I 68 1.4 I 7 0.9 

I I 69 I I 1.0 0.9 

I I 70 I.I 1.5 0 9 

1.4 71 I 9 I 5 1 1 

(O 9) 72 (I 4) (1.9) (0.6) 

I. I 73 (2 !) 2 I I 0 

I I 74 2 3 2 I 1.0 

1.2 75 2 3 2 I 1.0 

I I 76 (I 9) (I 7) I I 

1.3 77 (2 3) (I 2) (1 5) 

(I O) 78 2 3 I 3 I I 

1.2 79 2, 7 2 I I 2 

I 3 80 2 2 2 2 0 8 

I 3 81 2.2 2 2 I 0 



82 I 5 1.7 0 9 145 (0 8) (I 2) (O 6) 208 (0 5) (I 2) (O 4) 

83 (0 7) (1 O) (1.0) 146 (I 2) 1.7 (0.5) 209 (1.4) (1. 7) (O 8) 

84 2.2 I 9 l l 147 (I 6) 2 6 (0 5) 210 (2.3) 2 2 0 9 

85 2 3 I 3 I. I 148 (2.0) 2.2 08 211 2.0 2.0 0 9 

86 2 5 2 2 1.0 149 1 1 I 3 09 212 2 5 2 I I I 

87 24 2 5 0.9 150 24 2.4 1 0 213 3.4 2.5 I 2 

88 2.7 2 8 I 0 151 1 8 I 7 08 214 2 6 2 0 I 3 

89 1 4 I 4 I 0 152 2.1 I 7 1 1 215 3.2 2 3 I 3 

90 (2.0) (1.8) I 2 153 2 2 1.8 1.1 216 2 2 I 6 1.3 

91 2 2 2, O I I 154 2.3 I 7 I 2 217 3.4 2 5 l 2 

92 1.8 1.6 I I 155 2 7 2 2 1.1 218 (2 8) 2 I 1.3 

93 2 5 2.3 I 0 156 (2.8) 2 2 (1 2) 219 (2 2) I 6 I 5 

94 2 5 2 6 0.9 157 2 8 2.0 1 3 220 (1.5) 2.1 (0 8) 

95 24 2, 7 0 8 158 2.6 I 9 I I 221 (2 6) (2 4) I I 

96 1 3 I 6 0.9 159 (I 9) (1.8) (I I) 222 2 3 2.3 l 0 

97 (2 2) I 9 (0 7) 160 (I 7) (I 6) (I 0) 223 I 8 I 9 0 9 

98 (0 9) (I O) (0.7) 161 (1.0) (l l) 1 0 224 2.8 2.4 l 0 

99 2.8 2 0 I 4 162 1.4 I 5 0 9 225 I 7 I 6 09 

100 2 8 1.8 1.3 163 2.2 2.2 0 9 226 2.7 2.5 I 0 

101 2.4 I 9 I 2 164 (I 8) {] 6) 0.9 227 (2 4) 2 2 l 0 

102 2 5 2 2 I 0 165 2,〇 I 9 1 0 228 1.7 I 5 I 0 

103 l.5 I 5 I 0 166 1.7 l 7 0.8 229 (I 8) (2 l) (1.1) 

104 1 1 I.I 0 8 167 2.1 2 0 1 0 230 2.7 2 0 I 2 

105 2.7 2 5 1.0 168 2 6 2 2 1.2 231 2 6 2.4 1.0 

106 (I 8) 1.6 I I 169 2.5 2 I 1 1 232 1.8 I 3 0 9 

107 (I. 7) I 6 I 0 170 2 2 2 2 1.0 233 2 6 24 1.0 

108 (1 7) (1.5) I 0 171 2.1 2 0 I I 234 2 5 2 I I 2 

109 (1.2) (I 5) (O 9) 172 2 6 2 3 1.0 235 I 9 I 7 l, 1 

110 2 5 1.9 I 2 173 (2 I) I 9 1.0 236 (0 6) (I 6) 0 5 

Ill 2 5 I 9 1.2 174 (1.3) 1.5 (I 0) 237 (2.3) 2.1 I I 
112 2 3 2, O 0 9 175 (3 2) 2 2 I 3 238 2 0 I 7 I I 

113 (I 8) (1.8) I 0 176 2 4 l 9 1 2 239 3.4 2 7 I 2 

114 1 8 2 0 0.9 177 I 7 1.6 l 0 240 2.6 2.0 I 3 

115 I 5 I 4 I 1 178 2 4 l 9 I I 241 2 2 I 8 l 2 

116 2 8 2 5 I. I 179 2 1 1.9 I I 242 (0.7) I 6 (0 5) 

117 2.1 I 7 I 2 180 2 3 2 0 1.0 243 (3.0) 3 0 1.2 

118 2 0 I 7 I. I 181 2.8 2 5 I 0 244 1.9 I 8 1 1 

119 (2.0) (I 9) I 0 182 2 7 2 3 1.0 245 2.3 I 8 l.l 

120 (1 5) (I 6) 1.0 183 2.4 I 9 I 0 246 (O 3) (I 4) 0 3 

121 2.1 I 7 1 2 184 2 9 2.2 I 2 247 (I 5) I 9 (0.8) 

122 24 2.3 I 0 185 1.9 I 5 I 3 248 (2 4) (2 I) (I 2) 

123 2.5 2 0 I 2 186 (I 5) 1.9 0 7 249 (2.5) I 9 (1.5) 

124 (3 I) (1.8) 1 5 187 1.7 1 4 I 0 250 (0 3) (0 9) (O 6) 

125 3.0 2 0 I 5 188 2 0 1.8 1 I 251 (O 9) (1.3) (0 7) 

126 2 0 1.6 I I 189 34 2 2 I 6 252 (I 5) (I I) I I 

127 2 5 2 2 I I 190 44 2.1 1 9 253 2.2 2 I 0 9 

128 I 8 I 7 1 0 191 2 I 24 0.8 254 (1 4) {] O) 1.3 

129 2 5 I 9 1.2 192 2.6 2 2 I 0 255 3.2 2.0 I 6 

130 2 6 2 0 I 4 193 2 4 2 I 1.0 256 (3 O) 2 l (I.4) 

131 (I 8) (I.I) 1.5 194 2.2 2 2 09 257 (1.2) (1 0) (1 1) 

132 (1.2) (I 5) I 0 195 I 7 I 6 1.0 258 2 2 2 0 I. I 

133 1 7 1.7 0.9 196 (3 1) 2 6 1.2 259 2.5 2 0 1.1 

134 (3 0) 2 2 1.2 197 (0.7) (0 8) (O 9) 260 (0. 7) (0 7) (I I) 

135 (2.4) I 9 I I 198 2 3 2.3 I 0 261 (0.7) (1.0) 0.6 

136 (I 7) (I 9) 0.8 199 2.7 2 3 I I 262 (I 4) (I I) (1 1) 

137 1.7 2 I 0.8 200 2 8 2.0 1.2 263 (I 3) (1.0) 1.1 

138 2 0 I 6 I. I 201 3.6 2 2 I 5 264 (1.4) (I I) 0 8 

139 2.9 2 3 1.2 202 1.3 I 6 0.7 

140 2 3 I 6 I 4 203 2.3 2 5 08 

141 3.0 2 I I 3 204 I 5 1.9 08 

142 2 5 1.8 1.3 205 I 5 1 7 0 7 

143 (2.7) 1 9 1.5 206 2 I 2.5 08 

144 (2 2) (1.9) (I 2) 207 I 6 2 0 08 
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25土杭

3) 土坑

25号土坑（第103図、 PL35)

調査区ほぼ中央部21号溝の南延長上で検出した。

径に対し掘り込みが深くピット状を呈する。

A

A

 ロ2
¥

A

-

A

-

＼
 

゜
し＝78.90m

I : 40 Im 

表28 第6面25号土坑計測一覧

::: H::02 ]口;71 ]:il ::  1 1 形：化 1 N$tli8:: 

l．灰色土 白色軽石粒多く含む。
2.灰黄色土 As-C混土を粒状に少量含む。
3.灰白色土 白色軽石含まない。
4.灰白色土 黒色土を多量に含む。
5.灰色土 黒色土を含む。

第103図第6面25号土坑

＼
ー

＼
 

三ク：

／ □ 
/
2
 

グ □ 
｛ 4ヽ 

了乙
3

ク―

゜
I : 3 10cm 

第104図 第6面遺構外出土遺物

第6面 遺構外出土遺物観察表（第104図、 PL80)

No 器 種 出土位間 法は(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器 形 残 存 ②底径③高さ

1 須恵器 Hk-106 (—(— 砂粒含。中性焔。並。 輔轄整形。凶台部貼付後剥落。

坪 底部片 ③(I 5) 灰色。
2 須恵器 Hf-100 ①(l3 8)②ー 微砂粒含。良。黄灰色。 鞘櫨整形。口唇部肥厚。

坪 口緑部片 ③(1.8) 
3 土師器 H1-IOO ①(I 2 6)②一 細砂・赤色粒含。並。明 口縁部横撫で。胴部との境に弱い稜。

杯 口縁部片 ③(3.2) 赤褐色。

4 土師器 Hi-105 ①(21 0)②一 砂粒含。酸化。並。 口緑部から頸部横撫で。頸部僅かにコの字。胴上部横位箆削
甕 口縁部片 ③(5.0) 橙色。 り。

8.第7面（古墳時代以前）の検出遺構

(1)第7面の概要

Hr-FA水田耕作土下 よりAs-C混じりの黒色土を

確認し、面調査を開始したが微高地との起伏差が大

きく As-C混土の厚みもまちまちであるなど検出面

の確定や遺構検出に苫労した。また、第6面の低位

部下層より蛇行する旧流路を検出した。

検出遺構は旧流路に流れ込む溝が主体であった。

(2) 検出追構

1) 溝

本面で検出した溝群はAs-C混じりの黒色土を

確認面としているが、堆積土が薄く下層のシルト質

土面が露出する部分もあり、埋没途中の段階で溝番

号を付 し、下層面で同一溝を再度別番号で処理する

場面もあり下層面と一括 して掲載した。

本面で検出した溝群は、規模が大きく調査区を斜

行しながら中央部で大きく蛇行する旧流路と考えら

れる27号溝（第106~109図、 PL36) を中心に、こ

の旧流路の乱流やこれに流れ込む溝群が主である。

27号溝に流れ込む溝群には、人指状に合流する24号

溝（第108図、 PL35)、25号溝（第108図、 PL35)、

26号溝 （第108図）、 28号溝 （第108因、PL35)、29

号溝（第108図、 PL36)、34号溝（第111図、 PL37)
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(2
7
号
溝
）

S
P
A
-
A
'

（
西
＿
東
）

1
.
黒
色
土

白
色

細
粒

含
む

。

2.
黒

色
土

A
s
-
C
を
少
量
含
む
。

］
3.

黒
褐

色
土

砂
粒

を
ラ

ミ
ナ

状
に

多
く

含
む

。

3.
黒

褐
色

砂
細

粒
砂

で
、

黒
色

士
を

粒
状

に
微

鼠
含

む
。

14
.

黒
褐

色
土

砂
粒

よ
り

黙
褐

色
土

の
方

が
多

い
。

両
者

ラ
ミ

ナ
状

と
な

る
。

4.
黒

色
土

細
粒

砂
を

含
む

。
1
5

黄
灰

色
砂

細
砂

粒
主

体
。

黒
褐

色
土

を
少

凪
均

ー
に
含
む

。

5.
黒

色
土

に
ぶ

い
黄

橙
色

土
が

貼
り

付
き

、
薄

府
状

、
ラ

ミ
ナ

状
に

も
含

む
。

1
6

黒
色

土
砂
粒
・
シ
ル
ト
粒
を
微
杖
に
含
む
。

6.
黒

色
土

小
石

、
砂

粒
を

含
む

。
］
7.

黄
灰

色
砂

黒
褐

色
土

と
砂

粒
が

互
府

お
よ

び
ラ

ミ
ナ

状
に

な
る

。

7.
黒

褐
色

土
］
8.

黒
色

土
砂

粒
を

含
む

。
A
s
-C

を
少

鼠
含

む
。

炭
化

物
粒

を
微

鼠
含

む
。

8.
黒

褐
色

土
］
9.

灰
色

土
砂

粒
を

含
み

、
横

位
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
も

含
む

。

9.
黒

褐
色

土
土

質
細

か
い

。
粘

性
帯

び
る

。
西

側
で

砂
粒

少
鼠

含
む

。
20
.

黄
灰

色
土

細
砂

粒
。

10
.

黒
色

土
2
1.

黒
褐

色
土

1
1.

黒
色

土
砂

粒
を

含
む

。
中

位
に

ラ
ミ

ナ
状

堆
栢

見
ら

れ
る

。
22
.

暗
赤

褐
色

土
鉄

分
凝

固
著

し
く

、
そ

の
為

赤
く

固
く

し
ま

る
。

12
.

黒
色

土
炭

化
物

粒
を

少
鼠

含
む

。
こ
く
薄

い
陪

状
。

23
.

黒
褐

色
土

斜
位

の
薄

附
状

に
も

含
む

。

第
1
0
7
図

第
7
面

溝
断

面

(2
7
号
洲
）

S
P
A
2
-
S
 P
A
2
'

（
北
ー
南
）
，

S
P
B
-
S
P
B
'

I. 
F

A
附

2.
褐

灰
色

土
F

A
と

水
田

耕
作

土
の

混
土

。

3.
褐

灰
色

土
水

田
耕

作
土

。

4.
褐

灰
色

土
に

ぶ
い

黄
橙

色
シ

ル
ト

を
横

位
に

少
鼠

含
む

。
白
色
軽
石

粒
を

多
く

含
む

。

5.
灰

色
土

に
ぶ

い
黄

橙
色

シ
ル

ト
を

横
位

に
多

く
含

む
。

6.
褐

灰
色

土
軽

石
粒

を
よ

り
多

く
含

み
、

砂
粒

を
多

旦
に

含
む

。

7.
褐

灰
色

土
に

ぶ
い

黄
橙

色
シ

ル
ト

を
多

く
含

む
が

褐
灰

色
土

と
の

互

層
の

状
態

。

8.
褐

灰
色

砂
砂

粒
主

体
で

褐
灰

色
土

を
含

む
。

9.
褐

灰
色

土
に

ぶ
い

黄
橙

色
土

の
薄

い
附

が
は

さ
み

込
ま

れ
る

部
分

。

10
.
褐

灰
色

土
細

砂
粒

を
均

ー
に
含
む

。

II
.

褐
灰

色
土

灰
黄

色
土

を
ラ

ミ
ナ

状
に

含
む

。

12
.

灰
黄

色
土

パ
ウ
ダ
ー
状
の
灰
黄
色
士
。

13
.

黒
色

粘
質

土
含

有
物

見
ら

れ
な

い
。

14
.

黒
色

土
灰

黄
色

土
を

含
み

粒
状

に
も

含
む

。

15
.

灰
色

砂
粗

粒
砂

主
体

。
黒

色
砂

含
む

。

16
.

灰
色

砂
黒
色
砂
と
の
互
附
。

17
.

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
灰
白
色
砂
（
粗
粒
）
と
褐
色
砂
の
混
合
で
、
下
位
は

軽
石

と
の

互
附

の
箇

所
あ

り
。

18
.

灰
白

色
砂

褐
色

、
黒

褐
色

砂
の

混
合

で
下

位
は

軽
石

多
く

、
最

下
位

は
細

粒
砂

が
あ

る
。

1
9
a
灰

白
色

軽
石

A
s
-
C
主

体
だ

が
黒

褐
色

土
を

含
む

。

1
9
b
 A

s
-
C
m
 
二

次
堆

柏
か

。

20
.

黒
色

土
黒
味
弱
い
。
含
有
物
な
し
。

2
1.

黒
色

土
シ

ル
ト

質
。

白
色

細
粒

が
薄

府
で

互
屑

と
な

る
部

分
あ

り
。

22
.

黒
色

土
粘

性
強

い
。

炭
化

物
粒

含
む

。
細

か
な

木
四

片
を

多
く

含
む

。

23
.

累
色

土
砂

粒
を

ラ
ミ

ナ
状

に
含

む
。

に
ぶ

い
黄

橙
色

土
粒

微
鼠

含
む

。

24
.

灰
色

土
黄

色
味

帯
び

た
細

粒
砂

に
黒

色
土

を
ラ

ミ
ナ

状
に

含
む

。

25
.

黒
色

土
黒
色
土
（
褐
灰
色
土
）
を
横
位
に
含
む
。

26
.

灰
色

砂
細

粒
砂

に
黒

色
土

を
粒

状
、

プ
ロ

ッ
ク

状
に

微
鼠

含
む

。

暗
褐

色
土

を
含

む
。



A-

29溝

I 3 2 . I A'A  

(29号溝）
I.にぶい黄褐色土 粘質土。細砂質土混入。

2 暗褐色土 砂質土。粘質土プロックに混入。

3.黒褐色土 粘質土。砂質土が微凪に混入。

(31号溝）
I.にぶい黄褐色土 粘質土。黒色土混入。

2.褐色土 粘質土。黒色土粒を含む。

3.黒褐色土粘質土。C混土。

4.褐色粘質土ブロック。

L-78.90m 

..A.. 
42溝

A' 

B
 

41溝 且上．

3 4 

31溝
△ 

(41号溝）

］．黒褐色土 粘質土。軽石をこ＊く微量に含む。

2暗褐色土粘質土。軽石を含む。

3.暗褐色土 粘質土。軽石を含む。

(42号溝）

］．褐色土 砂質土。粘質土を含む。鉄分を多く

含む。

2.灰褐色土 粘質土がブロック状に堆積。砂質

土を微旦に含む。

3.褐色土 粘質土。砂質土がプロック状に混入。

鉄分を多量に含む。

C'D  42溝ピyト
D' 

こ

I103こロ
＼
 

E
-

32 • 40 • 41 • 42溝
2 6 

E' A 
40溝

•土

皿

(32 • 40~42号溝） SPA-A' （西ー東）

I.にぶい黄褐色土 砂質土。水成堆梢。

2.にぶい黄褐色土 粘質土。砂質土がプロック状に混入。

3.黒褐色土 粘質土。砂質土が多く混入。軽石を含む。

4.褐灰色土 粘質土。砂臼土が多く混入。軽石を含む。

5.暗褐色上 粘質土。砂質土がブロック状に混入。

6.灰黄褐色土 シルト質土と砂質土の混土。軽石を含む。

7.にぶい黄褐色土 砂質土。水成堆栢。

8.にぶい黄褐色土 砂質土。鉄分凝固が見られる。

9.にぶい黄褐色土 砂質土。粘質土を含む。

10.褐灰色土 粘質土。砂質土が混入。暗褐色土がプロック状に混入。

(40号溝）

］．暗褐色土 粘囲土。砂質土を多く含む。

2.にぶい黄褐色土 砂質土。軽石を全体に含む。

3 暗褐色土 砂質土。粘質土ブロック混入。

4.暗褐色土 粘質土。砂質土ブロック状混入。

24溝 25溝

A-

し＝78.90m
26溝 ⑤ R 28溝

24溝 25溝
^ - ^ 

△上

25溝

(26号溝）
①．黒色土 As-Cを多嚢に含む。

②黒色土 シルト質。As-C多い。 ③灰色砂

④黒褐色土 黒褐色土・灰白色シルトをブロック状に少量含む。

⑤灰色土 灰白色細粒砂をラミナ状に含む。

⑥灰色砂粗粒砂主体。

⑦．黒褐色土 地山の灰白色シルトを含んで色調やや明るい。

⑧黒褐色土 黒色土をブロック状に含む。暗褐色土を多く含む。

(25 • 28号溝）
］．褐灰色土 シルト質でにぶい黄橙色土を含む。

2.黒色土 にぶい黄橙色シルトを含む。

3.灰色砂粗粒砂主体。 4.灰色砂

5.灰色砂粗粒砂主体。シルトプロック含む。

6.黒褐色土 黒色土をブロク状に含む。暗褐色土を多く含む。

7.灰色土 灰白色細粒砂をラミナ状に含む。

8.暗灰黄色土 シルト質。As-Cと砂粒を少量含む。灰色味強い。

32溝
．旦~ A. A' 

ハ

）

ゐ`
令

C' 

(24 • 25号溝）
I.褐灰色土 シルト質。細砂粒を含む。

2.暗灰黄色土 シルト質。As-Cと砂粒を少量含む。

3.褐灰色土 シルト質でにぶい黄橙色土を含む。

4a黒色土 にぶい黄橙色シルトを含む。 Al 
4b黒色土 にぶい黄橙色シルトを含む。

5.灰色土 灰白色細粒砂をラミナ状に含む。

6.灰色砂粗粒砂主体。

7.灰色砂 粗粒砂主体。シルトプロック含む。

8a灰色砂 8b灰色砂 細粒砂主体。

①a灰色土

①b褐灰色土 As-Cを集中して多量に含む。

②黒色土 灰白色砂を少量含み、ブロック状にも含む。

③a灰色砂灰白色上をブロック状に含む。

③b灰色砂 褐灰色土をブロック状に含む。

④黒色土 にぶい黄橙色シルトをより多く含む。

⑤黄灰色土砂粒を含む。

(32号溝）

1.にぶい黄褐色土 砂質土。水成堆積。

2.にぶい黄褐色土 粘質土。砂質土がプロック状に混入。

3.黒褐色土 粘質土。砂質土が多く混入。軽石を含む。

4.褐灰色土 粘質土。砂質土が多く混入。軽石を含む。

5.暗褐色土 粘質土。砂質土がブロック状に混入。

0 I I 150 

L-78 80m 

I 50 

鯰 ＼ 
/ 103 I 101 

---/ ノ I I I .. ／＼ ＼ Al' 
I 105 

(43号溝）

I.暗緑灰色土 黒色土ブロック状に含む。As-Cを少量含む。

2黒色土 上層のAs-C層との境の東端のみAs-Cを少星含む。

3.黒色土 2層より黒味弱い。As-Cを少量含む。

4.灰黄褐色土 褐色味帯びる。

5.黒色土 粘性強い。にぶい黄褐色土粒・炭化物粒を少凪含む。

細かな木質残存する。

6.黒色土 にぶい黄褐色土粒を含む。 7.黒褐色土

8.灰色土 シルトに似るが砂粒を含む。

9.黒色土 As-Cを多く含む。にぶい黄褐色土粒を下端に含む。

10.黒色土 As-C多く含む。細砂粒が互層、ラミナ状に含む。

11.灰オリーブ色砂 砂粒に白色粒と 10層土を含む。

12.黒色土 細粒砂を互層、ラミナ状に含む。

13.黒色土 As-Cを細粒で含む。

14 黒色土 砂粒、 As-C細粒を多旦に含む。

15.黒色土 As-C細粒、砂粒を薄府状に含む。

16. As-C層

17.黒色土 にぶい黄褐色土を微量含む。炭化物の薄屈含む。

18.黒色土 砂粒を薄層で僅かに含む。

19.黒色土 細粒砂を含み、 互層、ラミナ状にも少鼠含む。

20.オリープ黒色土 薄府の互層、ラミナ状にも含む。

21.オリープ黒色土 互屈、ラミナ状にも含む。

22.灰色砂 粗粒砂陪。キメ荒い。

23.黒色土 細砂粒を含む。As-C細粒を少品含む。

24.黒色土 黄色味帯びた細砂粒を多量に含みAs-C少星含む。

25.灰オリープ砂 As-Cと細砂粒主体でラミナ状にも少量含む。

26.黒色土 As-C、砂粒を多く含む。一部ラミナ状となる。粘性あり 。

第108図第 7面溝 （2)
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(23号溝）
l．褐灰色土 As-Cを少凪含む。にぶい黄橙色土を少

鼠含み横シマ状にも少梃含む。

2.褐灰色土 As-Cを多量に含む。

3.褐灰色土 As-Cを少屈含む。にぶい黄橙色土(Hr
-FA)を横シマ状にも少星含む。

4.褐灰色土 As-C ・砂粒を多星に含み、ブロック状

にも含む。

*ffia~VIII附は、基本土附参照。

△ 
9 4 2 

A' 

し＝78.70m

ゃ

-> 
-> 

1103 

三こ疇：

竺

(22号溝）
1.灰色土 白色軽石を少星含む。

2.褐灰色土 粘性帯びる。 (FA下水田耕土）

3.黒褐色土 As-Cを含み、西側では特に多く含む。

4.褐灰色土 粘性帯びて白色軽石を少星含む。

5.灰黄褐色土 鉄分凝固著しい。 As-C多く含む。

6.灰黄褐色土 褐灰色土ブロック含む。

7.黒色土 やや粘性帯ぴ As-Cを含む。鉄分凝固。

8.黒褐色土 シルト質。鉄分凝固多旦。

9.灰色土 シルト灯で黒色シルトをプロック状に少量含む。

10.黒色土 黒色シルトに灰白色・浅黄色シルトをブロック状に

含む。

(27号溝）
1.灰黄褐色土 粘殷土。平安洪水屑。

2.暗褐色土 C混土。鉄分凝固。

3.灰黄褐色土 シルト質土。軽石を微量に含む。

4.にぶい黄褐色土 粘質土。軽石を微量に含む。

5.にぶい黄褐色土 砂質土・粘質土の混土。黒色土がブロック

状に混入。

6.褐色土 粘質土に砂質土がブロック状に混入。 O 
7.褐色土 粘質土・砂質土・軽石・鉄分を多く含む。

8.灰黄褐色土 粘質土 ・砂質土がブロック状に混入。 O 
9.褐灰色土 粘質土・砂質土を多く含む。軽石を含む。

第109図第 7面溝（ 3)

I : 150 5m 

彦

\► 

I : 50 2m 
屁

119 



誓 199 98 97 

|‘
-

；
 ／ムヽ

A A' ． ．  
iib、"la I~ 、V la . I!a ‘ ‘̀、lb

0

念
i

B
 

* I a~IX団は、甚本土陪参照。
I.褐色土 As-C混土。鉄分が多鼠に凝固。
2.灰褐色土 砂質土と粘質土の混土。軽石を含む。
3.黒色土 粘質土。泥炭翔。砂質土。炭化物がこく微旦に見られる。
4.暗褐色土 粘阿土。砂質土が多屈に混入。
5.黒褐色土 粘質土に砂質土がプロック状に混入。軽石を多く含む。
6.黒褐色土 砂質土。礫を含む。鉄分凝固が多鼠に見られる。
7.褐灰色土砂質土。

(30号溝）
I.灰黄褐色土 粘質土。黒色土粒を含む。
2.黒褐色土 粘質土。鉄分を微旦に含む。
3.暗褐色土 粘質土。黒色土粒を微はに含む。
4.にぶい黄褐色土粘質土。
5.黒褐色土粘臼土。C混土。地山。

B' 

He L=78.70m 
C C' 

゜
I : ISO 2m I : 50 2m 

第110図第 7面溝 (4)

等の溝群や右岸 部で 検出 され た同 様な 形態 を示す

32号溝（第 108図、 PL37)、 40号溝（第 108図、

PL37)、41号溝（第108図、 PL37)、42号溝（第

108図、 PL37) 等がある 。 これらの溝群中には規則

的に小ピットが並ぶ右岸側の24号・ 25号 ・28号溝が

あるが人為的な降り口というよりも、自然に開削さ

れた流れ込みの跡と考え、小ピットはウォーターホ

ー）レ的な穴と考えたい。

22号溝（第 109図、 PL35) 及び延長上の35号溝

（第111図、 PL37)や23号溝（第109図、 PL35) は、

調査区南西部で検出されたやや直線的な溝であり、

36号溝（第 111図、 PL37) と37号溝（第 111図、

Pし37) もまた直線的な同一溝である。 これらの溝は

人為的な開削と考えられる 。

120 



cJ 口 ］ ＼ゞ ミ亨＼――`/[(/(//
I Ha 

／ 
I 22溝 B 3 2 I B' 

78 50 

＠ * 22号•溝は、第 109図参照。

34溝 A A'B B' 

c 
27土

ゃ
ゃ／

ノ

c
 

C'D D
 

E
 

E'F F' 

G
 

G' 

103 

35溝
I 2 A' 

(35号溝）

l．暗褐色土 砂質土。シルト質土ブロック状に混入。

2.にぶい黄褐色土 シルト四土。砂質土を含む。

：
 ゃ

／や

IH• 

こ

口

He 

~ 35土

34土 --J/  1 

も

36溝

A
 

B
 

A' 

B' 

101 

(36号溝）

J.暗褐色土 赤色の鉄分凝固が全体に見られる。

2.灰黄褐色土 シルト質土。砂臼土が混入。

37溝

A I A' 

(37号溝）

I.暗褐色土 粘質土。砂臼土がプロック状に混入。

A
 

A' 

◎ 

゜
38溝

゜

且—. 34溝

(38号溝）

I.褐色土 砂質土。軽石を全体に含む。

2.暗褐色土 砂質土。粘質土を含む。鉄分がラミナ

状に堆栢。

3.黒褐色土 粘質土。砂質土を多く含む。鉄分を多

量に含む。

且

゜
I : 150 2m 

゜
L=78.80m 
I : 50 2m 

第111図第7面溝（ 5)
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第112図 第 7面27号溝・水路出土遺物

第 7面 27号溝 ・水路出土遺物観察表（第 112図、 PL80)

No. 器 種 出土位四 法鼠（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴（外面ー外，内面ー内）

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 土師器 フク土 ①―②― 砂粒含。酸化。良。にぶ 外 左上がり刷毛目。肩部が左下がり刷毛目。

台付甕 肩部片 ③― い黄褐色。

2 土師器 -5 ①(16 4)②ー 砂粒混。並。にぶい黄褐 口緑部横撫で。内面口唇部強い撫でにより、僅かに内湾。

甕 口縁部片 ③(3.5) 色。

3 土師器 フク土 (—(— 砂粒多含（片岩粒僅か含） 外’胴上部横位箆削り 。

甕 頸～胴部片 ③(5 4) 酸化。良。にぶい黄褐色 内：撫で。

水路 石器 Hh-103 長12!cm，幅7.4cm，厚1.8cm，重1800 g 分胴型。

1 打斧 完形 石材．硬質泥岩

表29 第 7面溝計測一覧

名称 位研 方位 比高 規模（長， m，幅・深さ，cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

21 Hd-103→ He-104 S-25" -E 0 05 94 44 10 

22 Hb-103→Gr-103 N-4° -E 0 08 18 8 80 40 23 Y字形に合流する溝。延長上に35号溝がある。

23 Hb-104→ Hb-106 N-83° -E 0.06 II 4 80 20 18 東西方向に進み、 34号溝付近で消失。22号溝に掘り込み似る。

24 Hd-104→ He-103 S-24° -W 0.30 8.0 67 35 33 上流側に34号溝があり、 25号溝などと人指状を呈する。

25 Hd-103→ He-103 S-9° -W 0 50 9 3 120 28 40 24号溝と同じ形態。底面小ピット連続する。

26 HI -104→ Hl-103 S-87° -W 0 40 64 lOO 15 35 24 • 25号溝と同じ形態。

27 Hm-106→ Ha-99 N-33° -W 0.20 92.0 55 17 80 43号溝と重なる。大きく蛇行し1B流路的な規模を有する。

28 He-104→ Hf-103 S-51° -W 0 30 5 7 220 150 38 

29 Hd-102→ He-102 S-20° -E 0 02 7 4 140 65 8 24 • 25号溝などと同じ形態。

30 Hd-98→ Hh-96 S-25° -W 0.27 28 5 42 21 8 旧流路的な溝。

31 HJ -104→ H1 -104 N-30° -E 0 04 80 100 50 9 27号溝の流路中段的なテラス面で検出 した。湾曲する溝。

32 H1 -101→ Hh-101 N-11° -E 0 25 3 0 77 17 18 c下面下屑。人指状溝群の 1条。

33 Gf-100→ Ha-100 S-38° -E 0 11 4 7 150 50 39 

34 Ha-103→ Hc-104 S-22° -E 0 02 12.5 80 50 10 24号溝延長上。底面連続する小ピット。

35 Hc-102→ He-102 S-7° -E 0.03 9 6 34 20 6 29号溝端部から、 22号溝へすり寄る。

36 Hd-103→ Hc-101 N-64° -W 0.02 15 0 53 28 10 やや直線的な溝。

37 Hd-104→ He-106 S-68° -E 0 01 12 0 36 14 7 やや直線的な溝。24• 34号溝分断。

38 Hf -104→ Hf-102 N-90° -W 0.20 10.2 80 38 16 26号溝と重なる。

39 Hm-99 N-47° -W 45 26 8 8 

40 Hi -100→ Hh-101 N-19° -E 0 21 16 0 43 25 15 C混面溝下層。人指状の溝群。僅かに底面小ピットあり 。

41 H1 -100 N-22° -E 0 20 44 53 15 15 c混面溝下阿。人指状の溝群。僅かに底面小ピッ トあり。

42 H1 -100→ Hh-101 N-55° -E 0 21 7 0 70 46 5 C混面溝下眉。人指状の溝群。僅かに底面小ピッ トあり 。
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2) 土坑（第 113図） 表 30 第 7面土坑計測一覧

調査区南寄りで散在する 26号土坑 ・27号土坑・ 28
No 位閻 長軸 短軸 深さ I 形状 I軸方位

(cm) (cm) (cm) 

号土坑の 3基の 土坑を検出した。各土坑とも円形を 26 Hc-98 42 30 10 楕円形 N-81" -E 

27 Gs -103 53 34 8 楕円形 N-22°-W 

呈 し、掘り込み が 浅 く 、 埋 没 土 中 に はAs-Cを含む。 28 Gt -IOI 48 39 14 楕円形 N-25°-W 

近隣には若干小規模のピットが散在する 。

＼ 26土坑

／ ◎28土坑 A 

] '△ 
／ 

27土坑

UA  
A' 

A A' 

A I A' 

(26号土坑）
I.灰色土 含存物含まない。 2.灰色土
3.灰色土 白色軽石粒を含む。
4.灰色土 白色軽石細粒を微鼠に含む。
5.灰色土 白色軽石細粒を微鼠に含む。

＇ 

(27号土坑）
I.灰色砂質土 As-C混。

(28号土坑）
］．黒褐色土 粘質土。軽石を微量に含む。

第113図第 7面土坑

゜
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I : 40 Im 
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゜
I : 3 10cm 

第114図 第 7面遺構外出土遺物

第 7面 遺構外出土遺物観察表（第114図、 PL80)

No 器 種 出土位置 法鼠(cm)①口径 胎土・焼成・色謂 成・整形技法，器形の特徴 （外面ー外，内面ー内）

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 土師器 Hg-103 ①(13.2)②一 砂粒含。酸化。良。 口緑部内斜。端部やや受け気味。横撫で後内面磨き？

坪 1/2 ③(5 8) 橙色。 外胴部箆削り 。内 胴部撫で後放射状磨き。

2 土師器 Hg-lOl,H1-l05 ①(13 2)②一 砂粒含。酸化。良。 口緑部内斜。端部やや受け気味。横撫で後内面磨き？

坪 1/2 ③52 橙色。 外’胴部箆削り 。内 胴部撫で後放射状磨き。

3 土師器 Hi-105 ①10 I②― 細砂粒含。酸化。並。 口縁部横撫で。外．球形胴。箆削り 。丸底。

鉢 3/4 ③8 1 浅黄色。 内 撫で。底部箆当て痕残る。
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第115図 第 7面下層トレンチ出土遺物 (1)
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第116図 第7面下層トレンチ出土遺物（ 2)

第7面 下層 トレンチ出土遺物観察表（第115・116図、 PL80• 81) 

No 
器種 出土位慨

法星（cm)①長さ②幅③厚さ④重さ(g) 成・整形技法，器形の特徴
器形 残 存

5トレl 鉄製品 Hg-100 • IOI ①85②0 9③7 5④(9 4) 鉄製。錆ぶくれ少。赤紫色鎚を伸ばしたか。和鉄。良

鎚 近完存 残存。錆のため被熱あり。中性以降。

5トレ2 木 破片， Hg-100• 101 ①(9.7)②（6 7)③I 3 端部。

5トレ3 木製品 Hg-100 • IOI ①(42.5)②(2 6)③2 3 

5トレ4 木製品 Hg-100 • IOI ①(21 8)②（7.5)③1.2 

5トレ5 木製品 Hg-100 • 101 ①(39 6)②83③7.3 

5トレ6 木 破片，Hg-100• IOI ①76 0②(4 5)③4.0 棒状を呈し、片側先端部一部加工、杭？

7トレl 木製品 Hg-103 ①(18 9)②（45)③2 5 

7トレ2 木製品 Hg-103 ①(25 3)②（34)③2 5 

8トレl 木製品・杭 下部片， Hg-104 ①(24 7)②3 6③3 9 角柱状を呈し、打込部三角錘形に加工。

8トレ2 木製品 Hg-104 ①(19 5)②（45)③(1 8) 

8トレ3 木製品 Hg-104 ①(77.6)②(15 0)③3 3 

9トレ1 木製品・杭 Hl-106 ①(50.1)②（45)③5 I 角柱状を呈し、打込部三角錘形に加工。

9トレ2 木製品 Hi-106 ①(10.6)②(5.8)③I I 

9トレ3 木 破片，Hi-106 ①(38 6)②5.6③5.2 三角柱状の木片。中央部に 3XI 5mmの孔。

9トレ4 木製品 Hi-106 ①(IO I)②(3 I)③34 

9トレ5 木製品 Hi-106 ①(6 I)② 14③2 9 

9トレ6 木 破片，Hi-106 ①(52 8)②（3 5)③（2 7) 三角柱状を呈し腐食により細身。
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第5節 D区の検出遺構

1. D区の検出面の概要

当区は南北方向の農道により東西に分けられ、西

側調査区を D-1区、東側調査区を D-2区として

別年度で調査を行い、遺構番号もそれぞれで付して

いるため、本稿でも調査区毎に記載する。

当区においても洪水や火山灰等を確認し面調査を

行ったが、後世の撹拌により部分的に遺存する面も

あり、これらの埋没面は枝番を付して面を数えるこ

ととした。

各確認面間にも継続的な人的行為の痕跡が認めら

れ、検出面上層からの掘り込みと考えられる上層被

覆層を含む迫構もあり、調査時に面を特定できない

遺構については、検出面を優先させた。

各面の検出遺構の概要は以下の通りである。

第 1面（近世以降） As-A降灰後 区画 ・溝・土坑

第2面一 l （中 ・近世）As-A降灰以前 水田 ・溝

-2 洪水層中 水田・溝・土坑

第3面＿ 1 (中世）洪水層下層 水田・溝・土坑

第3面ー 2 （中世） As-B混じり 道路状遺構 ・溝 ．

土坑

第4面（古代） As-B降灰下水田

第5面（古墳時代） Hr-FP泥流下水田

第6面（古墳時代） Hr-FA泥流下水田

第7面（古墳時代） As-C降灰後溝群

第8面（古墳時代以前）溝群

旦/'
＼ヒ＝⇒ク

2 

I I 

I I 3 

2.第 1面（近世以降）の検出遺構

(1) D-1区検出追構

現在の耕作土下で明黄褐色土の広がりを確認し、

As-Aを含む耕作痕や溝等を検出し第 1面とした。

検出遺構には、傾斜方向に流下する 2条の溝とそ

の溝に挟まれた耕作痕を残す区画 2枚。座標軸に近

似する方向に掘られた溝5条と同方向の段差。 更に

As-A廃棄用に掘られた溝状遺構3条を検出した。

l) 区画

調査区南西端で 1号 ・2号溝に挟まれた耕作痕の

残る 2区画を検出した。この区画はC区9区画から

の延長であり、両側を流れる 1号・ 2号溝は同じく、

c区4号 ・7号溝につながる。

区画は約8m程の幅で細長く、耕作痕は全面に広

がり長辺方向に耕作される。耕作痕の形態は長さ30

~40cm、幅20cm弱の長方形状を呈し、 6~10cm

程の深さで右下がりの痕跡が多く見られる 。サク間

は接しており、サク切り方向は交互又は 2列でサク

切りされ、埋没土中に含まれるAs-Aと地山小ブロ

ックを含む。これらの状況から耕作の時期差がある

とは考えられず、植え付けに伴う耕作ではなく、

As-A降灰後の田起こし時の作業と考えられる 。こ

の耕作痕が明瞭なことから田起こし後の作業が中断

されたか短期的な耕作の可能性が考えられる 。

5
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D-1区第 1面 遺構外出土遺物観察表（第117図）

No 器 種 出土位置 法駄（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 磁器 1区画 ①―②(3.0) 鉱物見えず。重。締。 外面に漿い呉須による施文あり 。白磁釉少し青みがかる。割

小碗 底部片 ③(2 7) 遠元。 れ口消耗あり 。19世紀後半。肥前系。

2 灰釉陶器 Hr-99 ①―②(6.0) 鉱物見えず。やや軽。締 内外面に貰入の多い厚い淡黄緑の灰釉かかる。底外面にトチ

皿 底部片 ③(I O) 中性気味。 ン痕あり 。使用似内面にあり 。割れ口消耗大。16世紀後半。

瀬戸 ・美潤。

3 焼締陶器 Hq-96 (—(— 白色鉱物含。重。締。外 外面に削目と擦痕あり。割れ口消耗大。13~15世紀。常滑。

甕 体部片 ③― 面褐色酸化。割れ口還元

4 鉄製品 1区画 長(9G)cm，幅07cm，厚75cm，重（74) g 

釘 旧損

5 古銭 Ho-100，完存 直径24cm，孔長07cm，重さ29 g 

2) 溝

本区の溝は 8条検出され、国家座標軸に沿う東西

南北方向に開削されている。

1号溝（第119図、 PL42• 43) • 2号溝（第119図、

PL43) は調査区西南端の耕作痕を残す区画を挟むよ

うに検出され、地形傾斜に沿うようなN-30°~45°―

Wに向く 。 1号溝は高低差は19cmを測り、緩やか

な傾斜を持ち、断面形状は逆台形状を呈する。下流

延長に C区4号溝があり、同溝はビニールが入るな

ど圃場整備直前まで使用されていた溝である。2号

溝も 1号溝に併走し、下流延長上にはC区7号溝が

ある。2号溝の最終埋没土中の中央部には水流堆積

によるAs-A層が堆積している 。断面形状は逆台形

状を呈する 。3号溝（第120図、 PL42• 43) は、

南北方向に伸びる溝であり 7号溝と併走する。断面

逆台形状を呈し、高低差は17cm程で緩やかな傾斜を

持つ。下流延長に C区6号溝があり圃場整備後も使

用されていた。 3号溝西脇にAs-A廃棄用の灰掻き

表31 D-1区第 1面溝計測一覧

名称 位置 方位 比高 規模（長．m，幅・深ざcm)

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

1 Ho-104→ Hn-101 N-60° -W 0 19 64 l 60 64 43 

2 Hp-103→ Hn-101 N-50° -W 0 10 14 6 74 39 29 

3 I a-96→ Hn-96 N-7° -W 0 l 7 33 4 110 30 38 

4 Hs-97 N-54° -W 0.16 1.0 70 32 19 

茶紫色。縦方向に錯割れがあるが古代鉄か和鉄か不明。曲が

りあり使用釘。頭部尖る。19世紀以前。

判読不能。全面鉄錯色。鉄銭か銅銭か不明 「冗豊？」

穴が平行に掘られ、 3号溝底面にもAs-Aの入る長

方形状の掘り込みを確認した。4号溝（第120図、

PL43) は、 3号溝中央部で東西 lm程の長さで検出

され、 10cm程の段差の端にあり水口状施設とも考え

られる。5号溝（第120図、 PL43) は、 3号溝中央

部から東方向に伸びる溝であり、途中で消失する 。

深さは6cmと浅く断面浅い逆台形状を呈する。6号

溝（第120図、 PL43) は、 3号溝北端と 7号溝を東

西方向に結び掘り込みは約10cmと浅い。 7号溝（第

120図、 PL43) は、 3号溝と併走し南北方向に直線

的に伸び高低差は］3cm程で緩やかな傾斜を持つ。断

面形は丸底状を呈する。 8号溝（第126図、 PL43)

は、調査区北端を東西方向に伸び、中層にAs-Aを

多量に含む層が見られ圃場整備以前に廃棄されてい

る。掘り込みは13cm程であり、中央部がやや盛り上

がる。

備考

C区4号溝につながる。現代まで使用。 1 • 2号区画と画する。

c区7号溝につながる。現代まで使用。 l 2号区画 と画する。

c区6号溝につながる。

3号溝の途中で検出。水口状を呈する。

5 Hr-94 • Hr-96 N-90° -W 

゜
98 82 41 6 3号溝と直交し、 6号溝に併走。

6 I a-96→ I a-93 N-90° -W 0 04 14 3 98 33 10 3号溝末端と 7号溝をつなぐように東西方向に伸びる。

7 I c-93→ Ho-93 N-3° -W 0 13 43.0 34 14 8 南北方向に伸びる。

8 If -93→ If -92 N-87° -W 0 40 5 5 110 50 14 調査区末端、東西方向に伸びる。
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こ3三 上△ 4溝 ・△

(3号溝）

］．現在の耕作土

2.暗褐色土 砂臼土を含む。

3.暗褐色土 2層より粘買土が多い。

4.暗褐色土 粘臼土。砂烈土・炭化物を微旦に含む。

5.暗褐色土 4陪よりマンガン粒を多く含む。炭化物を含む。

6.褐色土 砂質土を微足に含む。

7.暗褐色土 砂質土。粘臼土をプロック状に含む。

8.灰褐色土 砂質土を含む。

9.灰黄褐色土 砂質土を多く含む。

10.灰黄褐色土 砂質土と粘烈土の混土。

11.褐色土 鉄分 ・砂質土を含む。

12.灰褐色土粘臼土。砂質土を微揖に

含む。マンガン粒を含む。鉄分を ℃ 

微即こ含む。 」立

13.灰褐色土粘質土。

砂質土を微屈に

含む。

l
e＿
肉
—

□ 
，
 

△ 

98 
(4 • 5号溝）

I.灰黄褐色土 砂質土。黄褐色土を微量に含む。

2.にぶい黄褐色土 砂質土を多く含む。

3.暗褐色土 砂臼土を含む。
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3) 1号灰掻き穴 （第120• 121図、 P以2)

3号溝内と西脇にてAs-A廃棄用の溝

状遺構を 4条検出した。走行は 3号溝と

同じ N-3°-Wの南北方向に掘られ、

3号溝内以外の 3条は接するように掘ら

れ規模や底面形態が似ている。3条の規

模は長さ 15m、上幅30~50cm、下幅30

~50cm、深さ40cm前後を測り、底面は

平坦に仕上げられている。 3号溝内の底

面掘り方は、長辺40cm、短辺20cm前後

の長方形ブロックを単位とし、 20cm前

後の間隔で連続的に掘り込まれている 。

両者とも埋没土上層には地山洪水層であ

る黄褐色土があり、中層に埋め込まれた

As-Aが堆槙している。

4) その他

調査区中央西寄りで2カ所の段差を検

出した。南北方向のグリッド99ラインに

沿う段差は、西側が高く高低差25cmを

測る直線的な段差である 。またこの段差

と3号溝をつなぐ形で東西方向の段差は、

グリッドHsラインに沿い、北側の面が

高く高低差は10cm弱を測る直線的な段

差である。これらの段差は水田境の段差

と考えられる

|
|
¥
‘
-

Hr 

0 I : 100 

Hq 

A-

＼
ー

□HP
-

一―`〗

““ moぅ
00  

A A' 

(1号灰掻き穴）

l.黄褐色土 As-A下耕作土。

2.灰黄褐色土 As-Aの二次堆積。

3.灰黄褐色土 耕作土ブロック含む。

叫

Hq 

A' 

Hp 

La 79.SOm CJ I 
0 1 : 50 2m 

第121図 D-1区第 1面 1号灰掻き穴
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第122図 D-1区第 1面溝出土遺物

D-1区第 1面 溝出土遺物観察表（第122図、 PL82)

No 器 種 出土位置 法量(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成 ・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

l溝 磁器 フク土 (—(— 鉱物見えず。重。締。還元。 湯呑。ベロ藍呉須、桃色、緑釉とも下絵。図右上が呉須。

I 色絵小碗 口緑部片 ③― 玉が橙、右2条緑、他桃色。割れロシャープ。 19• 20世
紀。肥前系。

1溝 石製品 フク土 長22cm，幅05cm，厚05cm，重（17) g 横断面、ほぽ円形。

2 石墨 石材．滑石

l溝 石製品 フク土 長(75)cm，幅30cm，厚25cm，重（971) g 砥沢砥。中砥級。片小口旧時欠損。小口削り目。表 ・裏

3 砥石 1/2 石材’流紋岩 ・側部の4面使用。図平面左側部が最も使用されている

が、各々面浅い。

l溝 石製品 フク土 長(18.4)cm，幅7.5cm，厚2.5cm，重650.0g 片口状注ぎ口あり 。内面平滑。

4 鉢 破片 石材粗粒輝石安山岩

3溝 磁器 フク土 (—(— 鉱物見えず。重。 締。還元。 稜花深皿。外面染付施文あり 。呉須は藍味強く上質。器

I 染付皿 口縁部片 ③― 肉薄い。割れロシャープ。 17世紀後～18世紀前半。

5溝 磁器、青磁？ +l (—(— 鉱物見えず。重。締。還元。 内外面に沈んだ浅いオリ ーブ色の青磁釉薄く施釉される

l 皿、浅碗？ 体部下方片 ③(2 O) 陶胎染付片の可能性もあり 。割れ口消耗大。15~18世紀

国産か中国製か不明。

6溝 陶器 +7 ①(7 6)②一 鉱物見えず。重。締。中性 内外面に薄い茶褐釉。割れロシャープ。 18• 19世紀前半

1 小碗 口緑部片 ③― ～酸化気味。 瀬戸 ・美浪。

7溝 軟質陶器 +5 (—(— 白 •黒色鉱物含。軽。並。 内面 平底。外面に型肌状のヒビ目あり 。内面撫で痕あるが磨

I 焙烙 底部片 ③― 燻。弱酸化～燻。浅黄色。 耗する。割れ口消耗あり 。18• 19世紀前半。小泉焼。

7溝 鉄製品 +I 長(27)cm，幅07cm，厚05cm，重（I0) g 調査時以降の欠損あり 。縦割り錆あり 。和鉄か？ 14世紀

2 釘 以降か？

8溝 陶器 +3 (—(— 鉱物見えず。重。 締。還元。 外面に呉須による唐草文ほか施文あり 。白磁釉は厚く細

I 陶胎染付碗 口縁部片 ③― 貫入あり 。割れ口消耗あり 。18世紀前半。肥前系。
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(2) D-2区検出遺構

D-1区同様、現在の耕作土下の明黄褐色土面に

広がるAs-Aの堆積で第 1面とした。本面での検出

遺構は、柵列 2カ所と溝2条、「灰掻き穴」と呼ぶ

As-A廃棄用の集中地点 1カ所と確認面中に散在す

る長方形状を呈するAs-A混じりの耕作痕を確認し

た。 また、確認面中には還元状態と考えられる青み

がかった灰褐色ラインを確認し、水田畦畔の残骸と

考えた。下層面でも同一地点で畦畔を検出した。

l)柵列 （第126図、 PL44)

調査区中央でX軸に沿い直線的に並ぶ2条の柵列

を検出した。両柵列の柱間は70~80cm間隔で配置さ

れ、埋没上はAs-A混じりの砂質上であった。

1号柵列（第126図、 PL44) は、全長6.78m (7間）

を測り、円形を呈する柱穴である 。柱穴規模は径18

cm前後、深さ 8cm程であった。

2号柵列（第126図）は、全長5.5m (6間）を測り、

円形を呈する柱穴である 。柱穴規模は径18cm前後、

深さ 8cmである。

3) 耕作痕（第126図）

調査区北西端の 2号溝南脇に集中してみられるが

その他は部分的にまとまり区画範囲を想定できるま

とまりではなく散在するような状況である。大半の

耕作痕はおおよそ長さ 50cm、幅20cm程であり、東

西方向に切られる物が多い。

2) 灰掻き穴（第125• 126図、 PL44)

調査区中央やや北寄りで 7韮のAs-Aを埋め込む

短い溝状の掘り込みを検出した。この掘り込みはD

-1区で検出された溝状遺構とは異なり、長さ、深

さ等の規模は小さく、断面形も逆台形ではなく浅い

丸底状を呈し、溝間の間隔も広い。

D-2区第 1面 3号灰掻き穴出土遺物観察表（第123図）

4) 溝

1号溝（第126図、 PL44)及び3号溝（第126図、

PL44) は、調査区北東寄りの水田畦畔状の還元筋と

併走して検出された。 1号溝は深さ約7cmと浅い掘

り込みであり埋没土中にはAs-Aを少量含む。 3号

溝の埋没土は水田耕作土的な土質であり、東から西

に高低差9cmほどの緩い傾斜を持つ。両溝ともAs-

A降灰直前の水田耕作土に覆われ、畦畔際掘り上げ

痕の可能性も考えられる 。

2号溝 （第126図、 PL44)

調査区北端を東西方向に直線的に走る。傾斜方向

は西から東に高低差15cm程の緩やかな傾斜が見られ

る。埋没土中にはAs-Aは極少量含まれ、断面丸底

状を呈する 。

|

△
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゜
I : 3 10cm 

第123図 D-2区第 1面 3号灰掻き穴出土遺物

No 器 種 出土位置 法且（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器 形 残 存 ②底径③高さ

I 磁器、白磁 フク土 ①―②― 鉱物見えず。重。 締。 内外面光沢のある白磁釉。器肉薄作。割れロシャープ。

小杯か猪日？ 体部片 ③― 還元。 19世紀。肥前系。

2 陶器 フク土 ①―②(5 4) 鉱物見えず。軽。締。 器面に淡黄褐釉かかり、細貫入あり。割れ口消耗あり。18世
碗 高台部片 ③(I 9) 中性。 紀。美濃？京焼系。

表32 D-2区第 1面溝計測一覧

名称□喜百面十――互筐＿］店m門|:□̀̀’‘芸
備考

1 I I g-87→ I e-87 I N-1° -E I 0.05 
2 I Ii -90→]j -84 I S-84° -WI 0.15 
3 I I h-86→ li-85 I S-78°-WI 0.09 

11.01 411 151 7 南北方向に伸び、畦畔脇を併走し、 3号溝方向に向く。

36.5 I 90 I 30 I 14 東西方向に直線的に伸びる。下層に 8号溝検出。

9. 6 I 72 I 22 I 23 畦畔脇を併走。 1号溝へとつながる？
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(]~6号灰掻き穴）

1褐色土 砂質土。（As-A下水田耕作土）。盛土。

2褐灰色土 As-A二次堆栢陪。 1附土ブロック混入。

3 にぶい黄褐色土 As-Aと1眉土混土。

第125図

4褐色土 砂質土。As-Aを多く含む。

5．暗褐色土 砂烈土。As-Aとの混土。

D-2区第 1面灰掻き穴
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第127図 D-2区第 1面 2号溝出土遺物

D-2区第 1面 2号溝出土遺物観察表（第127図、 PL82)

No 器 種 出土位訊 法凪(cm)①口径 胎土 ・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

I 陶器 フク土 ①―②(5 8) 鉱物粒見えず。並。締。 全面淡い飴釉調の灰釉を施す。高台削り出し、内面と底外面

皿 底部片 ③(1.0) 中性～遠元。 にトチン痕あり 。割れ少消耗。17世紀。瀬戸・美漑。

2 ガラス フク土 ①―②(2 5) 乳白。気泡不明瞭。 外面に型用のためか若干の凹凸あり 。内面滑らか。割れロシ

クリーム瓶 底部片 ③(I 3) ャープ。20世紀。

3 鉄器 フク土 長23cm，幅32cm，重117 g 旧状のまま。鉄関連。軽い。黒紫色。ガラス臼多い。不定形

鋼滓 鍛冶関連か？ 18世紀以前か？

4 鉄製品 フク土 長(5.3)cm，幅（07)cm，厚（0.7)cm, 片端部調資時以降欠損。和・洋鉄不明。茶褐色錆。割れ口を

釘 重(52) g 見ると附状に重なり見える。時期不明。

＼ ロク
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第128図 D-2区第 1面遺構外出土遺物

D- 2区第 1面 遺構外出土遺物観察表（第128図、 PL82)

No 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土 ・焼成 ・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1 磁器 I g-87 ①―②(4 5) 鉱物見えず。重。締。 底を除き白磁釉。外面に山呉須による染付あり。磁胎少し灰

染付仏飯器 脚～底部 ③(3 5) 遠元気味。 色。割れ口消耗あり 。18世紀。肥前系。

2 磁器、青磁 I j-88 (—(— 鉱物見えず。重。締。 内外面に細貫入のある薄い淡オリープ色の青磁釉かかる内面

碗 口縁部片 ③― 迎元。 劃文あり。割れ口消耗微。14世紀。龍泉窯系。

3 軟質陶器 I h-90 ①―②― 白•黒色鉱物多。軽。 軟 内外面横撫で。外面から内側に向け吊手穴 lヶ所穿孔。外面

火鉢 口縁部片 ③― 酸化気味。にぶい橙色。 磨耗大。割れ口消耗大。14• 15世紀。県内。

4 磁器 I J-85 (—(— 鉱物見えず。重。 底面外側に岐？ 957の印銘。円条痕。鉄釉。内面白磁釉割れ

碗？ 底部片 ③― 締。還元。 口少し消耗。20世紀前半。美浪？

5 鉄製品 I i-87 長(43)cm，幅I4cm屏 06cm，重（4O) g 調査時以降の欠損。茶紫色。下方が刃部となり丸抹気味。蛤

小刀？ 状にふくらみ刃部となる。全体急な円弧状に曲がる。エ具？

附状錆のため和鉄。15世紀以降。

6 鉄製品 I b-90 長(36)cm，幅0.8cm，厚06cm，重（39) g 先端部調査時以降の欠損。和鉄。縦錆割と陪状頭部折り曲げ

釘 横断面方形。剥落。赤紫色であり被熱か。15世紀以降。

7 鉄製品 I 1-86 長(53)cm，幅05cm，厚05cm，重（23) g 頭部調査時以降の欠損。展状剥落と割れのため和鉄。赤紫の

釘 ため被熱か。曲がりあり使用鉄。

8 生産関連 I j-86 長(55)cm，幅67cm，厚24cm，重124Og 旧損。意識的か？やや重。酸化進まず。炉底面痕をとどめる

鉄滓 椀形滓。鍛冶滓。18世紀以前。
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3.第2面（中・近世）の検出遺構

(1)第2面ー 1の概要

本面はD-2区のみで検出された面であり、第 l

面から 10cm前後掘り下げ、明黄褐色の酸化面として

調査を行った。検出遺構は、溝6条の他にこの酸化

面に褐灰色の還元気味土壌が筋状に東西南北方向に

伸びるのを確認し、還元土壌に囲まれた区画を 8面

確認した。

(2) D-2区の検出遺構

1) 溝

4号溝（第132図）及び5号溝（第132図）とも調査

区中央でグリッド南北方向の88ラインに沿って直線

的に伸び、脇には褐灰色の筋が併走する 。4号溝は

北端で5局溝と合流し、深さは10cm程で船底状を呈

し、高低差は 1cmと水平に近い。東埋没土中には上

層水田耕作土状の褐灰色土の堆積が見られた。

I 88 | 86 

Ii 

I 86 

「こ ~1 ~ 11ば／
lg 

I II 
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< 1111/V 1 
邑＼ J［ ¥ [8[e 
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I : 400 16m 

第129図 D-2区第 2面ー 1全体図
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(6号溝）
1明 黄褐色土 やや砂質。上面酸化斑。下方還元気味。褐色土面

床土含む。

2明黄褐色士 やや砂囲。上面酸化斑。下方還元気味。

3褐灰色土 砂烈。遠元気味。畦などを含む。

4明黄褐色土 砂質。酸化斑陪。中世褐灰色土面酸化斑屈。

5灰黄褐色土 砂質。As-B混じる。還元気味。

6褐灰色土 3附に近似。畦下の還元斑か。

7．にぶい黄橙色土 砂質～シルト質。黄橙シルトブロック多く、

人為埋没か。

8褐灰色土 3陪に近似。 砂質で FP泥流中黄色シルトのプ

ロック含み人為埋没か。
9．にぶい黄橙色土 砂質。しまる。道跡。

10．にぶい黄橙色土 砂囲。土坑フク土。

II．にぶい黄橙色土 10層に近似。僅か還元気味。砂倒。土坑フク土。

12．褐灰色土砂質。 As-A軽石含む。

①褐灰色土砂質As-A軽石含む。

* 1 a~2c屈は、14号土坑参照。

6号溝（第130• 132図、 PL45) は、調査区北寄り

の東西グリッドのJラインに沿い検出され、傾斜方

向は東から西で19cmの高低差を持つ。本面の調査時

には上幅1.44m、深さ20cm程の丸底状を星する溝と

して調査を進めたが、下層面調査で更に掘り下がる

状況があり、本面では埋没途中の最終段階で利用さ

れたと考えられる。この6号溝上層の中央部で4号

溝と重複する部分で本溝を横断する硬化面を確認し、

更に北側立ち上がり部分で本溝に沿うように下層

As-B混土層の硬化した面があり、側溝としての機

能が考えられる。7号溝（第130• 132図、 Pし45)

は、 6号溝の南で検出された浅い小規模な溝である。

北側には畦畔痕跡と考えられる還元筋が併走する。

8号溝（第130図、 PL45) は、 6号溝と併走し間に

道状遺構を挟む。調査区北西端部で9号溝と重なる。

本面では埋没途中の段階の状態で調査を行い、下層

面で明確な掘り方を検出した。北脇には褐灰色筋が

表33 D-2区第2面ー 1溝計測一覧

名称 位置 方位 比尚 規模（長ーm，幅・深さ―cm)

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

4 I h-87→ I e-87 N-0° 0 01 19 0 92 22 11 

(D-2区基本土府）

l褐 灰色土 上面やや酸化。下方還元気味。下方少し粗質。

2．にぶい黄褐色土 砂質。

3黄褐色土砂質。

4．にぶい黄褐色土 砂質。僅か酸化気味。

5．にぶい黄褐色土 砂質。僅か酸化気味。

6褐灰色土 黄褐色粘性プロック含み、人為埋没土。

7褐 灰色砂質土

8．にぶい黄褐色土 少し砂質。
9．褐灰色土 As-B多く含み、粗質。 6号溝埋土。

10.にぶい黄褐色土 砂質。粗質。 溝跡か。

II．にぶい黄褐色土

12.にぶい黄褐色土 砂質ながら、粘性味あり 。

12'にぶい黄褐色砂質土

13．褐灰色土 砂質。 As-B多く含む。還元気味。

14．褐灰色土 As-B混土。

15．褐灰色土 As-B混土。

16．灰黄褐色土 As-B混土。

17．灰黄褐色土 As-B混土。

18．褐灰色土 As-B混土。

19．黄灰色土 As-B混土。

* I a~IX陪は、韮本土展参照。

併走する。9号溝（第130図、 PL45) は、調査区北

西端部で検出し、 6 号• 8号溝と直交する。下層面

調査では6号溝内に 1号水溜めとした楕円形状を呈

する土坑に流れ込むような状況が見られた。本溝は

掘り込みが57cmと深く、掘り方も断面V字形に近い

逆台形状を呈し、高低差はほとんど無い。

備考

1号溝と併走した畦畔下より検出。北が狭く、南が広い。

5 l 1 -86→ l 1 -87 N-72° -E 

゜
8 5 134 3 西脇に褐色酸化筋あり。

7 I 1 -89→ I h-91 N-85° -E 0 03 6 4 25 14 4 浅い小規模な溝。

8 I j -90→ I J -84 N-85° -E 0 09 33 4 35 9 23 2号溝下層より検出。埋まりかけの 6号溝との間に硬化面。， I J -91 → I j -90 N-29° -E 0.01 45 74 25 57 南北方向の溝 6 号• 8号溝と直交。
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第131図 D-2区第 2面ー 1溝・遺構外出土遺物

D-2区第2面― l 溝 ・遺構外出土遺物観察表（第131図）

No 器 種 出土位慣 法且(cm)①口径 胎土 ・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

4溝 軟質陶器 +5 (—(— 白・黒色鉱物含。底外燻。 焼成、割れ口は 5層サンド状態。底面外型肌あり 。

I 焙烙 底部片 ③― 中性。芯燻。内面酸化気味 割れ口僅か消耗。灰褐色。19世紀。小泉焼？

I 土師質土器 I i-91 ①―②(7.0) 白・黒色鉱物含。やや重 底面に鞘輯右回転の糸切痕あり 。内外面回転横撫であり 。

皿 底部片 ③(I 6) 硬。酸化。にぶい橙色。 割れ口消耗少。14~18世紀。県内。

2 焼締陶器 I i-88 (—(— 白•黒色鉱物含。 重。 締。 外面に格子叩目あり 。内面に擦痕あり 。割れ口消耗少。

甕 体部片 ③― 還元～酸化。 13世紀常滑。

3 焼締陶器 I e-88 (—(— 白•黒色鉱物含。 重。 締。 外面に箆整形。内面に撫で痕あり 。割れ口消耗少。

甕 体部片 ③― 還元気味。 13~15世紀。常滑か渥美。

4 軟質陶器 I i-84 ①―②― 白•黒色鉱物含。 やや重。 内外面に燻かかる。内外面横撫で。内面整形痕残存。割れ口

火鉢 体部下方片 ③― 並。酸化。燻。灰色。 消耗大。15世紀。西毛。

5 軟質陶器 I 1-87 ①(30 0)②一 白・黒色鉱物少。重。硬。 内外面に淡い燻かかり、横撫であり 。割れ口消耗大。紐挽上

鉢 口縁部片 ③(4.2) 還元。軽燻。灰色。 げの単位は長い。14世紀。西国搬入。

6 焼締陶器 I c-89 ①―②(17 O) 白・黒色鉱物含。重。締還 内面に自然釉。底面に石英を多く含む砂付着。体部外面に箆

甕 底部片 ③(3.8) 元～酸化。にぶい褐色。 削痕。割れ口消耗あり 。13~15世紀。常滑。

2)水田 （第132図、 PL45)

調査面である明黄褐色酸化面に、幅50cm前後の還

元土壌気味の褐灰色土が東西南北に走ることから、

畦畔状の高まりは確認できないが区画の痕跡と考え

調査を行った。区画内には砂層の堆積が一部で見ら

れ、耕作の痕跡は確認できなかった。この褐灰色筋

は上下面でトレースされ、擬似畦畔状の痕跡か継続

使用された区画境の痕跡かは不明である。

表34 D-2区第2面ー 1水田計測一覧

No 面積 長軸長 短軸長 水口

（ポ） (m) (m) 

1 (84 2) (11 4) 9.6 2 

2 (21.0) (7.8) (5 2) 

3 135.2 15 5 8.1 1 

4 209 4 14.7 14 3 2 

5 (90.2) (17 7) (lO 0) 

6 (21.0) (2.9) 9.7 1 

7 (39 0) (3.0) 14 0 

8 (53.2) (20 8) (2 5) 
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l明黄褐色土 水田。酸化斑。やや弱い。床上か。

2褐 灰色土溝埋土。遠元斑。

3褐灰色土 旧溝埋土。還元斑。

3褐灰色土 3屑より少し酸化気味。床土か。

4．灰黄褐色土 やや還元気味。

I 2 I•立

＿＿---

l灰 黄褐色土 粗質。褐色土面耕土。

2．にぶい黄橙色土 粗質。畦部上面酸化気味。

3にぶい黄褐色土 粗質。やや還元気味。

La79.80m 

0 I : 50 2m 

゜
I : 200 8m 

第132図 D-2区第 2面ー 1水田

143 



4.第2面 （中・近世）の検出追構

(1)第2面ー 2の概要

本面は0-2区のみで検出された面であり、第2

面ー 1から 10cm前後掘り下げ、明黄褐色の酸化面と

して調査を行った 。 検出遺構は、 8 号• 9号溝の延

長と掘り方の確認。 6号溝内の土坑8基とこの酸化

面に褐灰色の還元気味土壌が筋状に東西南北方向に

伸び、それに囲まれた区画を確認した。 ｀ 

／ 

呵

6溝

A A' 

A
 

呵

(2) D-2区の検出遺構

1) 1号水溜（第133• 136図、 PL45)

6 号溝西端部にて検出した 。 8 号溝 • 9号溝に接

し、長辺3.23m、短辺3.0m、深さ55cmの規模を持

つ。底面には黒褐色粘土を貼り込んだような痕跡が

見られた。埋没土中には、水性堆積によるラミナが

見られる砂質の明黄褐色土や黄褐色土が堆積してい

た。

叫

A' 

叫

゜
し＝79.80m

I : 40 

1．明黄褐色土砂質土。

やや酸化斑混じり 。水性
堆積、部分的にラミナ。

2黄褐色土砂烈土。 1屑
より弱い酸化斑混じり 。
水性堆積、部分的ラミナ。

3褐灰色土砂質土。還元

気味。水性堆積、部分的

にラミナ。

4．明黄褐色土砂質土。

5．褐灰色土 As-B混じり。

6．にぶい黄橙色土 砂質土。

5府のプロック入る。
7．黒褐色土 黒色粘性。

人為的貼り付けかつ

lm 

V ~'~ U I : 2 

| 

第133図 D-2区第 2面ー 21号水溜

D-2区第2面ー 2 1号水溜出土遺物観察表（第133図、 PL82)

竺竺更竺竺で「匡可至；言丘翌ここ言言；五玉こ：

No 器種・器形 出土位置 残 存

生産関連 -3 近完存

鉄滓

2 I 生産関連 I -3 

鉄滓
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2)±坑

1号～8号土坑については、調査区北側の6号溝

埋没途中で溝北側の法面を掘り込むような形で検出

された 。 2 号• 5 号• 6号土坑では、細長く煙突状

の張り出しが確認でき、平面形状はオタマジャクシ

状に見える。

1号土坑（第134• 135図、 PL46) は、 6号溝東寄り

底面で検出した。楕円形状を呈し若干肩が崩れてい

る。埋没土は、砂質の明黄褐色土が堆積する 。2号

土坑（第134図、 PL46) は、 6号溝中央部やや北側

法面で検出した。円形を呈し、法面立ち上がり部分

に僅かな掘り込みが見られ、 5 号• 6号土坑同様張

り出しを持つ形態であったか。底面に礫の入った径

40cm程の窪みがある。埋没土は、砂質の明黄褐色土

が堆積する。3号土坑（第134図、 PL46) は、 6号

溝中央の北側法面を掘り込み構築してる。楕円形を

呈し、掘り込みはしっかりしている。 4号土坑（第

134図、 PL46) は、 6号溝中央の北側法面を掘り込

み構築してる。楕円形を呈し、掘り込みはしっかり

している 。埋没土は、灰黄褐色粘質土が堆積する 。

5号土坑（第135閲、 PL46) は、 6号溝中央西寄

り北側法面を掘り込み構築してる。土坑部分は楕円

坑（第135図、 PL46) は、 6号溝西寄りの北側法

面を掘り込み構築している。土坑部分は楕円形を呈

し、断面逆台形に掘り込まれている。張 り出し部は

階段状に立ち上がる。埋没土は砂質のにぶい黄橙色

土と下層には灰黄褐色粘質土が堆積する。7号土坑

（第135図、 Pし46) は、 6号溝西寄りで検出した。

北側法面立ち上がり部分を掘り込み構築している。

楕円形を呈し、断面逆台形に掘り込まれ、掘り込み

はしっかりしている。埋没土は砂質のにぶい黄橙色

土と下層には灰黄褐色粘質土の堆積が見られた。8

号土坑（第135図、 PL46) は、 6号溝の中央の 2

号上坑と 3号土坑の間で、 6号溝底面付近を掘り込

み構築している。楕円形を呈し断面逆台形状に掘り

込みしっかりしている 。埋没土上層はにぶい黄褐色

砂質土、下層に褐灰色土が堆積する 。

表35 D-2区第2面ー 2土坑計測一覧

No 位椴 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

1 I 1 -85 100 70 60 梢円形 N-14° -E 

2 Ii -87 93 90 69 円形 N-82° -E 

3 I J -88 62 51 32 楕円形 N-82'-W 

4 Ii -88 64 54 46 円形 N-12'-E 

5 I 1 -89 180 46 52 隅丸長方形 N-12°-W 

6 Ii -89 228 19 60 不定形 N-13°-W 

7 I 1 -90 83 74 57 円形 N-36° -E 

8 I 1 -87 105 68 44 楕円形 N-4° -E 

形を呈し、断面逆台形状に掘り込まれ、張り出し部

は階段状に立ち上がる。埋没土は砂質のにぶい黄橙

色土と下層には灰黄褐色粘質上が堆積する。6号土

叫 叫
し△ 1 `上/

uよ
／

A

叫
A
 

A' 

lb A' 

m| L=79.80m 

(1号土坑）

la.明黄褐色土砂質土。

lb.明黄褐色土粘性あり 。

(2号土坑）

la.明黄褐色土砂質土。

ラミナ状に入る。

(4号土坑）

lb.明黄褐色土．粘性あり 。

叫 叫

□三〗6溝△
L-79.50m 

A 叫
lb 

A叫

゜
L~79.90m 

I: 40 Im 第134図 D -2区第 2面ー 2 土坑（ 1)

L-79.60m 
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叫 叫 叫 叫

／口 Qi (6号土坑）

la にぶい黄橙色土 砂質土。

やや還元気味。

lbにぶい黄橙色土 砂質土。

やや還元気味。 la~ より酸化気味。
le.にぶい黄橙色土 la府に近似。

2 黄灰色土砂府。

： ム

叫 叫 La79 80m 
I 

A ．公 (5号土坑）

la.明黄褐色土 砂質土。

A叫lb 叫
し＝7990m lb明黄褐色土．粘性あり 。

A la 

10::I'1 

A
 

1~ __A_ 

6溝 ＼

I 

言シ ―ミ］
6土ー2 I 

(7号土坑）
la.黄灰色土砂質土。

lb.灰黄色土 ブロック様。還元気味。

2. 明黄褐色土 粘性あり 。酸化気味。

シルトブロック。

(8号土坑）
］．にぶい黄橙色土 砂質土。

2.にぶい黄橙色土 砂質土。

3.にぶい黄橙色土 砂質土。

4.褐灰色土砂質土。B下耕

土ブロック入る。

A' 5. 3陪に近似。As-B混入る。

し＝79.60m

0 I: 40 Im 
し＝79.70m

I► I ► i 

A
『

A
'
 

ー土5
 

,
D
I
 

゜
I : 3 

1 16土一 l

10cm 

第135図 D-2区第 2面ー 2土坑（ 2) ・出土遺物

D-2区第2面ー 2 5・6局土坑出土遺物観察表（第135図、 PL82)

No. 器種 出土位囮 法呈(an)①口径 胎土 ・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

5土 須恵器 +14 (—(— 微砂粒含。還元。並。灰 叩き後撫で。

1 甕 破片 ③― 色。

6土 軟質陶器 +7 ①(29 0)②ー 白•黒色鉱物微含。 並。 図面上方に被熱酸化あり 。外面下方回転箆削り 。上方輔轄目

1 焼炉か火鉢？ 口緑部片 ③(9 4) 中性～酸化。浅黄橙色。 内面輛輔目。割れ口少し磨耗。18• 19世紀。県内。

6土 須恵器 +26 (—(— 微砂粒含。還元。並。灰 輛櫨整形。

2 甕 口緑部片 ③― 色。 外面折り返し。強い箆撫で。
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3) 区画（第137図）

調査面である明黄褐色酸化面に、幅50cm前後の還

元土壌気味の褐灰色土が東西南北に走ることから、

畦畔状の高まりは確認できないが区画の痕跡と考え

調査を行った。区画内には砂層の堆積が一部で見ら

れ、耕作の痕跡は確認できなかった。この褐灰色筋

は上下面でトレースされ、擬似畦畔状の痕跡か継続

使用された区画境の痕跡かは不明である。

4) 溝

8号溝は調査区北東端部で分岐する。また、 I i-

90グリッド内から If-89グリッド内で検出した溝状

遺構は、 N-15°-Wの方向で6号溝の対岸にある

9号溝方向に向く 。埋没土は明黄褐色砂質土であり、

上面では砂層の範囲のみを確認した。この溝の南延

長部には両側が還元上壌の褐灰色土に挟まれた浅い

明黄褐色砂質土の入った窪みがある。

第137図 D-2区第 2面ー 2水田
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表36 0-2区第3面ー 1溝計測一覧

名称 位問 方位 比高 規模（長、 m，幅・深さ．cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

6 Ii -90→Ii -85 N-85°-E 0 19 30 7 144 75 8 埋没途中オタマジャクシ状土坑、北側法面集中。

IO I 1 -86→I h-85 S-85°-W 0 08 6 0 39 25 16 6号溝南に接し、 ll号溝とも併走。

II l 1 -87→l 1 -85 S-89° -W 0 03 13.6 37 19 8 6号溝南法面状を東西方向に伸びる。

12 If -87→I h-86 S-57° -W 0 04 IO 8 30 12 7 他の溝と異なり斜行する溝。

13 [j -84→I 1 -85 N-60° -E 0 02 5 I 10 4 5 他の溝と異なり斜行する溝。8号溝の延長？

Ii—耳

l、一

D-1区

井s-92

よq-92

96 194 

79.20 

fo-92 

D-2区

゜
I : 400 16m 

I 104 

第138図第 3面ー 1 全体図





5.第3面（中世）の検出遺構

(1)第3面ー 1の概要

本面は、明黄褐色の洪水層中の褐灰色土面として

調査を行った。検出遺構は、 D-1区で畦畔状の高

まりと東西方向に平行する溝3条、畠サク状の短く

平行する溝群 1カ所を検出した。また D-2区では

土坑4基、溝4条、道路状の硬化面ーカ所と畦畔状

の痕跡を検出した。

(2) D-1区の検出遺構

1) 溝

調査区南半で東西の国家座標軸に沿うように開削

された溝3条を検出した。

9号溝（第139図、 PL47) は、深さ 10cm程の断面丸

底状を呈し、埋没土中には灰黄褐色のシルト質土と

砂質土が混じり洪水による埋没と考えられる。

10号溝（第139閲、 PL47) は、調査区を横断し東か

ら西へ12cm程の高低差を持つ。深さは28cmを測り、

断面船底状を呈する。中央から東にかけ南側立ち上

がり部分に下幅 lm程の畦畔が併走する。埋没土は、

被覆洪水層に似ているがより粘性の強いにぶい黄褐

色土が堆積する。11号溝（第139図、 PL47) は、上

幅30cm、深さ 12cm程の丸底状を呈する。

埋没土中には 9号溝同様の灰黄褐色シルト質の洪水

層が入る。

2)畦畔（第139図、 PL47)

調査区南端部のHp-98グリッド～Hp-92グリッド

にかけて 10号溝と併走する東西方向の畦畔と上記畦

畔と直交方向に伸びる南北畦畔をHo-97グリッドと

Hp・ Hq-98グリッド内の 2カ所で検出した。東西

畦畔では上幅約90cm、下幅l.lm、高さ 10cm程の規

模を持ち、構築土中には下層堆積土の粘質土と砂質

土及びAs-Bを含んだにぶい黄褐色土を用いている。

表37 D-1区第3面ー 1溝計測一覧

名称 1 面両｀：［国|—ー一一紐＿＿］悶1 |：：靡ば喜閾責Ill;

田面は、 10号溝北側面と南側面では平均10cm程南側

が低く、調査区中央部の11号溝西端部と 10号溝中央

を結ぶ当たりは、田面の段差か上下層の影響か不明

であるが傾斜変換部がある。

3) その他（第139図、 PL47)

Ho • p-99 • 100グリッド内にて 10号溝を挟み土

質の異なる 2~4m程の平行気味のラインを確認し

た。また、 2基の小ピットを10号溝西端部と調査区

南西端部にて確認した。

備考

9 I Ho-98→Ho-1021 S-87° -E I 0.10 

10 I Hp-103→ Hp-92 I S-89° -W I 0.12 

11 I Hs-96→Hs-92 I S-84° -W I 0.04 

22.01 541 251 Ill 10号溝と併走する。東西方向に伸びる溝。

53.811001 221 28 東西方向に伸び、脇に畦畔併走。

21.2 I 38 I 12 I 12 東西方向に伸びる。
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第140図 D-1区第 3面ー 1横断図

(3) D-2区の検出遺構

1) 溝

調査区北寄り 6号溝周辺に集中して検出された。

10号溝（第142図、 PL47) は、 6号溝南立ち上がり

部分で11号溝と接し検出され、深さ約16cm程の断面

船底状を呈し、西→東に僅かな傾斜を持つ。埋没土

は砂質のにぶい黄褐色土が堆積する。

11号溝（第142図、 PL47) は、上記10号溝と平行に

南接し検出され、深さは約8cm程で断面丸底状を呈

する 。埋没土は砂質のにぶい黄褐色土が堆積する 。

12号溝（第142図、 PL47) は、調査区中央北東寄り

で検出し、 N-23°-Eの方向に傾き、 10号土坑を

掘り込む。深さ 7cm程で断面丸底状を呈し、 4cm程

の高低差を持つ。埋没土は砂質のにぶい黄褐色土が

堆積する。

13号溝（第142図）は、上幅10cm程の小規模な掘り

込みであり、深さは約5cm程で断面船底状を呈し、

北東から南西に僅かな傾斜を持つ。埋没土は砂質の

にぶい黄褐色土が堆積する。

2)道路遺構（第146図、 PL49• 51) 

調査区北寄りの東西方向に走る 6号溝北側立ち上

がり部分に褐灰色のAs-B混じりの硬化面を検出し

た。硬化面は、西壁断面で40cmの厚みを持って第2

面ー 1より確認でき、層中には複数枚の硬化面を縞

状に確認し恒常的な使用が認められる 。最下層はA

s-B混士の上面から始まり、 6号溝開削時に盛り上

げられた排士が畦道状に作られ、その後何度も盛り

上げられ継続的に使われたと考えられる。調査区北

東端部では直交方向である南北方向に伸びる硬化面

を検出した。この硬化面は8号溝の分岐で切られる。

I 

゜
I : 2 5cm 

第141図 D-2区第 3面ー 110号溝出土遺物

D-2区第3面 10号溝出土遺物観察表（第141図、 PL82)

心； I ：種産関：う 1 竺;置 |残

鉄滓

存 I法勺言掌謬？ 嘉 ご？重さ(g)I 旧状のまま。鉄成関連：形重：9:9;；嘉：夏徴われる。鍛冶滓

炉底面形状を伴う椀形滓か不明。18世紀以前。
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3) その他

6号溝中央南から南西方向にかけて若干締まる灰

色から褐灰色の還元気味土壌の広がりが見られ、他

の調査面は畦跡と考えられる強い酸化土と田面相当

面から小さな耕作痕と黄橙色砂質土ブロック混じり

土を検出した。

4) 土坑

9号土坑（第143図 PL48) は、 2~3cm程の浅い

窪み状を呈する。埋没土は砂質の灰黄褐色土の堆積

である 。10局土坑（第143図、 PL48) • 11号土坑

（第143図、 PL48) • 12号土坑（第144図、 PL48)

は、 2mを越え掘り込みのしっかりした大型土坑で

ある 。埋没土中にはAs-Bや下層土のブロックを含

む人為的埋土である。10号土坑は、 12局溝が上面に

走り、深さ84cm程の断面箱形を呈する。 11号土坑

は10号土坑の南で近接し、深さ60cm程の断面箱形

を呈し12号土坑は、調査区中央南東壁際で検出され、

深さ79cm程の断面箱形を呈する。

13号土坑（第144図、 PL48) は、調査区北寄りの6

号溝中央南立ち上がりで検出され、 6号溝に切られ

る。南北方向に軸を持ち 2m弱の南端の丸みを持つ

土坑である。埋没土中には砂質のにぶい黄褐色土が

入る。

表38 D-2区第3面上坑計測一覧

I(" 
A
 

J
 

No 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) ， I g -87 130 65 4 梢円形 N-34°-W 

10 I g -87 200 80 84 長方形 N・ 5゚ ・E

11 I g -87 265 220 60 不定形 E-6° -S 

12 Id -88 254 118 79 長方形 N-2'-E 

13 I 1 -87 (180) 66 20 長方形 N-6° -W 

A' 

A
 

A' 

| 
△ l!10土坑l~/ A 

(9号土坑）
1.灰黄褐色土 砂質土。酸化気味。

...A.. 

公

ユ lb ①
 

△ 

△上

△こ

(10 • 11号土坑）
①．にぶい黄橙色土 砂質土。還元気味。

la．灰黄褐色土 B下耕土。FP泥流ブロック含み、還元強。

人為的埋設か？
lb．灰黄褐色土 B下耕土。 FP泥流ブロック含み、砂質。

やや酸化。

le. 1 a層とほぼ同じ。
2. 褐灰色土 B下耕土多く含む。

3. As-B混じり、 B下耕土ブロック多く含む。

し＝79.60m

0 I :40 lm 

第143図 D-2区第 3面ー 1土坑（ 1)
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13
土
坑

Kl 
二

吋 <t:I 

(12号土坑）

la．灰黄褐色土 砂質土。As-B軽石を微量に含む。

B下耕土・平安洪水層土プロック混入。

2a．褐灰色土 As-B • B 下耕土 • 平安洪水砂プロックの混土。
人為的埋土。

2b．褐灰色土 砂質土。粘質土プロック混入。
＊掘った後すぐに人為的に埋め戻した形跡が見られる。

募堀か？

公 △ 

(13号土坑）
しにぶい黄褐色土 砂質土。黒色土が微量に含入。

C----

゜
I : 3 

］ 
-:;::::,'1 I土一 l

10cm ゜
し=79.50m

I :40 Im 

第144図 D-2区第 3面ー 1土坑 （2)及び出土遺物

D-2区第3面 11号土坑出土遺物観察表（第144図）

No 器種

器形

土師器

かわらけ

出土位置

残存

+ II 
口緑部片

法鼠(an)①口径

②底径③高さ

①(7 7)②ー

③(I. 7) 

胎土・焼成 ・色調 成・整形技法，器形の特徴

細砂粒含。酸化。並。橙1口緑部横撫で。内湾。

色。

D-) 

4
 

|

1

ロロロバ

一

IJI 

、 I
I
/
/
 

0 I : 3 10cm 

第145図 D-1区第 3面ー 1遺構外出土遺物

D-1区第3面 遺構外出土遺物観察表（第145図）

No 器 種 出土位置 法星(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 磁器、青磁 フク土 (—(— 鉱物見えず。菫。締。 胎土淡灰色。器面に暗オリーブで厚い百磁釉。外面輔轄回転

碗 体部下方片 ③― の箆削り目。割れ口消耗有。15• 16世紀龍泉窯。

2 軟質陶器 Hp-98 (—(— 白•黒色鉱物含。 軽。 軟。 口縁部に使用磨耗あり 。内外面横撫であり 。割れ口の消耗大

鉢 口縁部片 ③― 弱酸化～還元。灰黄色。 。15世紀。西毛。

3 軟囲陶器 Hp-97 (—(— 白•黒色鉱物含。 軽。 並。 内面磨耗なし。内面横撫であり 。外面器面荒れ整形不明瞭。

火鉢 体部片 ③― 酸化～還元。明褐灰色。 割れ口消耗大。15~17世紀。西毛。

4 軟質陶器 Hp-96 ①―②― 白•黒色鉱物含。 軽。 並。 内面に雛輔横撫で。外面同箆削り目。割れ口消耗大。特異器

壷か小型甕？ 体部片 ③― 中性。外面弱燻．還元。 種。黄灰色。15~17世紀。西毛。
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Ia' 

ーニニ 半 一立 ＊ Y 
la 

lb 

ュ
B- Ila 

lib 

IV 3b 2b Ile 7 3a 2a 

（道路迫構） SPA-A'
I.褐色土 中世水田耕作土。
2.褐色土 粘質土。砂質土を多く 含む。
3.にぶい黄褐色土 砂質土。橙色土ブロックを含む。
4.にぶい黄褐色上砂肘。
5.黒褐色土 粘質土プロック・軽石を微且に含む。
6.褐色土 砂烈土。粘囲土混入。鉄分を多旦に含む。

（道路面を直接被毅する府）
7.黒褐色土 粘質土。砂質土が微訊に混入。鉄分 ・

マンガン粒を全体に含む。（道路面に盛り土）つ
8.黒褐色土 砂質土。マンガン粒がラミナ状に堆栢。

非常に固くしまる。（道路面）
9.褐色土 砂質土。鉄分を多鼠に含む。固くしまる。（道路面）
10.黒褐色土 8層と同じ土質だが、鉄分は含まない。
11.黒褐色土 砂質土・粘質土混入。マンガンを多星に含む。

As-Bを多鼠に含む。
12.暗褐色土 砂質土と粘質土の混土。As-Bがプロック状に混入。
13.黒褐色土 砂質土。マンガン粒のラミナ。
14.黒褐色土 砂質土。マンガンを多且に含む。
15.褐灰色土 砂質土。マンガン粒を微鼠に含む。
16.褐灰色土 砂質土。マンガンがラミナ状に堆梢。黄褐色土

ブロック混入。
17.黒褐色土 砂質土。マンガンのラミナ状堆梢が微星に

見られる。
18.黒褐色土 粘質土。砂臼土が混入。

黄褐色土ブロック混入。
19.暗褐色土 As-B屑。

Ilb IV 

（迫路追構） SPB-B' 
* I a~N府は、碁本土眉参照。
］．暗褐色土砂質土。

2a褐灰色土 砂質土。マンガン
が全体にラミナ状に堆栢。
非常に固く締まっている。
（道路硬化面）

2b暗褐色土 砂質土。マンガン
が全体にラミナ状に堆積。
非常に固く締まっている。
（道路硬化面）

3a褐灰色土 砂質土。部分的
にマンガンがラミナ状に堆柏。
踏み荒らされた形跡あり 。

3b暗褐色土砂質土。
4. 黒褐色土砂質土。

B' 

lco 

le 

゜

=(/ 
ろ／

I : 3 10cm 

゜
I : 200 

|‘-

＂叫—

8m 

上

_Q_ 

上

lj尋—

D-1区

lg叫

＼ヘ

゜
ヽ
ヽ

ぐ
終

＼
傘
ヽ

｀
 

ヽ
＼
 

c
 

ヽ

｀
 

／

｀

曇

E' 

15溝

l灰黄褐色土砂質。As-B混土。As-B粒主体。
2褐灰色土 As-B混じり主体。
3．褐灰色土 As-B混プロック。
4．黄橙色土 As-B混土に FP泥流ブロックを含む。
5褐灰色土 黒色土ブロックを主とする。

玉

I le 

196 

12溝

ぐ＇｀誓上

(12号溝）
I.暗褐色土砂質土。

2.黒褐色土 砂質土。粘質土プロック混入。
3.黒褐色土 2K!Jに似るが、粘臼土プロック多量に混入。
4.暗褐色土砂質土。追路硬化面。
5.灰黄褐色土砂質土。
6.暗褐色土 砂質土。しまり極めて強い。
7.褐灰色土砂烈土。

194 

L=79.80m 

（道路迫構） SPJ-J'

* I a～珊a層は、基本土層参照。
I.黒褐色土 砂質土、粘質土混入。As-B _L 
•鉄分含む。 固く締まる 。 （道路硬化面）

2.黒褐色土砂質土。As-B含む。
固く締まる。（道路硬化面）

3.黒褐色土 As-8主体。黄褐色土ブロッ
クが微鼠に混入。

4.暗褐色土 粘質土。鉄分凝固が見られる。
5.褐灰色土 砂質土。非常に固く締まる。

鉄分が幾条もラミナに見られる。
6.褐灰色土 川砂と平安洪水恩粘買土の混土。

」

上

上

上し

立

J::L. ]' H' 

上

（道路辿構） SPF-F'・ SPG-G'・ SPH-H' 
I.灰褐色土 砂烈。硬化面が呉屑をなし、

17面以上が数えられる。硬化面酸化気味。
l'は砂烈土。硬化少し弱い。

2.灰褐色土 砂質。畦様に高まり 、上面は
硬化。

3.灰褐色土 細砂多く還元気味。下面、
上面が硬化。3'As-8混じり多い。

4.灰黄褐色土 シルト質で固結化。

゜
L=79.40m 

I : SO 2m 

第146図第3面ー 2道路遺構
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6.第3面ー 2 （中・近世）の検出遺構

(1)第3面ー 2の概要

20cm前後の上層褐灰色土を除去し、洪水層下には

As-Bが攪拌され均質な砂質土壌化した黒褐色土

層がある 。洪水層からAs-Bまでの間は継続的に耕

作が行われたと考えられ、漸位層的土層の変化が見

られる。

本面から検出された遺構に D-1区と D-2区に

またがる道路遺構があり、その他にD-1区では溝

1条、土坑2基、 D-2区では溝 l条、土坑3基を

検出した。

(2) 検出遺構

l) 道路遺構（第146図、 PL49• 51) 

D-1区北寄りから D-2区中央を通り北東端に

かけて N-50'-Eの角度で斜行する。確認全長約

70m、上幅約6~7mの規模を持つ。

D-1区の掘り方では、 As-B混じりの褐色土砂

質土からAs-Bまで全体を数cmの浅い溝状に掘り込

み、更に両側に上幅 1~1.4m、深さ 5~7cmの側

溝を設け、再度埋め戻しながら踏み締め貼り床状の

硬化面を仕上げたようである。その後も補修等が行

われながら規模が大きくなったものか、硬化面は大

きく上下2層に分けられ、部分的に路面が2条に分

かれる場所もある。

D-2区では掘り方は深さ20cmほどの溝状に掘り

込んだようであり、底面には土坑状の落ち込みが連

続して見られる。断面観察ではD-1区同様埋め戻

しながら硬化面を作っている。

D-2区第3面ー 2 道跡出土遺物観察表（第146図）

上層水田耕作土と考えられる灰褐色土の堆積が20

cmほどあり、最下面は水田耕作によりフラットに整

えられたようである 。その下層のAs-B混じりの褐

色土砂質土を除去中に確認した。本遺構周辺はAs-

B混士を数cm掘り下げるとAs-B層に被覆された水田

面が広がる。この水田面の畦畔走行は国家座標軸に

近似する東西南北方向に設けられ、検出された道路

遺構は畦畔区画を無視して斜行する。

2) 溝

D-1区

12号溝 （第146図、PL47)

調査区中央北寄りの道路遺構を掘り込む形で検出

した。溝の南西端部は直角に屈曲する。埋没土は、

As-8混じりの砂質土であり、下層土ブロックが含

まれ人為的埋土である。

D-2区

14号溝 （第142図、 PL45) は、 9号溝下層にて検出

した。15号溝（第146図、 PL50) は、道路遺構と併

走するような位置で検出した。傾斜方向は西から東

に12cm程の傾きを持ち、深さ20cmを測り、埋没土

はAs-B混土を主体としている。

No. I器 種

器 形

土師器

出土位四 法呈（cm)①口径 I胎土 ・焼成・色調 I 成・整形技法，器形の特徴

三 細 砂 粒 含。酸化。並。 I全体に消耗。
破片 ③ー にぶい橙色。

表39 第3面ー 2溝計測一覧表

名称1面両口喜祈蓋i|―ーー一輝＿＿―|信言 |:9贔ば心眉昇 備考

12 I Id-93 • lb -94 
14 

15 I I f-91→ I g-86 

N-36° -E I 0 

S-55°-W I 0.12 

IO 8 I 40 I 18 I I 7 I D -1区。 道路状遺構硬化面を切る。

D-2区9号溝掘り方。

10.0I 431211171 D-2区。道路状迫構の南で併走する。
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3) 土坑

D-1区

1号土坑（第148図、 PL47) は、深さ 19cm程の円

形を呈し、埋没土はAs-B混じりの砂質土と下層土

ブロックが含まれ、人為的埋土である。2号土坑（第

148図、 PL47) は、深さ 10cm程の長方形を呈する。

埋没土は 1号土坑同様であり、人為的埋土である。

D-2区

土坑の大半は調資区北で検出され、埋没土中には

As-B混じりの砂質土と下層土ブロックが入り混じ

り、人為的に埋め戻された状況であった。

14号土坑（第148図、 PL48) • 15号土坑（第148図、

PL49) • 16号土坑（第148図、 PL49) は、 6号溝

下層で検出され、埋没土は下層土ブロックが入り混

じる人為的埋土である。14号土坑は、 13号土坑と直

交方向に重なる長方形を呈し、深さ40cm程の規模

を持つ。15号土坑は円形を呈し、深さ 10cm程の規

模を持つ。16号土坑は、東西方向に向く隅丸長方形

を呈し、深さ 78cmと掘り込みの深い土坑である 。

17号土坑（第150図、 PL49) は、東壁で方形の角部

分のみ検出した。深さ50cmと掘り込みは深く、埋没

土は他の土坑同様人為的埋土である。

18号土坑（第150図）は、深さ 12cm程の円形を呈す

る。埋没土は他の土坑同様人為的埋土である。

19号土坑（第150図、 PL50) • 20号土坑（第150図、

PL50) は、不定型の土坑であり、埋没土は他の土坑

同様人為的埋土である。21号土坑（第150図、 PL50)

は、 15号溝東端で検出された円形土坑である。掘り

込みは浅く、埋没土はAs-B混じりの砂質土である 。

22号土坑（第150図、 PL50) は、道路遺構内より検

出した。上面は道路面の硬化面が見られ、埋没土は

他の土坑同様人為的埋土である 。

土坑列（第146図、 PL48)

調査区北東隅の道路遺構上面で検出され、形状及

び間隔は規則性はなく 50~60cmほどの楕円形状を見

する土坑状の遺構である。掘り込みは10cm前後と浅

く、埋没土中にはにぶい黄褐色土の砂質またはシル

卜質土の堆積が見られる。
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表40 D-1区第3面ー 2土坑計測一覧

No I 位四 長軸 短軸 深さ I 形状 軸方位

(cm) I (an) I (an) 
1 I Ht -93 

2 I Hq-97 

73 I 61 I 19 円形 N-83'-W 

243 I 103 I 20 長方形 N-2'-W 

表41 D-2区第3面ー 2土坑計測一覧

No 位刑 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

14 I I -87 167 73 40 長方形 N-86°-W 

15 I 1 -89 106 100 10 円形 N-33°-W 

16 I 1 -90 237 65 81 隅丸長方形 N-80°-E 

17 I c-88 (138) (77) 50 不定形 N-30°-E 

18 I J -86 46 45 15 円形 N-30°-E 

19 I h-87 113 41 10 不定形 N-32°-W 

20 If -88 156 21 5 不定形 N-49'-E 

21 I g-89 78 67 II 円形 N-80°-E 

22 Ii -87 69 39 31 不定形 N-74°-E 

4) 畠状遺構

1号畠状遺構（第146図）

調査区東壁寄り Ig-87グリッドから Ii-85グリ ッ

ドにかけて検出された。長さlm前後、幅12cm前後、

深さ 2cm程の規模を持ち、短い溝状の掘り込みがN

-55° -E方向に40~50cmの間隔で連続している。

本遺構上面には10号溝がトレースされる位置にあ

り、また本遺構脇から北西方向にかけて僅かに段差

を持ち地形変換部に位置する。本遺構の形態として、

道路下に残る波板状凹凸に似ており道路遺構とも併

走することから、道路遺構の可能性も考えられる。

2号畠状遺構

調査区中央道路遺構上面の西端で検出された平行

気味の4条ほどの短い筋状の痕跡である。掘り込み

はなく色調の違いで検出した。

5) 水川 （第147図、 PL51)

調査区中央から南にかけてAs-B混じり砂質土面

の色調が酸化面と還元状態の筋に色分けできた。畦

畔状の高まりはない。上下面の畦畔とトレースされ

る筋もあるが、その後の耕作により畦畔が消失した

可能性が考えられる。
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A' 

I.にぶい黄褐色土 粘質土と砂質土の混土。
軽石を含む。黒褐色土ブロックが全体に
混入。

2.にぶい黄褐色土 色調明るめ。粘質土。
軽石を含む。

3.灰黄褐色土 砂質土 ・黒褐色土・黄掛色
土プロック混入。軽石を微星に含む。

4.暗褐色土 砂質土。黒褐色土プロック
混入。軽石を含む。

5.褐色土砂質土。軽石を全体に含む。黒
色土粒混入。

6.暗褐色土 砂質土。 鉄分・軽石を微量
に含む。

*l ・2号とも、 As-B軽石降下以降の遺
構であると思われる。

I.暗褐色土 砂質土を含む。
2.暗褐色土 黒褐色土ブロック混入。
3.黒褐色土 粘烈土。 砂利がブロッ

ク状に混入。

A
 

4 3 I 2 
A' 

L~79 20m 

吋 吋
•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•: 

吋 吋
：：：～＼下 ギ

B ＼ I ＾ ＾にフ~ ‘.. -L ↓ II B' 

［ <| <i:; I L~79 40m 

B B' 

la.灰黄橙色土 As-B混土。
lb灰黄橙色土 As-B混土。

<t'.I <(I L-79 60m 

2a褐灰色土 B 下耕土 •HP泥流
ブロック混土。

2b褐灰色土 各種ブロック多い。 la.褐灰色土 As-B混じり、砂質、粗質。

L=79 40m 2c.褐灰色土 各種ブロ ック多い。

i ml 
A<

叫

A 

叫

A' 

叫 L-79.60m

1.灰黄橙色土

2.褐灰色土

3.褐灰色土

4.灰白色土

5.褐灰色土

6.褐灰色土

As-B混土。黒色耕土プロック
含む。

As-B混土。黒色耕土ブロック
多い。
As-B混土。

シルト水性堆栢様。還元気味。
FP泥流ブロック多く含む。
5層に似る。粗質。

゜
1 : 40 lm 

し＝79.50m

第148図第3面ー 2D-1区・ D-2区土坑（1）
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A 口 A' 

* Ila~IV陪は、甚本土層参照。
1.にぶい黄橙色土 砂質土。

2a. II屑を主に、 As-B塊、 As-B直下水田耕土、 FP泥流展ブ

ロックなどを含む。

2b. II屑を主に、 1 a眉よりプロック量多い。

3. 褐灰色土 踏んだような水平の粘質土（平安洪水粘質土）入る。

Ile Ila Ile 

IV lib'皿

A
 

A' 

し＝79.20m

［［三△ △_ 土

A
 

立 I.黄褐色土 As-B含み、砂質。

土 A' 

I.暗褐色土 As-B混土。黄褐色粘土ブロッ

ク混じり 。しまりあり 。白色粒子(jJI mm大
全体に混入。にぶい黄褐色の粘土賀ブロッ

ク¢ l ~2cm大含む。

¥ <I 21土坑 吋

］．褐灰色土 As-B混土。 As-B層
に灰黄色粘質土ブロック含む。表層

は固くかりかりしている。

吋 <(I 

(21局土坑）

I.褐灰色土 As-B混土を主とし、上面やや硬い。

(22号土坑）

1.赤褐色土

2.褐色土
2'褐色土

3.褐灰色土

4.褐灰色土

5.褐灰色土

＼ へ 22土坑

口 △

As-B混。道跡による硬化著しい。砂質、酸化。

As-B混。砂質。酸化気味。

砂質。

As-B混。還元気味。やや軟らか。

As-B混。小ブロック。平安洪水層のブロック含む。

As-B混。砂質。3層に近似。軟らか。還元気味。

一
土

L~79.40m 

Q I : 40 2m 

第149図第3面ー 2D-2区土坑（2)

/]―  

第150図 第3面ー 2遺構外出土遺物

0-2区第3面ー2 遺構外出土遺物観察表（第150図、 PL82)

一
q
 /

/
0
 

I : 3 10cm 

No 器種 出土位固 法鼠(an)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1 陶 器 I j-88 ①―②― 白色鉱物少含。やや軽。 外面に自然釉かかる。口緑部少し磨耗。内外面横撫で。割れ

鉢 口緑部片 ③― 硬。還元。灰白色。 口消耗少。13~15世紀。 東海。

2 軟質陶器 I e-90 (—(— 白•黒色鉱物含。軽。 内外面横撫で。内面下方少剥落。割れ口消耗大。14・15世紀。

鉢 口縁部片 ③― 軟。還元。煽。 黄灰色。 県内。
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7.第4面（古代）の検出遺構

(1)第4面の概要

As-Bにより埋没した面である。本区のAs-B層の

堆積は上部のアッシュである灰層は無くなっている

が10cm前後の軽石層が残り、水田の遺存状態は良

好であった。検出遺構は調査区全体に整然と東西南

北方向に畦畔配置された水田追構が36面検出され

た。

(2) 検出遺構

l)水田（第151~159図、PL52)

As-B層は灰層から軽石層にかけて大半が鋤き込

まれており、畦畔以外の面でも 1cmにも満たない場

所もあった。また軽石層直下の検出面には青色気味

のアッシュが薄い被膜のように覆う 。

畦畔配置は条里地割りを意識し、東西南北方向に

設けられているが、 0-1区では横長長方形の 9号

水田（85.6m')や縦長長方形の19号水田（80.0m')、

方形の22号水田（94.0m')等の様々な水田形状が入

り組んで作られているため、畦畔はあみだくじ状に

配置される。0-2区では横長長方形に形状が統一

され水田面積も大きく 31号水田 (245.4m')や32号

水田（245.2m')では2倍以上の面積を測る。

こうした水田を画する畦畔の中で0-2区北寄り

で検出された国家座標値X=36.345ラインに近接す

る東西畦畔は、上幅70cm、下幅l.lmと他の畦畔に

比べ規模が大きく大畦畔と考えられる。また上記の

ように 0-1区と 0-2区では水田区画が異なるこ

とから、現道下に変換ラインがある可能性が考えら

れる 。

給水方法については、調査区内には給水目的の水

路は検出されず、各水田に水口を設け水田から水田

への懸け流し潅漑を行っていたと考えられる 。

水田面は基本的には平坦面であるが、田面中には

足跡や耕作痕のような痕跡が多数見られた。その中

で足跡は東西方向に移動したような痕跡が多く見ら

れる。またD-2区北寄りにおいて、水田面に踏み

荒らされたような凹凸が見られた。

水田耕作土の層厚は4~10cm前後であり、灰雑物

の少ない均質な強粘性の黒色土であり、直下の洪水

堆積層と考えられる緑がかった灰白色粘上を鋤き込

み耕土化している。

表42 第4面水田計測一覧

No 面栢 長軸長 短軸長 水口

岡） (m) (m) 

1 (53.6) (11.4) (7 7) 

2 (24 6) (9 3) (4 8) 

3 66.0 10 4 8.0 2 

4 (6.6) (I 0.6) (I 3) 1 

5 (64 0) 10 6 8 0 

6 50 8 8 5 5.3 1 

7 (3.8) 5.5 (I I) 

8 (82 8) 12 0 10 I ， 85 6 12 0 64 1 

10 54 0 12 0 3 5 2 

11 (41 O) (5 4) 8.0 

12 (30 6) (7.7) 44 1 

13 (3.2) (I 8) (3 O) 

14 56 2 14 9 4.0 

15 25 2 6.1 43 1 

16 30 0 7 I 3 7 1 

17 (14 4) (3 9) 3 5 

18 75 2 13.6 54 1 

19 80.0 15 8 4 8 1 

20 (11 8) (2 7) 4 9 

21 (102 4) 12.0 8.5 1 

22 94.0 12.1 13 4 I 

23 (69 6) (9 2) 6.9 

24 (6 6) (9 I) (0.4) 

25 (82.4) (18.9) 40 1 

26 (182 8) (15 2) 16 9 

27 (22 8) (5 5) 5.1 

28 4.0 (2.8) (1 6) 

29 (58.4) (8 2) 12 2 

30 (138.8) (15.5) 11.5 

31 (245 4) (22.2) 11 7 

32 (245 2) (21 8) 8.4 

33 (100.8) (22 5) (4 5) 

34 (1.2) (I 2) (1 3) 

35 (64 4) (IO 4) 11 0 

36 (47.2) (11.4) (3.7) 
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含む。鉄分凝固が見られる。

2.灰黄褐色土 B水田耕作土と平安洪水岡

の漸移層。耕作土粒が混入。

3 灰黄褐色土 平安洪水層。シルト質土。
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：し言竺△
土． 5号水口 土立

B
 

4号水口 B' B 5号水口 B' 

L-79.20m 

(4号水口）
l.黒褐色土 B水田耕作土。軽石を微鼠に含む。鉄分凝固が見

られる。

2.灰黄褐色土 B水E1:1耕作土と平安洪水府の漸位移府。耕作土

粒が混入。

3.灰黄褐色土 平安洪水眉。シルト質土。

し＝79.20m

゜
La79.30m 

I : 50 2m 

第154図 D-1区第 4面水田（ 3)
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l．黒褐色土砂質土。黄褐色

A' 粘質土をブロック状に含む。

2.黒褐色土粘質土少ない。

* I a~ma府は、基本土肝参照。

゜
L=79.20m 
I : 50 2m 

第156図 D-1区第 4面水田水口（ 2)
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B' 

゜
I: I()() 4m 

゜
L~79.30m 

I : 50 2m 

］． 黒褐色土 B水田耕作土。軽石を微且に含む。鉄分凝固が見られる。
2.灰黄褐色土 B水田耕作土と平安洪水附の漸位移唇。耕作土粒が混入。
3.灰黄褐色土 平安洪水附。シルト質土。

第157図 D-1区第 4面水田水口（ 3)

I 86 88 90 

℃逗
: 0I ~、
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34水田

唸

雪—

へ0,/令/ 
’9 99 ¥’’’‘ ‘'1 

゜
I 200 8m 

B 2 I B' Al Al' 

一→
-I-. _ 

＝ミ一— I.にぶい黄橙色土 シルト 。軽石含む。

L~79 30m 
2.黄橙色土 シルト～細砂。水成堆積。軽石含む。

La79 50m 

゜
I 50 2m 

第158図 D-2区第 4面水田（ 1)
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（畦断ち割り）

］．黒褐色土粘性。粘土～シルト。As-8下水田耕土。

2.明黄褐色土 シルト釘。軽石含む。

3.明黄褐色土 シルト質。軽石含む。

坐 笙 ＇ A3 廷 A4 A4' 

゜
L-79.30m 

I : 50 2m 

第159図 D-2区第 4面水田（ 2)
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第160図 D-2区第 4面遺構外出土遺物

D-2区第4面 遺構外出土遺物観察表（第160図）

No 器 種 出土位置 法量(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器 形 残 存 ②底径③高さ

I 須恵器 I h-87 ①(13.0)②一 細砂粒混。中性焔。並。輔轍整形。
椀 口縁部片 ③(2 7) 灰色（外）、暗灰色（内）

2 須恵器 I a-90 ①―②― 細砂粒混。中性焔。並。 輻輔整形。

坪 口縁部片 ③― 灰白色（外）、黒色（内） 。
3 須恵器 I g-88 ①(13.4)②一 細砂粒含。還元焔。良。 輔轄整形。口唇端部つまみ出し。

甕 脚部片 ③(2 7) 灰白色。

4 灰釉陶器 I f-90 ①―②― 鉱物見えず。重。締。
瓶 体部片 ③― 還元。灰白色。

5 土師器 I e-88 (—(— 細砂粒含。酸化。並。
甕 頸部片 ③(3 0) にぶい橙色。

6 生産関連 I a-90 長76cm，幅90cm，厚29cm，重209.4g 
鉄滓

8.第5面（古墳時代）の検出遺構

(1)第5面の概要

As-B下水田耕作土下には発掘調査時に平安洪水

層と呼んでいた緑がかった灰黄褐色粘土層の堆積を

確認した。層厚は厚いところで20cm、薄いところで

10cm前後の堆積が見られた。その下層は水平に平夷

されたような状況が見られ、直下からブロック状の

明黄褐色のHr-FP泥流層を部分的に調査区内で確認

した。

このHr-FP泥流層下の精査を行ったところ、 D-

2区において極小区画水田の痕跡と 16号溝上層土の

入ったピットを確認した。

外面上方に灰釉かかる。内面横撫で。外面下方回転箆削り後
回転撫であり。割れロシャープ。10世紀。東海。
頸部コの字強い撫で。

調査時以降の小欠損。2片接合。やや重。酸化進まず。炉底
面痕をとどめる椀形滓。鍛冶滓。18世紀以前。

(2) 検出遺構

l) 水田（第162図、 PL53)

調査区北東寄りのおよそ2lomの範囲で60面相当

の極小区画水田の痕跡を確認した。畦畔の高まりは

北東端寄りが上端16~30cm、下端30~50cm、高さ

4~6cmの規模を持ち明瞭であったが、南西寄りは

平夷され下端の痕跡のみの確認であった。水田は傾

斜方向の北西から南東方向のN-35'-Wに軸を持

ち、碁盤の目状に配置されている。水田面積は2.0m2

の広さが平均的である。大畦畔は調査区中央付近を

N-30°-W方向に縦断する痕跡を確認した。この

大畦畔の痕跡は下層面のHr-FA面でもトレースされ

る。

175 



表43 D-2区第5面水田計測一覧

No 面積 長軸長 短軸長 水口

(m') (m) (m) 

1 (1 7) (1 7) (0 9) 21 2 4 18 I 3 41 2 7 2.0 I 2 

2 (I 7) (1 7) 1 4 22 (l.O) 09 I 2 42 l 9 1.8 I. I 

3 (2 4) 1 8 1 1 23 (1.6) 1.3 I 2 43 2 0 l 7 1.3 

4 (O 8) (O 8) (I 4) 24 2.1 1.6 I 3 44 1 7 I 9 1.0 

5 (I I) (I 5) I 0 25 (2 5) 2 0 1.4 45 2 0 I 6 1.2 

6 (1. 7) 16 0 9 26 (I 7) 1 7 (0.9) 46 2 0 I 6 I. I 

7 (1.3) (I 3) 0 8 27 (1 9) (1 5) 1.4 47 2 I I 7 I 3 

8 (1.3) 1.4 I.I 28 (2 I) I 6 I 4 48 2 5 I 9 1.4 ， (2.2) 1.9 I 2 29 I 9 l 4 I 3 49 2 0 I 5 I 2 

10 1.9 1.9 1.0 30 I 9 1 6 I 2 50 24 I 7 I 3 

ll 1 8 1.6 I. I 31 (2 2) 2 0 l 4 51 2.6 18 14 

12 (0 5) 0 8 I 0 32 (2.1) I 7 1.2 52 (I. I) (I O) I 4 

13 1 7 I 6 I I 33 1.6 I 4 I 1 53 (2 3) 1.7 l 3 

14 24 I 8 I 2 34 2.0 J 6 1.2 54 (I 8) 1.6 l 2 

15 2 3 I 9 I 2 35 2.4 I 8 1.4 55 (I 9) 1.7 1.2 

16 2 0 I 7 I I 36 2 0 1.5 I 3 56 (2.2) (1.9) I. I 

17 (I 5) (I I) (I 6) 37 (I 0) (l.O) 1.2 57 (I 7) (I 4) 1.1 

18 1.1 (O 9) I 3 38 (0 3) (0 7) (0.4) 58 (2 0) (1.3) 1.3 

19 2.1 2.1 I 3 39 1 8 1 4 I 4 59 (I 7) I 7 (0 9) 

20 (2.1) 1.8 I.I 40 (I 7) 1 4 I. I 60 (O 5) (I O) (0 6) 

Ii 

岨

le □|8: le 

le 

la 伍-90 O 
I : 400 16m 

第161図 D-2区第 5面全体図
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* I a~X層は、基本土屈参照。
］．灰黄褐色土 粘質土。 暗褐色土 •FP泥流下ブロック混入。

゜
し＝80.00m

I : 50 2m 

第163図 D-2区第 5面畦・溝断面
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2) 溝

16号溝（第162図）

調査区北端中央部で Ij-86グリッド内で検出し

た。深さ 10cm程であり底面は凹凸が激しい。埋没士

中には上層の平安洪水層と呼ばれる灰黄褐色粘質土

が堆積し、 Hr-FP泥流上層での掘り込みである。

3) ピット

調査区全体に散在する 。配置や規模等に企画性は

ない。大半のピット埋没土中には、上層の灰黄褐色

粘質土（平安洪水層）が堆積し、 一部Hr-FP泥流

埋没のピットもある。

三
0 I : 3 

／□□ ＼ 

2
 

10cm 

＼ 

第164図 D-2区第 5面遺構外出土遺物

D-2区第5面 遺構外出土遺物観察表（第164図）

/
3
 

／
 

No 器種 出土位置 法量(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器形 残 存 ②底径③高さ

I 須恵器 le-,。 ①(14 0)②ー 細砂粒含。還元焔。並。 輻籠整形。器表面磨耗。

坪 口縁部片 ③(2 4) 灰白色。

2 須恵器 フク土 ①(9 4)②一 焔。並。暗灰色。 口唇部三角。輔轄整形。

小型甕 口緑部片 ③(2 3) 

3 須恵器 ]j-87 ①―②― 粗砂粒混。還元。並。灰 輔轍整形。肩部自然釉付着。

甕 肩部1/4弱 ③(7 I) 白色。細砂粒含。還元。

9.第6面（古墳時代）の検出遺構

(1) 第 6面の概要

Hr-FP泥流層下の水田耕作土と思われるにぶい

黄褐色土は、南壁で10cm、北壁で20cm近い堆積で

あり、この層を除去したところHr-FP泥流と同じ

明黄褐色のブロック状に入る Hr-FAを確認した。

Hr-FAの堆積は後世の耕作で撹拌され部分的に窪み

に入った状態でしか残らず、ブロック状の堆積の濃

淡で水田区画を想定した。この面より検出した遺構

は極小区画水田と大畦畔のみであった。

(2) 検出遺構

l) 水田遺構

D-1区（第166図）

調査区南西端部の300m2弱の範囲で42面相当の極

小区画水田が検出された。畦畔は碁盤の目状の配置

であり、傾斜方向に長軸を持ちN-75°-Wに向く 。

当区で検出された極小区画水田の面積は平均2m'前

後である。水田耕作土は10cmほどの厚みで確認でき、

灰褐色の央雑物の少ない均ーな土質である。大畦畔

178 

は検出されなかった。

D-2区（第167図、 PL53)、

本区のHr-FA層の堆積は薄く上層の水田耕作に

より撹拌され、僅かに窪みに残ったHr-FAの粗密

により水田区画を想定した。水田区画は、調査区北

東寄りの140mほどの範囲で27面相当の極小区画水

田が検出された。畦畔は若干不規則な碁盤の目状の

配置であり、 N-50"-Wに向く。極小区画水田の

面積は、平均2m前後である 。大畦畔は、水田密集

部分から僅かに西に離れN-25° -Wに向き検出し

た。水田耕作土は5cmほどの厚みで確認でき、青灰

色の央雑物の少ない均ーな土質である 。下層には

As-C混じりの黒褐色士が堆積する。

2) その他

D-2区において、散在するピット及び小円形の

窪みを検出した。
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表44D-1区第6面水田計測一覧

No 面積 長軸長 短軸長 水口

(m') (m) (m) 

l (1.8) (2.4) (0.6) 

2 (I.4) (2.1) (I I) 

3 (2.0) (2 1) 09 

4 I 2 (1.9) (0 7) 

5 2.3 2 l I 0 

6 2 I 1.8 I I 

7 I 7 I 5 1.0 

8 (I 6) 1.8 08 ， (0 9) (l 8) (O 6) 

10 2 0 1.8 1 1 

11 2 l 2 2 0.9 

12 I 9 1.8 0 9 

13 2.1 I 9 1 0 

14 2 0 1.8 I 0 

15 (I 9) (I 7) I l 

16 (I 9) 2.0 I 0 

17 2 2 2 3 1 1 

18 I 9 1.9 I 0 

19 1.9 I 8 0 9 

20 2 3 2.0 I 2 

2 l (1.4) 1 5 1.0 

22 (0 5) (0 8) (0.7) 

23 2.3 2 I 0.9 

24 2 3 2 0 I.I 

25 2.3 I 7 1.4 

26 (3 0) 2 I 1.4 

27 (1.6) (2 I) 0.8 

28 I 7 I 8 0.9 

29 I 4 I 7 0.7 

30 (0.4) (0 9) (0 7) 

31 I 6 1 8 0 7 

32 (I 8) 1.9 0 9 

33 (0 6) (I 3) (0.9) 

34 (I 2) (1.3) 0 9 

35 (2 2) 2 I (0.9) 

36 (0.5) (1.6) (0 6) 

37 I 7 I 9 0, 9 

38 I 6 1.7 0 9 

39 I 3 1 7 (0.9) 

40 (O 3) (1.0) (0 4) 

41 (I 3) (I 7) (O 6) 

42 (0 9) 1.6 (0 5) 

43 (I 8) I 4 (I.2) 

44 (2 O) 1.7 (I 3) 

45 4.1 24 I 6 

46 44 2 6 I 8 

47 2 3 1 6 1.6 

48 3 0 I 8 I 5 

49 2 9 2 3 1 3 

50 3, O 2 I 1 3 

51 2 7 I 7 1.4 

52 2. 7 I 7 1 5 

53 34 2 0 1.7 

54 5 1 2.7 2 0 

55 3 3 2 I 1.5 

56 2 5 1.8 14 

57 2 0 I 6 1.3 

58 2 3 1.7 I 3 

59 1 1 (0 8) 08 

叫

叫

60 (I.9) (I I) 1.6 

61 3.0 1.8 I 6 

62 5 0 2 6 2 2 

63 5 I 2.7 24 

64 (3 6) (I 8) 2 5 

65 (I 3) (I.4) I 0 

66 2 5 I 7 1.5 

67 4.4 2.8 I 6 

68 2 4 I 7 1.6 

69 (4.2) (2.4) I 5 

叫

吋

゜

--J  / | 

◎ 

L=79.20m 

I : 50 2m 

゜
I : 200 8m 

叫

第166図 D-1区第 6面水田
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第168図 第6面遺構外出土遺物

D-1 • 2区第6面 遺構外出土遺物観察表（第168図、 PL82)

No 器 種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 土師器 Ho-100 ①(22 0)②ー 細砂粒含。酸化。橙色。 睫輔整形。

坪 口緑部片 ③― 

2 須恵器 Ht-97 ①(15 0)②ー 細砂粒含。還冗。 輔纏整形。

坪 口縁部片 ③― 灰白色。

3 須恵器 Hs-93 ①(12 6)②ー 細砂粒含。還元。 雛櫨整形。

坪 口縁部片 ③― 灰白色。

4 土師器 Ia-95 ①(12 0)②一 細砂粒含。酸化。良。 口唇部シャープ。口縁部横撫で。体部との境界、稜を持つ。

坪 口縁部片 ③(3 2) 橙色。

5 土師器 フク土 (—(— 細砂粒僅少含。酸化。並 脚部接合部？

高坪 脚部片 ③(1 6) 

10.第7面（古墳時代前期）の検出遺構

(1)第7面の概要

Hr-FA水田耕作土は 5~10cmの央雑物の少ない

粘質上を掘り下げ、黒褐色の鉄分凝縮の見られる

As-C混じり土を確認し面調査を行った。調査区内

の傾斜は北西から南東に25cmの高低差を持つ。検出

遺構には D- 1区で大畦畔の高まり 2条、河道状の

溝を含め溝6条を検出し、 D-2区においては水田

区画と大畦畔 l条、溝16条を検出した。

(2) D-1区の検出遺構

l) 畦畔 （第171図、 PL53)

Hq-101グリ ッド～Ho-97グリッド内にかけて N

-50° -Wに向き南に湾曲する大畦畔状の高まりを

検出した。確認全長25m、上端約50cm下端約 lm、

高さ約14cmを測る。畦畔を挟み南北面の高低差は8

表45 D-1区第7面溝計測一覧

cm程で南面が低い。また、調査区北寄りの Id-94 

グリッド～ Ia-92グリッドにかけて検出された雌畔

は、確認全長20m、上端約30cm下端約80m、高さ

約4cmを測り、 N-13°-Wに向き、 13号溝に切ら

れる部分より E-15°-Sに向きを変える。

2) 溝

南北方向に向 <13号～18号溝と 24号溝の 7条の溝

を検出した。13号溝 （第172図、PL54) は南流 しな

がら途中で方向を変え、その変換部より分岐する形

で14号溝（第172図、 PL54) が南流する。形態的

に一連の溝と考えられる 。また、 15号溝（第170• 

172図、PL54) と16号溝（第170 • 1 72図、 PL54)

も同一溝であり、共に深さ 5cm程の断面船底状を呈

する。17号溝（第172図、PL54) と24号溝（第172

図）は、 13号溝東脇に併走する短い溝である 。

名称 位置 方位 比尚 規模（長＿m ，幅・深さ •cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

13 I e-93→Hr-92 N-9° -W 0.10 37.2 50 II II 緩＜ L字形に曲がる畦畔を切り、 14号溝と接近し調査区外へ。

14 Hs-93→Ho-93 N-2° -W 0 10 24.0 50 12 5 13号溝からの分岐か？南北方向に伸びる。

15 I a-96→Hq-95 N-3° -W 0 10 25 3 39 12 6 13 • 14号溝と似た方向に流下。途中16号溝に接する。

16 Hs-95→Hq-97 N-29° -E 0. 10 19 0 70 28 6 15号溝からの分岐か？

17 If -93 N-1° -E 

゜
2 6 64 22 7 13号溝東脇で検出した短い溝。

18 Hp-103→Ho-IOI N-39°-W 0 06 12 0 738 490 113 大規模な掘り込み。C区27号溝に続く 。旧河道。

24 I d-93 • I c-93 N-4° -E 

゜
0 9 ， 3 3 13号溝東脇で検出した短い溝。
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18号溝（第171図、 PL56) は、調査区南西端で確認

した上幅10m近い大規模な溝である。この溝はC区

北端中央部で検出された蛇行する27号溝につなが

る。また、下面調査時に検出した23号溝はこの18号

溝の掘り方にあたる。本溝は深さ約 lmを測り、中

層に厚さ 8cm程のAs-Cのレンズ状堆積を確認し

た。埋没土は流水堆積の特徴的なラミナ状堆積は見

られず、自然埋没と考えられる。開削時期はAs-C

以前であり、 Hr-FA下水田耕作時には既に水平面

となっていたと考えられる。

(2) D-2区の検出遺構

1)水田 （第173図、 PL54)

6cm程のHr-FA下水田耕作土を掘り下げ、 As-

Cの粗い粒子が混じるザクザクした黒褐色土を耕作

土としている。調査区北壁中央から N-20°-Wの

南北方向に伸びる大畦畔を検出し、上幅40cm、下幅

80cm、高さ 8cmほどの規模を持つ。両側に31・32号

溝が併走する。この大畦畔東側で22面の水田区画を

作る畦畔の痕跡を確認した。畦畔の痕跡はAs-Cの

少ない黒褐色粘質土の筋であり、 Hr-FA水田耕作

時に撹拌され芯の部分が残ったと考えられる。畦畔

配置は、南北畦畔は大畦畔に沿い、東西畦畔は等高

線に沿うようやや湾曲する配置である。水田面積は、

小規模な 7号水田でll.lm2、平均的な 13号水田で

24.3m2を測り、水田形状は方形を意識している。

表46 D-2区第7面溝計測一覧

2) 溝

調査区南西隅で検出された17号溝（第174図、 PL

55) • 18号溝（第174図）・ 19号溝（第174図、 PL55)

及び20号溝（第173• 174図、PL55)は、北東から南

西方向に分岐又は合流し、掘り込みは10cmと浅く上

面のHr-FA下水田耕作土である粘性の強い黒褐色土

を覆土とするなど上層水田開削時又は耕作時に掘り

込まれた溝群である 。21号溝（第173・174図、 PL

55) • 26号溝（第173図、 PL55)・ 27号溝（第173図、

PL55)は掘り方及び方向に類似性が見られ、同一溝

と考えられる。この溝と併走するように掘り込まれ

た20号溝や23号溝（第173・174図、 PL55)は同一

時の開削と考えられ、両者とも脇に畦畔状の高まり

を検出した。24号溝（第174図） ・25号溝（第174図）

は平行に17号溝に流れ込み、掘り込みの浅い溝であ

る。28号溝（第174図、 PL55)• 29号溝（第174図、

PL56)は調査区東壁際で検出した。

30号溝（第173• 174図、 PL56)は、 21号溝に南端

で併走し、 28号溝に接する 。

大畦畔伴う31号溝（第173図、 PL56)• 32号溝（第

173図、 PL56)は大畦畔脇の側溝と考えられ、高低

差は10cm程で北から南に流下する 。32号溝は南で

19号水田から伸びる水口状の切れ込みを確認した。

切れ込みから高まりは水田内まで伸び、強制的排水

が行われた可能性が考えられる。また大畦畔もこの

部分で掘り込まれ消失する。

名称 ------位置----------方位-- ・~ 比高
規--模---（長---m-，•ー幅・一 ー・・・ 一深--さ-. cm--) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長 上幅 下幅 深さ

17 I b-89→Ht-90 N-22°-E 0.09 14.0 25 2 浅い掘り込みというより窪み的な溝。
18 Ht -90 S-24°-W 

゜
5 I 19 2 浅い掘り込みというより窪み的な溝。

19 I c-89→ I a-91 N-41°-E 0 06 13 3 83 25 6 22号溝と合流又は掘り込み。17号溝と接し24• 25号溝と重なる。
20 I J -90→ I b-90 N-1° -E 0 15 44 2 98 65 10 南北方向に伸びる直線的な溝。22号溝と合流する。
21 I c-89→ I e-89 S-7° -W 0.01 11.3 28 14 7 26号溝南端と近接し、南に伸びる。
22 I d-89→ I c-90 N-43°-E 0.06 6 7 31 12 5 21局溝途中から分岐か？20号溝と合流し幅広がる。

23 I c-91 → If -91 S-0° 0.01 16 9 52 24 7 調査区南端を緩い湾曲で南北方向に流れる。底面酸化鉄。

24 I b-89 N-90° -W 0 03 2.4 25 l 浅い掘り込みというより窪み的な溝。

25 I b-89 S-87°-W 0.02 3 0 25 ］ 浅い掘り込みというより窪み的な溝。

26 I h-89→ I e-89 N-10°-W 0.06 14.0 38 16 11 21号溝の延長か？27号溝方向に湾曲。同一溝か？

27 I J -90→ I 1 -89 N-14°-W 0 10 74 26 lO 5 26号溝方向に伸び同一溝か？

28 I d-88→ I c-88 N-5° -E 0 06 5 8 36 19 9 21号溝に併走する短い溝。

29 l d-88→ l c-88 N-32°-E 0 04 8.2 89 33 13 調査区境で、落ち込み状にへりを確認した。

30 I d-88→ I e-88 S-23'-W 0 01 2.6 19 5 掘り込みの浅い短い溝。

31 I J -89→ I e-87 N-25'-W 0 16 29.2 48 14 2 大畦状の高まりの上を32号溝と併走する溝。

32 I J -89→ If -87 N-23°-W 0 10 22.9 33 7 5 大畦状の高まりの上を31号溝と併走する。
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表47
＇ No 

D-2区第7面水田計測一覧

言 I ]:[|口：f|水口

| 88 

ー

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2

(5.3) 

(0 6) 

11.4 

(5.3) 

(13.6) 

(1.8) 

II.I 

(12.5) 

(13.4) 

(20.0) 

(39.4) 

(19.0) 

24.3 

26.0 

(16.3) 

(23.2) 

20.5 
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(26.0) 

(26.3) 

(22.7) 

(3.8) 
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(5.1) 

(1.3) 

3.9 

(4.2) 

(3.6) 

4.9 

(6.6) 

(5.1) 

5.6 

6.0 

(5 2) 

5.7 

5.3 

6.4 
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(7 8) 

(8.1) 

6.7 

(1.8) 

(0.8) 

2.4 

1.4 

2.7 

(2.2) 

2.4 

2.2 

4.6 

4.0 

4.9 

3.5 

3.8 

4.5 

4.1 

4.4 

3.7 

3.7 

3.6 

2.9 
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15溝
A I A' (15号溝）

I.黒褐色土 粘質土。軽石・砂質土を含む。

＼ 

B
 

B' 

A
 

16溝
2 I 

(16号溝）
l.黒褐色土 粘質土。 軽石•砂質土を含む。
2.暗褐色土 粘質土。砂質土を多く含む。

A' ①黒褐色土 As-C混土。鉄分凝固が

見られる。
②黒褐色土 シルト質土。鉄分

凝固が多く見られる。 la卜；
③灰黄褐色土

シルト囲土。
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念）

ゃ／

5m 

（北壁基本土Jfj)

* I a~XV府は、基本土眉参照。
I.黒色土 粘質土。下方に樹皮を含む。
2.黒褐色土 粘質土。砂臼土を含む。

3.にぶい黄橙色土 砂質土。隕砂と思われる。粒子細かい。
4.黒褐色土 粘質土。砂釘土・炭化物・礫を含む。
5.黒褐色土粘釘土。粘性強。

6.黒褐色土 粘臼土。砂臼土を含む。
7.黒褐色土 粘質土。砂質土 ・軽石 ・炭化物を：：：＜ 微凪に含む。
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13溝
A.2,1 A' 

13溝

3 I%」王 C

13溝

3 I 3 2 3•玉

］． 黒褐色土 粘質土。軽石・砂質土を含む。
2.暗褐色土 粘烈土。砂質土を多く含む。
3.暗褐色土 粘質土。鉄分凝固が多量に見られる。

□□
¥
oo
 

勺

J

A 
14日

2 

L~79.00m 

17溝
2 A' 

La 79.20m 

］． 黒褐色土粘質土。軽石・

砂質土を含む。

2 暗褐色土粘質土。砂質土
を多く含む。

A 24溝 A'

A' B
 

14溝

I 2 B' 

L=79.00m 

I.黒褐色土 粘質土。 軽石•砂質土を含む。
2.暗褐色土 粘質土。砂質土を多く含む。

畦

（東壁C混上面畦）

* la~XI層は、 基本土屑参照。

la 

L~79.50m 

I : 200 8m 

゜
し＝79.IOm

I : 50 2m 

第172図 D-1区第 7面溝（ 3)
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le 

偉

19溝

I 2 A'_ A 

la 

゜
I : 150 5m 

21溝
A 2 I 2 

A
 

(l 9号溝）
l.黒褐色土 As-C混土。
2.黒褐色土 シルト質土。
3.褐灰色土 シルト質土。砂質土を含む。

(l 7 • 18 • 20 • 22号溝）
1.黒褐色土 粘質土。As-C軽石を含む。鉄分を含む。
2.黒褐色土 鉄分凝固が多く見られる。
3.暗褐色土 As-C混土。鉄分凝固が見られる。

A' 

△ 25溝 ．K A 

23溝
旦＿． I 2 

し＝79.!Om (23号溝）
A 281溝 A, l．褐灰色土 As-Cほとんど含まない。

ー . 2 』 - -2 明赤褐色土酸化斑陪。

29溝
I 2 

[、一

F
 

F' 

~.~ 
17溝

三
18溝

I A' 
士＝プ．＿

20溝

B
 

20溝 3 B' 

22溝
A I A' 

B' (21号溝）
I.黒褐色土粘質土。 As-C軽石を多く含む。
2.暗褐色土 As-C混土。

(28号溝）
I.褐灰色土 As-C多く混じる。
2.褐灰色土 As-C少し混じる。

A' 
- (29号溝）

］．褐灰色土 As-C混土。
2.褐灰色土 As-C多い。

DI DI' 

21溝 28溝 29溝

゜
し＝79.00m
I : 50 2m 

L=79.20m 

旦 ．麟
23溝 20溝

L=79.20m 

E_ 
23土 E' 

第174図 D-2区第 7面溝
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3)土坑 表48 D-1区第 7面 3号土坑計測一覧
| MÎ | 1古血 1 戸紬 ＇ l l 

D-1区

3号土坑（第175図、 PL54)

調査区北端西壁際の13局溝上で検出した。 円形を

呈し、円錐状の掘り方を持つ。埋没土はにぶい黄褐

色土中に下層土ブロックを含む。

D - 2区

23号土坑（第175図、 PL55) は、南端の17号溝脇の

高まりで検出された。埋没土中には、上面のHr-F

A下水田耕作土である粘性の強い灰黄褐色土が入

パ VI ULU  1=咋 l 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

3 I I e -93 53 46 20 円形 N-20'-W 

D-1 • 3土坑

〖｀立I A A' 

L~79. !0m 

り、上層からの掘り込みである 。24号土坑（第 175

図、 PL55) は、 21号溝と 17号溝の合流部で検出され、

As-Cを多量に含み不定形のアメ ーバ ー状を呈する

掘り込みの浅い土坑である 。

表49 0-2区第 7面土坑計測一覧

No I 位慨 1 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

23 I a-90 I 56 42 15 梢円形 N-50°-E 

24 I c -89 100 28 8 不定形 N-75° -E 

□(/ 

1.にぶい黄褐色土 暗褐色土がプロック状に混入。
軽石粒を含む。黒色土粒を微星に含む。

2.にぶい黄褐色土 暗褐色土がブロック状に混入。
軽石を含む。

*FA下の追構。

＼ 
ロD-2•つ23土坑 △ 

A' A 

゜
La79.00m 
I : 40 

A
 

A' 

Im 

゜
I : 3 10cm 

(23号土坑）
I.灰黄褐色土 FA下水田耕土ブロック混じる。
(24号土坑）
］． 黒褐色土 粘質土。As-C軽石多量に含む。鉄分を含む。

第175図第 7面土坑（ D-1 • 2区）

第176図 D-2区第 7面32号溝出土遺物

D-2区第 7面 32号溝出土遺物観察表（第176図、 PL82)

No. 器 種 出土位慨 法鼠（cm)①口径 胎土・焼成・色調 層・整形技法，器形の特徴（外面ー外，内面ー内）

| ] :::粒含。酸化。並。 ;縁：：：二゜り。内：口：i儡口；贔霊；。る。

／
／
 

）
 

]
 

゜
I : 3 10cm 

第177図 D-1区第 7面遺構外出土遺物

D-1区第 7面 遺構外出土遺物観察表（第177図）

No 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1 土師器 le・ ld-94 ①(14 4)②ー 細砂粒、赤褐色小粒含。 口縁部横撫で。稜シャープ。内面撫で。

坪 口緑部片 ③(5 2) 酸化。橙色。

2 土師器 フク土 (—(— 砂粒含。酸化。にぶい黄 器表面磨耗。

甕 破片 ③― 橙色。
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11.第8面（古墳時代以前）の検出遺構

(1)第8面の概要

10~20cmの厚みのAs-C混じりのざらついた黒褐

色土を取り除き、小さな凹凸が多く見られる黒褐色

シルト質土層を検出面とした。

検出遺構には、 D-1区で溝4条及び風倒木痕、

D-2区では水田区画と溝10条、土坑3碁及び風倒

木痕を確認した。

この面は、 As-C降灰前後の水田耕作などにより

撹拌を受けていると考えられる。

(2) D-1区の検出遺構

1) 溝

19号溝（第178図、 PL56) は、調査区北端で検出し

た。深さ 4cmの浅く断面丸底状を星する。埋没土中

には暗褐色シルト土に砂質土混じる。

20号溝（第179図、 PL56)調査区中央部で検出し、

東西方向に向き、中央部は僅かな窪みとして残る 。

埋没土中にはAs-C混じりの黒褐色土が堆積する。

21号溝（第179図、 PL56) • 22号溝（第179図、

PL56) の両溝は、併走し南北方向に縦断する。高低

差はなく埋没土中にはAs-C混じりの黒褐色上が堆

積していた。 21号溝は中央部が若干低く、深さ20cm、

中央部は30cm掘り込まれ断面逆台形状を星する。

22号溝は高低差はほとんど無く、深さ 15cm、断面

丸底状を呈する。

表51 D-1区第8面溝計測一覧

名称 位置 方位 比高 規--模---（長---m-，-幅---・-深--さ--cm--) 
方向（上流→下流） (m) 確認全長 上幅 下幅 深さ

19 I g-92 • I g-93 S-76°-W 

゜
3 3 28 9 14 

(3) D-2区の検出遺構

l) 水田

As-C混じり黒褐色土層を掘り下げ時に、鉄分沈

着やAs-C混じり暗褐色土面と暗青灰色シル ト質土

面との広がりの違いなどで水田の痕跡を確認した。

想定される水田区画は、調査区南西端の一部と北半

分に21面確認した。形状は四角を意識し面積20m'前

後の区画を作ろうとしているようである。大畦畔状

の痕跡は、 10号・ 11号水田脇のN-60°-Eに向く

痕跡と 12号水田から 17号水田を挟む格好で配置され

たN-20°-Wに向く 2本の畦畔状の痕跡を土質の

違いで想定した。 3本の畦畔とも中央に溝を伴う。

表50 D-2区第8面水田計測一覧

No. 面積 長軸長 短軸長 水口

(m') (m) (m) 

I (I 8 8) (6 8) (4 5) 

2 (4 7) (2 1) (2 9) 

3 (14 O) (4 7) 3 2 

4 (20 3) 6 5 3 6 

5 (22 0) (6 I) (3 8) 

6 21 5 5 2 4.4 

7 l4 2 4 7 2 5 

8 (22 2) 6 0 (4 O) ， 86 0 15 6 49 

lO (JO 3) (5 6) (3 3) 

II (25 8) (5 6) (5 3) 

12 (6 I) (2.0) 3 0 

13 16 2 5 4 3 3 

14 9 7 42 3 5 

15 17 I 5 2 3.1 

16 8 6 3 2 2.7 

17 20 3 5 2 3 7 

備考

調査区北端で検出。

20 Hr-94→Hq-97 N-63°-E 0 08 15 6 36 14 8 斜方向に伸び、中央部窪み状となる。

21 Ht -97 • Ho-97 N-6° -W 

゜
27 0 55 JO 30 南北方向に伸びる。 22号溝と平行気味。

22 Hq-100→Ho-100 N-3° -E 0.05 13.0 40 20 14 南北方向に伸びる。21号溝と平行気味。
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21溝
A' B 

21溝
B' C 

21溝
C' A 3 I 2 3 

I I I / 
2 3 

i し＝7880m 

22溝
Hq 、2

(21号溝） (22号溝） B I B' ¥78た

］ 黒褐色土 As-C混土。 ］黒褐色土 シルト質土。

2 黒褐色土 As-C混土。シルト質土を含む。 2 褐灰色土 シルト質土。

3 褐灰色土 シルト質土。 砂質土を含む。

/Ill ヘし， 

97◎ 
し＝7890m 

均

゜
I 50 2m 

Hs—叫

-
A
 78 75 

＼ 
B
-

や
ゃ／

ぶ
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：
 

二
こ

Hq等 こ20溝

A I 2 A' B I 2 B' 

1.黒褐色土 シル ト質土。

2.褐灰色土 シル ト質土。砂阿土を含む。

73_70 

こ
゜

I : 150 5m 
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95 

第179図 D-1区第 8面溝
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B2 B2' 卑 I Ii B3' B4 貶 |lgA 41溝
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旦 Cl' C2 
38溝

C2' 旦

Bl 

L= 78.90m 
旦 I.褐色土 As-C混。砂質。

A 40溝

Bl' 

38溝
A 2 --j.. 2. -"凶

(38号溝）
］．暗褐色土 酸化強い。固くカリカリした感じ。
2.暗灰色粘質上

゜
2m 

第180図 D-2区第 8面溝（ 1)

L-79.00m 
I : 50 
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2) 溝

33号溝（第180• 181図、 PL57) は弧状を呈する

溝である。深さ 4cm前後と浅く、軽石の少ない灰褐

色土で埋没する。34号溝（第180• 181図、 PL56)

は掘り込みが浅く、埋没土中に軽石をが多く 含む。

35号溝（第181図、 PL57) は東壁際で検出した窪み

状の溝である。36号溝（第180• 181同、 PL57)• 38 

号溝（第180図 PL57)・40号溝 （第180図、 PL57)

は、水田畦畔状遺構の中央部で検出され、両側には

畦畔状の痕跡が見られた。掘り込みは深さ 6cmを測

り、断面丸底状を呈する。埋没土中はにぶい黄褐色

土であり、軽石流を含む。 37号溝（第181図）は、

上面19号溝下層に当たり、掘り方面か。 39号溝（第

180 • 181図、 PL57) は調査区西壁寄りで検出した

浅い掘り込みの溝である。41号溝（第180図、 PL57)

• 42号溝（第180図、 PL57) は、深さ1.2mの流水

堆積の見られる河道跡の肩の部分である 。

表52 D-2区第8面溝計測一覧

土

゜
L~78 .40m 
I : 50 

A' 

2m 

I.黒褐色土 粘性。上面やや酸化。有機質。

2.褐灰色土粘性。軽石粒多く、有機質。
3.褐灰色土 粘性。軽石含む程度。有機質。

4.褐灰色土 粘性。軽石粒多い。有機質。

5.褐灰色土 粘性。軽石粒 1cm大の粒状多く含む。

6.褐灰色土 粘性。軽石粒少なく有機質。

7.にぶい黄褐色土 シルト～粘性。軽石含まず。

8.褐灰色土 16層に近似。

9.灰黄褐色土 シルト～粘性。軽石含まず。

10.にぶい黄褐色土 シルト～粘性。軽石含まず。

11.灰黄褐色土 シルト質。軽石粒 1cm大の粒状多く含み、水成堆積。

12.黒色土 粘性であるが目詰まりしていない。有機質強～泥炭質。

13.黄灰色土砂。流水痕。

第182図 D-2区第 8面42号溝断面図

名称 位置 方位 比高 規模（長＿m，幅・深ざcm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

33 I c-91→ I e-87 S-60°-W 0, 0 9 23.3 33 19 5 等高線に沿う ように弧状を呈する。

34 I g-90→ I d-89 N-24°-W 0 21 16 3 108 54 15 掘り込みの浅い幅広の溝。南端は掘り込み深く 3号溝に切られる。

35 I c-88 S-30°-W 0 03 2 3 42 4 掘り込みが浅く、上層29号溝の掘り方。

36 I j -89→ I e-87 N-24°-W 0.16 27.8 26 7 掘り込みが浅く、上層31局溝の掘り方。

37 I a-90→ I b-90 S-34°-W 0 05 8 2 56 7 上層19号溝の掘り方？

38 I h-90→ I J -87 S-53°-W 0.05 21 0 28 15 21 大畦状の中央に掘り込まれた溝。

39 I g-91→ If -91 N-12°-W 0 08 49 30 lS 2 掘り込みが浅く、上層23号溝の掘り方か？

40 I J -90→ I g-89 N-21°-W 0 05 18 8 28 2 掘り込みが浅く、上層26号溝の掘り方か？

41 Ii -85→ I j -85 S-3° -W 0 03 5 6 6 6 調査区北端、幅広の溝42号溝脇で検出。埋没途中か？

42 I 1 -85 S-0° 0.90 2.5 270 130 115 調査区北端、幅広の溝東へ広がる。河道西法面を検出。

3) 土坑

調査区中央付近で円形を呈する25号土坑（第183

図、 PL57)• 26号土坑（第183閲、 PL57)• 27号土

坑（第 183図、 PL57) の3基の土坑を検出した。

各土坑とも埋没土中には黒褐色粘質土が堆積する。

表53 D-2区第8面土坑計測一覧

No. 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

25 I g-89 51 47 ， 円形 N-15°-E 

26 I e-90 68 60 11 円形 N-10°-W 

27 I g-88 56 40 18 不定形 N-41°-W 

池 Ii -90 323 300 55 不定形 N-73°-E 
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第183図 D-2区第 8面土坑
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第6節 E区の検出遺構

1. E区の検出面の概要

当区は東部幹線と呼ばれる市道の南に当たる。こ

の市道を跨ぐボックス・カルバート建設が先行工事

されることとなり、 一部工事区域の明け渡しが必要

となった。そのため、工事区域の調査を先行して行

い、翌年残りの全面調査を行った。その結果調査区

内二分することになり、工事先行調査部分を E-1

区、その他の調査範囲を E-2区とした。遺構番号

もそれぞれで付し、本稿でも調資段階での遺構番号

を用いて記載する。

調査面は当区においても洪水や火山灰等を確認し

面調査を行ったが、後世の撹拌により部分的に遺存

する面もあり、これらの埋没面は枝番を付して面を

数えることとした。

各確認面間にも継続的な人的行為の痕跡が認めら

れ、検出面上層からの掘り込みと考えられる上層被

覆層を含む遺構もあり、調査時に面を特定できない

遺構については、検出面を優先させた。

各面の検出遺構の概要は以下の通りである。

第 1面ー 1 （近世以降） As-A降灰後 屋敷跡道路

遺構・土坑・溝・水田

-2 （近世以降） As-A降灰後 溝・土坑・

井戸・水田

第2面一 l （中世） As-A降灰以前 水田・溝・土坑

-2 （中世） As-B混じり 水田 ・溝

第3面（古代） As-B降灰下水田

第4面（古墳時代） Hr-FP泥流下水田

第5面（古墳時代） Hr-FA泥流下水田

第6面（古墳時代） As-C降灰後 水田？・溝

第7面（古墳時代以前） As-C降灰前 水田？・溝。
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2.第 1面ー 1 （近世以降）の検出遺構

(1) E-1の検出退構

現在の耕作土を除去しAs-Aを含む明褐色土中で

石垣及び杭列の巡る屋敷堀跡の南西隅部を確認し、

周辺部の精査をしたところ溝•土坑•井戸等を検出

した。本面の検出遺構埋没土中にはAs-Aが混じり、

近世以降の遺構群と考えられる。

1) 屋敷跡（第185• 186図、 PL63)

調査区北東寄りで検出し、屋敷地南西部に当たる

部分と考えられる。堀跡は国家座標に沿う方向に掘

り込まれ、直角に曲がる西堀と南堀の一部を検出し

た。本遺構の続きは北関東自動車関連で調査された

同一遺跡のE1 -1号溝へつながる。

西堀は確認全長約14m、上端約2m、下端約53m、

深さ約63cmの規模を持ち、外側法面は緩やかな階段

状を呈し、内側法面は急傾斜となる。堀内法面下方

に小ピット列を検出した。ピット列の間隔は外側法

面側で45~50cm間隔、内側法面側で60cm間隔であ

った。この小ピット列は護岸用に打ち込まれた杭列

と考えられる。断面観察では護岸用横板の痕跡は認

められなかった。

南堀は確認全長約 7m、上端2.2m、下端0.6m、

深さ77cmの規模を持つ。外側法面下部には西辺から

続く柱痕小ピット列を検出し、内側法面中段には石

垣基礎の石列を検出した。石垣は40cm前後の大礫を

小口積み状に積み上げ構築されたようであり、埋没

土中層には礫群が崩落状態で出土している。

内部施設として、堀内より井戸状の8号土坑や9

号・ 20号 ・24号・ 25号溝等が考えられる。
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E-1区第 1面ー 1 近世屋敷出土遺物観察表（第187図、 PL83• 86) 
No 器 種 出土位阻 法旦(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 磁器、青磁 フク土 ①―②― 鉱物見えず。重。 締。 1 mmを超える厚い淡色砧手の釉。器肉薄い。胎土白色。割れ

碗 口緑部片 ③(4 0) 還元。 口消耗少。13世紀。龍泉系。

2 陶器 フク土 ①(JO 7)②46 鉱物見えず。軽。締。中 淡褐色釉。外面の高台部を除いて施釉。外面下方同転箆削り。

碗 1/3 ③6 9 性。 割れ口消耗少。18世紀。美濃。

3 陶器 +21 ①98②4.6 鉱物見えず。軽。締。 淡褐色釉。外面の高台部を除いて施釉。外面下方回転箆削り 。

碗 1/2 ③6 5 中性。 割れ口消耗少。18世紀。美諜。

4 磁器、青磁 フク土 ①(13 5)②一 内外面に暗く薄い青磁釉。 内外面無文。割れ口消耗少。15~17世紀。龍泉系か国産か

碗 口縁部片 ③(4.2) 胎土は淡灰。 不明。

5 石製品 フク土 長(75)cm，幅（46)cm，厚I3cm，重（650) g 合砥級。仕上級。片小口1B時欠損。材質は軟調の合砥。片小

砥石 破片 口、両側は鋸挽目あり。裏は大半剥離し、僅かな旧態面あり。

石材＇珪質粘板岩 乳黄色、上手の砥石。カミソリ砥から手持砥に転ずる。割れ

口消耗あり。県外搬入。

6 石製品 +9 長(4.8)cm，幅5.0cm，厚18cm，重（600) g 荒砥。下砥。片小口旧時欠損。き目ある程度揃う。穿孔があ

砥石 破片 石材粗粒輝石安山岩 り下砥。使用は割れた片側の小口面を除く 5面。県外搬入？

7 石製品 フク土 長(6.S)cm，幅（5.2)cm，厚0.4cm，重（22.0)g 耳部に面取りがなされ三棟となる。表 ・裏に針書きあり。片

石板 隅部片 石材．頁岩

8 鉄製品 フク土 長(42)cm，幅07cm，厚06cm，重（25) g 

釘， 鉄製品 フク土 長(46)cm，幅I9cm，厚07cm，重（55) g 

釘

10 鉄製品 フク土 長(33)cm，幅I0cm，厚06cm，重（3I) g 

釘

11 鉄製品 フク土 長(34)cm，幅I7cm，厚I0cm，重（25) g 

釘

12 木製品・杭 下端部 長(39O)cm，径45an 

13 木製品・杭 下端部 長(453)cm，幅60cm，厚5!cm 

14 木製品・杭 下端部 長(45.S)cm，幅7.0cm，厚4.5cm

(2) E -2区の検出遺構

E-1区同様、現在の耕作土下でAs-Aを含む黒

褐色土面を検出し、両側に側溝状の溝を持つ道路遺

構 2条とAs-Aの入る不定形の土坑群、段差や土質

の違いで分けられる水田区画等を検出した。

1) 1号道路退構 （第188図、PL64)

調査区中央部の南北方向に走る 1号溝と 2号 溝 に

挟まれ、直線的にN-3"-Wに向く 。溝間は1.2~

1.4mを測り 、南壁の断面観察では蒲鉾状に高 まり、

上 面 に は 細 砂 混じりの鉄分凝縮の硬化 面が確認でき

た。

2) 溝

1号溝 （第188図、 PL64)及び2号溝（第188図、

PL64) は、道跡側溝として機能したものである。 l

号溝は中央付近で4号溝 （第188図、PL64)を掘り

込みながら幅が狭くなる 。埋没土中には二次堆 積 に

よるものかAs-Aを多量に含む。 2号溝は全体が側
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側は口良口欠、口良口欠。割れ口消耗微。県外搬入。

下方調査時以降欠損。茶紫色。錆割れ少なく古代鉄か和鉄か

不明。全体に曲がりあり 。使用釘。和鉄。19世紀以前。

下方調査時以降欠損。茶紫色。錆割れ少なく古代鉄か和鉄か

不明。和釘。19世紀以前。

下方調査時以降欠損。茶紫色。錆割れ少なく古代鉄か和鉄か

不明。頭部丸まり使用釘。和釘。19世紀以前。

下方調査時以降欠損。茶紫色。錆割れ少なく古代鉄か和鉄か

不明。頭部錆ぶくれのため変形。19世紀以前。

下端の打込み。先は三角錘形に加工。

下端の打込み。先は三角錘形に加工。

下端の打込み。先は三角錘形に加工。

溝ではなく一部が埋没途中で側溝として利用された

とも考えられる 。 3号溝（第188図、 PL64) は、 l 

号溝の東側で南北方向に 2カ所に分かれる 。周囲に

はAs-Aの入る同規模の土坑群が検出されている 。

埋没土中にはAs-Aの入るざらついた灰黄褐色土を

主体とし、地山洪水層の明黄褐色砂質土が入る。 5

号溝（第190図、 PL64)、 6号溝（第190図、 PL64)

は、調査区南西寄りで検出され、上端25~35cm、深

さ5cm前後の掘り込みの浅い溝であり、埋没土中に

はビニールが含まれ圃場整備前まで継続的に使われ

ていた溝である 。

7号溝 （第190図、 PL64) は、調査区南西隅で検出

され6号溝と直交する 。深さは 2cmと浅く皿状を呈

する 。As-Aを含 む 黄 褐 色 砂 質 土 で 埋 没 し 、 北 脇に

畦畔状の痕跡が見られた。
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表54 E-2区第 1面ー 1溝計測一覧

名称 ------位置----------方位--- 比高 規模i長： m ，幅・深さ—cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長 上幅 下幅 深さ

1 It -83→ 11 -83 N-3° -W 0.18 38.0 64 34 26 1号道跡の側溝。中岡にAs-A主体の屈あり 。

2 It -84→ I I -83 N-3'-W 0 28 4l 5 110 72 18 1号道跡の側溝。中陪にAs-A主体の形あり 。

3 I p-82→ It -82 S-5° -E 0 08 22 5 350 171 30 幅広の途切れた溝。屋敷区画溝？

4 I q-83→ I o-83 N-6° -W 0.04 11.4 72 50 24 1号溝に切られる。

5 I p-87→ I I -87 N-0° 0 12 17 2 25 12 8 6号溝と平行して走り、側溝状の溝。ビニール等入り現代の溝。

6 I p-87→ I I -87 N-0° 0 14 14.5 30 18 16 5号溝と平行して走り、側溝状の溝。

7 lm-89→ lm-88 N-86° -W 0 05 6.4 58 42 4 6号溝と T字に交わる。掘り込みの浅い溝。
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6溝 5溝 B' 

I.黄褐色土酸化斑屈。As-Aを含む。
2.にぶい黄橙色土 還元気味。
3.にぶい黄橙色土 還元気味。
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第191図 E-2区第 1面ー 1溝横断図・溝出土遺物 (1)
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第192図 E-2区第 1面ー 1溝出土遺物 （2)

E-2区第 1面ー 1溝 出土遺物観察表（第191 • 192図、 PL84)

No 器種 出土位置 法鼠(an)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

l溝 陶器 +6 ①―②(4.0) 鉱物見えず。重。締。 内外面に淡褐色の透明釉あり 。細貰入あり 。割れ口消耗微。

I 碗 高台部片 ③― 還元。にぶい黄色。 18世紀。京焼系。

l溝 金属製品 +3 ①―②― 銅主材。 半分で折れ曲がる。万延あて小判にしては横幅大き過ぎる。

2 梢円形板 ③(2 0) 刻文など見えず。

l溝 軟質陶器 +16 (—(— 臼・黒色鉱物含。並。 外面上方から内面に横撫であり 。 内面に凍ハゼあり 。割れ

3 浅渦 口緑部片 ③― 燻～中性さらに燻へ。 口消耗あり 。内耳部欠失。褐灰色。18世紀。小泉焼。

l溝 陶器 +17 ①―②― 鉱物見えず。やや軽。締 内外面に透明釉。外面轄櫨目あり 。割れロシャープ。

4 碗 体部片 ③― 中性。 18 • 19世紀。美澳。

1溝 焼締陶器 +21 ①―②― 白色鉱物含。重。締。 内面に11条を単位とする卸目あり 。図表面左側に片口部の

5 播鉢 口緑部片 ③― 酸化。赤褐色。 一部あり 。割れ口消耗少。内面下方播り磨耗浅くあり 。17

• 18世紀。信楽。

1溝 鉄製品 +9 長(16O)cm，幅2.5cm，厚0.6cm，重（326) g 調査時以降の欠損あり 。層状剥落あり和鉄。茶褐鉗。茎は

6 鎌 錆化大のため、ぜんまい茎か目釘か不明。15世紀以降

l溝 石製品 +5 長(27)cm，幅05cm，厚0.5cm，重（II) g 旧欠損あり 。片小口は使用され丸みを帯ぴる。片小口の使

7 石墨 石材．葉ろう石 用は浅い。横断面は正円に近い。廃棄後二次的な消耗は少

ない。18世紀以降。国産。

1溝8 古銭 完存，＋ 7 直径24cm，孔長06cm，重さ23g 銅主材。 「寛永通宝」背文字なし。初鋳1626年。国産。

1溝9 古銭 完存，＋3 直径245cm，孔長06cm，重さ23 g 銅主材。 「寛永通宝」やや薄肉。細文字。初鋳1626年。

2溝 磁器 フク土 ①(5 0)②ー 鉱物見えず。重。 締。 外面緑色下絵釉。内面白磁釉。割れロシャープ。20世紀。

I 猪口 口縁部片 ③(3 5) 還元。 国産。

2溝 軟質陶器 フク土 (—(— 鉱物含。やや重。硬。 内外面燻かかる。内面に渦面の稜あり 。割れ口少し消耗。

2 渦 耳部片 ③(3 3) 還元後燻。灰色。 17 • 18世紀。国産。

2溝 土製品 フク土 (—(— 鉱物含。スサ多。軽。 外面荒れ、内面に白土化粧僅かに残存。貫通する 2孔あり 。

3 鋳型 蓋側片 ③ー，重50g 軟。酸化。にぶい黄橙色。 割れ口消耗大。時期不明。県内。

2溝 鉄製品 フク土 長(2G)cm，幅（O.G)cm，厚（0.5)cm，重（IO)g 下方欠損。上方調査時以降欠損。茶紫色。縦方向に錆割れ

4 釘 あるが和鉄か不明。19世紀以前。

2溝 鉄製品 +10 長170cm，幅45cm，厚l．0cm，重（53.S)g 割れ込み大きく洋鉄。茶褐錆色。 目穴2穴あり 。 19世紀～

5 不明 現代。

2溝 生産関連 -l 長59cm，幅61cm，厚25cm，重94.2g 旧状のまま。鉄関連。重い。茶褐錆色。炉底面形状を伴う

6 鋼滓 椀形滓。鍛冶滓。18世紀以前。

2溝 生産関連 +10 長45cm，幅2.5cm，厚1.8cm，重277 g 旧損。意識的か？重い。酸化進まず。椀形さいに見えるが、

7 鉄滓 小片のため不明瞭。18世紀以前。

3溝 磁器 フク土 (—(— 鉱物見えず。重。締。 外面に型紙印判あり。内・外白磁釉。割れロシャープ 19世

1 染付碗 体部～底片 ③― 還元。 紀後半。肥前系。

3溝 陶器 +2 ①―②(16 O) 鉱物見えず。やや軽。締 扁台端部を除き淡褐色釉施す。内面にトチン痕。割れ口消

2 鉢 底部片 ③(2.8) 中性。オリーブ黄色。 耗あり 。18• 19世紀。美浪。

3溝3 古銭 完存，フク土 直径23cm，孔長0.6cm，重さ2.2g 銅主材。 「寛永通宝J。やや薄肉。細文字初鋳1626年。

3溝 鉄製品 +13 長(ll.8)cm，幅06cm，厚06cm，重138g 層状剥落と割れのため和鉄。暗褐色。曲がりあり使用釘。

4 釘 完存 良残存。

4溝 陶器 +14 (—(— 鉱物見えず。重。締。 内面に白土と淡褐色による施釉あり 。割れロシャープ。18

1 皿 体部片 ③― 中性。灰黄色。 • 19世紀。瀬戸・美浪。

5溝 陶器 フク土 ①―②_ 鉱物見えず。重。締。 外面下方を除き施釉。釉は白土と淡褐色釉。割れロシャー

1 皿 体部片 ③― 中性。 プ。18世紀。瀬戸。
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3) 水田（第188図、 PL64)

調査区南側で東西に走る色調の異なる畦畔状の

痕跡を確認し、その痕跡及び段差から 5面の水田区

画を想定した。水田区画は調査区外に伸び、形状は

不明である。

1号水田は北の区画とでは6cm程低く、境として

段差が東西方向に伸びる 。またこの段差と 1号溝の

接する部分に水口があり、 1号溝脇では色調の異な

る畦畔の痕跡が確認できた。

2号水田内には 1号サク状遺構を検出した。南北

方向に長さの異なる 4条の溝状を呈する掘り込みを

検出した。深さは 2cm前後であり、 As-Aの入るに

ぶい黄褐色上により埋没していた。

3号水田内の南壁際には14cm程の掘り込みを確認し

た。As-Aを含む酸化層下にAs-Aを多く含むにぶ

い黄橙色土が入る。

4号水田でも南端部で浅い筋状の掘り込み数条を確

認した。

表55 E-2区第 1面ー 1水田計測

No 面柏 長軸長 短軸長 水口
(m') (m) (m) 

1 (57 5) (10 6) (10.2) 1 

2 (364.0) (27.5) 16 3 

3 (87.4) 17.5 (5 6) 

4 (26 6) (8 7) (5 7) 

5 (50.4) (10.2) (6 0) 
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第193図 E-2区第 1面ー 1水田内出土遺物

E-2区第 1面― l 水田内出土遺物観察表（第193図、 PL86)

No 器 種 出土位置 法呈（cm)①口径 胎土 ・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器 形 残 存 ②底径③高さ

1 磁器 1区画，＋10 ①―②― 鉱物なし。重。締。還元 内外面に染付施文あり。割れ口消耗微。肥前系。 19世紀後
染付小碗？ 体部片 ③― 半。

2 軟質陶器 1区画，十6 ①―②― 鉱物微。軽。並。芯還元 底部外面に型肌痕。内面に横撫で痕。割れ口消耗少。小泉
内耳浅禍 底部片 ③― 外面燻。 焼。 18• 19世紀。

3 鉄製品 1区画，＋II 長(2O)cm，幅06cm，厚05cm，重（10) g 調査時以降欠損。茶紫色。縦方向に錆割れ。古代鉄か和鉄
釘 か不明。全体に曲がりあり使用釘。19世紀以前。

4) E-2区土坑

本面で検出された土坑は、 1号溝東、 1号水田の

北に集中して確認されている。 1号 ・13号 ・14号土

坑が長円形を呈し、 3 号• 6号・ 7号土坑が長方形

状を呈し、 8 号• 9号土坑はやや形状が崩れる長方

形状をする。その他の2号 ・5号 ・10号 ・11号土坑

は不定形である 。これらの土坑は掘り込みも浅く、

As-Aを多く含む埋没土であり、灰掻きのための土

坑の底面の残りとも考えられるが、灰掻き用では他

の調査区と形態が異なるため灰掻き用に掘られた物

ではないと考えられる。場合に寄れば圃場整備時の

重機による作業痕の可能性も考えられる。

表56 E-2区第 1面ー 1土坑計測一覧

No. 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位
(cm) (cm) (cm) 

1 Ir -80 (287) 47 6 溝状 N-43° -E 

2 Ir -80 608 82 5 不定形 N-61'-W 

3 I p-80 (532) 224 55 長方形 N-86° -W 

4 I q-80 (53) 53 5 不明 N-3° -E 

5 I q-80 865 59 4 不定形 N・87° ・W 

6 I q-80 971 227 4 不定形 N-4° -E 

7 I p-81 383 213 ， 長方形 N-3° -E 

8 I o-81 (529) 218 7 不定形 N-88°-W ， I q-82 434 260 ， 不定形 N-6'-E 

10 I o-81 270 145 7 不定形 N-28'-E 

II I o-82 539 123 15 不定形 N-89°-W 

l 2 I n-83 130 125 90 円形 N-87° -E 

13 I o-82 79 40 10 楕円形 N-37'-E 

14 I o-82 97 37 15 梢円形 N-35'-E 

15 Im-88 (463) 214 II 隅丸長方形 N-85'-E 
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1土
A A' A

 

2土

2 I 
A' 

I.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を多量に含む。 l.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を全体に含む。
2.褐色土 砂質土。鉄分を多く含む。

A
 

3土 A' 
A
 

4土
A' 

3 2 

し＝80.60m

1.現代の耕作土。盛土。

2.にぶい黄褐色土 砂質土。As-A軽石を微位に含む。
3.褐色土 砂質土。酸化屑。As-A軽石を微且に含む。
4.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を微量に含む。鉄分を含む。
5.黄褐色土 砂質土。酸化胴。As-A軽石を微量に含む。
6.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を全体に含む。鉄分を含む。

しまりあり 。
7.褐色土 砂質土。鉄分を多く含む。しまりあり 。

I.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を全体に含む。

A
 

5土 A' 

1.灰褐色上 砂質土。As-A軽石を全体に含む。鉄分を含む。

しまりあり 。

A
 

A A' 
7土

A' 

(6号土坑）
I.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を多鼠に含む。

2.褐色土 砂質土。鉄分を多く含む。

(7号土坑）
1.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を多鼠に含む。
2.褐色土 砂質土。鉄分を多く含む。

8土

A 
9土

(8号土坑）
I.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を多旦に含む。
2.褐色土 砂質土。鉄分を多く含む。

(9号土坑）
I.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を多鼠に含む。

A' 

..A... 10土 ..K (JO号土坑）
l.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を多星に含む。

A_ 
．△ 

゜
L-80.20m 

I : 40 lm 

第195図 E-2区第 1面ー 1土坑断面
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12号土坑（第184• 196図、 PL65)

調査区南寄り 2号溝脇で検出され、径1.3m、深

さ94cmの掘り方を持つ円形土坑である。内部に径 l

mの桶が埋め込まれ、底面には桶底の一部が出土し

o
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して
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A' 

15号土坑（第184• 196図、 PL64)

調査区南西隅の 6号溝と 7号溝が交差する南脇で

検出した。長軸が東西方向に向く、長辺4.6m、深

さ10cm程の長円形土坑である。底面は凹凸が見られ、

埋没土中にはAs-Aを含む砂質の明黄褐色土が堆積

していた。

-= [II-
6溝

15土坑

A
 

A' 
I¥卜

」{

A
 

A' 

La80.10m 

I.灰黄褐色土粗臼。As-A粒入る。やや遠元気味。

2.にぶい黄褐色土 粗烈。As-A星多い。やや酸化気味。

3.灰黄褐色土粗質。As-A粒入り、やや還元気味。

4.下層土プロック混土（裏込め）。
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(13~15号土坑）
1.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を多量に含む。
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第196図 E-2区第 1面ー 1土坑（ 2) ・土坑出土遺物
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E-2区第 1面ー1 土坑出土遺物観察表（第196• 197図、 PL85)

No 器 種 出土位置 法星 (an)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

2土 軟質陶器 +2 (—(— 黒色鉱物含。軽。並。中 上方の内外面に横撫で。器面燻かかる。割れ口消耗大。16

1 内耳渦？ 体部片 ③― 性から燻へ。黒褐色。 世紀？県内。

3土 磁器 +14 (—(—(— 鉱物見えず。重。締。 外面に染め付け施文あり 。白磁釉は白い。割れロシャープ。

I 染付小碗 口縁部片 還元。 19世紀。肥前系。

3土 鉄釉陶器 フク土 ①(2 2)②一 鉱物見えず。やや軽。締 外面に浪く薄い飴釉調の施釉あり 。内外面横撫で回転条痕

2 茶入 口緑部片 ③(I 4) 中性。 あり 。割れ口僅か消耗。17• 18世紀。瀬戸・美浪

3土 鉄釉陶器 フク土 (—(— 鉱物見えず。重。締。 割れ口を除き全面施釉。釉は黒みおび薄い。割れ口僅か消

3 碗？ 底部片 ③(I 2) 燻弱酸化。 耗。17~19世紀。国産、不明。

3土 鉄釉陶器 フク土 ①―②― 鉱物見えず。重。締。中 外面のみ錆釉。内面軽輔目。割れロシャープ。18• 19世紀。

4 徳利？ 体部片 ③― 性。黒褐（外）灰白色（内） 国産、不明。

5土 軟質陶器 +5 ①(32 0)②ー 白•黒色鉱物少。 軽。 並 内面回転横撫で。外面燻かかる。割れ口消耗少。15世紀。

1 内耳渦 口縁部片 ③(6 4) 還元～弱燥へ。灰黄褐色 西毛。

6土 軟質陶器 フク土 ①(I I 0)②（7 6) 黒色鉱物少。やや軽。硬 内外面輔轍回転横撫で。外面上方に 7弁の印花文あり 。さら

I 香炉 1/5 ③5.0 還元から燻へ。暗青灰色 に小凍ハゼあり 。内面整形良残存。割れ口消耗少。15世紀。

県内。

6土 軟質陶器 フク土 ①―②― 黒色鉱物含。雲母粒含。 外面に横撫で、指圧痕。煤付着。内面横撫であり 。割れ口

2 渦？ 体部片 ③(6 8) 重。硬。還元。灰色。 消耗少。15• 16世紀。藤岡以南。

6土 軟質陶器 -]  ①―②- 黒色鉱物少。軽。並。弱 内面に内耳付着痕あり 。外面上方横撫で。割れ口消耗大。

3 焙烙 口縁部片 ③― 酸化から弱燻へ。灰色。 18世紀後半。小泉焼。

6土 軟質陶器 フク土 ①(28 4)②(11 4) 黒色鉱物含。白色鉱物少 指 1本分の幅の片口部あり 。内面磨耗。底面糸切り痕見え

4 鉢 1/4 ③(13 3) やや重。硬。還元燻。 ず外面下方指圧痕。口縁付近内外横撫で。割れ口少し消耗。

灰黄褐色。 15世紀初。観音山。

6土 飴釉陶器 -6 (—(— 鉱物見えず。重。締。 外面に掻目。内面にエ具による輔輔目あり 。釉は薄い割れ

5 徳利？ 体部片 ③― 還元。 口消耗あり 。18世紀。不明。

8土 瓦 フク土 長(10.2），幅（90) 白色鉱物含。やや重。 器面に雲母粒付着。割れ口消耗少。19• 20世紀。藤岡？

I 桟瓦 破片 厚(I6) 硬。還元から燻へ。

8土 陶器 フク土 ①―②(12 2) 白・黒色鉱物。軽。並。 内面に 5条単位の卸目あり 。内面使用磨耗あり 。底面糸切り

2 揺鉢 底部片 ③(6.7) 弱酸化から弱燻。灰黄色 割れ口消耗大。15世紀後半。観音山。

9土 磁器 +10 (—(— 鉱物見えず。重。締。 外面に染付雷文帯あり 。白磁釉は透明。割れロシャープ。

1 染付小碗 口緑部片 ③(2.5) 還元。明青灰色。 19世紀後半。肥前系。

9土 磁器、青磁 フク土 (—(— 鉱物見えず。重。締。 外面に蓮弁の劃文あり 。青磁釉は薄く、発色淡く青白磁色。

2 碗 口縁部片 ③(1 6) 還元。オリ ーブ灰色。 14世紀。龍泉窯系。

9土 軟質陶器 フク土 (—(— 白色鉱物含。並。硬。 内面に横撫であり 。口縁部使用消耗あり 、内面側なし。割

3 鉢 口緑部片 ③(4 6) 還元。灰色。 れ口消耗少。15世紀。観音山。

10土 鉄釉陶器 フク土 ①―②― 鉱物見えず。やや軽。締 内外面に薄い黒釉。胎土は白。割れ口消耗少。18世紀。瀬

1 小碗 口緑部片 ③― 還元。黒褐色。 戸・美濃。

ll土 陶器 +4 ①―②―③(3 2) 鉱物見えず。やや軽。締 内外面の上方に呉須による淡青色の色付けあり 。さらに透

1 小碗 体部片 還元。灰白色。 明釉。割れ口消耗少。18世紀。美浪。

12土 鉄製品 +7 長(17.0)cm，幅1.4cm，厚1.3cm，重（66.8)g 調査時以降の小損あり和鉄。芯鉄と皮鉄とに分かれ、皮鉄

1 棒状品 が屈状にならずに部分残存。15世紀以降。

15土 鉄釉陶器 +6 (—(— 白色鉱物含む。重。締。 内外面に輛輔目と鉄釉施される。割れ口僅か消耗。

I 甕か壷？ 体部片 ③― 中性。灰黄褐色。 18世紀頃。国産。

3.第 1面ー 2 （近世以降）の検出以降 (1) E-1区の検出遺構

l) 溝本面は、第 1面調査後明黄褐色 ・淡黄褐色砂質土

の洪水層を掘り下げ、褐色土面直下で確認し調査面

とした。本面では、両側に溝を持つ道路遺構や座標

方向の東西南北縦横に掘り込まれた溝や井戸 ・墓坑

や土坑、水田畦畔状の土質の異なる筋や段差を持つ

区画などを検出した。
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調査区西寄り で1号溝 （第204図、 PL66)• 2号溝

（第204図、 PL66) が接 して検出さ れ、その東3m

強で同方向の南北方向に平行に伸びる 4号溝（第204

図、 PL67)を検出した。 1号・ 2号溝は接 してお

り、埋没土観察では2号溝が 1号溝を掘り込んでい

る。各溝とも E-2区へ伸び、 1号・ 2号溝は15号

溝及び21号溝と 同一溝と考えられ、 4号溝はE-2

区13号溝へつながると考えられる。 2号溝と 4号溝
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の間に短く浅い3号溝（第204図、 PL67) が検出さ

れた。5号溝（第199• 204図、 PL64) • 6号溝（第

199図、 PL67) は、調査区中央部で平行して東西方

向に伸びる。両溝とも屋敷堀に切られ9号溝と交わ

る。5号溝は4号溝と直交方向に西端部で近接する

が、水口状に間が空き交わらない。中央部で2号土

坑とした井戸に切られる。

7号溝（第199• 204図、 PL67) • 8号溝（第199• 

204図、 PL67) は、調査区南西寄りで東西方向に平

行気味に検出した。形状は短く、長い土坑状をてい

する。両者とも掘り込みは浅く 10cm弱を測り、明灰

色砂質土により埋没している 。9号溝（第199図、

表57 E-1区第 1面ー 2溝計測一覧

PL63) は、屋敷内の調査区北壁から伸び、幅広の長

方形を呈する。断面台形状を呈し45cm前後の掘り込

みを持つ。中層に明褐色のラミナ状堆積の洪水層を

確認した。20号溝（第199図）・ 24号溝（第199図）．

25号溝（第199図）も調査区北東端部の屋敷内で検

出した。20号溝は南北方向に伸び、 24号・ 25号溝は

東西方向に平行に伸び、 3溝は直交関係にあると思

われるが8号土坑に切られ交差部は不明となってい

る。20号溝は掘り込みは10cm程であり、 24号溝は

40cm • 25号溝は50cm程の深さに掘り込みまれ断面

U字形を呈する。

名称 位置 方位 比高 規--模---（長---m-，-幅---・-深--さ--cm--) 備考----------------•- ----------
方向（上流→下流） (m) 確認全長 上幅 下幅

1 J b-83→It -83 N-0° 0.08 10.5 30 18 

2 J b-83→It -83 N-0° 0 03 11 0 52 20 

3 J b-82→J b-83 N-75°-E 0 04 2.6 30 20 

4 J b-82→It -82 N-0° 0 03 12.8 70 52 

5 J a-82→J a-77 N-88°-W 0 14 24.5 38 22 

6 J b-77→J b-79 N-87°-E 0 08 10.2 42 18 

7 It -82→It -81 N-63°-W 0.03 2.5 79 54 

8 It -82→It -81 N-90°-W 0 08 40 75 55 ， J a-77→J b-77 S-0° 0 03 5 0 300 260 

20 J a-76→J b-76 S-0° 0 OJ 40 50 32 

24 J a-75→J a-76 N-90°-E 0 03 3 0 42 18 

25 J a-76 N-90°-W 0 01 2 0 49 20 

2) E-1区土坑

1号土坑（第199• 200図、 PL65)

調査区北より中央部で検出した。長方形を呈し断

面台形状を呈し、 40cm程の掘り込みを持つ。

2号土坑（第199• 200図、 PL65)

調査区中央で検出し、 5号溝と重複する。形状は

長円形を呈し、深さ 1.06mを測る。上方はボール状

に掘り込まれ、下半は円筒形に掘り込まれる断面ロ

ート状を呈する。掘り込みの規模・形状から井戸跡

と考えられる。

3号土坑（第199• 201 • 204図、 PL66)

E-2区との調査区境寄りで検出した。形状は、

上端やや長円形を呈するが、僅かな中段を持ち下端

円形に掘り込まれる。深さは90cm程を測る。井戸跡

の可能性も考えられる。

深さ

10 2号溝と併走又は接する。 2号溝に切られる。

17 1号溝を切り、 E-2区15号溝へとつながる。

6 2号溝と 4号溝の間をつなぐよう東西方向に掘られた短かな溝。

16 E-2区］3号溝とつながる。 5号溝と隙間を持ち T字に接する。

8 2 号井戸・屋敷堀• 9号溝に切られる。

8 5局溝北で併走し、屋敷堀で切られ9号溝と接する。

9 土坑状の短い溝。 8号溝に近接。

6 土坑状の短い溝。 7号溝に近接。

70 

12 

40 

46 

屋敷堀内。長方形の土坑状を呈し、 2ヶ所に分かれる。

井戸状の 8号土坑と交わる。

井戸状の8号土坑と交わる。 25号溝と平行に走る。

井戸状の8号土坑と交わる。 24号溝と平行に走る。

4号土坑（第199• 201図、 PL66)

調査区南寄り中央部で検出した。形状は、上端が

やや長円形を呈するが、僅かな中段を持ち下端は円

円筒形に掘り込まれる。断面偏ったロート状を呈す

る。中位には大礫が出土している。埋没土中には下

層地山ブロックが混在し、東方向から人為的に埋め

戻された状況が窺え、形態から井戸跡と考えられる。

5号土坑（第198• 201図、 PL66)

4号土坑南で検出した。形状は隅丸方形状を呈し、

深さ70cmの掘り込みを持ち、僅かな中段を持つ。

4号土坑同様に中断から下位は円筒形を呈し、断面

ロート状を呈する井戸跡と考えられる。
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7号土坑（第201図、 PL66)

6号土坑南西部で近接して検出された。径95cm

程の円形土坑であり、深さ 72cmを測る 。底面より

20cm前後の礫が出土し、礫の中に板碑片も出土し

ている。埋没土は地山ブロックを含む人為的な一括

埋没土である。

8号土坑 （第199• 202図、 PL66)

調査区北西隅の屋敷内より検出した。

軸は N-3°-Wに向き、規模は長辺

4.97m、短辺2.95m、深さ1.14mを測

る最大規模の土坑である 。中段にテラ

スを持ち、下部はオタマジャクシ状に

掘り込まれる 。尻尾に当たる部分が底

面より一段高く足場のような状況である。

¥

A

 

＇ 坑土ーA
 

表58 E-1区第 1面ー 2土坑計測一覧

No. 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

1 J b-79 124 86 40 長方形 N-79°-W 

2 J e-79 293 170 188 楕円形 N・85°・W 

3 It -81 133 93 92 楕円形 N-68°-W 

4 It -80 171 168 138 円形 N-85°-W 

5 Is -80 105 100 l 50 円形 N-80°-W 

7 Is -78 95 87 72 円形 N・28°・W 

8 J a-76 497 295 112 隅丸長方形 N-7l°-W ， 欠番

10 Is -78 234 (154) 171 円形 N-76°-W 

2土坑

l

|

|
、‘
「

口
A A' 

A
 

A' 

1.暗灰色土 ブロック状の灰色粘質土を全体に含む。

2.暗褐色土 As-A？軽石を全体に少量含む。

3.黄褐色砂質土 As-B軽石を全体に含む。粒子が

細かく粘性が低い。

I.褐色土 ¢2~3mmのFP軽石をまだらに含む。

2.暗灰色土 ¢2~5mm程度の FP軽石を少量含む。

下部は鉄分が沈着しており締まっている。

3.灰色粘質土 部分的に鉄分が沈消している。粘性が高い。

4.褐色土 ¢5~10mm程度の FP軽石を少量含む。

5.黄褐色砂質土 細かい粒子の砂質土。

6.暗褐色土
7.褐色土 下部に鉄分の沈着が見られる。

8.明灰色粘質土 部分的に鉄分の沈着が見られる。粘性が高い。

9.褐色土 部分的に鉄分の沈着が見られる。締まっている。
10.明灰色粘質土 部分的に鉄分の沈着が見られる。粘性が高い。

゜
L-80.!0m 

I : 40 Im 

第200図 E-1区第 1面ー 2土坑（ 1)
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\~.A 

4土坑

i 久

A. I!ヘ A' 

¥it-

A .K 

L-78.00m 

］．暗褐色土 </) 10mm程度までの FP軽石をわずかに含む。

2.明灰色土 1層同様、層全体がまばらに酸化を受けており、

土質も粒子が細かくさらさらした感触。FP軽石も</)5mm 
程度のものを僅かに含む。迫構検出面の土と同一のものと
見られる。地山？

A
 

＼
 A_ 

卓

口

A
 

A' 

1.暗灰色土 cf, 1 mm程度の FP軽石を少量含む。粒子が細かく

さらさらした感触がある。

A
 

A
 

A' 

1.明灰色土 層中に FA・FPを多く含み、黒色粘質土も僅かに
含む。

2.明灰色土 こく細かな FA・FP泥流を少量含む。

3.黒色粘質土 黒色粘質土ブロック。 B混土、 FA、FPを斑に
含む。

4.灰褐色粘質土 FAをブロック状に含む。

5.明灰色土 FP粒も僅かに含む。FAをブロック状に含む。

6.明灰色土 FA、黒色土を含み、 5層よりもみだれている印象
を受ける。

7.明灰色土 1 ~6層の土より粒子が細かくさらさらした印象。

7土坑

A' ＼
 A

 
A' 

゜
L~79.90m 

I: 40 lm 

L~SO.OOm 

1.暗灰色土 一括埋土。FA、黒色粘質土をブロック状に含む。

周囲の地山（遺構検出面）と比べ、さらさらした感触
がある。

第201図 E-1区第 1面ー 2土坑（ 2)
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L=80.20m 

I : 40 Im 

I.暗灰色土 <I> 3mm程度までの FP軽石を多く含む。

2.暗灰色土 l屑と同臼だが FP軽石の混入が少鼠である。

3.暗灰色土 全体にかなり酸化をうけている。FP軽石の混入も見られる。

4.暗灰色土 l陪と同質だが 1• 2屑に比べ酸化の度合が強い。しかし、 3層ほどではない。FP軽石の混入も：：：：＜僅かとなる。

5.暗灰色粘質土 かなり粘門を持つ。

6.暗灰色粘質土 5階に比べ粘性は多少弱い。

7. FA泥流土 暗灰色土を含みカクラン状に混入している。

8.暗灰色粘質土 屑上部に酸化をまだらにうける。

9.灰色粘釘土 粘性が非常に強い。

10.暗灰色粘質土 粘性が非常に強い。ただし細かな粒子も府中に含み多少ざらついている。

第202図 E-1区第 1面ー 2土坑 （3)

220 



＼
 

10号土坑（第203図、 PL66)

屋敷堀跡南辺外側に接し検出した。径2.34mの円

形を呈し、上方は深さ lm程のボール状に掘り込ま

れ、下部は円筒形に掘り込まれる。断面ロート状を

．ぶー 呈する。

A_ 

△ l．暗褐色土 ¢2~5mm程度の FP軽石を少量含む。

I I 7土ー 1

゜
L=80.00m 

I : 40 lm 

三 7吐ク

［ I I 7土ー2

第203図 E-1区第 1面ー 2土坑及び出土遺物

7土ー3(1/4) 

こ

0 I : 3 10cm 

E-1区第 1面ー 2 土坑出土遺物観察表（第203図、 PL84)

No. 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

4土 磁器、白磁 フク土 ①(15 4)②一 鉱物見えず。重。締。 白磁釉は薄く、貫入あり 。胎土は少し灰色がかる。割れ口

1 碗 口縁部片 ③(2 5) 還元。灰オリーブ色。 シャープ。12世紀。中国。

7土 軟質陶器 フク土 (—(— 白・黒色鉱物含。やや重 内面に内耳貼付出柄接合か。外面煤付着。割れ口消耗あり 。

1 内耳渦 口縁・耳部片 ③― 弱酸化～弱燻へ。 褐灰色。15世紀前半。観音山。

7土 軟質陶器 フク土 (—(— 黒色鉱物含。雲母粒含。 E区6土坑5と同一個体か？外面に煤付着。割れ口消耗少。

2 渦？ 体部片 ③― 重。硬。還元。 15 • 16世紀。藤岡以南。

7土 石製品 フク土 長(225)cm，幅（10l)cm厚（24)cm 種子等不明。2号井戸出土No.2と同一個体。

3 板碑 下端部 重（865)g 石材緑色片岩
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(2) E-2区の検出遺構

1) 2号道路遺構（第204• 208図）

調査区中央部を南北方向に縦断する 。上面の 1居

道路遺構より 1グリッド分西に寄り、両脇には23号

溝と25号溝が平行に走る 。両溝を側溝として考え、

幅員は2.4m、路面幅は 1mを測る。本遺構は検出

面より 23cm前後上位の層より確認でき、 23号溝底

面より80cm弱の高低差がある。路面の硬化面は複数

面あることを確認した。調査区北では18号～20号土

坑が路面を掘り込み作られている。

2) 溝

調査区北東端で検出された溝群では、 8号溝（第

207図、 PL69) • 9号溝（第207図、 PL69) • 11号

溝（第207図、 PL69) が南北方向に走る。この 3条

は掘り込みが浅く褐灰色上により埋没している。9

号溝北端は攪乱を受けているが、細く浅い12号溝

（第207図）と直角に交わり、また掘り込みの浅い

10号溝 （第207図、 PL69) も途中から 11局溝と接

するように直交方向に分岐する 。

13号溝（第204• 207 • 209図、 PL69)

南北方向に直線的に伸び、 14cmの高低差で南に傾

く。深さは16cm前後を測り、褐色及び黄灰色砂質土

により埋没し、断面船底状を呈する。南端部で馬骨

が出土し頭骨が上流側に1.6m離れ出土している。

調査区中央北寄りでは掘り込みが2cmと浅く短い

14号溝（第204図、PL70) を検出した。15号溝は

E-1区の 2号溝の延長であり、更に南で検出した

21号溝と延長上でつながる。16号溝は上面の 1号道

路遺構の側溝と考えられる 2局溝と重なり、南で検

出した19号溝と方向的に同じ延長上にある。17号溝

（第204図、 PL70)、18号溝（第204図、 PL70) は

2号道路遺構東側を南北方向に平行気味に走り、 18

丹溝は南端で西に曲がり、土坑・溝集中区域に入る 。

調査区中央南寄りで検出された19号溝（第204図、

PL71) 2cm程の浅い掘り込みであり、 16号溝へと

つながる。 20号溝（第204図、 PL71) 深さ 14cm程

の断面丸底状を呈し、灰黄褐色砂質土で埋没する。

222 

21号溝（第204図、 PL71) 北側延長部分に前述の15

号溝があり、東側にも32号溝を切り検出され、高低

差はほとんど無い。22号溝（第204図、 PL71) 21号

溝に接するように検出した短く、底面の凹凸のある

溝である。32号溝（第204図、 PL71) 21号溝に同一

方向に接し、切られている。高低差は29cmと傾斜を

持ち途中に 2段の段差を持つ。

23号溝（第204図、 Pし70)

25号溝と共に 2号道路に伴う溝と考えられ、道路

遺構に東側を併走しながら南北方向に走る 。掘り込

みは路面から74cmと深く、断面U字形を呈する 。

土層観察では幾度かの掘り直しが見られ、底面付近

に流水による砂層の堆積が見られた。

25号溝（第204図、 PL71)

23号溝と共に 2号道路に伴う溝と考えられ、道路

遺構に西側を併走しながら南北方向に走る 。掘り込

みは路面から44cmと深く、断面丸底状を呈する 。

土層観察では上層に盛り土状の堆積土が見られ、洪

水砂のような黄褐色砂質土の堆積も見られた。

26号溝（第204図、 PL71)

調査区西壁から N-50°-Wの方向に向き、 25局

溝に合流する。調査区内で唯一の座標方向に向かな

い溝である 。

27号溝～31号・ 33号溝（第204閲、 PL71)

調査区中央西側で検出された溝群であり、方形に

区画するような配置になっている 。27号・ 28号・

33号溝が2.4m間隔で南北方向に配置され、 30号・

31号溝が3.2mの間隔で東西方向に配置される 。溝

群内や周辺部に土坑•井戸が集中する 。

34号・ 36号溝（第204図）

調査区東壁から東西方向に伸びる溝であり、 36号

溝は水田区画段差のように北側立ち上がりのみの検

出であった。34局溝は深さ 7cm程の方形に掘り込

まれた溝であり、西端は細まりながら無くなる。

37号溝（第204図）は、 34号溝南で東西方向に併走

する 。
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1溝 2溝，
△ A

 

3溝
A 1 A' .'.  

4溝
1 2 3 .土

(1. 2号溝）

I.明灰色粘質土
2.灰褐色土 鉄分の沈着が多い。

(3号溝）
I.明灰色土 多少粘性がある。

(4号溝）
I.灰褐色砂質土
2.明灰色粘質土 帯状に鉄分沈着が見られる。
3.褐色土 部分的に鉄分の沈着が見られる。

土 J 14溝 13溝 I △ 
B_ 

13溝
B' 

(14号溝）
I.褐灰色土砂質。柔らかい。

しっとりしている。酸化。
(I 9~22 • 32号溝）
l．褐灰色土砂質。

2．灰黄褐色砂質土
①褐灰色砂質土 淡黄褐色砂質土

との混土。
②黄褐色土細砂。

19溝 22溝 21溝 32溝 20溝 畠：農虐土砂品。As-B全体に

△ ／ 二／／ 上⑤AsB混土混入。B混土に近い状態。

A
 

17溝 △ 

(I 3号溝）
］．褐色土砂質。
2.黄灰色砂質土
3.褐色土砂質。
4.黄褐色砂質土。
5.褐灰色土砂質。

△ 18溝 △ 

23溝
(23号溝）
l.褐灰色砂質土 柔らかい。酸化斑帯びるが上から下へ弱くなる。白色粒子(0.5mm大）微量混入。
2.褐灰色砂質土 柔らかい。酸化斑全体に帯びるが中層は弱い。臼色粒子(0.5~1.5mm大）少量混入。
3.黄灰色砂質土 柔らかい。細砂、酸化斑部分的に見られる。
4.下層は砂利がブレンド。白色粒子(0.5mm大）微量混入。
5.褐灰色砂質土 柔らかい。他層に比べて酸化色強く酸化斑縦縞状に入る。白色粒子(1mm大）少量混入。
6.灰色土 As-B混土。酸化影響大。黒褐色に変色見られる。5府ブロック混入。

L-80. !Om 

25溝

L=80.10m 

△ A-こ-
I
l
a
]
8
0L

 

A

_

=

 

B
 

26溝 (26局溝）
l.黒褐色土 現代の耕作土。
2.にぶい黄褐色土 l陪よりも粘性やや

強し‘°
3.灰黄褐色土 砂質土。鉄分凝固が見ら

れる。軽石を微量に含む。
* I a~Ila層は、基本土層参照。

(25号溝）
l．にぶい黄褐色土 砂質。柔らかい。酸化（微弱）斑ブレンド。白色粒子(0.5mm大以下）微量混入。
2.黄褐色土 砂質。柔らかい。酸化斑ブレンド。
3.にぶい黄褐色土 1層に同じも酸化より強い。白色粒子(O5~1 mm大）全体に少量混入。
4,褐灰色砂質土 酸化色強い。白色粒子(0.5mm以下大）多量全体に混入。
5, 4層より少し暗い色。As-B混土。白色粒子(1mm以下大）多量混入。酸化斑あり 。
6,黒褐色土 As-B混土。酸化色強く、 B軽石密度高い（上層に比べて）。

A 27溝 A'
2.一

28溝 29溝

ぶ． 1 2, ・△ △. l1 /2 ・ぶ

A 30溝 .X A 

A 33溝 A'
ー・ I 2 I.一

31溝 A' 

(31号溝）
I.灰黄褐色土 砂質。上下面酸化・還元気味。

上百三□Ila ! IlbIla庄ibla 上

-・  ---------― 一―し＝80.50m 29溝 30溝 33溝 °

(27~29 • 33号溝）
I.灰黄褐色土還元。粘性。
2.明褐色土 酸化。粗質。砂質。

(29 • 30 • 33号溝）
* I a~ma層は、碁本土層参照。
I.灰黄褐色土 粗砂質。還元味強い。

La80.00m 
I: 50 2m 

第205図 E-2区第 1面ー 2溝断面図
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A
 

2号道路遺構 △ 

゜
L=80.!0m 

I : SO 2m 

表59 E-2区第 1面ー 2溝計測一覧

名称
------位阻------ 方位--- 比高 規ー・—模-- -（長---m-，-幅--・--深--さ--cm--) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長 上幅 下幅 深さ

8 I r-79→ I q-79 N-12°-W 0.07 4.4 59 15 7 9号溝と併走し、南北に伸びる。， I r-79→ I q-79 N-4° -W 0 07 10 0 85 54 4 幅広の掘り込みの浅い溝。

lO I r-80 N-83°-E 0.08 2 0 30 18 14 9号溝と T字に交わり、 II号溝に接する。両溝をつなぐ様な溝。

II I p-80→ I s-80 S-3° -E 0.03 11.4 38 28 7 9号溝と併走する。12号溝に切られる。

12 I r -80 • I r-82 N-87° -W 

゜
12 5 32 22 6 3号区画北を東西方向に走り 9号溝へとつながる。

13 It -82→ Im-82 N-o• 0 13 33 0 110 88 16 E-1区4号溝とつながる。南端で馬骨 1体出土。

14 I s-83→ I r-83 N-11°-E 0.01 6.2 45 40 3 短く浅い掘り込みの溝。

17 It -84→ I p-84 N-2° -E 0 04 18 7 38 20 5 18号溝と併走する。

18 I p-84→ It -84 S-16°-W 0 19 24 5 60 37 10 2号道の側溝である。23号溝東で併走する。

20 I o-82→ lm-82 N-3° -E 0.20 8.2 50 22 12 4号区画から発し、南北に走る溝。

22 I o-83→ I n-83 N-0° 0 03 7 3 70 48 10 32号溝と併走する溝。

23 It -84→ 11 -84 N-4° -W 0 02 39 4 100 20 48 2号道東側溝として掘られた溝。

25 It -85→ I I -84 N-2° -W 0.12 37.2 94 24 30 2号道西側溝として掘られた溝。26号溝が合流する。

26 I p-87→ I o-86 N-65°-W 0 01 15 5 44 22 15 斜行する溝。25号溝と合流する。

27 I s-85→ I q-85 N-6° -W 0 05 9.8 30 20 5 28局・ 29号溝と併走し、 30号溝と直交する。区画溝。

28 I r-86→ I p-86 N-5° -W 0, 0 5 8.5 48 35 7 27号・ 29号溝と併走し、 30号溝と直交する。区画溝。

29 I p-86→ I q-86 N-6° -E 0 10 3 8 28 20 6 27号 ・28号溝と併走し、 30号溝と直交する。区画溝。

30 I q-86→ I q-85 S-84°-W 0.03 7.2 42 24 7 併走する27号～29号溝と直交する。区画溝。

31 I p-85→ I p-86 N-80°-E 0 07 9 I 97 90 14 27~29号溝の南端を結ぶ。

32 I o-83→ 11 -83 N-2° -W 0.29 13.7 48 42 10 37号溝と T字に交わり、 4号区画を掘り込む。

33 I q-86 N-15°-W 0 05 2 8 32 14 6 30号溝と交差し、 29号溝と併走する。

34 I o-80→ I p-83 N-84°-W 0 01 15.0 180 110 II 13号溝に切られ、東側が幅広になる溝。

36 I o-80 N-84°-E 34号溝北で接し、 4号区画の北辺にあたる浅い溝。

37 I o-81→ I o-84 S-85°-W 0 04 16 3 32 12 10 4号区画内を横断する。l3丹． 32号溝に切られる。

* 15号・ 21号溝は、 1号溝掘り方とした。16号・ 19号溝は、 2号溝掘り方とした。

□
 

9溝一 l

＼
 

で
13溝一 l

I

O

I

 
13溝ー2

; <
／ ＼＼ 

18溝ー l

゜
1 4 10cm 的

゜
I 3 10cm 

13溝ー4

第206図 E-2区第 1面ー 2溝出土遺物

E-2区第 1面ー2 溝出土遺物観察表（第206図、 PL84• 85) 

No | : : I ：土位： I塁言`塁径 1 胎土 ・焼成 ・色調
成・整形技法，器形の特徴

9溝石製品 フク土

l 臼 破片

径(13.5)cm，厚さー，重さ（5200) g 

石材：粗粒輝石安山岩

上臼で、茶臼型。挽手座・穴あり 。
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13溝 灰釉陶器 +6 ①(9 1)②(4 6) 鉱物見えず。重。締。 口緑部周辺のみ灰釉を施釉。底面糸切り痕あり 。割れ口消耗

I 皿 口～底部片 ③(2 0) 還元。黄灰色。 あり 。16• 17世紀。瀬戸。

13溝 軟質陶器 +14 ①―②― 細砂粒混。中性。並。 内’横撫で。

2 破片 ③― 灰色。 外未調整。

13溝 灰釉陶器 +15 ①(26 0)②一 鉱物見えず。頂。締。 内外面に施釉。内面にヒッツキ跡。割れロシャープ。

3 鉢 口緑部片 ③(3.5) 酸化。オリーブ黄色。 14~18世紀。美濃。

13溝 焼締陶器 +4 (—(— 白・黒色鉱物少。やや軽 上方に自然釉。内面撫で痕と指圧痕。割れ口消耗。

4 甕 体部片 ③(6 8) 締。還元～酸化へ。灰色 13~15世紀。県外。

18溝 土師器 +l ①(11 6)②ー 細砂粒僅少含。酸化。並 口縁部横撫で。頸部くの字に屈曲。

1 小型甕 口緑部片 ③(2 8) 明赤褐色。

3)水田・ 区画

区画（第207• 208図、 PL67)

調査区中央において 4~6cmの深さで長方形状に

1段下がった 3号・ 4号区画を確認 した。 3号区画

は長辺12m、短辺4~5mの広さを持つ。 4号区画

は長辺10m、短辺8mの広さを持つ。両者は東辺で

1.2mの溝でつながる。

水田畦畔（第208図）

調査区南西隅で数状の土質の異なる畦畔状痕跡を

確認した。南北方向の痕跡は座標に沿い、東西方向

の痕跡は湾曲する。

調査面である明黄褐色酸化面に、幅50cm前後の還元

土壌気味の褐灰色土が東西南北に走る ことから、畦

畔状の高まりは確認できないが区画の痕跡と考え調

表60 E-2区第 1面ー 1区画計測一覧

No 面積 長軸長 短軸長 水口

(rrf) (m) (m) 

I (29 4) (7 3) (6.4) 

2 (45 4) 9 8 (6 0) 

3 (40 5) 7 8 (5.5) 

4 (6 8) (4 0) (2.6) 

5 (69 8) 10 2 (7.7) 

6 19 I 5.7 (3.8) 
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第207図 E-2区第 1面ー 2区画・溝
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A' (8 • 9 • 11号溝）

1.褐灰色土 砂質。A軽石微鼠見られる。

(3号区画）

1.暗褐色土 As-B混土屑。黄灰色粒僅かに見られる。

2.暗褐色土 As-B混土。 酸化斑が強い。
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三
I.褐灰色土砂質。還元気味。

2.黄橙色土砂質。

3.灰黄褐色土 砂質。還元気味。

4.灰黄褐色土 砂質。還元気味。少し粘性あり 。

5.灰黄褐色土 砂質。酸化気味。

6.黄橙色土洪水層。
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第208図 E-2区第 1面ー 2水田・区画出土遺物

E-2区第 1面ー 1 区画出土遺物観察表（第208図）

No 器 種 出土位骰 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成 ・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

I 陶器 3区画 ①―②― 鉱物含。やや軽。締。 外面に淡緑透明調の自然釉。内面に撫で痕、指圧痕。割れ

甕 体部片 ③― 還元。 口消耗少。ブクあり 。非常滑。東海地方。13~15世紀。

2 軟質陶器 4区画 ①―②― 鉱物含。軽。並。酸化。 内面横撫で痕。外面整形不明。割れ口消耗少。県内産。

火鉢？ 体部片 ③― にぶい橙色。 14~19世紀。
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査を行った。区画内には砂層の堆積が一部で見られ、

耕作の痕跡は確認できなかった。この褐灰色筋は上

下面でトレースされ、擬似畦畔状の痕跡か継続使用

l I乙された区画境の痕跡かは不明である。

i 
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4 黄褐色砂質土

第209図 E-2区第 1面ー 2 1号墓坑
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4) 墓坑•井戸・土坑

1号墓坑（第209図、 PL68)

調査区南13号溝と20号溝に挟まれた空間で検出し

た。南北方向に長い楕円形状を呈し、掘り込みは浅

＜埋没上中にはにぶい黄褐色砂質土が見られた。出

土人骨は脆弱であった。

＼
 

A
 

A' 

表61 E-2区第 1面ー 2井戸計測一覧

No I 位置 1 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

I I p-85 174 172 120 円形 N-17° -E 

2 I p-86 148 140 190 円形 N-26°-W 

＼
 A
 

A' 

A
 

A' 

A
 

A' 
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I : 40 Im L~79.80m 

し＝79.90m

1.にぶい黄褐色土 細砂ブロック含む砂臼。

2.黄褐色土砂質土。
3.黄褐色土 黒色粘土ブロック多く含む。

4.黒褐色上 黒色粘性土ブロックを主体にする肘。

5.黒褐色土粘質土。

I.にぶい黄褐色土 細砂プロック含む。大形円礫含む。

2.にぶい黄褐色土 砂質土。下面に大石あり 。

3.明黄褐色土砂質土。
3'.明黄褐色土 掘り直しか？

4.灰黄褐色土砂質土。還元気味。
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第210図 E-2区第 1面ー 2井戸及び 2号井戸出土遺物 (1)

230 



： 
2
 こー一

3
 

゜
I : 4 10cm 

第211図 E-2区第 1面ー 22号井戸出土遺物（ 2)

E-2区第 1面ー 2 2号井戸出土遺物観察表（第210・211図、 PL85• 86) 
No 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1 軟質陶器 フク土 ①(35 7)②一 白・黒色鉱物含。やや重 内面耳部 1ヶ所残。整形は指による撫でを主とする。耳部は

内耳渦 1/3 ③(15 0) 硬。還元。黄灰色。 出柄と有孔接合らしい。外面指擦痕。撫で、煤付着。15世紀

末観音山。

2 石製品 フク土 長(29.9)cm，幅（129)cm，厚（25)cm 下端部、種子等不明。7号土坑と同一個体？

板碑 破片 重I9kg 石材．緑色片岩

3 石製品 フク土 長(297)cm，幅（152)cm，厚（34)cm 種子等不明。

板碑 破片 重231kg 石材’緑色片岩

1号井戸（第210図、 PL68)

調査区中央西寄りの方形に巡る溝群の南で2号井

戸と共に検出された。中段を有し、深さ1.2mの断

面ロート状を呈する。埋没土中には上層には洪水砂

状のにぶい黄褐色砂質土が堆積し、下層は地山ブロ

ック混土であり、一括埋没土と考えられる。

2号井戸（第210図、 PL68)

調査区中央西寄りの方形に巡る溝群の南で 1号溝

と共に検出 された。中段を有し、深さ 1.9mを測り

断面ロート状を呈する 。埋没土中には上層には大礫

がレンズ状に確認でき、洪水砂状のにぶい黄褐色砂

質土が堆積し、下層は地山ブロック混土であり、 一

括埋没土と考えられる。

16号土坑（第212図、 PL68)

調査区南の東壁寄りで検出した。東西方向に向き

深さ34cmを測り、断面逆台形状を呈する。

17号土坑（第212図、 PL68)

13号溝南端の壁際で検出した。 円形状を呈し、深

さ20cm、断面逆台形状に掘り込まれている。

18号土坑 （第212図、 PL68)

23号溝及び道路遺構中央北寄りで、両者を掘り込

む形で検出した。深さ10cmを測り、断面箱形を呈す

る。

19号土坑 （第212図、 PL69)

18号土坑北側で検出した。道路遺構及び25号溝を

掘り込む。深さ6cmを測る。
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20号土坑（第212図、 PL69)

2号道路遺構中央部に東西方向に横断する長方形

の土坑である。深さ 32cmを測り、断面側壁の内傾気

味に立ち上がる。埋没土中にはにぶい黄橙色砂質土

が堆積する。

21号土坑（第213図、 PL69)

調資区中央西壁脇で検出した。 21号土坑同様東

西方向に向く隅丸長方形状を呈する土坑であり、深

さ38cmを測る。断面幅広U字形であり、埋没土中に

は地山ブロック混土の上に、にぶい黄橙色砂質土の

堆積が見られた。

22号土坑（第212図、 PL69)

調査区中央西で検出された溝群内の一角に東西方

向を向き検出された。深さ8cm程で断面皿状を呈す

表62 E-2区第 1面ー 2土坑計測一覧

No 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

16 I n-81 134 62 36 隅丸長方形 N-82'-W 

17 lm-82 (56) 55 22 不明 N-89° -E 

18 I p-84 73 63 13 円形 N-9° -W 

19 I q-84 131 55 7 楕円形 N-3° -E 

20 I q-84 255 71 40 長方形 N-l l°-W 

21 I q-86 273 83 33 隅丸長方形 N-84°-W 

22 I q-86 135 81 8 楕円形 N-87° -E 

23 I p-86 212 57 10 楕円形 N-87° -E 

24 Ir -86 (80) (41) 83 不明 N-31° -E 

25 I n-83 105 99 8 円形 N-73'-W 

l墓 lm-82 189 105 15 楕円形 N-7° -E 
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I.にぶい黄褐色土 砂質土。

2.にぶい黄褐色土 As-8混ブロックなど、
他ブロック入る。
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I.にぶい黄褐色土 砂質土。

2.にぶい黄褐色土 As-B混ブロックなど、他プロック入る。

3.にぶい黄褐色土 As-B混プロックなど、他プロック入る。

2屑より遠元気味。少し しまる。

(22号 ・23号土坑）

I.にぶい黄褐色土 砂質土。

2.にぶい黄褐色土 As-B混ブロックなど、他ブロック入る。

゜
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第212図 E-2区第 1面ー 2土坑 （1)
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I.にぶい黄褐色土砂質土。

2.にぶい黄褐色上 As-B混ブロックなど、他ブロック入る。

3.にぶい黄褐色土 As-B混ブロックなど、他ブロック入る。

2層より還元気味。少ししまる。

(24号土坑）
］．褐灰色土現耕作土。

2.明赤褐色土 酸化斑層。As-A含む。

3.にぶい黄褐色土 やや還元気味。砂質。As-A含む。

4.にぶい黄褐色土 砂質。黄灰色の洪水砂ブロック（上附洪水）

含む。

5.にぶい黄褐色土 As-B粒含む。砂質。ブロック多い。

6.にぶい黄褐色土 As-B粒含む。砂質。ブロック多い。

7.にぶい黄褐色土 As-B粒含む。砂質。ブロック多い。

ややしまる。
8.にぶい黄橙色土 砂質。上層の黄灰洪水砂ブロック含む。

9.にぶい黄橙色土 砂質。還元気味。水田耕土か？
10.にぶい黄橙色土 砂囲。上方酸化、水田酸化斑。

(25号土坑）
1.褐灰色土 砂質。軟らかい。酸化斑微星に見られる。

2.褐色土 砂質。軟らかい。酸化色強い。白色粒子(c/>0.5mm
以下大）微鼠混入。

3.灰黄褐色土 砂質。軟らかい。2園よりも酸化影響少ない。

白色粒子(c/>0.5mm以下大）全体に混入。

゜
I : 2 5cm 

第213図 E-2区第 1面ー 2土坑（ 2)

E-2区第 1面ー 2 土坑出土遺物観察表（第213図、 PL85)

No. 器 種 出土位置 法量（cm)①長さ②幅③厚さ④重さ(g) 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存

20土 生産関連 +21 ①5 0②7 2cm③2 2④80 4 やや重。酸化進まず。炉底面痕とどめる椀形滓。鍛冶滓。図平面

I 鉄滓 は表面。18世紀以前。

25土 鉄製品 +ID ①(6 2)②I 0③I 0④(6 7) 先端部調査時以降の欠損。錆層に塑われ、古代。和鉄不明茶褐色

I 釘 錆。頭部折り曲げ。使用済み曲がりあり 。時期不明

25土 鉄製品 +8 ①(9 5+ a)②2 7③0 9④(12 0) 調査時以降の欠損大。層状剥落と割れのため和鉄。尖状の破片は

2 鎌？ 茎片か。片方に刃部があり、棟部が曲がるため鎌？ 15世紀以降。
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る。埋没土はにぶい黄橙色砂質士である。

23号土坑（第213図、 PL69)

調査区中央西で検出された溝群内の一角に東西方

向を向き検出された。深さ 8cm程で断面皿状を呈す

る。埋没土はにぶい黄橙色砂質土である。

24号士坑（第213図、 PL68)

調査区中央西壁際で検出された。28号溝北端部に

かかる。深さ75cmと深く掘り込まれ、断面U字状を

呈する。埋没士はにぶい黄橙色砂質土である。

25号土坑（第213図、 PL71)

調査区南寄りの12号土坑脇で検出された。 lm前

後の円形を呈し、 8cmほどの浅い掘り込みをもつ。

5) 掘立柱建物

1号掘立柱建物（第214図、 PL67)

調査区東端36.375-67.500付近に於いて検出した。

東西方向に 3本の柱穴が並び南北両端の柱穴から南

I.にぶい黄褐色土 砂質。

2.褐灰色土 砂質。

3.明褐色土 細砂。
4. 2層より、やや明るい色。
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第214図 E-2区第 1面ー 21号掘立柱建物
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第215図 E-2区第 1面 遺構外出土遺物（ 1)
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第216図 E-2区第 1面 遺構外出土遺物 （2)

E-2区第 1面 遺構外出土遺物観察表（第215• 216図、 PL86)

No、 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

I 磁器 I m-86 ①―②― 鉱物見えず。重。締。 外面染付一条、緑色下絵の施文。割れ口消耗少。

色絵小碗 口緑部片 ③― 還元。 20世紀前半。肥前系。

2 土師質土器 フク土 ①(8 8)②(5 8) 鉱物少。軽。並。酸化。 内外面横撫で。割れ口消耗少。県内産。15~18世紀。

皿 口～体部片 ③(2 O) にぶい橙色。

3 磁器、青磁 I n-83 ①―②― 鉱物見えず。重。締。 高台端部を除き、やや良い青磁釉。胎土は、幾分灰色。高台

浅碗 高台部片 ③― 還元。 端部は鉄足状に酸化。割れ口消耗少。13• 14世紀。龍泉窯。

4 陶器 I t-83 ①―②(9 O) 鉱物見えず。軽。締。 内外面に轄櫨目あり 。割れ口消耗少。 18世紀。美濃。

徳利 体部片 ③(2 0) 中性。

5 石製品 I q-82 長(28)cm，幅（I9)cm，厚03cm，重（30) g 黒色。表 ・裏平滑。割れ口消耗少。県外搬入。

石板 小片 石材’頁岩

6 軟質陶器 フク土 ①―②- 白 • 黒色鉱物含む。並。 内面回転撫で。外面回転条痕あり 。割れ口消耗少。17世紀。

内耳渦？ 体部片 ③― 硬。外面燻。芯酸化気味 東毛か？

7 銅製品 I m-87 長72cm，幅I0cm，厚I0cm，重90g 銅主材。側部に蝋継ぎ目あり 。厚 く下手。18• 19世紀。

煙管 吸口部
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8 鉄製品 I p-86 長3Oan，幅30cm，厚IIan，重253 g クラック割れあり鋳鉄。暗茶黒味のある錆。べい独楽。裏面

コマ 完存 左巻き目、表面不明文様有。 19世紀後半以降（明治）。， 鉄製品 I t-84 長(150+a)cm，幅（37)cm，厚（IO)cm 重（36.9)g 
10 生産関連 I p-85 長(2.6)cm，幅（3O)cm，厚I5cm，重152 g 旧損あり 。鉄関連。重い。茶褐色錆化に覆われる。底部炉床

鉄滓 痕の丸みを残す椀形滓で鍛冶滓。18世紀以前。

II 生産関連 I o-87 長44cm，幅76cm，厚2.1cm，重973g 旧状のまま 。鉄関連。重い。茶褐色錆化に覆われる。底部に

鉄滓 炉床痕の丸みを残す椀形滓で鍛冶滓。 18世紀以前。

12 土製品 I m-84 ①―②― 臼•黒色鉱物含。 軽。 部 外面珪化部、黒色気味。孔部は軸方向で、浅い条線あり 。割

羽口 端部片 ③(3 0) 分締る。酸化気味。 れ口消耗少。不明。県内。

13 石製品 I r-82 長（5O)cm，幅31cm，厚23cm，重（600) g 中砥級。片小口は1日時欠損。き目揃う 。手持砥としてのクセ

砥石 破片 石材砥沢石 磨耗は左利き。使用は 5面。

14 陶器 11-83 ①(12.0)②一 鉱物なし。重。締。還元 内外面飴釉。割れ口消耗。瀬戸 ・美浪。18世紀。

碗 口緑部片 ③(5 8) 

15 磁器、白磁 I 1-88 (—(— 鉱物なし。重。 締。還元 磁胎は灰色。内外面に暗灰色厚手の白磁釉。外面に回転箆削

耳壷 体部片 ③― り内面に輛轄目。内面に有機臼汚れ付着。中国。13世紀。

16 軟質陶器 I m-87 (—(— 鉱物含。重。硬。芯外酸 底面外に細砂付着。内面撫で痕。薄作。割れ口消耗少。割れ

内耳渦 底部片 ③― 化。内面燻。にぶい黄橙 口は打ち欠き 。二次加工か。西毛。15世紀後半～17世紀。

17 軟質陶器 I t-83 ①―②(8 6) 鉱物多。軽。並。遠元。 内面に 8条を単位とする卸目あり 。外面指圧痕。底面の切り

捕鉢 体部片 ③(4 5) 外面燻。黄灰色。 離し技法不明。内面下方使用磨耗。割れ口消耗大。西毛。15

世紀中～後半。

18 石製品 表採 長(189)cm，幅（137)cm，厚（27)cm 種子等不明。

板碑 埜礎突起 重975g 石材緑色片岩

北に 1間の柱穴が伸びるが方形に囲わない。柱間は

東西方向で2間、 2.5mを測る。柱穴は隅丸又は円

形を呈し、長辺30cm、深さ 12cm前後の規模をもつ。

(2) E-1区の検出遺構

1) 溝

4.第2面ー 1 （中・近世）の検出遺構

(1)第2面ー 1の概要

本面は、第 1面から 10cm前後掘り下げ、明黄褐色

の酸化面として調査を行った。検出遺構は、溝•土

坑の他、酸化面に褐灰色の還元気味土壌が筋状に東

西南北方向に伸びるのを確認し、還元土壌に囲まれ

た区画を確認した。

表63 E-1区第2面ー 1溝計測一覧

本調査区で検出した溝は10号から21号溝の11条で

あった。溝の走行は東西南北方向を基本とし軸線が

延びるが、確認全長はどれも短く、浅い。埋没土中

には明灰色の砂質土が堆積している。

2) 土坑

散在する4韮の土坑を検出した。

6号土坑 （第219図）

調査区南東寄りで、 7号土坑と接し検出した。N

-30° -Wに向く墓坑である 。形状は隅丸長方形状

を呈し、長辺1.8m、短辺9.8m、深28cm程の規模を

名称
------位置----------方位---

比高 規--模---（長---m-，-幅--・--深--さ--cm--) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長 上幅 下幅 深さ

10 J a-82 N-o・ 0 05 2.2 24 12 10 短く浅い溝。

11 J a-83→I I -83 N-0° 0 01 3.8 48 30 6 短く浅い溝。

12 It -78 • I t-80 N-83°-W 

゜
9.0 90 70 6 13局溝と T字に接する。

13 I t -79 • I r-79 N-2° -E 

゜
6 8 42 30 5 12号溝とT字に接する。 E-2区側で畦状の痕跡と重なる。

14 I s-80 N-90° -W 0.04 3.0 32 22 2 13号溝と直交方向の短い溝。

15 I s-77 N-13°-E 0 01 I 4 39 20 5 屋敷南堀脇から発する。

16 J a-77→I I -77 N-0° 0 01 48 46 30 8 屋敷南西隅内側で検出。短い溝。

17 J b-77 N-8° -E 0, O 3 2.4 24 12 3 屋敷西堀内側で18号・ 19号溝と平行に検出。

18 J b-77 N-5° -W 0.04 2 6 40 20 10 屋敷西堀内側で17号・ 19号溝と平行に検出。

19 J a-78→J b-78 S-7° -E 0.01 5.8 48 25 9 屋敷西堀内側で17号・ 18号溝と平行に検出。

21 J b-76→J a-76 N-0° 0.06 8.5 40 14 18 屋敷内で検出。20号溝と併走し、 24号・ 25号溝に切られる。

26 It -79→J b-79 S-0° 0 02 10 0 40 22 l l 2号井戸に切られる南北溝。
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A
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(10~13 • 15 • 16 • 21号溝）
I.明灰色土部分的に酸化。

_A_. 26溝 △ 

10溝
A I A' A_ 

41;" 
A.1  A' . /.  

111;ft 
ぶ (41号溝）

1.灰黄褐色土 還元気味。粘性ブロック、

砂質土との混土。

゜
L=79.90m 
I : 50 2m 

第218図 E-1区第 2面ー 1溝
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持つ。遺構内からは、人骨と古銭6枚が出土してい

る。人骨は頭骨が北西隅で出土し屈葬状態で西向き

に埋葬され、中央付近に径20cm程の円礫が出土して

いる。古銭は永楽銭を含む 3枚単位で頭骨部分と胸

部当たりの 2カ所で出土している。埋没土は下層地
公．

山ブロックを含む一括埋没土である。

11号土坑 （第220図 PL72) は、上面8号溝下層

に当たり、東西方向に向く長方形を呈し、深さは10

cm程と浅い。埋没土中にはAs-8を含む。12号土坑

6土坑（墓坑）

ユと

A .K 

］．暗灰褐色土 As-B軽石を微旦に含み、灰色粘質土・黒色粘質

土の小ブロックを混在する。

゜
L~SO.OOm 

I : 40 

、 --~---• 9 - l 

Im 

2
 

3
 

5
 

6
 

第219図 E-1区第 2面ー 1 6号土坑及び出土遺物

0 I: I 2cm 

一
E-1区第2面ー 1 6号土坑出土遺物観察表（第219図、 PL83)

No 器種・器形 出土位岡 残存 法量（cm)①直径②孔長③重さ(g) 成・整形技法，器形の特徴

I 古銭 +151 完存 ①2 5②06③3 3 銅主材。 「永楽通宝」。初鋳1408年。文字鮮明。中国。

2 古銭 ｝結合 完存 ①2 4②0 7③3 2 銅主材。 「元符通宝J。 初鋳1098年。中国。
3 古銭 J 完存 ①2 3②0 65③3 I 銅主材。 「熙寧元宝」。初鋳1072年。中国。
4 古銭 +71 完存 ①2.5②0.6③2.1 銅主材。 「永楽通宝」。初鋳1408年。中国。
5 古銭 ｝結合 完存 ①24②0 6③2 7 銅主材。 「元□□宝」 。文字不明。中国か。

6 古銭 J 完存 ①2,3②0.55③2.6 銅主材。 「洪武通宝」。初鋳1368年。中国。
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（第220図、 PL72) は両側に径50cm、深さ 30cmほ

どの円形状を呈するピットを持つ。形状は隅丸長方

形状を呈し、中央部に向かい30cm程の深さに窪む。

13号土坑（第220図、 PL73)

屋敷西堀の内側立ち上がり部分で検出された墓坑

である。南北に長い楕円形を呈する。深さは 9cmと

浅い。土坑内からは骨片が出土している。埋没土中

にはAs-Bや黒色土ブロックが混じる。

/
 
A
 

A
 

11土坑 11 A' 叫 吋

［ 
A' 

］．明褐色土 As-B軽石を全体に少鼠含む。

A
 

(3) E-2区の検出遺構

全体には平坦であり、その中に東西南北方向に還

元土壌気味の直線的な畦畔状の筋を確認した。

本面の中で3号道跡下層には硬化面が続き、確認

面である褐灰色土面より 10cmほど高く残り、両側に

表64 E-1区第2面ー 1土坑計測一覧

No. 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

6 Is -78 120 98 28 隅丸方形 N-5° -E 

II It -81 216 70 10 長方形 N-83° -E 

12 Is -80 176 72 35 楕円形 N-89゚・W

13 It -78 98 45 ， 楕円形 N-I'-W 

ー

ロ

〉

•• 

A' 

吋 吋

I.灰褐色粘質土 As-B軽石を全体に含む。

黒色土のブロックを少星含む。

‘̀ 

口
ー

ク

12土坑一 l

1.暗灰色土 ブロック状の灰色粘質土を全体に含む。 O 
L-79.90m 

I: 40 Im 

゜
1 : 3 10cm 

第220図 E-1区第 2面ー 1土坑

E-1区第2面ー 1 12号土坑出土遺物観察表（第220図、 PL84)

l:I:::]三□言言’径：三；，；： 成・整形技法，器形の特徴

胎土は灰色。釉調は淡褐色を呈し、沈み、細貫入あり 。表面

に劃文による略した蓮弁あり 。割れロシャープ。14世紀。

龍泉窯系。
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は酸化気味の筋が併走する 。また道路遺構周辺で溝

2条を検出した。その他に調査区北寄りに土坑 l基

検出した。

1) 畦畔状遺構（第222図）

本面では水田畦畔状の高まりは検出できず、調査

区内に国家座標と同方向に直線的に伸びる還元土壌

気味の筋を確認した。これら筋状の痕跡は水田畦畔

の残骸あるいは下層畦畔の盛り上がりかは不明であ

る。しかし、 3号道跡西側の南北方向の2条につい

ては、中央部にAs-B混土層が確認でき、下層As-B

混土面の調査に於いて畦畔を検出できたことから畦

畔の盛り上がりと考えられる 。

2) 溝

38号溝（第222図）

2号道路遺構東側溝である23号溝に併走するよう

に検出された。埋没土中には黄褐色洪水砂が入る 。

下層のAs-B混土面で検出された43局溝と同一溝と考

えられる。

39号溝（第222図、 PL71)

3局道跡西側から還元土壌気味の南北ラインまで

の間で両者を繋ぐように掘り込まれた溝である。

表65 E-2区第2面ー 1溝計測一覧

名称 1 ガ両（青五i|—ー＿互痙 ＿＿ ―|悶m：口悶贔胃：且督虞 備考

38 I It -84→ Io-84 I N-3°-WI 0.171 28.71401 181 5 上面2号道の東側溝23号溝脇で検出。

39 I I p-85→ lp-86 I S-60°-W I 0061 5.2115011301 10 レンズ状の掘り込みを持つ幅広の溝。

41 I It-83 I N-80°-W I 0.01 I 2.11 381 -I 5 浅い掘り込みの短い溝。

A 7 6 5 ~ 3 畦 1 2•上
｀ ＝・-六―→ ---:/--1--3

上 ．畦 2.」:
こ.----」

L~ 79.90m 

（畦A)
］．明黄褐色土 砂笠。
2.明黄褐色土 砂質。

3.暗褐色土砂質。 As-B混土。

4.明黄褐色土 砂質。少し酸化気味。

5.明黄褐色土 砂質。砂質土をより 含む。

6.明黄褐色土砂質。酸化気味。

7.明黄褐色土砂質。少し還元気味。

DI DI' 

（畦B)
1.にぶい黄橙色土 少し砂質。
2.明褐色土酸化斑床土面。

D2 D2' 

c-
畦 ．玉

3 2 I 

―←-----'-\ —-二←—--
L=79.90m 

（畦C)
1.明褐色土 酸化斑。床土面。

2.にぶい黄橙色土 還元気味。

3.にぶい黄橙色土 還元気味。 D3 03' 

゜
し＝80.00m

I : 50 2m 

04 

第221図 E-2区第 2面ー 1畦畔・溝断面
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3) 土坑

26号土坑（第223図）

調査区北寄りで検出できたが、深さは5cmと浅く

形状も不明瞭であった 。中 央部 を細 い溝 に切 られ褐

灰色の砂質土により埋まっていた。

表66 E-2区第 2面ー 1 26号土坑計測一覧

：：： ］：：。］：1;6 1 :;。~w

/9  ▽ 39溝一1I 

l、l

△-. 

△_. ・年

し＝79.90m

゜
I : 40 lm 

第223図 E-2区第 2面ー 1土坑
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第224図 E-2区第 2面ー 1溝及び遺構外出土遺物

E-2区第2面ー 1 溝及び遺構外出土遺物観察表（第224図、 PL86)

No 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

39溝 磁器、青磁 +17 ①―②- 鉱物見えず。重。締。 外面に劃花による浅い蓮弁あり 。内外面に淡緑色青磁釉を施

I 碗 口緑部片 ③(2 0) 還元。 釉。磁胎灰色。14世紀。龍泉窯系。

1 磁器 フク土 (—(— 鉱物なし。重。締。還元 外面に呉須施文あり。内外面に白磁釉。割れ口消耗少。肥"rJ

そば猪口？ 口縁部片 ③― 系。18世紀。

2 磁器、青磁 I q-82 (—(— 鉱物なし。菫。締。還元 内外面に発色良くない暗オリーブ色の薄い青磁釉。外面に鍋手

碗 体部片 ③― 磁胎灰色。 蓮弁，内面に使用傷少。割れ口消耗少。中国龍泉窯系。 13世紀

3 磁器，青白磁 I q-79 (—(— 鉱物なし。重。締。 還冗 外面無文。内面に割文。内外に貫入あり。青白磁釉の発色良好。

碗 体部片 ③― 割れ口消耗少。内面使用傷微。中国景徳鎮窯系。12• 13世紀

4 土師質上器 I p-80 ①(12 0)②ー シルト質。鉱物なし。軽 内外面横撫で。割れ口消耗あり。西毛製。 16世紀則半。

皿 口緑部片 ③(2 8) 硬。 橙色。

5 磁器、青磁 フク土 ( —(— 鉱物なし。重。締。還元 内外面に発色の良い明るいオリープ色の青磁釉、やや厚く施

碗 口緑部片 ③― 磁胎淡灰。橙色。 釉。外面に鏑手蓮。弁施文。内面使用傷少。全体消耗少。中

国龍泉窯系。 13世紀。

6 焼締陶器 フク土 ①―②― 鉱物含。重。締。酸化。 外面に箆削り痕。内面指圧痕。割れ口消耗少。常滑。

甕 体部片 ③― にぶい橙色。 13~15世紀。

7 鉄製品 l n-84 長(23)cm，幅（05)cm，厚04cm，重（08) g 上・下端調査時以降欠損。茶褐色のため二次被熱。縦錆割れ

釘 あるが古代鉄か和鉄か不明。19世紀以前。

8 石、磨石 フク土 長さ88cm，幅75cm，厚さ35cm，重さ340g 石材かんらん岩。
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5.第2面（中・近世）の検出遺構

(1)第2面ー 2の概要

本面は E-2区のみで検出された面であり、第2

面ー 1の褐灰色土面を10cmほど掘り下げ、 As-8を

含む黒褐色土面で遺構を検出した。面中には2面一

1で検出した還元土壌気味の東西南北の座標方向に

向く畦畔状の痕跡下層より畦畔を確認した。

(2) E-2区の検出迫構

l)水田（第226• 228図）

本面の水田耕作土は他の調査区同様、下層堆積層

であるAs-B層を鋤込んだ所謂B混土であり、ざくざ

くした砂質土となっている。また田面上面は黄褐色

洪水層と B混土の混じり合った漸位層的な土質であ

り、畦畔の遺存状態から洪水層埋没後の継続的な耕

作により撹拌を受けていると考えられる。検出水田

枚数は畦畔検出状況から南北に長い長方形を呈する

水田区画が9面想定できたが、完結する水田区画は

検出できなかった。また、明確な畦畔は 3号道跡西

側南北畦畔2条だけであり、その他の畦畔につては

残骸と思われる断続的な高まりと色調及び土質の違

いによる確認であった。

畦畔 2号道路遺構西側で残りの良い南北畦畔を

2条検出した。国家座標軸と同一方向に配置され、

西端の南北畦畔は上端50cm弱、深さ 6cm程の溝を

伴い、下幅は1.5mを測る 。3号道跡東側の畦畔は

高まりとして確認できず、上記のように色調及び土

質の違いによる確認であった。これらの畦畔は下層

面のAs-B面で検出された畦畔配置と 一部同一であ

り、 2号道路遺構東側にて唯一検出した0ライン上

にのる東西畦畔などから継続耕作と考えられる。

|
|
l
¥

―
 

186 184 

゜
I : 400 16m 

第225図 E-2区第 2面ー 2全体図
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―A 47溝ーA—' 企 43溝公し A A' 

i 
46溝 ．＿

L~79 80m 
L,79 80m 

3 
2号道 ］ 明黄褐色土 硬化。砂烈。酸化気味。

A 2 4 A' 2 にぶい黄橙色土 砂屑とシルトの

互層の流水痕。
3 にぶい黄橙色土

4 褐色土 As-B混多い砂質。

L-79 80m 

畦
A' 

1.明黄褐色土 砂質。細砂洪水縞入る。

2.明黄褐色土 部分的に明黄褐色の洪水砂縞入る。

3.にぶい黄橙色土 As-B粒入る。

4.黒褐色土 As-B混土層。

B
_
 

B' 

上

D_ 

lq 

上 ／ハ ＼＼＼＼＼l (l 11間（］<!lllhll(―
6 
水
田

B 』門尉II¥¥ ¥ ¥ B 

゜
L=79.90m 

I : 50 

1水田

A
 

N- 仁二二こ
89 

I 87 

゜
I : 200 8m 

第226図 E-2区第 2面ー 2 2号道跡・畦畔・溝
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B
 

B' 

2号道跡

c
 

C' 
6 7 

I.にぶい黄橙色土 砂質～シルト。洪水の明黄褐色砂塊入る。
2.にぶい黄橙色土 砂質～シルト 。

3.にぶい黄褐色土 砂質～シルト 。As-8粒多い。

4.黒褐色土砂質。 As-8混土層。

5.褐灰色土 砂質。砂質土と土との互層的混土。全体に還元気味。
硬化の酸化縞入る。

6.褐灰色土 砂質。As-Bを多量に含む。

7.褐灰色土 As-B近純層で、下面には灰色アッシュあり。

8.暗褐色土土壌分強く、 As-B粒少。

9.灰黄褐色土 砂貿土。洪水砂。

10. 8陪に近似した土壌分強の府。

I
V
V
蜘

I.褐色土 砂質土。礫を多く含む。(2号区画）

2.灰褐色土 砂質土。軽石を微鼠に含む。(2号区画）

①褐色土砂質土。
②灰黄褐色土砂質土。 As-A軽石を多呈に含む。

③．にぶい黄褐色土 砂質土。

④．にぶい黄褐色土砂質土。

⑤にぶい黄褐色土 砂質土。

⑥灰黄褐色土 砂質土。As-B混土。黄褐色土が混入。

ラミナが見られる。

⑦．にぶい黄褐色土 砂質上。

⑧灰黄褐色土 砂質土ブロック。
A黒褐色土 砂質土。 As-B混土。道路硬化面。

B．褐灰色土砂質土。As-Bを含む。

C．暗褐色土砂質土。

* I a~Vila層は、基本土層参照。
いにぶい黄褐色土砂質土。

ろ褐色土 砂質土。鉄分凝固が見られる。

は灰黄褐色土 砂質土。粒子粗い。ラミナが見られる。川砂が混入。
道路硬化面。

ア灰黄褐色土 砂質土。鉄分を全体に含む。軽石を微量に含む。

イ．にぶい褐色土 砂質土。 As-Bを含む。

ウ灰褐色土 砂質土。As-Bを含む。川砂がブロック状に混入。

エ．灰褐色土 砂質土。 As-Bを多く含む。川砂がブロック状に混入。

゜
L=79.90m 

I : 50 2m 

第227図 E-2区第 2面ー 2断面

表67 E-2区第2面ー 2溝計測一覧

名称 位囮 --方位- 比尚 規模（長ーm，幅・深さ-cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

42 lq-79・ lr-79 N-90° 

゜
5.6 180 140 10 幅広の掘り込みの浅い溝。

43 I o-84 • I m-84 N-3° -W 

゜
8 7 30 12 15 38号溝から分岐するような細い溝。

44 I r-82→ I q-82 N-o・ 0 01 5 0 28 14 5 畦痕状の酸化筋の掘り込みの浅い短い溝。

45 I q-80→ I s-80 S -0° 0 01 4.0 29 15 4 掘り込みの浅い短い溝。

46 I o-84→ 11 -84 N-2° -W 0 06 13 3 34 16 IO 38号溝南端で分岐するように南流する溝。

47 I m-84 • I 1-84 N-12°-E 

゜
3 2 42 12 4 2号道下面で検出。 23号溝と接する。

48 I m-83 • I 1-83 N-0° 

゜
38 30 15 4 畦痕状の酸化筋の掘り込みの浅い短い溝。

2) 溝

水田畦畔は位置と同じ南北方向に走行を持つ溝

42号～48号溝の 7条を検出した。各溝とも上面検出

溝の掘り方であったり、下面の埋没溝の痕跡であっ

たり上下面の影響が窺える。42号溝（第228図）は

調査区北西端部で検出した南北方向に向く溝である。

規模は上幅1.6m、深さ 5cm程を測る。 43号溝（第

226図、 PL73) は、第2面ー1の38号溝と同一地点

で同一走行で検出されたことから、 38号溝掘り方と

考えられる。 46号溝（第226図、 PL73) と47号溝

（第226図、 PL73) もまた38号の残骸の48号溝（第

246 



228図）が同一走行で検出されている。 44号溝（第

228図）は確認全長5.0mと短く、畦畔痕跡上にの

る。 また南延長部分には類似性も見られる。 また南

の45号溝（第228図、 PL73) もまた確認全長は短

<As-B下層面では水田畦畔と重なる 。

表68 E-2区第2面ー 2水田計測一覧

No 面梢 長軸長 短軸長 水口

(rrf) (m) (m) 

1 (36.0) (9 8) (6 5) 

2 (150 6) (24 5) 10 I 

3 (I 28 3) (25 7) 5 8 

4 53 I 12.3 5 0 

5 (63 4) (1 I O) (10 5) 

6 (144 6) (22 7) 6 4 

7 (206 5) (23.0) 9.7 

8 (68 9) (16 7) 5 8 

: 6水田

19 60 

7水田

B
 口

4水田

ロ
田

亨

詠

□こ

79 70 

A
 

42溝

Is―昇
A
 

A
 

溝
ー

4
 

4
 

A 45溝 A'
ー. I 

48溝
I 

A' 

(42 • 44 • 45 • 48号溝）
1.にぶい黄褐色土 砂質。As-8粒入る。

A I A' 

c
 

C' 

D
 

B

l
 

（畦A)
］．暗赤褐色土 砂質。酸化気味。

B' 

c
 

C' 

D
 

D' 

゜
I : 200 8m 

゜
L~79.80m 
I : 50 2m 

第228図 E-2 区第 2 面ー 2 溝•水田
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3) 土坑

27号土坑（第229図）

調査区北寄りで44号溝北側延長にあり、深さは

4cmと浅く形状は楕円形であった。橙色の砂質土

により埋まっていた。

叫
---/ | 

吋i
 

．

．

 

Z

く

く

1.橙色土 洪水黄色細砂。へこみの溜まりか？

表69 E-2区第 2面ー 2 27号土坑計測一覧

No.I 位置 長軸 1 短軸 1 深さ 1 形状 1軸方位
(cm) I (cm) I (cm) 

゜
し＝79.80m

I: 40 Im 

27 I I r -82 67 25 4 I 楕円形 IN-1°-W

第229図 E-2区第 2面ー 2土坑

且一叫l ¥‘□□□] 三：l ｀ ニジ45溝一 l

゜
I : 3 10cm 

第230図 E-2区第 2面ー 2出土遺物

E-2区第2面ー 2 出上遺物観察表（第230図）

No 器 種 出土位贋 法量(an)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器 形 残 存 ②底径③轟さ

2道 軟質陶器 フク土 (—(— 鉱物含。軽。並。酸化気 香炉など直径の少ない器種。肉厚。割れ口消耗大。県内。14

I 不明 体部片 ③― 味。にぶい橙色。 ~18世紀。
42溝 焼締陶器 +10 ①―②(11.3) 白色鉱物多。重。締。 内面磨耗。外面回転箆削り条痕あり。割れ口消耗あり。13• 
I 鉢 高台部片 ③(4 1) 還元。黄灰色。 14世紀。知多か？
45溝 土師質土器 +13 ①(8.0)②一 雲母粒含。鉱物少。並。 肉厚。手捏か？内面の器面消耗大。整形不明瞭。割れ口消耗

I 皿 口緑部片 ③(I 8) 酸化。にぶい褐色。 あり。13世紀。県南部以南。

6.第3面（古代）の検出遺構

(1) 第3面の概要

As-Bにより埋没した面である。本区のAs-B層も

また灰層から軽石層にかけて降灰以降上層からの耕

作により鋤き込まれており、畦畔以外の面でも l

cmにも満たない場所もあった。また軽石層直下の検

出面には青色気味のアッシュが薄い被膜のように覆

うのが確認できた。

検出遺構は、調査区外まで広がる水田遺構が22面

検出された。

(2) 検出遺構

1) 水田（第233~236図、 PL73• 74) 

畦畔配置は条里地割りを意識し、東西南北方向に

設けられていると考えられ、南北方向を軸として横

長長方形又は方形を意識した形状と考えられるが、

中央部の南北畦畔に向かい東西畦畔が傾斜して接続

し、これによりほとんどの水田形状が菱形または平

行四辺形気味に見られる。

本調査区で確認できた水田の中で最大面積は 5号

水田の260mや 18号水田の258m2であり両水田とも縦

長長方形状を呈する。また中央付近の三角形状を呈

する 6号水田は最小面積を測り、水口が集まり分水

機能有する区画と考えられる。また隣接する 13局及

び14号水田は幅の狭い横長長方形状を呈し特異な形

である。
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畦畔検出された畦畔は上幅20~30cm、下幅30~

50cm、高さも 5~10cmの規模のものが大半を占め

る。その中で調査区南西部の国家座標値Y=-67.530 

ラインに近接する南北畦畔は、上幅50cm程の水路状

の溝を伴い最大2m、下幅2.5m、高さ 6cmの規模

を有し、他の畦畔に比べ規模が大きく大畦畔と考え

られる。

給水方法については、大畦畔に伴う水路は検出さ

れたが多くの水田へは、水口を開け水田から水田へ

の懸け流し潅漑を行っていたと考えられる 。また、

調査区中央部において水田内を斜行し、両側に排土

による畦畔状の高まりを持つ溝が検出されている。

水田面は基本的には平坦面であるが、田面中には

足跡や耕作痕のような痕跡が多数見られた。その中

で足跡は東西方向に移動したような痕跡が多く見ら

れる。また水田面に踏み荒らされたような凹凸が見

られた。

水田耕作土の層厚は4~10cm前後であり、央雑物

の少ない均質な強粘性の黒色土であり、直下の洪水

堆積層と考えられる緑がかった灰白色粘土を鋤き込

み耕上化している。

表70 第3面水田計測一覧

No 面栢 長軸長 短軸長 水口

（可） (m) (m) 

I (61 2) (I 2 3) (5 6) 

2 (39 3) (7 8) 6.9 1 

3 (8.3) (2.4) (4 5) 1 

4 (138 4) 20 7 (7 8) 1 

5 (259 8) 20 8 12 2 2 

6 9.6 6 2 1.8 2 

7 (95.8) (17 4) 5.5 1 

8 (48 5) (15 0) 4.2 ， (I 60 8) (21 2) (I 5 2) 2 

10 (4 6) (3 7) (I 2) 1 

II (83 4) (11.8) JO.I 1 

12 (4 1) (2 6) (2 4) 1 

13 (39 2) (14 5) 3 I 1 

14 (57.2) (17.6) 5.3 

15 (88.1) 10 0 9 6 

16 (110 I) 11 6 94 

17 258 2 20 5 14 5 2 

18 (39 2) 17 8 (2 2) 1 

19 (10.6) (5 O) (2.6) 

20 (115 8) (13 8) (13 5) 

21 (I I 4) (15 7) (O 7) 

I『

|
|
_
1?
1
1
0

゜
I : 3 10cm 

第232図 第3面遺構外出土遺物

E-2区第3面 遺構外出土遺物観察表（第232図、 PL86)

No | :::  1言1 言言竺］口：ロロい石墨片で、欠損は旧時。消耗は微。 l8~20世紀。

2)溝 （第233悩）

E-1区北端で南北に伸びる27号溝 ・28号溝 ・

29号溝の平行する 3条の溝を検出した。この 3条

の溝は、 As-8下の20号水田面を掘り込んでいる 。

27号溝は幅 lmを測り、平底状を呈する 。28号

溝は幅55cm、深さ 16cmを測り、断面逆台形状を呈

する。

表71 E-1区第3面溝計測一覧

29号溝は北側は幅広、南側が細く掘り込みは25cm

を測り丸底状を呈する。

名称I 位置 方位 比高 規模（長＿m，幅・深さ＿cm)

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

27 It -77→J b-77 S-8° -W 0 03 10 2 100 80 13 

28 J b-77→It -77 N-6° -E 0 02 9 5 68 55 16 

29 J b-76→It -76 N-10°-E 0.01 10.0 64 34 25 

備考

20号水田内で検出。幅広で掘り込みの浅い溝。 28• 29号溝と平行

20号水田内で検出。27• 29号溝と平行

20号水田内で検出。北側幅広、南側細くなる。27• 28号溝と平行
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I.褐灰色土水田耕土。
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B' 

゜
L~79.60m 
I : 50 2m 

第236図第3面水田水口
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7.第4面（古墳時代）の検出遺構

(1)第4面の概要

As-B下水田耕作土下には発掘調査時に平安洪水

層と呼んでいた緑がかった灰黄褐色粘土層の堆積を

確認した。層厚は厚いところで20cm、薄いところで

10cm前後の堆積が見られた。その直下からにぶい黄

橙色のHr-FP泥流層を確認し、下層の精査を行い

調査区全面において2.5m'前後の極小区画水田を確

認した。

(2)検出遺構

1)水田（第240図、 PL74• 75) 

調査区で検出された極小区画水田は489面を数え

碁盤の目状に配置されている。極小区画水田の規模

は、長辺 2m前後、短辺1.3m前後の傾斜方向に沿

うような縦長長方形状を呈する。

大畦畔は、調査区内を蛇行しながら縦断する 1号

大畦畔とこの大畦畔に直交方向に接続する 2号・ 3

号大畦畔の計3条の大畦畔を検出した。大畦畔の配

置は地形傾斜の影響を受けるような配置であり、極

表72 E-2区第4面溝計測一覧

名称 1 元両己讐畜蓋i|—ーー一紐＿＿］仁'|悶贔｀｀；；

小区画水田のように整然とした碁盤の目状配置とは

異なる 。これらの大畦畔により調査区内は4つの大

区画に分けられる 。

1号大畦畔の規模は、上幅40cm、下幅 lm、高さ

10cmを測り、水口として所々分断される。3号大畦

畔はN-25°-W方向に直線的に伸び、規模は上幅

50cm、下幅1.2m、高さ 7cmを測る。また 2号大畦

畔はN-41°-W方向に直線的に伸び、規模は上幅

80cm、下幅 lm、高さ 5cmを測る。

調査区内では給排水用の水路は無く、各水田へは

田から田への掛け流しにより水を回している。この

方法を行うに当たり、 1号大畦畔東脇の横長の水田

区画は長辺2.5m前後、短辺l.5m前後と極小区画水

田に比べ1.5倍程の広さを持つ区画を設け、極小区

画水田の2列分への分水用に配置されている。

備考

49 I I m-87 • I 1-87 I N-0° o I 5. s I 130 I 1 oo I 5 I大畦南西端で検出。流水で削り込まれたような形状。

口ク／。 I : 3 10cm 

第237図 E-2区第 4面出土遺物

E-2区第4面 出土遺物観察表（第237図）

No I器種 出土位置 法量（cm)①口径 I 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器形 残 存 ②底径③巖さ

1 I 灰釉陶器 フク土 ①(10.4)②一 I 鉱物なし。重。締。 内面に灰釉かかる。外面釉なし。割れ口消耗少。東海。

皿 口縁部片 ③(2 0) 還元。灰白色。 10世紀。
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表73 第4面水田計測一覧

No 面積 長軸長 短軸長 水口

(rrf) (m) (m) 

1 (2 O) 1.7 I 3 

2 1.2 I 6 0.8 

3 (I 0) (1 2) 1 I 

4 2 0 1.9 I 2 

5 2.5 2 0 l 4 

6 (3 2) 2.1 l 5 

7 3 6 2 3 1.6 

8 4.3 2 6 I 6 ， (I O) (0.9) (1 1) 

10 24 2 1 1.2 

II 3 3 2 4 1 3 

12 I 7 1.6 l l 

13 1.8 I 7 I 0 1 

14 (3 2) 2.2 1 6 

15 3 7 2 0 1.5 

16 3.8 2 4 1 8 

17 40 1.8 1 8 

18 2.9 I 8 1.7 

19 3 1 2.2 1 0 

20 2.8 2 3 1.1 

21 2.6 2 4 I 0 

22 I 7 I 7 I 0 

23 (2. 7) 2 0 1.4 

24 (I O) (1.5) (I 4) 

25 3 3 2 0 1.6 

26 4 5 24 I 8 

27 40 (2.1) (I 3) 

28 (5.4) 2 5 (I. 7) 

29 (1 7) (1.6) (I.4) 

30 (2.0) (I 2) (O 8) 

31 2 2 2.2 I 0 

32 1.5 1 4 I. I 

33 I I 1.4 1.3 

34 (0 8) 1 2 (0.7) 

35 (2.5) 2 2 I 3 

36 (2 7) 2 2 I.I 1 

37 2.4 I 6 l.l 1 

38 l 7 1.3 I 2 

39 I 3 I 2 1.0 1 

40 2 0 2 2 0 9 1 

41 l 8 2.4 1.0 

42 1.8 1 6 l 0 1 

43 1 6 1.5 0 8 

44 (0 8) (O 9) 0.9 1 

45 2, 5 2 I 1 1 1 

46 (3 l) 2.4 I 3 1 

47 (0.7) (1 1) 0.5 2 

48 (O 8) (1 6) 0 9 

49 (1.0) (2 7) 0 5 

50 (I 2) (2.1) 0 7 

51 (1.4) (I 3) (0.9) 

52 (I 5) (1.4) (I.I) 

53 (0 2) (0 6) (0.3) 

54 (O 6) (I I) (O 6) 

55 (I 6) 1.8 (I 3) 2 

56 (l, l) I 9 (0.6) 

57 (I 2) 1.2 1 0 2 

58 2.4 2 6 0 8 2 

59 (l, l) (I 2) (0 6) 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100 

101 

102 

103 

104 

105 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

118 

119 

120 

121 

(2 3) 

1.6 

2.2 

1.6 

2.3 

2.2 

(04) 

1.4 

1.7 

1.3 

1.6 

2.0 

2.6 

(1.9) 

2.3 

2.4 

1.5 

2.0 

2.2 

1.3 

(0.9) 

1.7 

2.1 

1.5 

1.9 

2.3 

1.5 

(2 2) 

2.8 

2.1 

1.7 

2.9 

2.4 

2.7 

(I 2) 

2.6 

2.0 

2.1 

2.6 

2.5 

3.2 

(1.8) 

2.0 

1.9 

2.2 

2.3 

2.0 

1.2 

(1.6) 

2.8 

2.4 

2.9 

3.3 

3.0 

3.1 

1.9 

2.0 

1.8 

2.3 

2.2 

2.6 

(I.I) 

1.7 

1.6 

1.9 

1.3 

1.8 

1.8 

(0.7) 

1.8 

1.9 

1.7 

1.5 

1.7 

2.7 

1.8 

1.9 

1.8 

1.4 

1.9 

1.9 

1.4 

(1. I) 

1.8 

2.1 

1.6 

1.7 

2.2 

1.6 

1.8 

2.1 

1.8 

1.5 

2.2 

1.7 

2.0 

1.0 

2.4 

1.8 

1.6 

2.0 

1.8 

2.6 

2.2 

1.9 

1.5 

2.0 

1.9 

1.9 

1.3 

(I 5) 

1.6 

1.7 

2.0 

2.1 

l.9 

2.2 

1.7 

1.6 

1.8 

2.4 

2.3 

2.4 

(1.1) 

(1 2) 

I. I 

1.2 

1.2 

1.1 

1.3 

0.6 

0.8 

0.9 

0.8 

1.1 

1.0 

0.9 

1.2 

1.2 

1.3 

1.2 

1.2 

1.4 

1.0 

1.0 

0.9 

1.0 

l. l 

l. l 

1.0 

0.9 

1.3 

1.4 

1.5 

1.4 

1.5 

1.5 

1.9 

1.0 

1.4 

1.2 

1.4 

1.4 

1.5 

1.4 

0.9 

1.1 

1.2 

1.0 

1.2 

1.1 

1.2 

(1.2) 

1.6 

1.6 

1.5 

1. 7 

1.6 

l. 7 

1.2 

l. l 

1.0 

0.9 

1.0 

0.9 

(l. 0) 

1

3

3

 

1

3

5

 

2

3

2

 

122 

123 

124 

125 

126 

127 

128 

129 

130 

131 

132 

133 

134 

135 

136 

137 

138 

139 

140 

141 

142 

143 

144 

145 

146 

147 

148 

149 

150 

l 5 1 

152 

153 

154 

155 

156 

157 

158 

159 

160 

161 

162 

163 

164 

165 

166 

167 

168 

169 

170 

171 

172 

173 

174 

175 

176 

177 

178 

179 

180 

181 

182 

183 

1.7 

2.6 

3.5 

2.6 

3.6 

(1.3) 

(1.6) 

2.1 

1.8 

3.1 

(14) 

(2.2) 

3.0 

(34) 

(1 I) 

2.6 

3.4 

3.5 

4.0 

3.6 

4.4 

3.8 

3.6 

4.2 

3.1 

3.4 

3.7 

3.8 

1.5 

1.5 

4.2 

3.3 

3.6 

2.9 

3.5 

(1 3) 

(0.4) 

(1.2) 

(0.5) 

(I. 7) 

(1.4) 

(1.5) 

2.2 

(1. 7) 

1.7 

(1.2) 

(1.3) 

(0.9) 

1.9 

1.3 

2.2 

(1.8) 

1.9 

1.6 

2.3 

(0.5) 

(0.4) 

1.9 

2.2 

1.8 

2.4 

(0.9) 

1.4 

1.8 

2.4 

2.2 

2.9 

1.5 

1.9 

2.4 

2.2 

2.9 

2.2 

(2 I) 

3.1 

(3.2) 

(1.3) 

2.2 

2.3 

2.3 

2.4 

2.2 

2.8 

2.5 

2.3 

2.8 

2.2 

2.4 

2.2 

2.4 

1.4 

1.4 

2.5 

2.4 

2.3 

1.9 

2.4 

1.5 

(0.6) 

(I I) 

1.0 

1.5 

1.0 

(1.2) 

1.7 

1.3 

1.5 

I. I 

(0 8) 

0.9 

1.7 

1.5 

2.1 

1.9 

1.8 

1.4 

1.9 

0.9 

(O 7) 

l. 7 

1.8 

1.6 

1.9 

(0.9) 

1.2 

1.4 

1.5 

1.4 

1.5 

0.9 

1.0 

0.9 

0.8 

I. I 

(0.9) 

(I.4) 

I. I 

(1.3) 

1.0 

1.2 

1.5 

1.6 

1.7 

1.4 

1.7 

1.6 

1.6 

1.6 

1.5 

1.5 

1.9 

1.6 

I. I 

I. I 

1.5 

1.4 

1.5 

1.3 

1.6 

(0.8) 

(0.4) 

(I. I) 

(0.6) 

(0.7) 

(0.8) 

1.0 

I. I 

I. I 

0.9 

1.0 

0.9 

1.0 

0.9 

I. I 

1.0 

I. I 

I. I 

I. I 

1.0 

0.5 

(0.5) 

I. I 

I. I 

I. I 

0.9 

1.0 

2

1

1

3

4

 

ー

1

1

2

2

2

2

1

2

2

3

3

l

l

1

4

2

3

2

1

1

3

3

4

2

2

1

1

1

1

1

 

3

1

2

3

3

3

2

1

3

4

3

4

3

 

2

2

1

2

4

3

 

2

4

5

3

1
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184 

185 

186 

187 

188 

189 

190 

191 

192 

193 

194 

195 

196 

197 

198 

199 

200 

201 

202 

203 

204 

205 

206 

207 

208 

209 

210 

211 

212 

213 

214 

215 

216 

217 

218 

219 

220 

221 

222 

223 

224 

225 

226 

227 

228 

229 

230 

231 

232 

233 

234 

235 

236 

237 

238 

239 

240 

241 

242 

243 

244 

245 

246 

1.4 

1.6 

2.4 

1.6 

(0.4) 

2.7 

2.1 

(I 4) 

1.3 

3.2 

(1.4) 

(2.2) 

1.6 

1.3 

2.6 

2.7 

1.5 

1.9 

(0.9) 

2.5 

2.0 

(1.2) 

1.7 

2.1 

1.9 

2.0 

1.9 

1.7 

(1.5) 

(2.5) 

1.9 

1.8 

1.6 

1.8 

1.9 

1.8 

(I. 7) 

(I.4) 

3.0 

1.9 

(1.3) 

2.6 

2.8 

1.7 

1.7 

1.6 

(0.6) 

1.5 

1.8 

1.4 

(I 2) 

2.8 

1.5 

2.4 

2.6 

1.8 

1.7 

2.2 

2.1 

(2.3) 

3.2 

1.9 

2.8 

(I.5) 

1.7 

1.9 

1.5 

(04) 

2.0 

1.9 

2.0 

I. 7 

2.1 

(I.4) 

(I 7) 

2.0 

1.7 

1.8 

1.9 

2.3 

1.8 

(1.0) 

2.3 

1.9 

(I. I) 

1.9 

1.8 

1.7 

1.7 

2.1 

1.7 

(I 6) 

2.3 

2.0 

1.9 

1.6 

1.9 

1.9 

1.7 

1.8 

1.6 

2.2 

1.7 

(1.2) 

2.0 

1.7 

2.0 

2.0 

1.8 

1.0 

2.2 

1.9 

1.6 

1.3 

3.2 

1.5 

1.8 

2.1 

1.7 

2.1 

1.8 

1.8 

2.4 

3.5 

1.8 

2. I 

1.0 

1.0 

l. 2 

1.0 

(0 3) 

1.4 

1.2 

0.8 

0.7 

1.5 

1.1 

1.8 

0.7 

0.9 

1.6 

1.7 

0.6 

1.2 

(0.4) 

1.3 

1.1 

1.2 

1.0 

1.1 

1.0 

1.1 

0.9 

0.9 

0.8 

I. I 

1.1 

1.0 

1.0 

I. I 

0.9 

0.9 

1.0 

1.4 

1.5 

1.5 

1.2 

1.4 

1.7 

0.8 
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1.0 

0.7 

0.9 

I.I 

0.9 

0.8 

1.2 

1.2 

1.4 

1.3 

1.2 

1.2 

1.2 

1.1 

1.0 

1.1 

1.2 
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1.0 
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1.0 
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0.8 
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1.1 
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3l4 
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319 

320 

321 

322 

323 

324 

325 

326 

327 

328 

329 

330 

331 

332 
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2.4 
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3.0 
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2.0 
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(0.7) 
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2.0 
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1.5 

1.7 

1.8 

1.9 

2.3 
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(I.4) 
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436 2 0 I 8 I 2 1 

437 1.6 I 8 1 0 2 

438 I 7 I 8 0.9 3 

439 1 0 (0 9) 0 9 2 

440 2 0 1.7 1.2 

441 1 9 I 6 I 2 2 

442 2.2 2 0 I I 3 

443 2 I 2 0 1.2 3 

444 I 8 1 7 I 0 2 

445 1.9 1.9 0.9 3 

446 (I 2) (1 2) 0 9 1 

447 1.4 I I I I 

448 1 9 1.6 I.I 2 

449 2.2 1 9 1 2 3 

450 2 I 1.9 l l 3 

451 2 2 I 8 I I 2 

452 2 I 1.8 1 1 3 

453 (1 6) (1 3) I.I 2 

454 2.8 24 1 3 2 

455 2 3 2.2 1.2 3 

456 I 9 I 8 I I 4 

457 1.8 l.9 I I 3 

458 1 7 1 7 1.0 4 

459 (1.1) (1.4) 0 9 2 

460 2 2 2 0 I 3 1 

461 1.9 2 0 I 0 2 

462 I 8 I 7 I. I 3 

463 I 8 1 8 I I 3 

464 1.7 1.6 I I 2 

465 (O 6) (0 7) (0.6) 

466 2.5 2 0 I 4 2 

467 24 I 9 I 3 2 

468 2 0 I 7 I 3 

469 2 2 I 8 I I 1 

470 (1.2) (1.5) I I 1 

471 1 6 14 I 3 3 

472 2.3 I 7 14 2 

473 2 0 I 7 I 4 

474 2 2 (2 I) 1.3 

475 1.5 1.3 I I 1 

476 1.7 I 7 I 0 

477 1.8 I 7 I 3 

478 (I 3) (I 1) 1.3 

479 1.7 I 5 1 2 

480 I 9 1.4 1.3 1 

481 (2 I) I 7 14 1 

482 1.5 1 5 I 0 

483 2 0 l 8 1.2 

484 (O 8) (I 0) (I O) 

485 I 9 1.7 1.2 

486 2 0 1.9 I 2 

487 2 2 2.2 I 2 

488 (0.4) (0 8) 0 5 

489 (2.5) (2 2) 1.8 
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滋
畦A

／ 
洛

ニ ＝ 上

］． 黒褐色土 （水田耕作土）
2. 1附よりも青暗い色 FA水田耕作土。

3.黒色土 As-C混土。

゜
I : 200 8m 

喜

..A • Vila VI_b Via 

=— 
49溝

l.褐灰色土 粘性。平安洪水岡であるが、黒褐色土と混じり合う（踏み込み）。

2.にぶい黄橙色土 砂質～シルト 。FP粒含む。

* Via~VIiia府は、碁本土陪参照。

畦B

土． VIIb wa VIIa VIIIa ―△ 

零 ＇
L=79.50m 

* Via~Vlllb附は、基本土陪参照。

土＿ 水口1

ユ． 水口4 .」¥

A' __A_. 

_A, 

水口2

水口5

•土

ぶ

土 水口3 •土

゜
L-79.40m 

I : 50 2m 

第240図第 4面水田
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8.第5面（古墳時代）の検出遺構

(1)第5面の概要

第4面Hr-FP泥流下水田の耕作土を 10cm程下げ、

僅かに軽石の混じる褐灰色還元土壌中に明黄褐色微

細シルト質のHr-FAが小楕円形の窪みに入る状況を

確認し精査を行った。

Hr-FA堆積層は、降灰後の再耕作で撹拌されたと

考えられ、小楕円形の窪みに残るHr-FAは耕作の及

ばない範囲、または上層からの踏み込みにより残っ

たとも考えられる。この小楕円の凹は畦畔部分には

少ないと判断し、集中する部分を耕作面、分散する

部分を畦畔と考え水田区画を想定した。

この面より検出した遺構は大畦畔と水田の痕跡の

みであった。

(2) 検出遺構

1)水田 （第244• 245図、 PL75)

1号 ・2号 ・3号の3条の大畦畔を検出した。こ

の大畦畔は、 Hr-FP泥流下面の調査時において確認

できた大畦畔と同一畦畔であり、更に下層のAs-C混

土面においても確認している。このことから、 As-C

混土面耕作時に構築され、その後継続的に使用され

ていたと考えられる。

水田区画は降灰後の継続的な耕作により Hr-FA直

下の面は大半が消失したと考えられ形態は不明であ

るが、上記のようなHr-FAの入った小楕円形の濃淡

により区画を想定した。

E-1区で検出されたHr-FAの入る小楕円は、上

面のHr-FP泥流下極小区画水田面積に近似した 2m'

前後に集中する傾向が見られ、この範囲を水田区画

と想定した。また、想定水田区画の間には線状の空

白部分が伸び、この部分に畦畔が存在したと考えら

れる。畦畔ラインは大畦畔に平行又は直交方向に設

けられている。

E-2区でもHr-FAの入る小楕円のまとまりと線

状の空白部分が検出されたが、小楕円の集中部分は

E-1区に比べ20~35m2と大きく下層As-C混土面の

水田痕跡とも考えられる 。

2) 溝

1号大畦畔中央付近、 3号大畦畔との合流部にと

考えられる部分において、 1号大畦畔を横断する50

表74 第5面水田計測一覧

No 面積 長軸長 短軸長 水口

（而） (m) (m) 

1 28 3 6.0 5.0 

2 24.4 5 3 5.0 

3 (12.1) (3.7) 3.0 

4 24 9 5 9 4.4 

5 20 6 48 43 

6 (11. 3) 3.8 (3.3) 

7 (0 8) (I 2) (0 6) 

8 (8.0) 47 (I 8) ， (11 3) (3.7) (2.9) 

IO 19 2 5 6 3 7 

l l 24 3 7.4 34 

12 19 8 6.0 3 6 

13 18.4 6.3 3.5 

14 18 0 48 47 

15 28.2 6.0 50 

16 39 8 7.4 5.6 

17 20,2 54 42 

18 (9 2) (3.6) (3.3) 

19 (18 8) 47 (4 2) 

20 (14. 7) 46 (3 7) 

21 (13 6) 3 9 (3.7) 

22 (10.0) (4 3) (3.5) 

23 (1.3) (1.4) 0 9 

24 (I 2) (1.3) (1.0) 

25 (O 5) (0.7) (0 6) 

26 (1.4) 1.6 0 9 

27 (1 6) (I 6) 1 2 

28 (1 9) (I 5) 1 1 

29 (1.6) (1.9) I. I 

30 3.0 2 5 l 2 

31 (1 2) (1.2) I. I 

32 2 0 I 8 I 3 

表75 E-2区第5面溝計測一覧

名称1面祠（喜瓦硫i1ー一＿互筐---1位l |:〗贔昇‘``Ill; 備考

3

3

 

8

8

 

S

r
 

5
0
5
1
 

N-30°-W o.02 l.5 321 18 81 51号溝と大畦交叉部を切るように検出され、水口状の溝？

S-20°-E I 0.021 091 361 201 81 50号溝と大畦交叉部を切るように検出され、水口状の溝？
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Al Al'A2 A2' A3 A3'A4  A4' 

A5 A5' A6 A6' 

Bl Bl' B2 B2' 旦 ． B3' B4 且土

Cl Cl'C2 C2'C3 丘立 墓

C5 C5' C6 C6' D D' 

L~79 30m 

゜
I 50 2m 

第246図 E-2区第 5面水田横断図

＼ 
7/  // 1 ＼］二こ＼ 

<
:/  ) 3 

＼疇／多 ヽ

／ ＼＼ユ
＼＼ーー：／5／

゜
I 3 10cm 

第247図 第5面遺構外出土遺物

E-2区第5面 遺構外出土遺物観察表（第247図、 PL86)
No 器 種 出土位置 法量(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

I 土師器 I r-83 (—(— 細砂・赤褐色粒含。 口緑部内斜。内外面撫で。

坪 口縁部片 ③― 酸化。にぶい橙色。

2 土師器 I q-84 ①(12.0)②一 赤褐色小粒・細砂僅少含 器表面磨耗。口縁部横撫で。

坪 1/5 ③(4 2) 酸化。並。橙色。

3 土師器 I q-83 ①(12 0)②一 細砂・赤褐色小粒僅少含 内外面横撫で。

杯 口縁部片 ③(2 7) 酸化。良。橙色。

4 土師器 I t-84 (—(— 細砂粒混。酸化。良。に くの字に開脚。外 縦位磨き 。

高坪 脚部片 ③(5 7) ぶい橙色。

5 土師器 I m-88 ①―②(9.5) 砂粒含。酸化。良。にぶ 内外面撫で。

甕 底部片 ③(2 3) い黄橙色。

3) 遺物（第247図、 PL86)号溝（第244図、 PL76) • 51号溝（第244図、 PL76)

の2条を検出したが、攪乱により壊された部分と両

溝の延長部分が見られないことから、水口状の施設

とも考えられる。

E-2区において調査面の精査において、 1号大

畦畔上及びIq-83• 84グリッド周辺で土師器坪・高

坪・甕等の破片が散在して出土した。
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9.第6面（古墳時代前期）の検出遺構

(1)第6面の概要

Hr-FA水田耕作士は、 5~10cmの厚みで堆積し、

灰褐色又は青灰色の央雑物の少ない粘質土である 。

この層下から黒褐色の鉄分凝縮の見られるAs-C混

じり土を確認し、面調査を行った。調査区内の傾斜

は北西から南東に 10cmの高低差を持つ。検出遺構に

は上面まで継続される 1号～ 3号大畦畔と溝2条を

検出した。

(2) 検出遺構

l) 水田 （第250• 251図、 PL76)

E-1区では水田面の痕跡は大畦畔2条のみであ

表76 E-2区第6面溝計測一覧

名称 1 万向己讐面流i|-—ー在位＿］百m: |：：靡ば斤` Ill；

り、畦畔や耕作痕などの痕跡は検出できなかった。

E-2区では、やはり 2条の大畦畔の他に畦畔の

高まりは残っていないが、直線的又は直交方向に伸

びる土質の異なる帯を確認した。これらの帯状の痕

跡は畦畔痕跡と考えられる。

2) 溝

E-2区北東端部において平行気味の 2条の52号

溝（第253図、 PL76) と53号溝（第253図、 PL76)

を検出した。両溝とも 5~8cm程の掘り込みであり、

途中で消失する。

備考

52 | lq 80 lp 79 1 N 22° W 
531 Ir-79・ Iq-79 I N-13°-W 

o I 4.9 I 27 I 15 I 6 畦状の痕跡脇で検出。
DI 6.01 351 51 8 掘り込みの浅い短い溝。

<
',j 'I 

＼ 
/7} / 2 ヽ ヽ

< 《3／ 

｀ぐ

5 

／ 

゜ ゜
I I 2cm 

I 3 10cm 

第248図 第6面遺構外出土遺物

E-2区第6面 遺構外出土遺物観察表（第248図、 PL86)

No 器種 出土位置 法量(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器形 残 存 ②底径③高さ

I 土師器 I p-84 ①(IO 6)②一 細砂・赤褐色粒僅少含。 口縁部横撫で。

坪 口縁部片 ③(3.0) 酸化。良。橙色。
2 土師器 I q-83 ①(12 6)②ー 細砂・赤褐色粒含。酸化 口縁部内斜、横撫で。内外面撫で。

坪 口縁部片 ③(3.2) 良。にぶい橙色。

3 土師器 I q-84 ①(12 4)②一 細砂含。酸化。明褐色。 口緑部横撫で。
甕 口緑部片 ③(2 O) 

4 土師器 I q-84 ①(14.8)②ー 砂粒混。酸化。並。にぶ 口縁部横撫で。
甕 口緑部片 ③(4 7) い黄橙色。

5 石 器 フク土 長2.2cm，幅I5cm，厚05cm，重09g 三角鏃。
石鏃 完形 石材チャート
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3) 遺物（第248図、 PL86)

1号大畦畔中央付近及びIr・ lq-86グリッド内よ

り土師器坪・甕破片が散在し出上した。

10. 第7面（古墳時代前期）の検出遺構

(1) 第7面の概要

E-1区ではAs-C混じりの黒褐色土を取り除き黒

色粘質土面にて水田畦畔状の痕跡と溝2条を検出し

面調査を行った。調査区内の傾斜は北西から南東に

10cmの高低差を持つ。

(2) 検出遺構

1)水田（第255図、 PL76)

調査区東寄りで上面2号大畦畔の同一位置でN-

40°- wに向く時畔痕跡を検出した。畦畔は 2号畦

畔と平行に走る数条の痕跡を検出した。

2) 溝

30号溝（第255困、 PL77)、31号溝（第255図、

PL77) と番号が付されているが、方向規模とも近

似した値であり、同一溝と考えられる。

表77 E-1区第7面溝計測一覧

名称1面両」喜`硫ii――一＿互憧---i嘉l 虞贔ば髭晶 備考

30 I t -79 →J a-79 1 S-13°-E 0.04 4.4 24 121 3 31号溝と同一か？短く浅い溝。

31 I I s-79→ lt-79 I N-10°-W I 0.051 4.21 201 IOI 61 30号溝と同一か？短く浅い溝。

| 82 I80 78 76 

ー

゜
I : 400 16m 

第254図 E-1区第 7面全体図
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11.第8面（古墳時代）の検出遺構

(1)第8面の概要

本調査区の最終面である。As-C等の軽石を含まな

いくすんだ黄褐色又は灰褐色土面である。本面では

人為的な遺構としては溝4条を確認した。その他風

倒木痕や耕作痕の掘り方又は耕作痕下層の土質が酸

化・還元などにより変色した部分等が入り混じり確

認できた。

(2) 検出遺構

1) 溝

32号溝（第258図、 PL77) E-1区北端部の 1号

表78 第 8面溝計測一覧

大畦畔下部から検出した。走行は大畦畔とほぼ同じ

であるがE-2区では検出できなかった。掘り込み

は浅く、のり面はだらけ形状は不明瞭であった。溝

北端寄りで壺型土器の胴下半部が出土した。

33号溝（第258図、 Pし77) と34号溝（第258図、

PL77) は蛇行しながら合流し、 33号溝は E-2区

の54号溝（第258図）へ、また35号溝は E-2区の

55号溝（第258図）へ、 X字状に交差 しつながる 。

56号溝（第259図）調査区中央東壁より発する 。掘

り込みは窪み程度と浅く、砂層の堆積が見られた。

名称
--←--~位置-----.. ----方位--- 比高 規模（長_m，幅 ・深さ_cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

32 It -82→J b-81 S-27°-W 0.05 12.2 158 40 13 E-1区。だらけた浅い溝。

33 I t -78 • I s-80 N-54° -E 

゜
14 0 42 20 10 E-1区。E-2• 55号溝とつながる。 X字状に交叉する。

34 It -80→I s-80 N-15°-W 0.01 34 40 20 2 E-1区。E-2• 54号溝とつながる。X字状に交叉する。

54 I r-80 • I q-80 N-10°-W 

゜
10 5 50 30 5 E-2区。E-1区34号溝とつながる。

55 I r-80 • I r-82 N-83°-W 

゜
9 0 32 10 5 E-2区。E-1区33号溝とつながる。X字状に交叉する。

56 I o-79 • 11-84 N-52°-E 

゜
28.4 54 30 5 E-2区。 54号溝の延長か？緩く蛇行する浅い溝。

＼
 

万
H
N
I

9

I

I

¥

l

l

l

l

'

 

ー

゜
I : 3 10cm 

第256図 E-1区第 8面32号溝出土遺物

E-1区第 8面 32号溝出土遺物観察表（第256図、 PL83)

No. 器 種 出土位置 法量(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴
器 形 残 存 ②底径③高さ

I 土師器 フク土 ①(13 0)②ー 砂粒混。酸化。並。淡黄 口縁部横撫で。

甕 口緑部片 ③(2 6) 色。

2 土師器 -7 ①―②9.5 砂粒混。灰白色。 外面、撫で後縦位磨き。

甕 胴～底部 ③(18 0) 内面、撫で。

277 



2 7 8  
| | ~

、 一

|
 

82
 

I
 

76
 

口

Ja
 

E
-
1
区

E
-
2
区

1
6
m
 

第
2
5
7
図

第
8
面

全
体

図



op

o
 

や

＼
 

灰ゞ

7B.9Q 

／
 ー

ー

し
、

.
I

|
'
 

／
 

＼
 

＼

＼

 

]

¥
 

4¥
 

78 80 

?8.80 

0 I : 150 Sm 

32溝 33溝 34溝
A A' A_ 

A' A
 

△ 

(32 • 33号溝）
I.赤褐色砂質土 鉄分沈着。As-Cを含む。
2.暗褐色土 鉄分沈着。粘性強い。

54溝

A
-

A' △_ 
55溝

A' 
I. — 

゜
L~79.00m 

I : 50 2m 

(54 • 55号溝）
1.黒色土 粘性強く締まっている。C軽石多鼠に混入(0.5mm以下大）。

第258図第8面溝
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LO-閂

゜
I : 200 8m 

56溝

A I A' 

I.黒色土 粘性強く締まっている。C軽石

多星に混入(0.5mm以下大）。

Im 

I 83 

゜
L=78.90m 

I : SO 2m 

第259図 E-2区第 8面56号溝
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1第m箪西横手遺跡群

第 1節．調査の経過

西横手遺跡群は、高崎市東部の利根川右岸の堤防

下から市道東部幹線までの間にあり、西横手町に位

置する。東部幹線を境に宿横手三波川遺跡E区と接

する。路線は北関東自動車道の西側を併走し、利根

川を渡河し前橋市に至る 。遺跡内の路線全長は140

mを測り、 STNo.203~211の間である。

調査対象地周辺部は住宅地となっており、用地等

が解決した部分より順次発掘調査を行い、また工事

工程の中で優先区間があれば緊急対応行うこととし

た。最初の調査は平成10年 1月から B区より開始

した。

発掘調査面や検出遺構については、先行して調査

が行われていた北関東道の成果である、浅間山や榛

名山の噴火火山灰の降灰やその後の泥流層の堆積、

更に利根川変流後の氾濫洪水層等の広がりを想定

し、多面調査として調査工程を組んだ。

第2節． A区の検出遺構

1. A区の検出面の概要

当区は遺跡南端部に位置し、宿横手町の宿横手三

波川遺跡E区と接する。当区は宿横手三波川遺跡同

様、火山灰や洪水層の堆積が見られ、それらの下層

より遺構を検出した。調査面数は 6面を数え、各面

の概要は以下の通りである。

第 1面（近世以降） 溝・土坑•井戸

第2面（中世）溝・土坑群。

第3面（古代） As-8層埋没水田、

第4面（古墳時代） Hr-FP、Hr-FA下面水田・溝

これらの遺構確認面間の間層中にも耕作や遺構の

掘り込みなど継続的な生活の痕跡があり、掘り込み

面の特定は困難であり、洪水層や火山灰層下の遺構

検出面と同時調査がなされた。

2.第1面 （近世以降） の検出遺構

(1)第 1面の概要

天明3年浅間山の噴火に伴う火山灰がこの地域一

帯を覆い、利根川には泥流が押し寄せ多大な被害を

およぼした。当区では、 As-A混じりの表土を除去

し、 As-Aを含む褐色土面を第 1面として調査を行

い、土坑・溝•井戸を中心として、竪穴状遺構・サ

ク状遺構などを検出した。

(2) 検出遺構

l) 溝

本面では 16条の溝を検出した。溝の走行は主に

国家座標と同方向の東西南北方向に走る 。

調査区北東端部において 1号溝から 6号溝を検出

した。 1号溝（第261図、 PL89) は、2号井戸を掘

り込み、溝内には大礫が投げ込まれた状態で出土し

た。掘り込みはしっかりしており断面U字状を星す

る。西端は4号溝方向に向かいながら収束する。2

号溝（第261図、 PL89)及び3号溝（第261図、 PL

89) は平行気味に近接する細長い溝である。4号溝

（第261図、 PL89) • 5号溝（第261図） • 6号溝

（第261図、 PL89) を含め近接し東西方向に併走す

る。4号溝と 6号溝は規模もほとんど同じであり、

短く収束する 。5号溝は、船底状に掘り込まれ、西

端及び中央付近に南法面立ち上がり部分に大礫を 1

列に並べたような状態で検出した。

7号溝 （第261図、 PL89) は、調査区北東部より

やや斜行しながら中央部付近で南にクランク状に屈

曲する。北東部では東西方向に走る 14号溝（第261

図、 PL90) • 15号溝（第261図、 PL90) と重なるが、

重なり部分で暗渠と思われる礫群が出土し、新旧関

係がわからない。

西端は、 9号溝（第261• 263図、 PL89) を掘り込

み西隣の10号溝（第261• 263図、 PL89) と交わる。

14号溝・ 15号溝上には石垣として大礫が列状に数

段組み上げられており根石を埋め込むために掘り込

281 



まれた溝である。 8号溝（第261図、 PL89) は東西

方向に掘り込まれた丸底状の溝であり、 4 号• 5号

土坑を掘り込み、西端で7号溝に交わる 。また 13号

溝（第261図、PL87) も東西方向に伸び、中央部で

1号土坑に掘り込まれ、西端部では 7号溝に接する。

9号溝～ 12号溝は、南北方向に平行に向く溝群で

ある。 9号溝（第261• 263図、 Pし89) • 10号溝（第

261 • 263図、 PL89) は2~3m程の問隔で併走し、

規模及び断面形状も似ている。9号溝は 7号溝に掘

表79 第 1面溝計測一覧

り込まれ、 10号溝は 7号溝と交わるが、調査区内で

収束してしまう。 11号溝（第263図、 PL89) は薬研

状に lm近く掘り込まれた溝である。

12号溝（第263図、 PL90) は調査区最大の溝であ

り、 11号溝と平行する。掘り込みも深く断面ロート

状を呈する。上層から中層にかけて大礫が出士した。

また、明瞭な掘り込みではないが、調査区中央部の

7号溝のクランク部分の北側延長9号溝の間に帯状

溝と呼ぶ幅広の窪みを検出した。

名称 位閻 方位 比高 規模（長．m，幅・深さ．cm) 備考

方向（上流→下流） (m) 確認全長上幅下幅深さ

1 J J -69 N-80°-W 

゜
3 6 90 40 45 1号井戸に切られる。大礫が投げ込まれる。

2 J k-71 • J」-69 N-87° -W 

゜
11 8 50 30 6 3号溝と併走する。

3 J k-73→J k-69 N-90°-W 0 10 22 0 30 10 15 2号溝と併走する。

4 J J -70→ J J -7l S-86°-E 0 03 7 I 70 40 13 3号溝と 5号溝に挟まれた短い溝。

5 J J -70→J j -74 N-89°-E 0.08 20 0 115 75 21 4号溝と 6号溝に近接併走する。礫が並べられる。

6 J j -70→J J -72 S-88°-E 0 02 9.5 80 40 20 5号溝に近接、短い溝。

7 Ji -69→J g-75 N-67°-E 0 27 39 0 120 75 23 14号溝より発しクランク状に折れ曲がり、 10号溝と合流。

8 J h-70→J h-73 N-89°-E 0 03 15 7 70 43 14 下層より 16号溝重複。同一溝とする。7号溝と合流。， J e-75→J k-75 S-! 0 -E 0 05 30 4 55 30 14 南北軸方向に直線的に伸び、 7号溝に切られ10号溝と併走する。

10 J f -75→ J K・75 S-3° -E 0 08 24.0 40 20 15 南北軸方向に直線的に伸び、 7号溝と合流する。

II J k-76→J e-76 N-1° -E 0 15 29 8 185 60 85 南北軸方向に直線的に伸び、薬研状の掘り方。一括埋土。

12 J e-78→J J -78 S-4° -W 0 05 55.0 235 40 67 南北軸方向に直線的に伸び、逆台形の掘り方。一括埋土。

13 J f -72→J g-75 S-83°-E 0 09 16.3 87 35 42 東西方向の溝。7号溝と合流する。

14 Ji -70→JI -73 N-89°-E 0 02 14.6 105 55 43 東西方向の溝。石垣が組まれる。7号溝との合流部に暗渠あり 。

15 JI -73 • J 1-74 N-87° -E 

゜
4 3 50 25 14 14号溝の西端より発し、途中消失する。

72 70 

|
|
~
、
一

I 76 174 

゜
I : 400 16m 

第260図第 1面全体図
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_A_.  2溝

三
2 3溝 I 4溝 5溝 46溝 5 8 A' 

ヮ6 ---+-『之ミここ：互ミロシ竺口［二30m

(2~5・6号溝）

l．灰黄褐色土 砂質土。As-Aを若干含む。

2，灰黄褐色砂

3，にぶい黄褐色砂

4 暗灰黄色砂

5.黒褐色砂

6.暗灰黄色土 As-A、黄色小粘土ブロックを含む。

7.褐色砂 全体に砂団で、しまりなくさらさらしている。

若干の白色軽石を含む。

8.褐灰色土 粘土質で、固くしまる。

△ 
7溝 •7土坑 A' 

7溝
且 ① ② B' C 7溝 C'

．．  

① 

(7 号溝• 7号土坑）

①．暗褐色土 砂臼土。軽石を微鼠に含む。

②黒褐色土 砂質土。軽石を微量に含む。 (7号溝フク土）

③灰黄褐色土 砂質土。）1|砂を含む。 ｝ 
la.灰黄褐色土 砂質土。軽石を含む。しまりあり 。

lb．灰黄褐色土 砂質土。軽石を含む。炭化物をこく微量に含む。

2a．褐灰色土 砂質土と粘質土の混土。

2b．褐灰色土砂質土。細粒砂混じり 。

3.灰黄褐色土 砂臼土。軽石を含む。

4.にぶい黄褐色土 砂質土。川砂を多く含む。

* I b~lib附は、基本土層参照。

(7号溝）

①にぶい黄褐色土 小粒の白色軽石を含み、固くしまる。

②にぶい黄褐色土 1層より軽石の量が極端に少ない。

7溝 8溝□言冒上
5土坑

E
 

A lb g溝 A'
- -/--―こ一

Ila 

A
 

8溝
I A' 

(7 • 8号溝）

①褐色土 小粒の白色軽石を多星に含む。

②灰黄褐色土 小礫含む。炭化物を若干含む。

］．褐色土 As-Aを含む。固く締まった附。 ｝ 8号溝

2.灰黄褐色土砂質土。

*Ila・ lib眉は、甚本土陪参照。

*4・5号土坑は、土坑の土層註参照。（第271図）

7溝.9溝

F' 

L-80.50m 

B 9溝

I 2 

A 

上こ

7 • 10溝 A'

3 

9溝

立 三上

(9号溝）

I.灰褐色土 砂臼土。As-Aを微旦に含む。

2.黒褐色土 砂笠土。粒子粗い。

* la~!lb陪は、 基本土陪参照。

C 10溝 C'
I 2 

B
 

7 • 10溝 B'D  10溝 D
 

(7 • 9号溝）

1.灰黄褐色土 砂質土。黄褐色シルト質土ブロックが多鼠に混入。

2.褐灰色土砂質土。

3.灰黄褐色土砂質土。

4.褐灰色土砂質土。

5.黒褐色土 砂臼土。As-Aを含む。炭化物を：：：＜微針に含む。

6.灰黄褐色土 砂質土。洪水陪。

7.にぶい黄褐色土 砂質士。軽石・鉄分を含む。

8.灰黄褐色土砂質土。

9.にぶい黄褐色土 砂質土。軽石プロック状に含む。炭化物を含む。

10.黒褐色土砂質土。

11.にぶい黄褐色土砂臼土。

12.暗褐色土砂臼土。

13.にぶい黄褐色土 砂質土。鉄分を全体にラミナ状に含む。炭化物

含む。

(7 • 10号溝）
I.褐色土 砂質土。浅間の軽石焼石 ・炭化物をこ＊く微凪に含む。

2.にぶい黄褐色土 砂質土。軽石を微旦に含む。

3.灰黄褐色土 砂質土。粒子細かい。

L=80.50m 

A-
帯状溝 △ 

し＝80.30m

゜
L-80.40m 

I : 50 2m 

第262図第 1面溝断面
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△-

△- 12溝

A' 

L-80.20m 

•• 

L-80.30m 

* I a陪は、基本土層参照。

I.灰黄褐色土砂質土。
2.灰黄褐色土 砂質土。暗褐色土ブロックが混入。

3.灰黄褐色土 砂質土。黄褐色土ブロック混入。

4.灰黄褐色土砂質土。

5.にぶい黄褐色土 砂質土と粘質土の混土。

6.にぶい黄褐色土砂質土。

7.褐灰色土砂質土。

8.褐灰色土 砂質土。粒子細かく、ややシル ト質。

，
 

B

＿
 

8' 

L~80.30m 

A
 

(12号溝）
I.にぶい黄褐色土 砂質土。

2.にぶい黄褐色土 砂質土。

3.にぶい黄褐色土 砂質土。

4.灰黄褐色土 粘質土。砂質土をプロック状に含む。
5.にぶい黄褐色土砂質土。

13溝

A
 

6.灰黄褐色土砂質土。

7.褐灰色土 粘質土。砂質土が混入。FP泥流ブロック混入。
8.にぶい黄褐色土 砂質土。

9.にぶい黄褐色土 砂質土。

10.褐灰色土砂質土。 As-Bを含む。

* I a~mb層は、基本土屑参照。

A' A 
15溝

A' 

し＝8050m L=80 40m 

14溝
A' 

(13号溝）
1.にぶい黄褐色砂 全体にさらさらしている。

B
 

B
 

L-80.60m 

(15号溝）
I.褐色土 砂質土。黄褐色土が混入。

2.灰黄褐色土 砂質土。粘質土が混入。

(14号溝）
I.褐灰色土砂質土。黄褐色土がプロック状に混入。炭化物を含む。

2.灰黄褐色土 砂質土。礫を微量に含む。炭化物を含む。

3.にぶい黄褐色土 砂質土。黄褐色土が混入。
①にぶい黄褐色土 砂質土。

②灰黄褐色士砂質土。
③黒褐色土砂質土。

④にぶい黄褐色土 砂質土。

⑤暗褐色土砂質土。

⑥灰黄褐色土 砂質土。川砂が混入。

* II a • II b • Vlla眉は、基本土層参照。
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第266図第1面溝出土遺物 (3)

第 1面溝出土遺物観察表（第264~266図、 PL120• 121) 
No、 器 種 出土位置 法星(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

4溝 軟質陶器 フク土 ①―②(3 8) 砂粒含。酸化。にぶい黄 高台部剥落。

1 かわらけ 底部片 ③(I 4) 橙色。

5溝 陶器 フク土 ①(10.2)②(3 8) 鉱物見えず。重。締。弱 内外面に白土施文あり 。透明釉が高台端部を除き施される割

1 碗 1/2 ③(6 9) 酸化。オリープ褐色。 れ口消耗あり 。18世紀。唐津系。

6溝 鉄製品 士0 長(3.8)cm，幅1.3cm，厚0.5cm，重（l.5)g 調査時以降欠損。茶紫。層状剥落あり、和鉄。錆ぶくれあり

1 釘 19世紀以前。
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7溝 磁器 +14 ①(8 6)②(3 O) 鉱物見えず。重。締。 2片結合。 内外面に竹文と界線を施文。胎土少し灰色がかる

1 染付碗 2/3 ③(5.4) 還元。灰色。 割れロシャープ。湯呑。19世紀。肥前系。瀬戸。

7溝 磁器 フク土 ①―②(3 6) 鉱物見えず。重。締。 内外面に染付施文。白磁釉少し青みがかる。割れ口消耗あり 。

2 染付碗 底～体部片 ③(3.5) 還元。灰白色。 湯呑。19世紀前半。肥前系。

7溝 鉄釉陶器 +8 ①7 0②(2 0) 鉱物見えず。重。締。弱 底面右回転箆削り 。底を除き施釉。油煙の付着見えず。割れ

3 燈火皿 口縁部小欠 ③I 9 還元～酸化へ。褐色。 口少し消耗。18• 19世紀。常滑か？

7溝 緑・鉄釉陶 +16 ①(9 0)②3 6 鉱物見えず。やや軽。締 内外面と口縁部に緑と口錆の施釉あり 。長石釉は細貰入あり 。

4 器・碗 1/4 ③(5 8) 弱還元。灰白色。 割れ口消耗少。18世紀。美濃。

7溝 鉄釉陶器 フク土 ①―②(6 I) 鉱物見えず。重。締。中 竹筒形花生。底部は粘土板。鉄釉は褐色がかる。割れロシャ

5 花生 1/2 ③(11 2) 性から弱酸化へ。褐色。 ープ。18• 19世紀。産不明。

7溝 灰釉陶器 +14 (—(— 鉱物見えず。やや軽。弱 肩部に 4+a条の沈線あり 。注口部は被熱色変と吸炭あり割

6 注口徳利 1/3 ③(10 3) 酸化。にぶい黄色。 れ口消耗あり 。18世紀。美浪。燈火具か？

7溝 石製品 フク土 長（73)cm，幅（43)cm，厚（I5)cm，重（40)g 中砥級。自然石砥で図平面左下に川原石面あり 。右側部と表

7 砥石 欠損あり 石材’硬質泥岩 面が使用され、裏面は割られた面。消耗少。

7溝 軟質陶器 フク土 ①(34 8) 黒・白色鉱物含。軽。並 外面に煤付着。底面に型肌状と砂付着あり 。内外面横撫で割

8 焙烙 口緑部片 ②(34 8)③（2 7) 酸化。にぶい黄褐色。 れ口消耗少。19世紀。小泉焼。

7溝 石製品 フク土 長(9.5)cm，幅（2.S)cm，厚I8cm，重（70)g 中砥級。片小口と片側部1B時欠損。使用片側部と表・裏面の， 砥石 欠損あり 石材変質デイサイト 3面。割れ口消耗少。部分吸炭あり 。砥面は右利き

7溝 鉄製品 +18 長3.9cm，幅0.7cm，厚0.5cm，重（4l)g 茶紫。上方調査時以降欠損。下方旧欠。使用釘で木質付着上

10 釘 方は頭部直前の欠損。層状剥落あり 。和鉄。19世紀以前。

7溝 鉄製品 +18 長15.5cm，幅1.9cm，厚17cm重（574)g 刃先旧時欠損。茶紫。刃部欠。茎に木質なし。縦の錆割ある

II ノミ ものの古代鉄か和鉄か不明。茎円形、首部隅丸長方形の横断

面。19世紀以前。

7溝 鉄製品 フク土 長6.5cm，幅1.6cm，厚0.6cm，重（11l)g 茶紫。上方調査時以降欠損。下方旧欠。全体に曲げられる和

12 小柄と茎片 鉄。茎部片残存。錆ぶくれ。蝋継目不明瞭。19世紀以前。

8溝 石製品 フク土 長(16)cm，幅1.4cm，厚（l.3)cm，重4g 角部の小片。欠損は旧欠。使用は4面。消耗少。

I 砥石 破片 石材，変質デイサイト

9溝 陶器 フク土 ①(6 0)②(2 8) 鉱物見えず。やや軽。 2片接合。高台部を除き内外面に透明釉を施す。外面下半回

I 小坪 1/2 ③3.3 締。灰色。 転箆削り。割れ口消耗微。18世紀。美潤。

9溝 磁器 フク土 ①―②―③― 鉱物見えず。重。締。 外面下方回転箆削り 。外面上方に透明釉と染付施文。内面工

2 染付小徳利 体部片 還元。明青灰色。 具による輔轄目。割れロシャープ。19世紀。肥前系。

9溝 鉄釉陶器 フク土 ( —(—(— 鉱物見えず。重。締。還 内外面施釉。体部凹みあり 。外面隆部3条。割れロシャープ。

3 徳利 体部片 元～酸化。にぶい赤褐色 18~20世紀。産不明。

9溝 ガラス フク土 長一，幅ー，犀ー，重5g ヴェネチア玉の金発色を思わせるほど赤い。練り縞が器表に

4 箸玉、赤 完存 見える。穴部中央に膨れなく直孔。16~19世紀。国産？

10溝 磁器 +5 ①―②3 9 鉱物見えず。重。締。 外面に染付施文あり 。割れロシャープ。18世紀。肥前系。

1 染付碗 下半部 ③― 逗元。灰白色。

10溝 陶器 +7 ①(11.2)②(6.8) 鉱物見えず。やや軽。締 明オリーブ灰色。高台部を除き、内外面に長石釉を施す。内

2 皿 1/2 ③24 中性～弱酸化。 面目跡とひっつきあり 。割れ口消耗あり 。17世紀。美浪。

10溝 磁器 +6 ①―②―③(2.6) 鉱物見えず。重。締。 内面に染付施文と蛇目部あり 。波佐見くらわんか皿。割れ口

3 染付皿 口縁部片 還元。灰白色。 少し消耗。18世紀前半。肥前系。

10溝 鉄釉陶器 フク土 ①―②―③― 鉱物見えず。重。締。還 外面に 9+a条の隆帯あり 。内外面に施釉。18~20世紀。産

4 甕 体部片 元気味。暗赤褐色。 不明。

II溝 土師質土器 フク土 ①(12 0)②（7 O) 黒・白色鉱物多。軽。並 2片接合。内外面に輔櫨日あり 。底面は糸切様。割れ口少し

1 皿 1/3 ③2.9 酸化。にぶい赤褐色。 消耗。14• 17~18世紀。県内。

ll溝 軟質陶器焙 フク土 (—(—(— 黒・白色鉱物多。軽。並 底面に型肌様と砂付着。割れロシャープ。19世紀。

2 焙烙 底部片 酸化。にぶい黄褐色。 小泉焼？

12溝 軟質陶器 フク土 (—(—(— 白色鉱物含。軽。並。弱 内耳渦か。外面に煤付着。内面に撫で痕。

1 渦 体部片 酸化。黒褐色。 割れ口消耗あり 。15世紀。西毛。

12溝 鉄釉陶器 フク土 (—(—( — 鉱物見えず。重。締。 内外面に濃褐釉。割れロシャープ。17世紀。瀬戸 ・美濃。

2 碗 口縁部片 還元。褐色。

12溝 軟質陶器 フク土 (—(—(— 黒 ・白色鉱物微。軽。硬 外面に煤付着あり転用か。口緑部内面側陵部使用消耗あり外

3 鉢 口縁部片 還元から弱燻へ。灰色。 面工具轄櫨目。割れ口消耗少。15世紀。西毛。

12溝 軟質陶器 フク土 ( —( —( — 白色鉱物含。軽。硬。 内面使用磨耗少。外面指圧痕と下方に回転撫で痕あり 。割れ

4 鉢 体部片 還元。灰色。 口消耗少。15世紀。西毛。

12溝 焼締陶器 -11 (—(—(— 白色鉱物多。重。締。還 外面に自然かかり釉流れあり 。割れロシャープ。

5 甕 体部片 元から酸化へ。灰白色。 13~15世紀。常滑。

12溝 土師質土器 フク土 ①―②(9 O) 黒 ・白色鉱物含。軽。軟 長脚の高台部か。シルト質。肉厚。内外面に回転撫で痕あり。

6 高台付坪 細片 ③(I 8) 酸化。にぶい橙色。 II世紀。西毛。

14溝 軟質陶器 +l (—(—(— 白・褐色鉱物含。軽。硬 内耳を設けない渦片。内外面横撫で。割れロシャープ。

1 渦 口緑部片 還元から燻へ。灰色。 14世紀。西毛。

14溝 鉄釉陶器 +I ①―②―③― 鉱物見えず。やや軽。締 内外面に錆釉あり 。割れ口消耗あり 。17• 18世紀。美濃。

2 鉢 体部片 中性。灰赤色。
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14溝 瓦 +I 長さー，幅一 白色鉱物・雲母粒含。や 器面に雲母粒あり 。さらに燻吸炭あり。割れ口消耗少。19• 

3 桟瓦 破片 厚さ I8 や重。硬。還元から燻ヘ 20世紀。深谷か？

14溝 鉄製品 -12 長76cm，幅47cm，厚09cm，重（284)g 調査時以降欠損。茶紫。片側に刃部があり、折り割りと二次

4 不明 転用の個体らしい。錆ぶくれ部分的にあり 。和鉄か古代鉄か

不明。19世紀以前。

14溝 石製品 フク土 径(36O)cm，厚（］23)cm，重（77)kg ものくばりは見られるが、目は磨滅。

5 臼 1/2 石材秋間石

14溝 鉄製品 フク土 長5.2cm，幅2.0cm，厚0.6cm重（3.3)g 調査時以降の欠損。茶紫で二次被熱か？木阿残存。曲がりあ

6 釘 り使用釘。陪状剥落あり和鉄。和釘。19世紀以前。

15溝 陶器 フク土 ①(29 6)②一 I 白色鉱物多。重。締。 内外面の発色は、釉か自然か不明。内面に 6+a条卸目。使

1 播鉢 口緑部片 ③(8 8) 遠元から酸化へ。 用磨耗少。割れロシャープ。17世紀。信楽。

2) 池状遺構 （第263• 267図、 PL91)

11号溝・ 12局溝に挟ま れた南側で斜めに両溝を繋

ぐような状態で溝があり、そのほぼ中央部に長辺 3

m、 短辺1.5m、深さ20cm程の規模を持つ、隅丸長

方形が重なったような掘り込みである 。頂部には 6

号土坑が里なる 。埋没土下層には軽石層や大礫混じ

りの層である 。 また 11号溝を挟み長辺2.5m、短辺

60cm、深さ 10cm程の規模を持つ長方形の土坑状の

掘り込みを検出した。 この周りには大礫が囲うよう

に並べられていた。
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第268図 第1面池状遺構出土遺物 I 

第 1面 池状遺構出土遺物観察表（第268図、 PL123)

No 器種 出土位置 法量（cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器形 残 存 ②底径③高さ

1 軟質陶器 フク土 (—(—(— 黒・白色鉱物含。並。並 底外面に型肌状の痕跡と砂付着。割れ口消耗少。19世紀。

内耳渦 破片 酸化気味。にぶい橙色。 県内。

2 石製品 -14 長(107)cm，幅64cm，厚1.5cm，重100g 池部隅丸方形。緑シャープな立ち上がり 。岡部中央僅かに

方形硯 1/3 石材．珪質粘板岩 凹む。

3) 1号暗渠（第269• 270図、 PL91)

上面は、近世面である 。石組みは、 1辺約2.3m

の方形の掘方四辺に 2石前後で組み上げられ、乱雑

に人頭大の川原石が内部に多数あった。さらに石材

間には部分的に空洞箇所も認められた。そして周囲

の溝遺構が、この場所で合流・分岐している ことな △ 

ども考慮すると、暗渠的な施設と考えられた。群馬

県内の民家建築は、台所の北～北東隅側に排水溜が

多い。出土遺物は、第269図 lに見る 18世紀代の陶

磁器片が主で、下限は同図 2の19世紀初頭頃の製

171 

品がある 。

I.にぶい黄褐色土 砂質土。

2.にぶい黄褐色土砂質土。

3.暗褐色土砂質土。

4.褐色土砂質土。

5.暗褐色土砂質土。礫を含む。

6.にぶい黄褐色土 砂質土。石組裏込め。
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第269図 第1面1号暗渠及び出土遺物 (1)
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第270図 第1面1号暗渠出土遺物 (2)

第 1面 1号暗渠出土遺物観察表（第269• 270図、 PL123• 124) 

一゚三

5
 

No 器 種 出土位置 法量(cm)①口径 胎土・焼成・色調 成・整形技法，器形の特徴

器 形 残 存 ②底径③高さ

1 陶器 -4 ①(38 0)②一 鉱物見えず。重。締。 内面に印文と白土による施文。外面に淡灰釉上半と黒褐釉下

鉢 口～体部片 ③l2,8 酸化。 半との釉掛け分けあり 。割れロシャープ。18世紀。唐津。

2 石製品 -20 長(125)cm，幅（32)cm，厚（2S)cm，重（160)g中砥でも目つみ、やや硬質、上等。 片小口旧欠、片小口櫛目

砥石 片小口欠損 石材砥沢石 両側部櫛目あり 。表面が使用面。表面一部使用で僅か櫛目残

る。割れロシャープ。19世紀前半。

3 石製品 -9 長24.5cm，幅（243)cm，厚153cm，重（99)kg 内面斜方向のノミ痕明瞭。

マス？ 1/2 石材．粗粒輝石安山岩 外面平滑。

4 鉄製品 -7 長67cm，幅16cm，厚12cm，重（136)g 調査時以降の欠損。茶紫。本来的か二次的な曲がりか不明。

不明 全体的に錯ぶくれあり粗製を思わせる。和鉄。19世紀以前。

5 鉄製品 -11 長107cm，幅34cm，厚I3cm，里（495)g 下方旧損。暗茶紫。中央部に旧時の木質あり 。大形。使用釘

釘 展状剥落あり和鉄。犬釘より小形。19世紀以前。

4) 土坑

本区では11基の土坑を検出した。形状及び規模等

の揃いは見られない。 1号土坑（第271図、 PL93)

は13号溝中央部で溝を掘り込み構築され、灰黄褐色

砂質土で埋没している。2号土坑（第271図、 PL93)

はそのすぐ南に位置し、 As-Aを多量に含む。3号土

坑 （第271図、 PL93) は12号溝南端に位置し、掘り

込みの深くない平底状を呈する。4号土坑（第271

図、 PL93) と5号土坑（第271図、 PL93) は重複し、

4号土坑が5号土坑を掘り込み、 4号土坑は8号溝

に掘り込まれている。4号・ 5号土坑とも掘り込み

断面は台形状を呈し、地山ブロックの入り混じる人

為的埋没土で埋まっている。4号溝中より陶磁器や

石臼等が出土している。6号土坑（第272図、 PL93)

は、 11号溝と 12号溝の間の南端で検出された池状遺

構に掘り込まれる。掘り込みは浅く底面は池状遺構
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と水平であり、埋没土も類似することから同一遺構

の可能性が考えられる。7号土坑（第272図、 PL94)

は7号溝と 8号溝により挟まれ7号溝に切られ、 8

号溝を切っている。埋没土は地山の混土が主体であ

り、人為的埋没土と考えられる。出土遺物には軟質

陶器鍋破片が出土している 。8号土坑 （第273図、

PL94) は、 14号溝や 1号井戸に切られ形状は不明

瞭である 。一部残っている断面では丸底状を呈し、

埋没土中には川砂等が混入している 。9号土坑（第

272図、 PL94) は、 12号溝東側で検出した円形土坑。

10号土坑（第273図、PL94) は、9局溝東際で検

出した細長く掘り込みの浅い溝状の土坑である 。

11号土坑（第273図）は、調査区中央東壁にかかる

状態で検出した。埋没土上層は大礫と地山ブロック

も含まれ人為的な一括埋土か。

表80 第 1面土坑計測一覧

A
 

ユ

No. 位置 長軸 短軸 深さ 形状 軸方位

(cm) (cm) (cm) 

1 J g-73 95 77 43 方形 N-90' 

2 J f -73 126 62 21 不定形 N-80°-W 

3 J e-77 169 163 29 円形 N-3'-W 

4 J h-71 185 156 36 円形 N-35° -E 

5 J h-72 255 190 23 不定形 N-ll°-W 

6 J e -77 162 120 15 楕円形 N-40°-W 

7 J h-71 (163) 198 41 楕円形 N-l6°-W 

8 JI -7] ， J g-76 70 65 34 円形 N-3° -W 

10 J e-75 (I 30) 30 4 不定形 N-7° ・W 

11 J g-71 (195) 24 38 不定形 N-12° -E 

-=  

..A. •• 

A . •• 

4
 

(1号土坑）
1.灰黄褐色土砂質土。
2.灰黄褐色土 砂質土。若干の白色軽石を含む。

3.灰黄褐色砂 白色軽石若干含む。

4.灰黄褐色土

5.褐灰色砂

(2号土坑）
1.灰黄褐色土 砂質土。As-A軽石を多量に含む。

2.にぶい黄褐色土 砂質土。底部に As-A軽石が多く堆積。

3.にぶい黄褐色土 砂質土。As-A軽石を微鼠に含む。

＼
 

△-

土

ユ

2土坑一朽£==—

土 •土 、

土

」． 3.土

A' 

A' 

L=80.10m 

(3号土坑）
I.灰褐色土 白色軽石・炭化物も若千含まれる。

2.灰褐色土 白色軽石も若干含まれる。固くしまる。

3.褐色土 B混屈が主になる砂で全体にさらさらしている。

4.灰黄褐色土 1層に似るが軽石は含まれない。

(4号土坑）
I.褐灰色土 砂質土。明黄褐色・褐灰色砂の混土。

2.黄灰色土砂質土。
3.灰色土 砂質土。明黄褐色土を粒・プロック状に含む。

黒褐色 ・灰色砂粒を微量含む。

4.黄灰色土 明黄褐色土を多く含む。

(5号土坑）
①黄灰色土 砂質土。明黄褐色砂を均ーに多く含む。

②灰色土 砂質土。明黄褐色土を粒・ブロック状に含む。

③灰色土 砂質土。

゜
1 : 40 Im い80.40m
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(6号土坑）

I.灰黄褐色土

2.灰黄褐色土

3.黒褐色土

①黒褐色土

②褐灰色土

③褐灰色土

炭化物を若干含む。細粒・白色軽石含む。

軽石は 1附に比べ極端に少なくなる。

炭化物が混じる。全体に黒つぼい。

軽石は含まれない。全体に黒っぼい。

軽石がやや多く含まれる。全体にさくさくしている。

小粒の軽石がかなり多く含まれる。小石等も含まれる。

ー

゜池状遺構

｀ 
A ＼ ＼ ／／r-大）

◇ 

ー j` 
6土坑 池状遺構

＾ 
△ 

L•80.20m 

＼ 
△ 

彎

切／

7土坑

△ 

ク ． 

(7局土坑）
①暗褐色土 砂質土。軽石を微駄に含む。

②黒褐色土 砂質土。軽石を微鼠に含む。l(7号溝

③灰黄褐色土 砂質土。川砂を含む。 フク土）

④にぶい黄褐色土 川砂を多く含む。(8号溝フク土）

la．灰黄褐色土 砂質土。軽石を含む。しまりあり 。

lb．灰黄褐色土 砂質土。炭化物を微星に含む。

2a．褐灰色土 砂質土と粘質土の混土。

2b．褐灰色土 砂質土。細粒砂混じり 。

3. 灰黄褐色土 砂質土。軽石を含む。

4. にぶい黄褐色土 砂質土。川砂を多く含む。

9土坑

三 □A

△-

7溝 ② la

△ 

B
-

旦

L-80.20m 

(9号土坑）
I.褐灰色砂質土 白色粒子混入。

2.褐灰色砂質土 明黄褐色土ブロック含む。

3.褐灰色砂質土 鉄分の赤みが増す。白色粒子減少。

L=80 40m 

゜
I : 40 Im 
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